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序文

財団法人千葉県文化財センターは、埋蔵文化財の調査研究、文化

財保護思想、のj函養と普及などを主な目的として昭和49年に設立され

て以来、数多くの遺跡の発掘調査を実施し、その成果として多数の

発掘調査報告書を刊行してきました。

このたび、千葉県文化財センター調査報告第300集として、千葉県

土木部の県道山田台大網白里線事業に伴って実施した大網白里町一

本松遺跡、東金市山田水呑遺跡を初めとした 5遺跡の発掘調査報告

書を刊行する運ぴとなりました。

この調査では、古墳時代から奈良・平安時代の竪穴住居、掘立柱

建物跡や、土師器・須恵器など、この地域の歴史を知る上で貴重な

成果が得られております。この報告書が、学術資料としで、また文

化財の保護、普及のための資料として広く活用されることを願って

おります。

終わりに、調査に際し御指導、御協力をいただきました地元の方々

を初めとする関係者の皆様や関係機関、また、発掘調査から整理ま

で御苦労をおかげした補助員の皆様に心から感謝の意を表します。

平成9年3月31日

財団法人千葉県文化財センタ一

理事長中村好成



凡例

1 本書は、千葉県土木部による県道山田台大網白里線に伴う埋蔵文化財の発掘調査報告書である。

2 本書に収録した遺跡は、以下のとおりである。

一本松遺跡 千葉県大網白里町大字餅の木字八幡台541-1ほか(遺跡コード402-003)

山田台No.6 -2遺跡 大網白里町大字小西字一本松(遺跡コード402-005)

山田水呑遺跡 東金市山田水呑台1.217-6ほか(遺跡コード213-003)

山田新田皿遺跡 東金市山田新田1.155ほか(遺跡コード213-018)

山田新田所在馬土手 東金市山田新田1.155 (遺跡コード213-009)

3 発掘調査から報告書作成に至る業務は、千葉県土木部の委託を受け、財団法人千葉県文化財センター

が実施した。

4 発掘調査及ぴ整理作業の担当者、実施期間は本文中に記載した。

5 本書の執筆は、成田調査事務所芝山分室長嶋田浩司が第1章・ 2章、 3章第 1・2節を担当し、主任

技師小林信ーが第3章第3節、第4章・ 5章・ 6章を担当した。

6 発掘調査から報告書の刊行に至るまで、下記の諸機関・諸氏から多くの御指導、御協力を得た。

千葉県教育庁生涯学習部文化課、山武土木事務所、大網白里町教育委員会、東金市教育委員会

倉田義広、椎名信也、田所真、山口直人、渡辺修一(敬称略)

7 本書に使用した地形図は、下記のとおりである。

第2図 国土地理院発行 1/25.000 r東金J(NI-54-19-11-4) 
第3図 大網白里町発行 1/2.500 都市計画図

第120・134図 東金市発行 1/2.500 都市計画図

8 周辺航空写真は、京葉測量株式会社による昭和56年に撮影のものを使用した。

9 本書で使用した図面の方位は、すべて座標北である。

10 本書で使用しているスクリーントーンは、以下のとおりである。

旧石器出土平面図の記号凡例(器種・石材)

器種

*ナイフ形石器

@石核

・剥片

合小石刃

@敵石

-砕片

石材(小さいドットは磯・破損磯)

@模形石器

@磨石

。磯・破損磯

区ヨ赤色野

区函黒色処理

@削器

企 R剥片

-斧状石器

10 U~J片

@硬質頁岩 @珪質頁岩 @黒曜石 -・ホルンフェルス 。。砂岩

企緑泥片岩 企・流絞岩 -・安山岩 ロロ凝灰岩 @・メノウ

@・チャート ... .石英斑岩 合粘板岩 合*頁岩 -泥岩
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第 1章はじめに

第 1節調査の概要

l 調査の経緯と経過

県道山田台大網白里線は、東金有料道路山田インターと大網白里町の中心部を結ぶ幹線道路で、近年の

交通量の増加と周辺の大規模宅地開発に伴い道路の整備が急がれていた。そこで、千葉県土木部は県道山

田台大網白里線の道路改良を計画し、事業に先立つて昭和59年6月13日付けで千葉県土木部長から事業地

内の「埋蔵文化財の所在の有無及びその取扱いについて」の照会文書を千葉県教育委員会あて提出した。

これを受けて千葉県教育委員会は、昭和59年7月13日付け教文第 1号の251で「縄文土器散布地1か所」が

ある旨回答した。協議の結果、現状保存が困難なため記録保存の措置を講ずることとなり、調査は財団法

人千葉県文化財センターが担当することとなった。

年度別の事業名は、以下のとおりである。

昭和63年度 一般県道大網停車場丘山線住宅宅地関連事業に伴う埋蔵文化財調査

平成3年度 一般県道大網停車場丘山線住宅宅地関連公共施設整備促進事業に伴う埋蔵文化財調査

平成4年度同上

平成6年度 住宅宅地関連(山田台大網白里線)事業に伴う埋蔵文化財調査

平成7年度 住宅宅地関連(山田台大網白里線)に伴う埋蔵文化財調査

平成8年度同上

対象となった遺跡は合計5遺跡あり、調査の古い順から山田水呑遺跡、一本松遺跡、山田新田III遺跡、

山田新田所在馬土手、山田台No.6 -2遺跡となる。昭和63年7月の山田水呑遺跡発掘調査に始まり、その

後一時中断したものの、平成 3年から調査が再開され、平成5年1月の山田台No.6 -2遺跡の発掘調査を

もって終了した。概要は以下の通りである。

調査経歴

(発掘調査)

I 一本松遺跡(遺跡コード 402-003) 

所在地 山武郡大網白里町大字餅の木字八幡台541-1ほか

調査期間 平成4年 1月7日~同年3月30日

平成4年6月1日~同年9月30日

調査面積(平成3年度)

調査対象面積 3，000m' 

確認調査上層 300m' /3， OOOm' 

下層 60m' /1， 500m:宮

本調査上層 1，500m'

下層 o m' 
調査組織 調査部長天野努部長補佐阪田正一班長深津克友



調査担当者 技師沖松信隆

(平成4年度)

調査対象面積 4，000m' 

確認調査上層 250m' /2， 500m' 

下層 160m' / 4， OOOm' 

本調査上層 4，000m'

下層 500m' 

調査組織 調査部長天野努部長補佐深津克友班長鈴木定明

調査担当者 技師豊田秀治

2 山田台No.6 -2遺跡(遺跡コード 402-005) 

所在地 山武郡大網白里町小西字一本松

調査期間 平成5年1月8日~同年1月29日

調査面積 調査対象面積 172m'

確認調査下層 7 m'/172m' 

本調査上層 172m' 

調査組織 調査部長天野努部長補佐深津克友班長鈴木定明

調査担当者 技師豊田秀治

3 山田水呑遺跡(遺跡コード 213-003) 

所在地 東金市山田水呑台1，217-6ほか

調査期間 昭和63年7月1日~同年7月29日

調査面積 調査対象面積 580耐

確認調査上層 58m'/580耐

下層 24m' /580m' 

本調査上層 580耐

下層 70m' 

調査組織 調査部長堀部昭夫部長補佐岡川宏道班長矢戸三男

調査担当者 調査研究員新田浩三

4 山田新田III遺跡(遺跡コード 213-018) 

所在地 東金市山田新田1，155ほか

調査期間

調査面積

平成4年12月1日~平成5年1月29日

調査対象面積 1，700m' 

確認調査上層 170m'/1，700m' 

下層 68m2 /1， 700m' 

本調査上層 115m' 

調査組織 調査部長天野努部長補佐深津克友班長鈴木定明

調査担当者 技師豊田秀治
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5 山田新田所在馬土手(遺跡コード 213-009) 

所在地 東金市山田新田1，155ほか

調査期間 平成4年12月14日~同年12月25日

調査面積 調査対象面積 50m2

確認調査下層 2 m2/50m' 

本調査上層 50m2 

調査組織 調査部長天野努部長補佐深津克友班長鈴木定明

調査担当者 技師豊田秀治

(整理作業)

平成6年4月から平成 8年3月まで

調査組織 調査研究部長西山太郎事務所長矢戸三男(平成6年度)、石田広美(平成7年度)

整理担当者 芝山分室長嶋田浩司

平成8年8月から平成9年1月まで

調査組織 調査部長西山太郎事務所長石田広美

整理担当者 主任技師小林信一

2 調査の方法

一本松遺跡・山田台No.6 -2遺跡・山田水呑遺跡・山田

新田III遺跡の発掘調査では、それぞれの遺跡ごとに公共座

標に基づく 20m単位の方眼を大グリッドとしている。大グ

リッドは、南北方向に北から 1・2. 3……、東西方向を

西からA・B・C……とした(一本松遺跡については、南北

方向をA・B・C、東西方向を 1・2・3としている)。さらに

大グリッド内を 2m単位の小グリッドとして00-99の番号

(第 1図)を付した(山田新田凹遺跡を除く)。このため各小

グリッドは、 A1-00、B2 -55等のように呼称した。

上層の確認調査は、遺構・遺物の分布状況・密度等を把

握するため対象面積に対して10%実施し、確認グリッドの

規模は 2mX2mを基本とした。

下層の確認調査においてもグリッドの規模は同様とし、

全体の約4%を実施した。
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第1図 グリッド分割図

なお、一本松遺跡については、発掘調査終了

後に整理の都合により、竪穴住居跡と土坑の一

部の遺構番号を変更している(第 1表)。

第1表一本松遺跡遺構番号新旧対応表

新 !日 新 |日 新

SI14 SI13 SI11 SI13 SI3 

SX 1 SI3 SI9 SI5 SI4 

SI10 SI1 SI18 SI15 SI24 
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第 2節遺跡の位置と環境

JR外房線は土気駅を過ぎ、まもなくトンネルを抜けると谷津田を横に見ながら眼前に海岸平野が広がる

大綱駅に到着する。大網駅から県道山田台大網白里線を谷津田に沿って北西方向に約2キロメートルほど

行くと、谷津が終わり山の急斜面を大きく蛇行しながら急坂を登っていく。登り詰めると標高80mの台地上

にたどり着く。この登り詰めた台地の先端に一本松遺跡がある。振り返って台地上から見おろすと、細尾

根の山並みの中に谷津田があり、その先に九十九里平野が広がり、天気の良い日にははるか遠く太平洋が

見渡せる。山田台No.6 -2遺跡は、この台地先端に立地する一本松遺跡から北方向に約0.2凶行ったところ

にある。遺跡の西側では北から入り込む浅い谷に面する。地形的には一本松遺跡と同ーの遺跡として括ら

れる。山田新田111遺跡、と、山田新田所在馬土手は更に1.8km北方にあり、また、更にO.9km北方に山田水呑

遺跡がある。各々の遺跡の位置関係は以上のようになるが、特に一本松遺跡や山田台No.6 -2遺跡の隣接

地は、宅地開発による大規模な発掘調査が財団法人山武郡市文化財センターによって実施され、現在その

膨大な資料の整理のただ中にある。この遺跡群は東金市と大網白里町にまたがり、大網山田台遺跡群と呼

ばれる。合計12地点から成り、それぞれNo.1からNo.12までの番号が与えられている。山田台No.6 -2遺跡

はそのうちの大網山田台遺跡群No.6遺跡の一角に位置し、また、一本松遺跡はNo.6遺跡に包含されなかっ

た台地先端の新発見の遺跡である。

調査された各遺跡の立地は各章で説明することとし、ここでは周辺遺跡の概要を述べる(第2図)。

旧石器時代の遺跡では沓掛員塚、東金市大網山田台No.1・3遺跡、大網白里町大網山田台No.4・6遺跡

がある。沓掛員塚ではVI層中から 2つのプロックが検出され、彫器、剥片、砕片などが、大綱山田台No.1

遺跡ではIII層からポイント、スクレーパ一、ナイフ形石器等が、同No.3遺跡からはポイント、スクレーパ

一等が出土している。大綱山田台No.4遺跡からはIII層からブロック 2か所が検出され、喋が多数出土して

いる。同No.6遺跡では3か所のユニットが検出され、 VI層からナイフ、スクレーパー、最IJ片などが出土し

ている。

縄文時代の遺跡では東金市山田水呑遺跡、大綱山田台No.1・2 • 3・4・6・9遺跡、沓掛員塚などが

ある。大網山田台No.1遺跡では早期撚糸文系土器がまとまって出土している。同No.3遺跡では中期阿玉台

式土器の出土が目立つ。 l司No.2遺跡では早期撚糸文系土器、貝殻粂痕文系土器、後期堀之内式土器の出土

が目立つ。同No.4遺跡では早期の土器が多い。同No.9遺跡では早期撚糸文系土器と中期加曽利E式土器が

多い。同No.6遺跡では加曽利EIII式期の竪穴住居跡が検出されている。沓掛貝塚では早期田戸下層式から

晩期千網式まで長期間にわたって遺物が出土している。特に、加曽利B期、安行期の遺物が多く出土して

いる。総じて、早期と後期の遺物を多く出土する地域である。

弥生時代の遺跡では周辺には大きな遺跡は見当たらないが、やや離れた所では東金市で弥生時代全期に

わたっての遺構・遺物が発見されている道庭遺跡が挙げられる。特に中期から後期にかけての大規模な集

第2表周辺の遺跡

1 一本松遺跡、 7 大綱山田台No.2遺跡 13 大網山田台No.8遺跡 19 宮谷横穴群

2 山田台No.6 -2遺跡 8 大綱山田台No.3遺跡、 14 大綱山田台No.9遺跡 20 土気城

3 山田水呑遺跡 9 大網山田台No.4遺跡、 15 大網山田台No.10遺跡 21 大網城

4 山田新田III遺跡 10 大網山田台No.5遺跡 16 大網山田台No.11遺跡 22 沓掛貝塚

5 山田新田所在馬土手 11 大網山田台No.6遺跡、 17 大網山田台No.12遺跡(小西城)

6 大綱山田台No.1遺跡 12 大綱山田台No.7遺跡 18 餅木横穴群

-5-



落やそれに伴う方形周溝墓など当地域における弥生時代の標識遺跡となっている。

古墳時代の遺跡で、は大綱山田台No.4・6• 10遺跡、東金台遺跡、などの大規模な集落遺跡や餅木横穴群、

瑞穂横穴群、県神社古墳群などの墓地遺跡が挙げられる。大網白里町大網山田台No.6遺跡では一本松遺跡

に近い地点に 7世紀代を中心に集中的に集落が営まれた。一本松遺跡から谷津部に向かうと平坦部はなく

なり、河川の浸食により造られた細い馬の背状の尾根が続く。この尾根の海岸平野を見渡せる南側斜面に、

数十基からなる餅木横穴群が展開する。餅木横穴群は、平成 3年7月から 7年3月まで断続的に財団法人

千葉県文化財センターによって合計21基の横穴墓の調査が行われた。その成果は未整理であるが、当地域

独特の高壇を有し、コの字形の棺台を持つ横穴墓や 7世紀半ば頃の須恵器などが発見されており、一本松

遺跡、の集落との関連が注目される。

奈良・平安時代の遺跡では大網山田台No.3・6遺跡、東金市山田水呑遺跡、などが挙げられる。大網山田

台No.3遺跡、山田水呑遺跡からは「山口」の墨書土器が出土しており、この地域が「和名抄」に記載され

た上総国山辺郡山口郷に比定されることが実証された。また、大網山田台No.3遺跡では8世紀から 9世紀

代の寺院跡と考えられる四面庇付掘立柱建物や香炉蓋、瓦鉢、銅製托など寺院に関連する遺物が発見され、

村落内寺院の存在が明らかとなった。 No.6遺跡からは全国的にも珍しい青銅製の分銅が発見され注目され

た。一方、山田水呑遺跡、で、は8世紀前半頃に成立した大規模集落が発見された。この遺跡の堀立柱建物跡

は山口郷の筆頭ともいえる有力者の家あるいは山口郷にある役人の宿舎と考えられる。なお、周辺の遺跡

地図から外れるが、東金市久我台遺跡、は古墳時代から中世にかけての大集落遺跡であり、今回の整理に当

たっては出土遺物の近似性から非常に参考になった遺跡である。

古代末期には、桓武平氏が東国に下向し、開発領主として各地で武士団を形成し、 10世紀前半には平将

門の乱が勃発する。 11世紀前半には平忠常が大椎城(千葉市大椎町)を拠点に上総・安房国府を攻撃し朝廷

に対抗するが、当地域も忠常の影響下にあったと考えられる。忠常の子孫は下総で千葉氏、上総で上総氏

を名乗り、さらに両総各地に分散し、鎌倉時代の大網白里地域には、幕府創立時に頼朝を助けた上総広常

の系統の大椎氏や印東氏が領主として存在していたことが推測されている。また、南北朝期の当地域の動

向は不明な点が多いが、山武郡は南郡と北郡に分かれ、多くの郷村は国衝領となっていたようである。

15世紀前半には、上杉氏の内紛や将軍家の継嗣問題も絡んだ鎌倉公方と上総国を本拠地とした関東管領

上杉禅秀の対立、さらに武射郡の埴谷氏(山武町)を首謀者とする禅秀の余党の反乱(上総本一按)が起こる。

また、鎌倉公方持氏と関東管領上杉憲実・室町幕府の対立から永享の乱、結城合戦が起こり、房総の武士

団も両者に分かれて争い、当地域も巻き込まれたことが考えられる。

戦国時代の始まる15世紀半ばには、千葉宗家をめぐる内紛が起こるが、当地域は京都から下総に下向し

た東常縁とその臣浜春利の支配下に移った。しかし、その後に登場する土気城・東金城の両酒井氏の出自

は明らかではない。酒井氏の去就は時に応じて、千葉・原氏方、後北条氏方、里見氏方と流動的であった

が、天正18年(1590)、後北条氏が豊臣秀吉に減ぽされて酒井氏も滅亡した。

本遺跡のすぐ南に展開する金谷郷の集落は、南西約1.5krnの土気城北方の谷内にあり、永禄8年(1565)後

北条氏の土気城攻めの際の戦場として「金谷口Jが登場すること(河団長親宛酒井胤治書状)、南東約2.5krn

には土気城の支城と推測される板倉氏の大綱城が存在することなどから、土気酒井氏領内であったことが

考えられる。なお、北東約1.7krnには原氏の居城と推測される小西城跡が存在する。同城も16世紀後半の縄

張りを有するが、土気酒井氏との関係は不明で、ある。
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一本松遺跡・山田台地6-2遺跡周辺地形図

-7一



第2章一本松遺跡、

第1節立地及び調査の概要

一本松遺跡は、標高82m-84mの下総台地先端の舌状台地に位置する(第3図)。南側は南白亀川支流によ

って開析された深い谷津に面した急斜面となり、眼下の谷津田との比高差は50m!こ達する。一方、北側から

は小野川の支流によって開析された浅い谷が入り込み、北側に緩やかに傾斜する地形となっている。その

結果、遺跡は南北に細長く形成されている。

発掘調査は平成4年1月7日から開始された。調査対象面積は5，500m'である。平成3年度は台地先端に

近い上層3，OOOm'と下層l，500m'について確認調査を実施し、上層は全域本調査となったため3，OOOm'のうち

l，500m'の本調査を継続して実施した。翌平成4年度は6月から残りl，500m'の上層本調査を行うとともに、

新たに上層の残り2，500m'について確認調査を実施し、全域の本調査を行った。下層については残り4，000

dの確認、調査及び、本調査500m'を実施し、平成4年9月30日にすべての調査を完了した。

現地は調査直前は荒れ地であったが、それより以前は畑た、ったようである。遺跡は北側に向かつて傾斜

し、また、削平が進み、遺構の残りが非常に悪くなる。旧石器時代を除いては、縄文時代以降の遺物包含

層は見当たらない。

検出した遺構は旧石器時代の石器集中が9か所、古墳時代の竪穴住居16軒、奈良・平安時代の竪穴住居

22軒、時期の確認できない古墳時代から奈良・平安時代竪穴住居7軒、奈良・平安時代掘立柱建物跡18棟、

古墳時代から奈良・平安時代土坑3基、奈良・平安時代井戸 1基、中世土坑墓 1基、中世以降の溝1条で

ある。遺物には縄文土器、弥生土器、土師器、須恵器、青銅製品、鉄製品、石製品等がある。

なお、平成4年度には、隣接地を山武郡市文化財センターが県センターと共に同時に調査しており、こ

の調査報告書は平成8年に刊行されている。

第 2節遺構と遺物

1 旧石器時代

(1)概要

一本松遺跡では旧石器時代の石器集中が9地点から検出された。石器集中地点は南北方向・東西方向そ

れぞれに直線的に並び、結果的に谷頭を囲むように「半環状」を形成する特徴的な分布傾向を示している

(第4図)。主な出土層位はIX層上部からVII層上部、ひろくはVI層にわたって出土している。各石器集中地

点はほぽ同ーの文化層と捉えられる。出土石器を構成する主な器種はナイフ形石器・模形石器・小石刃・

石核・削器・斧状石器・敵石・磨石・加工痕のある剥片(以下、 R剥片と呼称する)・使用痕のある剥片(以

下、 U剥片と呼称する)で、剥片・砕片・喋・破損礁を含めると合計319点の石器が出土した。

本石器群の特徴は、硬質頁岩を利用した大形石刃を素材とする石核から剥離された小石刃をもつことと、

これらの小石刃生産とは石材、石器製作技法の上で異なる性格を有する模形石器を組成していることであ

る(矢本1996)。利用石材は、小石刃生産に関連して硬質頁岩・黒曜石が使われ、模形石器生産にはホルン

フェルス・砂岩・流紋岩・緑泥片岩が主に利用されている。
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第4図



立川ローム層の基本層序 第4図に 3地点の立川ローム層を分層した柱状図を掲載した。 3地点のセク

ションの中で第3セクションの標高が際だつて高いのは、第 1・2セクションは北方向から走る谷頭に当

たる北斜面に位置するためであり、結果として第 3セクションとの比高差が約 2mに及んでいる。同様に

地形的な理由から立川ローム層自体の層厚も第 1・2セクションに比べ、第 3セクションの方が倍近い堆

積状況を示している。

III 層貰褐色ローム層 ソフトローム

IV 層 明貰褐色ローム層 以下ハードローム層 IV層はソフト化によってあまり検出されていない

か、若しくはV層に含まれている可能性がある。

V 層黄褐色ローム層 第1黒色帯 黒色帯はあまり黒い色調を呈していない。一部、 IV層が混

在している可能性がある。

VI 層 明褐色ローム層 姶良丹沢火山灰(AT)包含層 径1mm-3mmの赤色・青色スコリアを多く

含む。 ATは径3mm-5mmのスコリア状に含まれる。

目I層暗黄色ローム層 第2黒色帯上半部 第2黒色帯上半部もあまり黒い色調を呈しておらず、

拡散したATを多く含む。

IX 層 時黄褐色ローム層 第2黒色帯下半部 やや黒み帯ぴる。また、場所によってはIXa層とIXc

層に細分可能である。径1mm-2mmの赤色・青色スコリアを多く含む。

X 層暗黄色ローム層 立川ローム最下層 石器集中地点付近の、谷津に面する斜面では多くが

「水っきローム」によって本来のX層の層厚や層状を呈していない。また、

色調もかなり時めとなっている。第3セクションで見られるように、本来

のX層の堆積が見られるところではかなり層厚があり、武蔵野ローム層と

接する面も波状を呈している。

XI層 濃茶色ローム層 武蔵野ローム最上層 通常は青灰色の色調を呈するが、水の影響によっ

て色調が変化している。よって、本層のすべてがE層に限定されるもので

ないことには注意を要する。

( 2 )石器集中(第4図-27図、第3表-13表、図版7・28-33)

旧石器時代の石器集中は、調査区の北西側に位置する。台地上での立地は、北方向からのびてくる「田

中谷」の谷頭を囲むように、石器群が分布している。

調査当時、遺物を取り上げる際に、石器群を第 1-第4rユニットJの4つの石器集中区に分離してい
る。よって遺物の注記番号(観察表の遺物番号)は各「ユニット」毎の通し番号となっている(つまり、観

察表の項目の「ユニットJは調査時に付けた名称のことである)。そして整理段階で、石器の平面分布図を

作成した際に、便宜的に石器集中 1から石器集中 9の9つの石器集中区を最小単位として分離した(第 5

図)。これはあくまで視覚的に線引きしただけであり、石器分布本来の構造や内容を示すものではない。意

味ある線引きは、理想的には、器種別分布、石材別分布、接合関係等の石器自体の属性を反映した分布と

照らして問題とされるべきものであり、それらの検討を踏まえた上で行われるものであると思われる。し

たがって、便宜的に分離させた石器集中1-9に基づいて、出土石器の属性の検討を行った上で、その後に

意味ある線引きの可能性を模索したい。
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磯群 石器集中 1・石器集中 6・石器集中 7の3地点で磯の集中箇所が見られる(第5図)。石器集中

1は散漫な出土状況を呈し、検討に耐えない。一方、石器集中6と石器集中 7にある喋群は小規模ながら

まとまりが見られるが、垂直分布を見ても分かるように他の石器群の分布と遊離しており、時期的に異な

るものである可能性がある(第5・14図)。

接合関係 接合関係が見られる剥片石器の母岩は11母岩に及び、 14の接合資料が抽出できた。各接合資

料の分布範囲の多くは、各石器集中区内で収束し、石器集中区間に広がるものは、接合資料10・11・13のみ

である。広がるといっても、これらはいずれも隣接した石器集中区における接合関係であり、これらの接

合関係からは石器集中 l・2• 3・4聞と石器集中6・7聞の関連性が指摘できる(第10-12図)。

接合資料1(第23図61+62) 石器集中5に属し、折面同士の接合資料である。流紋岩2。

接合資料2(第23図63+64) 石器集中8に属し、やや幅広の剥片岡士の接合資料である。かなり風化が

激しく、剥離面観察が困難であるが、打面調整が施されているようである。ホルンフェルス10。

接合資料3(第23図16+17) 石器集中5に属し、模形石器同士(第16図16・17)の接合資料である。本来は

一つの模形石器として機能していたが、使用中に分割され、その後も両者は使用を続けている。流紋岩3。

接合資料4(第23図65+66) 石器集中7に属し、 U剥片岡士の接合資料である。両者共に被熱のために

赤変・黒変し、一部にハジケている箇所も見られる。 65は複剥離打面であり、打面調整が施されている。 66

は平坦打面である。同一母岩でもう 1点縦長剥片が出土している。硬質頁岩6。

接合資料5(第23図52+67) 石器集中8に属し、 R剥片とその調整剥片の接合資料である。凝灰岩2。

接合資料6(第24図36十68+69) 石器集中8に属し、石核と剥片2点の接合資料である。平坦な喋面を

打面として小剥片を剥離している。凝灰岩 1。

接合資料7(第24図25+70) 石器集中7に属し、模形石器と剥片の接合資料である。剥片はかなり早い

段階で剥離されたものであり、剥離後も、石核形状が大きく変化していることが接合状況から観察される。

25の模形石器は、他の模形石器と異なり、喋面を残した大形のものである。見方を変えれば、両極技法を

駆使した剥片剥離石核とすることも可能であろう。緑泥片岩 1。

接合資料8(第25図39+40) 石器集中8に属し、石核同士の接合資料である。接合面は節理面であり、

そのほかに同一剥離面をもっ接合面はないことから、かなり早い段階で分割されたことが窺える。分割さ

れた一方は、打面調整が施されず内湾した節理面を打面として幅広の剥片を剥離している(40)。もう一方

は剥片剥離面を打面とし、打面転位を頻繁に行うことによって盤状石核状を呈している(39)。珪質頁岩3。

接合資料9(第25図37+71) 石器集中5に属しているが、分布はやや独立している。石核と剥片の接合

資料である。やや大形の円磯を節理面によって分割したものを素材とし、平坦な喋面を打面として剥片剥

離を行っている。メノウ 1。

接合資料1o(第26図72+73+74+75) 石器集中1と石器集中2と石器集中3に分布している。 72には明

確な主要剥離面が見られるが、 73・74・75は節理による分割を繰り返していることが窺える。流紋岩1。

接合資料11(第26図42+76十77+78+79) 石器集中2と石器集中4と石器集中5に分布している。肩平

な大形の円喋を大きく分割、若しくは大形剥片(77+ 78)の剥離によって残された素材をさらに分割し整え

た上で、自然面を打面に設定し剥片剥離を行っている(42+76)。流紋岩1。

接合資料12(第27図80+81) 石器集中6に属し、剥片岡士の接合資料である。打面は平坦な節理面であ

り80を剥離する以前に同一打面から複数の剥片が剥離されている。緑泥片岩1。
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接合資料13(第27図82+83+84+85+86) 石器集中6と石器集中7に属し、剥片の分割面同士の接合資

料である。一部幅広でド寸詰まりの剥片を剥離した痕跡が見られ、石核として利用されている可能性も指摘

できる。緑泥片岩 1。

接合資料14(第27図44+87+88+89+90+91+92) すべて石器集中3に属し、斧状石器の製作に関する

接合資料である。 92以外はすべて同ーの剥片であり、斧状石器の刃部調整(加工)のための剥片が接合して

いる。砂岩 1。
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器種別分類 本石器群の器種構成はナイフ形石器4点、小石刃 7点、模形石器21点、削器1点、斧状石

器1点、加工痕のある剥片(R剥片)6点、使用痕のある剥片(U剥片)9点、石核10点、剥片172点、砕片30

点、磨石1(4)点、敵石4( 7)点、喋・破損喋47点の合計319点が出土した(第3表)。

器種毎にその分布域を見ると、小石刃・ナイフ形石器が石器集中 1・2• 4・5に、模形石器が石器集中 5・

7・8に、砕片が石器集中 7・8に、それぞれ偏在している。小石刃生産のための硬質頁岩製の大形石刃素

材の石核は、石器集中 1と石器集中 7に分布し、特に小石刃と分布の異なる後者は特異である(第 7-9

図)。

ナイフ形石器(第15図1-4) 1は珪質頁岩の単独母岩である。右側縁と左側縁基部端に主要剥離面側

から急角度調整が施されている。 2は単独母岩であるがチョコレート色を呈した硬質頁岩であるため、母

岩分類はかなり困難である。したがって、同一母岩の存在も否定できない。左側縁に背面側からの調整痕

が観察される。同様の形態で右側縁に背面側から調整痕の見られる第22図54も、ナイフ形石器と言えるか

も知れない。しかし、背面側からの調整痕が剥片剥離以前のもの、つまり打面調整ととらえて、 U剥片と

分類している。 3はホルンフェルスの単独母岩である。平坦打面をもち、右側縁先端側に主要剥離面側か

らの調整痕が観察される。 4はやや厚めの剥片を素材に用いているが、大振りな組い調整が施されている

ため、素材となった剥片の主要剥離面は断定できない。

模形石器(第15図5-15・第16図16-25) 合計21点が出土し、本石器群で主要な構成器種となって

いる。利用石材はホルンフェルス(6.9.11・12.13・18.19・21・22)、メノウ(7.15)、安山岩(14)、硬質頁岩(5・

23)、砂岩(8・10・20)、流紋岩(16・17)、緑泥片岩(25)、珪質頁岩(24)とバラエティに富み、小石刃生産に利

用される硬質頁岩や黒曜石が本石器群で客体的な存在とするならば、模形石器製作に利用される石材は質

量共に主体的なあり方を示す。

模形石器の素材の多くはやや幅広なす詰まりの剥片であり小磯素材のものは見られない。素材剥片の背

面には自然面を残すものが多い(9・10・13・16・17・18・20・21・25)。両極からの打撃は、上下・左右端に及ぶも

のと上下のみのものとがあり、当然、剥離の進んだ小形のものに前者が多い。

小 石 刃(第17図26-32) 合計7点が出土している1)。硬質頁岩を主体として(26・27・28・29・31・

32)、黒曜石も若干含む(30)0 26は頭部が欠損しているため打面形状は明らかでない。腹面左側縁には徴細

な剥離痕が観察される。石核主要剥離面の残置は不明。 27は形態的にややねじれているが端部はフェザー

状を呈している。複剥離打面ではあるが打面への細調整は確認できない。左側面は石核主要剥離面の可能

性はあるが断定はできない。 28は右側面に石核主要剥離面を残し、石核主要剥離面から石核背面への調整

痕も観察される。石核の素材石刃は通常縦位に用いられることが多いが、この石核主要剥離面の方向から

は、横住に用いていることが分かる。小石刃生産のための打面形成剥片であるかもしれない。 29は背面側

に石核主要剥離面を残し、両側縁には明確な使用痕(微細剥離痕を含む)が観察される。 30は黒曜石製の小

石刃で、右側面に石核主要剥離面を残している。背面の稜上に残された小石刃剥離痕に切られるかたちで

石核主要剥離面から石核背面への稜調整が観察される。 31の背面には石核主要剥離面が残っているか明確

に述べることは困難な資料である。打面には背面側から細かい調整が施され、左右両側縁には微細な剥離

痕が観察される。 32は背面右側縁に石核主要剥離面を残し、徴細剥離痕が一部に観察される。

石 核(第1η7図3お3.34、第18図3お5-42幻) 小石刃生産のための石核が2点出土している (3犯3.3泊4)刊1υ)

いずれも良質な硬質頁岩を利用している。幅広で分厚い大形石刃を素材とし、大形石刃の末端部を上位に
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して打面を形成し小石刃を剥離している。 33は大形石刃の側縁に末端側に向って打撃を加え、打面を形成

している。打撃点は、石核主要剥離面から石核背面への調整と打面からの石核背面への調整によって失わ

れている。小石刃剥離作業面には素材時の大形石刃の厚さを残している。一部に自然面がみられる。打面

には作業面側からの調整が施され、作業面に対しでかなり鋭角な角度にある打面を調整している。作業面

には4粂の小石刃剥離痕が残っている。

34は小石刃剥離面を打面として設定し、交互に小石刃を剥離している。石核主要剥離面以外は小石刃剥

離痕で覆われていることから、素材となった石刃はかなりの大形と推測される。大形石刃の形態を大きく

変形させた、上・下方からの小石刃剥離は結果的に鋭利な稜を生じさせたが、それらには使用痕と思われる

微細剥離痕が観察される。

小石刃生産に関連する石核は上述の 2点のみであるが、そのほかにも 7点の石核が出土している。サイ

コロ状のもの(35)、小~中円礁を素材にした打面調整の顕著でないもの(36-38)、剥片若しくは分割によ

って得られた素材を利用したもの(39-42)などバラエティに富む。

削 器(第21図43) 節理面等によって素材の形状は把握できないが幅広の剥片の一部を分割し

たものと思われる。刃部は主要剥離面側に施された調整によって形成される。分割によって形成された鋭

角な稜には微細剥離痕が顕著に観察される。

斧状石器(第21図44) 節理面で分割された素材の上下端を折断し、調整を施すことによって刃部

を形成している。刃部を折断調整した剥片との接合関係が明らかとなっている(接合資料14)。

磨石・敵石(第21図45-48) 磨石1点、敵石4点が確認された。やや軟質な安山岩を利用した敵石

は敵打痕が全体的に顕著であるが、硬質な砂岩を利用した敵石の敵打痕は小範囲で限定的である。

R剥片・U剥片(第22図49-60) 加工痕のある剥片・使用痕のある剥片を示すが、いずれも微細剥離痕を

剥片の縁辺にもつ石器であり、分類の困難なものもある。徴細剥離痕は、小石刃や小石刃を剥離する大形

石刃素材の石核にも顕著に見られるが、ここで図示したものは特定の器種に分類されないいわゆる「剥片J

に微細剥離痕をもっ資料である。顕著に利用される石材は、やはり、硬質頁岩が多く (49・54・55・57・58・

60)、それらは、恐らく小石刃生産に伴う資料と考えられる。
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第20図出土石器(6 ) 

母岩別分類石材別の分布において、硬質頁岩が石器集中 1・4・5に、ホルンフェルスが石器集中 7・8

に、流紋岩が石器集中 1・2・5に、緑泥片岩が石器集中6・7に分布域が集中している(第10-12図)。

このように全体の傾向として石器集中 1-5と石器集中 6-8は石材分布の上でもその性格が異なるこ

とが分かる。第13図には母岩分類の可能な資料について、各母岩毎の分布範囲を示しである。これを見て

も、両者にまたがって分布しているのは硬質頁岩 1と砂岩2のみで、しかもそれらは各1点のみの分布と

なっている。つまり、これらの例外を除けば全て石器集中1-5と石器集中 6-8に母岩毎の分布が収束し

ていることが分かる。

以下に、主要な石材である、硬質頁岩・珪質頁岩・ホルンフェルスについて若干概要を説明する。

硬質頁岩 28点が出土し、 6母岩が抽出できた。石材全体の8.8%を占める。基本的にはチョコレ

ート色の色調を呈する九母岩の分類は明確に分離されないものもあり十分な細分はできなかった。ナイフ

形石器1点、小石刃 6点、模形石器2)点、石核2点が属する。石核は大形石刃素材の石核で小石刃生産を

行っている。全体として小石刃生産に関係する母岩ということができる。

珪質頁岩 26点が出土し、 3母岩が抽出できた。石材全体の8.2%を占める。ナイフ形石器1点、

模形石器1点、削器1点、石核3点が属する。硬質頁岩がチョコレート色を基調とするのに対し、珪質頁

岩はそれ以外のやや粗雑な節理の入るものを便宜的に呼んだ。珪質頁岩1は自然面が黄土色でツルツルし

た面を呈し、千葉県でも南部の遺跡から特徴的に検出されているものと思われる。

ホルンフェルス 75点が出土し13母岩が抽出できた。石材全体の23.5%を占める、本石器群の中で主体

的な石材である。ナイフ形石器1)点、模形石器9点、石核1点が属する。模形石器の素材として用いられ

ることが多いが、素材剥片の剥離工程を検討する十分な資料は検出されていない。

注

1 本報告では(大形)石刃素材の石核から剥離されたものを「小石刃」と呼称した。通常の石刃石核から剥離され

た「石刃Jと区別するには、剥離された石刃の背面に石核の素材として利用された(大形)石刃の主要剥離面を残し

ているか否かを基準にするのが一番分かりやすい。ここでは、このような小石刃の背面に残された、剥離面(痕)を

「石核主要剥離面(痕)Jと呼称した。同様に、石刃素材の石核についても、素材石刃時の主要剥離面と背面をそれ
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第24図 出土石器 (10)一接合資料 (2) 

ぞれ石核主要剥離面・石核背面と呼んだ。しかしながら、小石刃の背面に石核主要剥離面を残さない資料の存在も当

然考えられよう。そのような小石刃については、判別が困難となるが、打面状況・末端形状・ねじれの度合い等を総

合的にとらえ器種決定を行った。

小石刃を剥離するための石核は「彫器jと呼ばれることがある。当然、小石刃は「削片」という分類になる。こ

れは、報告者の認識によるものであるので、特に問題とはしない。本報告ではもちろん、小石刃を剥離するものは

石核と分類しているが、ただ「石核Jとして分類すると小石刃生産のためのものであるのかそうでないのか区別が

つかないので、観察表には備考の欄に大形石刃素材と記載した。このように「彫器Jr削片」という名称は他の器種
との分離には便利ではある。

2 下総台地において、このような質の良いチョコレート色を呈した硬質頁岩を主体的・特徴的に用いている石器

群は後期旧石器時代のなかで、 3時期にわたって流行していることが明らかとなっている。一番古い時期は、「下総

型石刃再生技法Jr千田台技法」と呼称される小石刃生産を基調とする刊層-VI層段階の石器群である。本石器群の
一部はこの一群に含まれる。次に登場するのが「東内野型尖頭器Jを主体とする、 ATより上位に位置する石器

群である。更に新しくなると、荒屋型彫刻万形石器を特徴的に組成するいわゆる荒屋系細石刃石器群である。いず

れも東北から北陸地方に産する良質の硬質頁岩という「遠隔地石材Jを利用するという共通点をもつが、その共通

点以外にも「再生Jr削片」というキーワードで石器群を位置付けることができる。それぞれのキーワードは独立し
た意味をもつのではなく、「遠隔地石材Jr再生Jr削片」はそれぞれ密接な関係でもって存在することに重要な意味
をもっと思われる。つまり、それ自体が千葉県(下総台地)の特質であり他の地域と明確に唆別される重要な要素

と佐置付けられよう。
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第3表石材と器種組成
ナイフ 小石刃 機形 削器 斧状 石核 磁石 磨石 R~自j Ul国l 創j片 砕片 奇襲 計 %(石材毎) %(全体)

硬質頁岩 1 1 1 1 2 1 8 28.57 2.51 
硬質頁岩1 1 3 10.71 0.94 
硬質頁岩2 3 2 5 17.86 1.57 
硬質頁岩3 1 2 4 14.29 1.25 
硬質頁岩4 1 1 2 7.14 0.63 
硬貨賀岩5 1 I 2 7.14 0.63 
硬質頁岩6 2 2 4 14.29 1.25 

小計 l 6 2 2 2 6 8 1 28 100.00 8.78 

珪質頁岩 1 1 l 1 3 1 7 1 16 61.54 5.02 
珪質頁岩1 6 6 23.08 1.88 
珪質頁岩2 l 1 2 7.69 0.63 
珪質頁岩3 2 2 7.69 0.63 

小計 1 l l 3 3 14 2 26 100.00 8.15 

黒曜石 1 1 1 3 60.00 0.94 
黒曜石1 l l 2 40.00 0.63 

小計 l l 2 1 5 100.00 1.57 

ホルンフェルス 1 1 l 2 5 2 12 16.00 3.76 
ホルンフェルス1 7 1 8 10.67 2.51 
ホルンフェルス2 6 3 9 12.00 2.82 
ホルンフェルス3 2 2 2.67 0.63 
ホルンフェルス4 1 4 5 6.67 1.57 
ホルンフェルス5 4 4 5.33 1.25 
ホルンフェルス6 2 2 2.67 0.63 
ホルンフェルス7 1 5 6 8.00 1.88 
ホルンフェルス8 4 4 5.33 1.25 
ホルンフェルス9 2 2 2.67 0.63 
ホルンフェルス10 9 1 10 13.33 3.13 
ホルンフェルス11 4 4 5.33 1.25 
ホルンフェルス12 4 4 5.33 1.25 
ホルンフヱルス13 2 1 3 4.00 0.94 
小計 1 9 1 51 11 2 75 100.00 23.51 

砂岩 1 5 4 7 17 37.78 5.33 
砂岩1 1 9 10 22.22 3.13 
砂岩2 1 l 2 4.44 0.63 
砂岩3 4 4 8.89 1.25 
砲》岩4 2 2 4.44 0.63 
砂岩5 4 2 6 13.33 1.88 
砂岩6 2 2 4.44 0.63 
砂岩7 l l 2 4.44 0.63 
小計 3 1 5 27 2 7 45 100.00 14.11 

緑泥片岩l 1 27 3 31 100.00 9.72 

小計 l 27 3 31 100.00 9.72 

流紋岩 2 2 7.41 0.63 
流紋岩l 2 13 15 55.56 4.70 
流紋岩2 8 8 29.63 2.51 
;JI[紋岩3 2 2 7.41 0.63 
小計 2 2 21 2 27 100.00 8.46 
安山岩 1 2 4 7 8 6 28 87.50 8.78 
安山岩1 1 1 2 6.25 0.63 
安山岩2 2 2 6.25 0.63 

小計 1 2 4 10 9 6 32 100.00 10.03 

凝灰岩 1 l 2 22.22 0.63 
凝灰岩1 1 2 3 33.33 0.94 
凝灰岩2 I 2 1 4 44.44 1.25 

小計 l 5 1 1 9 100.00 2.82 

メノウ 1 1 2 28.57 0.63 
メノウl 1 2 28.57 0.63 
メノウ2 1 l 3 42.86 0.94 

小計 2 1 1 2 1 7 100.00 2.19 

チャート 23 24 100.00 7.52 

小計 23 24 100.00 7.52 

石英斑岩 3 4 100.00 1.25 

小計 3 4 100.00 1.25 

粘板岩l 3 3 100.00 0.94 

小計 3 3 100.00 0.94 

頁岩 1 1 2 100.00 0.63 

小計 l 1 2 100.00 0.31 

泥岩 1 1 100.00 0.31 

小計 1 1 100.00 0.31 

計 4 7 21 1 1 10 7 4 6 9 172 30 47 319 100 

組成比% 1.25 2.19 6.58 0.31 0.31 3.13 2.19 1.25 1.88 2.82 53.92 9.40 14.73 100.00 
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第4表石器集中地点と石材組成
石器集中1 宥器集中2 石器集中3 石器集中4 石器集中5 石器集中6 石器集中7 石器集中8 石器集中9 出土位置不明 合計

硬質頁岩 2 3 3 s 
硬質頁岩1 l 1 1 3 
硬貨頁岩2 3 1 l 5 
硬質頁岩3 3 1 4 
硬質頁岩4 2 2 
硬質頁岩5 2 2 
硬質頁岩6 4 4 

小計 9 8 6 5 28 

濫質頁岩 1 2 4 3 2 3 16 
珪貿頁岩1 6 6 
珪質頁岩2 2 2 
珪賀頁岩3 2 2 

小計 7 2 6 3 4 3 26 

黒曜石 l 1 1 3 
黒曜石1 l l 2 

小計 1 1 1 2 5 

ホルンフヱルス 1 l 6 3 1 12 
ホルンフェルスl l 7 8 
ホルンフzルス2 1 4 4 9 
ホルンフェルス3 l l 2 
ホルンフェルス4 5 5 
ホルンフェルス5 4 4 
ホルンフヱルス6 2 2 
ホルンフェルス7 2 4 6 
ホルンフヱルス8 3 l 4 
ホルンフヱルス9 1 1 2 
ホルンフェルス10 10 10 
ホルンフェルス11 4 4 
ホルンフヱルス12 4 4 
ホルンフヱルス13 3 3 

小計 l 1 3 34 35 1 75 

砂岩 3 4 1 l 6 2 17 
砂岩1 10 10 
砂岩2 1 1 2 
砂岩3 4 4 
砂岩4 2 2 

砂岩5 l 5 6 
砂岩6 1 l 2 
砂岩7 2 2 

小計 4 18 3 3 12 5 45 

緑泥片岩1 6 25 31 

小計 6 25 31 

流紋岩 1 2 
涜紋嶺1 4 6 1 3 l 15 
流紋岩2 8 8 
流紋岩3 2 2 

小計 4 6 l 3 11 27 

安山岩 2 2 1 4 2 1 12 3 1 28 
安山岩1 l 1 2 
安山岩2 2 2 

小計 2 2 1 4 2 2 13 5 I 32 

灘灰場 1 l 2 
灘灰岩l 3 3 
漣灰岩2 4 4 

小計 1 1 7 9 

メノウ l 1 2 
メノウ1 2 2 
メノウ2 3 3 

小計 l 2 3 1 7 
チャト 2 1 2 8 7 1 l 2 24 

小計 2 l 2 8 7 l 1 2 24 

石英斑岩 l 1 2 4 
小計 1 1 2 4 
帯端岩1 3 3 
小計 3 3 
頁岩 1 I 2 
小針 1 1 2 

泥岩 l 1 
小計 1 1 
計 23 10 29 21 35 24 103 64 6 4 319 
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第5表石器集中地点と器種組成
ナイフ 小石刃 襖形 削器 斧状 石核 敵石 磨石 RjlJ Ul国j 劇j片 砕片 E畢 計 数量比(%)

石器集中1 4 2 1 2 7 l 6 23 7.21 

石器集中2 1 1 7 10 3.13 

石器集中3 1 1 5 21 l 29 9.09 

石器集中4 1 2 4 2 9 l 1 21 6.58 

石器集中5 2 2 6 1 1 18 2 3 35 10.97 

石器集中6 1 14 9 24 7.52 

石器集中7 5 1 3 57 17 19 103 32.29 

石器集中8 l 9 3 2 2 36 8 3 

“ 
20.06 

石器集中9 I 3 l 1 6 1.88 

出土位置不明 4 4 1.25 

合計 4 7 21 1 1 10 7 4 6 9 172 30 47 319 100.00 

数量比(%) 1.25 2.19 6.58 0.31 0.31 3.13 2.19 1.25 1.88 2目82 53.92 9.40 14.73 100.00 

観察表について

し挿図番号 実測図として掲載した遺物の通し番号。この番号は遺物の出土平面図と写真図版の番号

に一致する。

2.ユニット 遺物を取り上げる際に分離した石器分布のまとまり。

3.石器集中 整理段階で分離した石器分布のまとまり。

4.遺物番号 遺物の取り上げ番号(注記番号)。

5.打面調整 打面調整が施されているものに rOJ、顕著に施されているものに「多J、頭部調整が施

されているものに「頭部jとした。

6.背面構成 主要剥離面の剥離方向を基準として、背面を構成する剥離面の種類と数を示した。素材

を大きく変形させたものは書かないが、素材の背面構成が窺われるものに関しては、観察される範囲

で書く。 Cは自然面、 Sは節理面、 Iは頭部側、 IIは背面を正面にして右方、 IIIは尾部側、 IVは左方

からの剥離面数を示す。

7 .調整部住・折断部位 主要剥離面の剥離方向を基準として、調整部位と折断部位の位置を示した。

Hは頭部側、 Bは尾部側、 Rは背面を正面にして右側、 Lは左側を示す。

8.末端形状 Fは通常の末端(フェザーエンド)、 Hはちょうつがい状(ヒンジフラクチャー)、 Oは

アーチ状(ウートラパッセ)を示す。

9.母岩番号 石材の種類と、母岩別資料の分類を示す。同一母岩として分類不能、若しくは単独母岩

については石材名に後続してアラビア数字を付していない。
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ユニ
ット
石
器

集
中

2
 
4
 

2
 
5
 

2
 
3
 

3
 
6
 

2
 
3
 

2
 
3
 

2
 
3
 

2
 
3
 

2
 
3
 

2
 
2
 

2
 
4
 

3
 
7
 

3
 
8
 

3
 
8
 

2
 
2
 

1
 
1
 

1
 
1
 

3
 
8
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2
 

2
 

2
 

2
 

2
 

2
 

2
 

2
 

2
 

2
 

2
 

石
器

集
中 6
 

6
 

7
 

6
 

7
 

7
 

6
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

ーー
ーー
ーー
ー
1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

2
 
2
 

2
 

2
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

遺
物
器
種

番
号

25
 
新
l片

2
3
A
 
事
l片

31
 
剥
片

24
 

~J
片

34
 
和
l片

49
 

~J
片

10
 
剥
片

55
 
新
l片

89
 

~J
片

70
 
和
l片

65
 

~J
片

90
 
剥
l片

67
 
剥
l片

ーー
ーー
・・
・・
ーー
.
--
--
--
-ー
ーー
ーー
ーー

1
 

~J
片

3
 
磯

6
 
穣

7
 
磯

10
 
磯

8
A
 
磯

8
B
 
砕
片

12
 

~J
片

14
 
磯

18
 
剥
片

19
 

~J
片

22
 
和
l片

24
 

~J
片

81
 

~J
片

84
 

~J
片

86
 

~J
片

88
 

~J
片

51
 

~J
片

61
 

~J
片

62
 
相
j片

64
 

~J
片

66
 
和
l片

68
 
相
l片

73
 
事
l片

74
 
新
l片

75
 
事
l片

76
 

~J
片

77
 
剥
l片

最
大
長
最
大
幅
最
大
厚
重
量
打
面
打
面

間
R
m
m
 

間
胃
g
 
形
状
調
整

39
.0
 
69
.7
 
18
.8
 
37
.4
 
平
坦

60
.0
 
46
.0
 
25
.2
 
73
.0
 
平
坦

3
l.
6
 
38
.4
 
18
.2
 
24
.1
 

60
.9
 
40
.4
 
23
.8
 
64
.8
 

36
.7
 
45
.0
 
20
.0
 
39
.9
 

3
l.
0
 
60
.5
 
29
.5
 
40
.0
 

43
.3
 
25
.8
 
10
.2
 
10
.8
 
平
坦

26
.0
 
25
.7
 
12
.8
 
7.
0 

79
.0
 
4
l.
3
 
18
.9
 
47
.0
 

43
.5
 
54
.7
 
12
.7
 
28
.4
 

40
.5
 
24
.0
 
19
.7
 
12
.5
 

47
.8
 
27
.8
 
7.
5 
11
.3
 

43
.8
 
35
.4
 
11
.8
 
22
.7
 
自
然

ーー
・・
・・
..
.

ーー
『ー
ーー
ーー
ーー
ーー
--
--
・-
--
--
-

20
.6
 
10
.1
 
2.
8 
0.
4 

~J
離
面
C
 

36
.2
 
20
.0
 
12
.7
 
8.
8 

38
.1
 
29
.3
 
17
.3
 
22
.7
 

19
.8
 
12
.1
 
8.
2 
2.
2 

27
.5
 
26
.7
 
20
.4
 
13
.2
 

2
l.
2
 
2
l.
1
 
17
.6
 
7.
9 

12
.1
 
10
.7
 
5.
1 
0.
6 

27
.4
 
24
.1
 
6.
4 
4.
2 
平
坦

16
.8
 
16
.0
 
5.
6 
l.
6
 

46
.1
 
28
.3
 
11
.1
 
8.
5 
点
状

46
.8
 
36
.2
 
18
.5
 
17
.0
 
2
 

多

19
.0
 
1
l.
3
 
4.
4 
l.
0
 
線
状

26
.1
 
10
.4
 
7.
3 
l.
5
 
点
状

16
.4
 
14
.9
 
5.
5 
l.
1
 
点
状

48
.2
 
25
.4
 
14
.0
 
16
.6
 
平
坦

25
.1
 
29
.6
 
12
.1
 
4.
3 
自
然

12
.5
 
18
.5
 
5.
1 
0.
9 

23
.5
 
12
.8
 
7.
6 
l.
7
 
平
坦

27
.3
 
16
.3
 
10
.2
 
3.
2 
平
坦

14
.3
 
13
.5
 
12
.8
 
0.
5 
点
状

25
.9
 
18
.0
 
8.
6 
4.
0 

16
.5
 
25
.1
 
4.
4 
l.
3
 
点
状

39
.2
 
2
l.
 7
 
14
.4
 
9.
5 
自
然

20
.4
 
15
.1
 
7.
0 
l.
9
 
平
坦

43
.5
 
23
.1
 
12
.4
 
12
.1
 
平
坦

45
.1
 
25
.0
 
20
.0
 
22
.6
 
自
然

89
.0
 
44
.5
 
15
.1
 
60
.8
 

4
l.
0
 
18
.0
 
14
.0
 
10
.3
 
線
状

打
角

背
面
構
成

調
整
角
調
整
折
面
末
端
母
岩
接
合

備
考

。
C
 
S
 
1
 I
 11 
III
 
IV
 
。
部
位
部
位
形
状
番
号
資
料

10
5 
。

1
 

F
 
緑
j尼
片
岩
1
12
 

13
4 
。

1
 
1
 

緑
泥
片
岩
I
12
 

2
 
1
 

H
 

緑
泥
片
岩
1
13
 

。
。
2
 

R
M
 

緑
泥
片
岩
I
13
 

1
 
1
 

R
L
 

緑
泥
片
岩
1
13
 

1
 
1
 

H
R
L
 

緑
泥
片
岩
1
13
 

13
0 
。
。

M
R
 

緑
泥
片
岩
1
13
 

。
B
 

砂
岩
1

14
 

。
1
 

M
 

砂
岩
1

14
 

。
2
 

1
 

H
 

砂
岩
1

14
 

。
B
 

砂
岩
1

14
 

。
M
 

砂
岩
1

14
 

。
1
 

M
 

砂
岩
1

14
 

--
--
--
-
ーー
..

ー・
..
---
-
-・
・・
・・
・・
.
ー-
--
--
ーー
ーー
ー
ーー
・・
・・
・・
・ー
ーー
ーー
ーー
ーー
曲ー
・.
.
ーー
ーー
ーー
ーー
.ー
ーー
ー・
..
.
--
--
--
-_
.・
，ー
ーー
ーー
--
--
--
--
--
--
--
--
--
-

。
1
 
1
 

F
 
硬
質
頁
岩
2

砂
岩

石
英
斑
岩

赤
化

砂
岩

砂
岩

赤
化

チ
ャ
ー
ト

赤
化

安
山
岩

10
1 
。

F
 
流
紋
岩
1

チ
ャ
ー
ト

。
2
 

F
 
砂
岩
2

12
4 

3
 
2
 

H
 
黒
曜
石

2
 
1
 

安
山
岩

。
1
 

F
 
流
紋
岩
1

安
山
岩

92
 
。

F
 
流
紋
岩
1

11
0 

1
 

F
 
流
紋
岩
1

。
1
 

H
.
L
.
R
 

流
紋
岩
1

10
2 

1
 
1
 
1
 

F
 
珪
質
頁
岩
1

11
5 

2
 

F
 
砂
岩
3

3
 

1
 

F
 
珪
質
頁
岩

1
 

砂
岩
1

2
 

M
 

珪
質
頁
岩
1

。
1
 

砂
岩
1

11
5 

1
 
1
 

F
 
珪
質
頁
岩
1

88
 
。

1
 

1
 

F
 
珪
質
頁
岩
1

12
4 

1
 
1
 

珪
質
頁
岩
1

。
H
 

砂
岩
1

。
1
 
1
 

珪
質
頁
岩
1



第
9
表
旧
石
器
観
察
表
(4)

挿
図
ユニ
ット
石
器
遺
物
器
種
最
大
長
最
大
幅
最
大
厚
重
量
打
薗
打
面
打
角

背
面
構
成

調
整
角
関
整
折
面
末
端
母
岩
接
合

備
考

番
号

集
中
番
号

mm
 
mm
 

間
n
g
 
形
状
調
整

。
C
 
S
 
II 
III 
IV
 
。
部
位
部
位
形
状
番
号
資
料

2
 
3
 
78
 
剥
片

59
.0
 
43
.6
 
20
.3
 
47
.4
 
平
坦

98
 
。
3
 

1
 

B
 

砂
岩
3

2
 
3
 
79
 
醸

2l
.
3
 
10
.1
 
8.
0 
2.
6 

チ
ャ
ー
ト

2
 
3
 
80
 
剥
片

29
.5
 
4l
.
2
 
8.
2 
6.
7 
線
状
。
1
 

2
 

F
 
砂
岩
3

2
 
3
 
91
 
剥
片

28
.3
 
11
.2
 
6.
2 
l.
3
 
平
坦

97
 

1
 

砂
岩
3

2
 
4
 
31
 
様

16
.2
 
13
.0
 
7.
7 
2.
8 

メ
ノ
ウ

2
 
4
 
35
 
剥
片

18
.0
 
29
.9
 
7.
1 
3.
7 
自
然

97
 

3
 

H
 
砂
岩
4

2
 
4
 
36
 
剥
片

18
.3
 
11
.4
 
7.
5 
1.
3
 
宮町
j離
面

2
 
1
 

硬
質
頁
岩
1

2
 
4
 
37
 
製
l片

29
.1
 
48
.0
 
12
.5
 
17
.5
 
自
然

頭
部
86
 
。
2
 
1
 

H
 
砂
岩
4

2
 
4
 
38
 
磨
石

87
.2
 
74
.0
 
55
.2
 
43
.5
 

安
山
岩

2
 
4
 
39
 
剥
片

27
.4
 
14
.2
 
6.
4 
l.
2
 
。
1
 

1
 

M
 

硬
質
頁
岩
2

2
 
4
 
41
 
磨
石

13
3.
4 

安
山
岩

38
と
接
合

2
 
4
 
42
 
磨
石

16
5.
6 

安
山
岩

38
と
接
合

2
 
4
 
43
 
磨
石

59
.8
 

安
山
岩

38
と
接
合

2
 
4
 
44
 
製
l片

12
.0
 
13
.1
 
11
.7
 
0.
3 
平
坦

10
8 
。
3
 

F
 
硬
質
頁
岩
4

2
 
4
 
45
 
剥
片

32
.6
 
17
.4
 
4.
7 
3.
2 
線
状
。
1
 
3
 

F
 
砂
岩

2
 
4
 
47
 
砕
片

12
.4
 
9.
2 
2.
2 
0.
2 
車問
j離
面
頭
部
10
3 

2
 
1
 

F
 
硬
質
頁
岩
4

2
 
4
 
48
 
解
j片

20
.0
 
13
.2
 
3.
7 
1.
2
 
平
坦

10
3 

1
 

L.
B.
R 

珪
質
頁
岩

2
 
5
 
4
 
*，
J片

17
.6
 
14
.8
 
17
.1
 
2.
0 

2
 

T
 

粘
板
岩
1

本
‘

2
 
5
 
5
 

】
剥
片

3
1.
1
 
29
.8
 
8.
4 
8.
0 
自
然

10
4 

3
 
1
 

B.
 
L
 

珪
質
頁
岩
2

2
 
5
 
6
 
*，
J片

20
.1
 
24
.5
 
4.
6 
2.
2 
自
然

頭
部
10
9 

2
 

チ
ャ
ー
ト

2
 
5
 
7
 
*，
J片

23
.3
 
16
.0
 
6.
2 
1.
6
 
点
状

3
 

B
 

硬
質
頁
岩

2
 
5
 
10
 
剥
片

29
.5
 
23
.7
 
16
.9
 
4.
6 
平
坦

94
 

3
 
1
 

F
 
流
紋
岩
2

2
 
5
 
12
 
幸町
l片

29
.4
 
19
.8
 
8.
0 
4.
7 
平
坦

10
4 

2
 

B
 
F
 
流
紋
岩
2

2
 
5
 
14
 
磯

6
1.
0
 
19
.7
 
29
.0
 
70
.1
 

チ
ャ
ー
ト

2
 
5
 
16
 
剥
片

39
.8
 
32
.8
 
10
.5
 
13
.0
 
平
坦

10
0 
。
2
 

B
 

流
紋
岩
2

2
 
5
 
19
 
剥
片

4
1.
1
 
33
.2
 
13
.5
 
14
.4
 
平
坦

10
5 
。
2
 

H
 
流
紋
岩
2

2
 
5
 
23
 
*，
J片

23
.6
 
17
.7
 
10
.7
 
4.
2 
自
然

頭
部
lO
3
 

2
 
l
 

H
 
硬
質
頁
岩
5

2
 
5
 
24
 B
・c
*，
J片

24
.7
 
20
.4
 
8.
5 

平
坦

86
 

1
 
1
 
1
 

F
 
流
紋
岩
2

2
 
5
 
25
 
剣
片

2
1.
9
 
12
.8
 
9.
8 
l.
9
 
線
状
。
2
 

1
 

H
 
珪
質
頁
岩

2
 
5
 
26
 
剥
片

39
.5
 
29
.0
 
16
.6
 
17
.9
 

。
B
 

粘
板
岩
1

2
 
5
 
27
 
砕
片

13
.5
 
5.
2 
l.
5
 
0.
2 

珪
質
頁
岩
2

2
 
5
 
28
 
剥
片

36
.5
 
36
.1
 
19
.8
 
28
.2
 

2
 

T.
 
B
 

粘
板
岩
1

2
 
5
 
58
 
剥
片

30
.2
 
37
.9
 
7.
5 
9.
0 
線
状
。
3
 
1
 

H
 
流
紋
岩
2

2
 
5
 
59
 
穣

50
.2
 
47
.4
 
20
.2
 
5l
.
2
 

泥
岩

2
 
5
 
93
 
砕
片

6.
5 
3.
4 
2.
2 
0.
1 

安
山
岩

2
 
5
 
98
 
穣

3
l.
0
 
25
.2
 
12
.0
 
9.
7 

凝
灰
岩

3
 
6
 
4
 
穣

22
.0
 
17
.6
 
15
.0
 
7.
2 

チ
ャ
}
ト

3
 
6
 
6
 
事農

48
.9
 
3l
.
4
 
22
.1
 
56
.9
 

流
紋
岩

3
 
6
 
7
 
様

6
l.
2
 
35
.8
 
29
.9
 
86
.5
 

チ
ャ
ー
ト

赤
化

3
 
6
 
8
 
様

43
.8
 
32
.9
 
23
.1
 
39
.1
 

チ
ャ
ー
ト

赤
化

3
 
6
 
9
 
様

17
.4
 
15
.0
 
5.
5 
l.
6
1

ー
ー
ー

チ
ャ
ー
ト



第
四
表
旧
石
器
観
察
表
(5)

OT
-
E、コ

挿
図

番
号
ユニ
ット 3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 
3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 
3
 

3
 
3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 
3
 

3
 

3
 

石
器

集
中 6
 

6
 

6
 

6
 

6
 

6
 

6
 

6
 

6
 

6
 

6
 

6
 

6
 

6
 

7
 

7
 

7
 

7
 

7
 

7
 

7
 

7
 

7
 

7
 

7
 

7
 

7
 

7
 

7
 

7
 

7
 

7
 

7
 

7
 

7
 

7
 

7
 

7
 

7
 

7
 

7
 

遺
物
器
種

番
号

11
 
様

12
 
剥
片

13
 
様

14
 
穣

15
 
*，
J片

16
 
諜

17
 
製
l片

18
 
ftJ
片

19
 
剥
片

21
 
剥
片

22
 
剥
片

23
 B
 
剥
片

26
 
剥
片

20
0 
剥
片

2
 
U
剥
片

3
 
吉田
j片

28
 
砕
片

29
 
童日
l片

32
 
事
l片

33
 
剥
片

36
 
*，
J片

37
 
*，
J片

38
 
都
j片

3
9
A
 
砕
片

3
9
B
 
砕
片

41
 
剥
片

42
 
*，
J片

43
 
剥
片

44
 
剥
片

45
 
岩間
j片

47
 
砕
片

48
 
剥
片

51
 
事
l片

53
 
製
l片

54
 
岩
崎
片

55
 
剥
片

56
 
毒自
j片

57
 
蜘
j片

5
8
A
 
砕
片

5
8
B
 
砕
片

59
 
剥
片

最
大
長
最
大
幅

mm
 
mm
 

28
.7
 
18
.0
 

9.
9 
15
.0
 

3
1.
4
 
27
.4
 

28
.2
 
30
.5
 

24
.7
 
17
.8
 

24
.3
 
16
.7
 

14
.2
 
6.
0 

66
.4
 
57
.0
 

17
.1
 
20
.2
 

18
.8
 
2
1.
9
 

10
.7
 
17
.7
 

19
.9
 
35
.4
 

15
.8
 
43
.6
 

23
.0
 
3
1.
2
 

13
.1
 
8
.4
 

34
.5
 
33
.4
 

5.
1 
8.
2 

28
.0
 
11
.5
 

53
.6
 
26
.1
 

34
.0
 
14
.0
 

28
.2
 
17
.4
 

3
1.
6
 
33
.3
 

39
.8
 
3
1. 
7
 

4.
3 
10
.8
 

9.
2 
5.
4 

14
.5
 
16
.1
 

25
.2
 
14
.1
 

17
.7
 
2
1.
0
 

14
.6
 
10
.5
 

29
.2
 
10
.8
 

9.
5 
5.
3 

9.
9 
16
.8
 

16
.7
 
15
.0
 

14
.0
 
14
.4
 

19
.9
 
36
.8
 

19
.0
 
13
.5
 

44
.1
 
3
1.
1
 

16
.7
 
14
.2
 

12
.8
 
9.
1 

4
.4
 
9.
9 

32
.1
 
29
.5
 

最
大
厚
重
量
打
面
打
面
打
角

背
面
犠
成

調
整
角
調
整
折
面
末
端
母
岩
接
合

備
考

g
 
形
状
調
整

。
C
 
S
 
11 
III
 
IV
 
。
部
位
部
位
形
状
番
号
資
料

附
百 16
.9
 
9.
5 

チ
ャ
ー
ト

12
.9
 
0.
4 
平
坦

98
 

3
 

F
 
ホル
ン
7
ェル
A
2

22
.6
 
19
.1
 

チ
ャ
ー
ト

赤
化

14
.9
 
11
.
3
 

チ
ャ
ー
ト

10
.5
 
3.
0 
平
坦

12
8 

1
 
3
 

F
 
ホル
ン
7
ェル
ス
3

12
.2
 
6.
3 

チ
ャ
ー
ト

3.
1 
0.
3 

2
 

H
 

安
山
岩

20
.0
 
88
.8
 
自
然

10
8 
。
3
 

1
 

。
安
山
岩
1

3.
6 
1.
2
 
線
状

2
 

R
，
 B
 

砂
岩
6

7.
6 
2.
6 
平
坦

95
 

1
 
1
 
1
 

H
 
緑
泥
片
岩
1

5.
2 
0.
8 
2
 

11
0 

I
 

1
 

F
 
ホル
ン
7
ェル
ス
l

12
.2
 
10
.1
 
線
状
。
2
 
2
 

緑
泥
片
岩
1

6.
8 
4.
2 
自
然

10
9 

1
 
1
 

F
 
砂
岩
5

6.
2 
4.
0 
平
坦

11
8 
。
1
 

F
 
石
英
斑
岩

2.
0 
0.
4 

。
B
 
B
 
H
 
珪
質
頁
岩

11
.
1
 
10
.2
 
点
状

1
 
2
 
1
 

F
 
ホ
ル
ン
ブ
エ
ル
ス
8

1.
0
 
0.
1 
点
状

ホル
ン
7
ェル
A
2

9.
2 
2.
7 

1
 

H
 

緑
泥
片
岩
1

20
.9
 
33
.9
 

。
1
 

M
 

緑
泥
片
岩
1

6.
8 
3.
0 
点
状

3
 
1
 

H
 
緑
泥
片
岩
1

5.
6 
2.
8 

1
 

H
 

緑
泥
片
岩
l

6.
6 
6.
9 
平
坦

12
4 
。
3
 

F
 
砂
岩

17
.3
 
15
.8
 
平
坦

12
0 
。

B
 

ホル
ン
7
ェル
ス
l

5.
1 
0.
1 

安
山
岩

2.
0 
0.
1 

安
山
岩

7.
0 
1.
2
 
平
坦

10
7 
。
3
 
1
 

F
 
ホル
ン
7
ェル
A
4

5.
4 
1.
6
 
線
状
。
1
 

B
，
 L
 

砂
岩
5

4.
5 
1.
6
 
平
坦

13
3 

1
 
1
 

F
 
ホル
ン
7
ェル
A
5

2.
9 
0.
5 
平
坦

10
8 

3
 

L
 
F
 
ホル
ン
7
ェル
ス
l

5.
1 
0.
9 
線
状

2
 
1
 

M
 

砂
岩
5

3.
4 
0.
2 

;j;)
レン
7
ェ
lレス

3.
5 
0.
8 
平
坦

3
 

B
 

ホル
ン
7
ェル
A
5

4.
8 
1.
2
 
点
状
。
1
 

2
 

H
 
本}
レン
7
ェル
A
2

3.
0 
0.
8 

1
 

H
 
F
 
安
山
岩

7.
5 
6.
4 
線
状

3
 

ホ
ル
ン
ア
ェ
ル
ス
7

模
形
石
器
?

4.
2 
1.
1
 

。
2
 

H
 
F
 
ホル
ン
7
ェル
A
2

12
.9
 
16
.5
 
自
然
頭
部
10
2 

3
 

F
 
緑
泥
片
岩
l

7.
0 
1.
4
 

。
B
 

緑
泥
片
岩
1

2.
3 
0.
4 

緑
泥
片
岩
I

1.
0
 
0.
1 

緑
泥
片
岩
1

6.
4 
4.
4 
点
状

1
 
3
 
1
 

ホル
ン
7
ェル
A
4

模
形
石
器
削
片



第
1
1
表
旧
石
器
観
察
表
(6
)

*"" bコ

挿
図

番
号
ユニ
ット 3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

石
器

集
中 7
 

7
 

7
 

7
 

7
 

7
 

7
 

7
 

7
 

7
 

7
 

7
 

7
 

7
 

7
 

7
 
7
 

7
 

7
 
7
 

7
 

7
 

7
 
7
 

7
 

7
 

7
 

7
 

7
 

7
 

7
 

7
 

7
 

7
 

7
 

7
 

7
 

7
 

7
 

7
 

7
 

遺
物
器
種

番
号

60
 
*，
J片

61
 
豊明
j片

62
 
剥
片

63
 
剥
片

64
 
剥
片

65
 
宮町
j片

66
 
規
j片

67
 
領
j片

68
 
剥
片

69
 
事
j片

70
 
剥
片

71
 
剥
片

74
 
穣

76
 
剥
片

77
 
*，
J片

78
 
砕
片

80
 
砕
片

81
 
砕
片

82
 
剥
片

83
 
砕
片

84
 
剥
片

86
 
*，
J片

87
 
様

88
 
穣

89
 
磯

90
 
様

91
 
穣

92
 
書聖

93
 
様

94
 
機

95
 
際

96
 
軍量

97
 
礁

98
 
穣

99
 
様

10
0 
剥
片

10
2 
*，
J片

10
3 
磯

10
4 
*，
J片

1
0
5
A
 
剥
片

1
0
5
8
 
規
l片

最
大
長
最
大
幅
最
大
厚
重
量

町田
1
mm
 
mm
 
E
 

22
.0
 
28
.1
 
8.
5 
5.
2 

20
.7
 
35
.6
 
6.
1 
4.
5 

20
.6
 
16
.4
 
3.
2 
1.
4
 

43
.5
 
23
.3
 
12
.5
 
14
.2
 

26
.7
 
14
.3
 
7.
0 
2.
2 

2
1.
9
 
42
.0
 
4.
7 
5.
6 

23
.3
 
29
.2
 
5.
9 
5.
8 

14
.1
 
34
.2
 
16
.8
 
4.
2 

24
.6
 
17
.3
 
6.
1 
2.
4 

24
.9
 
17
.0
 
8.
5 
2.
9 

2
1.
0
 
34
.4
 
7.
6 
5.
6 

18
.1
 
18
.4
 
8.
5 
3.
6 

3
1.
1
 
33
.9
 
10
.7
 
10
.8
 

56
.9
 
32
.0
 
8.
9 
9.
3 

17
.6
 
20
.1
 
2.
5 
0.
9 

6.
3 
13
.5
 
2.
3 
0.
2 

9.
0 
12
.7
 
2.
2 
0.
3 

7.
3 
12
.4
 
3.
4 
0.
2 

26
.0
 
2
1.
6
 
3.
6 
2.
4 

12
.4
 
12
.2
 
3.
9 
0.
8 

36
.5
 
34
.1
 
9.
8 
14
.1
 

18
.3
 
2
1. 
7
 
8.
4 
3.
3 

48
.2
 
30
.8
 
6.
2 
23
.6
 

65
.9
 
32
.5
 
11
.
5
 
12
.6
 

6
1.
1
 
24
.6
 
19
.1
 
35
.3
 

67
.1
 
47
.8
 
25
.0
 
83
.9
 

47
.5
 
39
.6
 
2
1.
1
 
43
.4
 

53
.7
 
53
.4
 
24
.0
 
50
.8
 

43
.3
 
35
.8
 
3 1
. 
7
 
40
.9
 

29
.7
 
25
.2
 
19
.9
 
17
.0
 

74
.3
 
82
.1
 
3
1. 
7
 
22
2.
6 

70
.2
 
59
.2
 
28
.7
 
14
0.
3 

74
.1
 
48
.2
 
38
.6
 
15
8.
0 

48
.8
 
40
.3
 
35
.7
 
62
.5
 

67
.6
 
2
1.
8
 
14
.2
 
23
.9
 

25
.8
 
19
.4
 
7.
1 
2.
3 

27
.8
 
32
.1
 
12
.0
 
9.
2 

24
.0
 
14
.8
 
8.
2 
2.
6 

14
.8
 
13
.3
 
3.
6 
0.
4 

25
.9
 
3
1.
4
 
7.
9 
4.
0 

8.
5 
19
.2
 
4.
5 
0.
8 

打
面
打
面
打
角

背
商
構
成

調
整
角
調
整
折
面
末
端
母
岩
接
合

備
考

形
状
調
整

。
C
 
S
 
II 
III
 
IV
 
。
部
位
部
位
形
状
番
号
資
料

。
2
 

1
 

H
 
H
 
ホル
ン
7
ェル
;¥4

剥
離
面

12
3 
。
1
 

H
 
緑
泥
片
岩
l

自
然

93
 

1
 
1
 

R
 
F
 
ホル
ン
7
ェル
ス
l

点
状
。
2
 

B
 
F
 
砂
岩
6

平
坦

10
1 

1
 
2
 

F
 
ホル
ン
7
ェル
;¥5

1
 
1
 

M
 

F
 
緑
泥
片
岩
l

。
1
 

M
 

緑
泥
片
岩
l

2
 

H
 

緑
泥
片
岩
l

線
状

1
 
1
 

F
 
ホル
ン
7
ェル
;¥5

点
状
。

1
 

F
 
緑
泥
片
岩
1

。
M
 

緑
泥
片
岩
l

2
 

L
 

緑
泥
片
岩
1

砂
岩

平
坦

11
3 
。
3
 

F
 
硬
質
頁
岩
6

線
状

4
 

ホル
ン
7
ェル
;¥6

安
山
岩
1

ホル
ン
7
ェル
ス

F
 
緑
泥
片
岩
1

1
 
1
 

H
.
 
R
 
F
 
緑
泥
片
岩
1

l
 
1
 

H
 
F
 
砂
岩
5

自
然
。

1
 

F
 
ホル
ン
7
ェル
ス
7

平
坦

11
3 

2
 

。
本
ル
ン
ブ
ェ
ル
;¥8

安
山
岩

赤
化

砂
岩

安
山
岩

赤
化

安
山
岩

赤
化

安
山
岩

赤
化

石
英
斑
岩

ホ
ル
ン
ブ
ェ
ル
ス

チ
ャ
ー
ト

赤
化

石
英
斑
岩

赤
化

チ
ャ
ー
ト

赤
化

チ
ャ
ー
ト

赤
化

チ
ャ
ー
ト

赤
化

砂
岩

点
状
。
2
 

F
 
硬
質
頁
岩
6

平
坦

12
1 
。

1
 

F
 
砂
岩

チ
ャ
ー
ト

点
状

2
 

2
 

F
 
黒
曜
石
1

自
然

99
 

2
 
1
 

F
 
ホル
ン
7
ェル
ス
l

2
 

R
.
 
L
 
F
 
珪
質
頁
岩
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表
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石
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観
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表
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挿
図
ユニ
ー
y
ト
石
器
遺
物
器
種
最
大
長
最
大
幅
最
大
厚
重
量
打
面
打
面
打
角

背
面
構
成

閤
整
角
調
聾
折
面
末
端
母
岩
接
合

備
考

番
号

集
中
番
号

間
百
m
m
 

間
胃
E
 
形
状
詞
聾

。
C
 
S
 
I
 
11 
III
 
IV
 
。
部
位
部
位
形
状
番
号
資
料

3
 
7
 
16
0
A
 
砕
片

5.
9 
11
.9
 
5.
9 
0.
9 

安
山
岩

3
 
7
 
1
6
0
8
 
砕
片

11
.9
 
5.
6 
3.
6 
0.
2 

安
山
岩

3
 
7
 
16
3 
雇襲

17
.5
 
14
.1
 
15
.6
 
3.
3 

チ
ャ
ー
ト

3
 
7
 
16
4 
穣

37
.6
 
22
.7
 
18
.8
 
20
.5
 

安
山
岩

赤
化

3
 
7
 
16
5 
際

67
.4
 
55
.5
 
34
.9
 
15
1.
5
 

ホ
jレ
ン
ア
ェ
fレス

3
 
7
 
16
6 
穣

25
.7
 
16
.2
 
9.
5 
3.
8 

チ
ャ
ー
ト

赤
化

3
 
7
 
16
7 
*，
J片

17
.2
 
23
.8
 
9.
4 
2.
1 

3
 

H
 
F
 
緑
泥
片
岩
1

3
 
7
 
16
9 
剥
片

21
.
4
 
26
.7
 
5.
8 
3.
4 
線
状

2
 
1
 
2
 

ホ
Jレン
7
ェル
A6

模
形
石
器
削
片

3
 
7
 
17
6 
規
i片

33
.5
 
13
.3
 
6.
6 
3.
2 
自
然

83
 

1
 
1
 

緑
泥
片
岩
1

3
 
7
 
17
7 
砕
片

9.
3 
14
.6
 
1.
7
 
0.
3 

H
 
F
 
ホル
ン
7
ェル
A2

3
 
7
 
17
8 
砕
片

9.
7 
3.
3 
1.
9
 
0.
1 

安
山
岩

3
 
7
 
17
9 
砕
片

9.
1 
13
.2
 
1.
7
 
0.
3 

F
 
ホ
ル
ン
ア
ェ
ル
ス
1

3
 
7
 
18
0 
昔日
j片

18
.1
 
21
.
0
 
2.
9 
1.
5
 
平
坦

91
 
。

H
 
ホル
ン
7
ェル
ス
l

3
 
7
 
18
2 
剥
片

31
.
8
 
27
.7
 
6.
5 
6
.4
 
平
坦

11
6 
。
1
 
1
 

R
 
F
 
ホル
ン
7
ェル
ス
1

3
 
7
 
18
3 
喜
朗
片

33
.3
 
14
.0
 
5.
3 
3.
2 
線
状
。
2
 

R
 
F
 
砂
岩
5

3
 
7
 
18
4 
砕
片

11
.1
 
8.
9 
4.
0 
0.
4 

砂
岩
5

3
 
7
 
18
6 
剥
片

25
.8
 
13
.6
 
3.
8 
1.
5
 
線
状
。

F
 

;I
;)

~ン
7
ェ
JV

Ã4

3
 
7
 
18
7 
*，
J片

24
.3
 
20
.7
 
7.
2 
3.
2 
点
状
。

1
 

凝
灰
岩

主
3
 
7
 
18
8 
剥
片

15
.6
 
6.
3 
4.
5 
0.
3 
平
坦

10
0 

1
 
1
 
1
 

F
 
緑
泥
片
岩
1

3
 
7
 
18
9 
砕
片

9
.4
 
8.
5 
2.
9 
0.
3 

ホ
Jレン
7
ェル
ス

3
 
7
 
19
2 
剥
片

6.
5 
16
.6
 
3.
9 
0.
4 
線
状

2
 

B
 

安
山
岩

3
 
7
 
19
9 
宮
崎
片

18
.3
 
8.
1 
4.
8 
0.
7 
線
状

1
 
1
 

ホル
ン
7
ェル
A8

3
 
8
 
10
6 
砕
片

11
.
4
 
9.
4 
2.
0 
0.
1 

H
 
F
 
黒
曜
石
1

3
 
8
 
10
7 
*，
J片

26
.8
 
25
.7
 
11
.
2
 
7.
0 
平
坦

92
 

1
 

L
 
F
 
;1;)
レン
7
ェ
lレス
10

3
 
8
 
11
2 
剥
片

31
.
0
 
35
.0
 
14
.3
 
14
.9
 
3
 

11
9 

3
 

1
 

F
 
ホ
Jレン
7
ェル
ス
8

3
 
8
 
11
3 
*，
J片

22
.9
 
22
.9
 
11
.
2
 
4.
4 
平
坦

12
5 

1
 
1
 

安
山
岩
2

3
 
8
 
11
5 
剥
片

32
.6
 
37
.8
 
10
.7
 
15
.2
 
線
状

2
 
1
 

B
 

ホ
Jレン
7
ェル
ス
10

3
 
8
 
11
6 
事
j片

33
.0
 
5
1.
6
 
13
.2
 
24
.2
 
2
 
。
。
2
 
2
 

H
 
砂
岩
7

3
 
8
 
1
1
7
A
 
室町
l片

lO
.2
 
14
.5
 
5.
2 
1.
0
 
平
坦

10
4 

1
 

ホ
Jレン
7
ェル
ス
10

3
 
8
 
1
1
7
8
 
砕
片

14
.0
 
10
.2
 
3.
2 
0
.4
 

S
 
F
 
ホル
ン
7
ェル
ス

3
 
8
 
11
8 
割
l片

14
.6
 
20
.0
 
5.
3 
2.
2 
線
状

1
 
1
 
1
 

ホル
ン
7
ェル
ス
10 

3
 
8
 
12
0 
製
l片

30
.7
 
21
.
6
 
18
.9
 
4.
8 
点
状

1
 
1
 

L
 

ホル
ン
7
ェ
JV
A1

3
 
8
 
12
1 
剥
片

17
.7
 
2
1.
5
 
4.
9 
2.
7 
平
坦

12
1 

2
 
1
 
1
 

ホル
ン
7
ェル
ス
10

3
 
8
 
12
3 
親
l片

13
.3
 
16
.9
 
6.
1 
0.
7 
平
坦

11
4 

1
 

安
山
岩

3
 
8
 
12
5 
自問
j片

9.
5 
17
.8
 
6.
2 
1.
2
 
平
坦

11
6 

1
 

1
 

M
 

ホル
ン
7
ェル
A2

3
 
8
 
12
6 
砕
片

11
.
8
 
10
.1
 
2.
6 
0.
2 
線
状

F
 
ホル
ン
7
ェル
A2

3
 
8
 
12
7 
蜘
j片

15
.9
 
17
.7
 
6.
1 
1.
2
 
平
坦

11
9 
。

1
 

珪
質
頁
岩

3
 
8
 
12
8 
割
j片

24
.4
 
15
.8
 
12
.1
 
4.
1 
点
状

2
 
1
 
1
 

ホル
ン
7
ェル
A1

3
 
8
 
12
9 
動
j片

39
.3
 
40
.0
 
11
.
8
 
15
.7
 
平
坦

12
2 

1
 
1
 
1
 

F
 
ホル
ン
7
ェル
A2

3
 
8
 
13
0 
*，
J片

35
.2
 
29
.3
 
5.
1 
9.
4 
平
坦

10
7 

3
 

ホル
ン
7
ェル
A1
0

3
 
8
 
13
1 
砕
片

7.
8 
9.
2 
6.
7 
0.
6 

ホル
ン
7
ェル
ス
10
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表
旧
石
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観
察
表
(8
)

~
 
o
司

挿
図

番
号
ユニ
ヲト 3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 
3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

4
 
4
 

4
 

4
 
4
 

2
 

2
 

2
 

2
 

石
器

集
中 8
 

8
 

8
 

8
 

8
 

8
 

8
 

8
 

8
 

8
 

8
 

8
 

8
 

8
 

8
 

8
 

8
 

8
 

8
 

8
 

8
 
8
 

8
 

9
 
9
 

9
 

9
 

9
 

遺
物
器
種

番
号

13
2 
剥
片

13
4 
剥
片

13
7 
剥
片

13
9 
剥
片

14
0 
砕
片

14
2 
剥
片

14
4 
様

14
7 
lI
J片

14
9 
剥
片

15
0 
剥
片

15
2 
剥
片

15
3 
剥
片

15
4 
剥
片

15
5 
剥
片

15
8 
lIJ
片

16
1 
様

16
2 
疎

17
0 
砕
片

17
1 
砕
片

17
2 
剥
片

17
5 
剥
片

19
3 
*，
J片

19
8 
lIJ
片

1
 
砕
片

2
 
lI
J片

3
 
剥
片

4
 
様

6
 
剥
片

10
0
A
 
様

1
0
0
B
 
機

1
0
0
C
 
様

1
0
0
E
 
傑

最
大
長
最
大
幅
最
大
厚

『
削
mm
 
mm
 

23
.1
 
28
.1
 
8.
6 

26
.9
 
25
.3
 
6.
9 

19
.9
 
30
.0
 
10
.4
 

22
.0
 
39
.9
 
8.
8 

9.
8 
10
.1
 
4.
4 

2
1.
7
 
13
.0
 
5.
0 

23
.4
 
15
.3
 
12
.0
 

13
.6
 
11
.
0
 
5.
0 

30
.7
 
19
.4
 
7.
5 

18
.1
 
15
.7
 
10
.4
 

12
.7
 
17
.5
 
3.
6 

17
.5
 
18
.4
 
10
.7
 

2
1.
7
 
19
.6
 
5.
8 

20
.7
 
21
.
2
 
5.
5 

38
.3
 
52
.6
 
15
.7
 

24
.9
 
16
.7
 
2.
9 

33
.3
 
25
.5
 
23
.5
 

9.
2 
8.
0 
2.
9 

9.
4 
10
.4
 
3.
3 

4
1.
3
 
25
.9
 
7.
1 

1 1
.
3
 
14
.8
 
5.
6 

1 1
.
8
 
23
.0
 
5.
5 

44
.0
 
25
.0
 
7.
0 

9.
7 
1 1
.
3
 
4.
1 

24
.0
 
8.
7 
5
.4
 

16
.1
 
10
.2
 
6.
6 

32
.7
 
19
.6
 
15
.7
 

23
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2 縄文時代

調査区内から検出された縄文時代の遺構はなく、出土した遺物も量的にはわずかなものである。遺物の

出土状況は、調査区内から検出された古墳時代後期以降の竪穴及ぴ掘立柱建物跡の覆土から出土したもの

がほとんどである。よって、ここでは遺物ごとに分類して述べることとする。調査時の所見では、いわゆ

る遺物包含層が確認されておらず、耕作土の直下がローム層となる層序であったことから、かつては存在

していた遺物包含層が後世の耕作などで消失してしまったものと考えられる。出土した遺物には土器と石

器があるが量的には少ない。

(1)縄文土器(第28-33図、図版34-38)

出土した縄文土器は早期から後期に及ぶ。各時期とも量は少ないものの複数の型式にわたって出土して

いる。出土した縄文土器を以下のように大きく 4群に分け、更に各群ごとに類別を行って各時期の様相に

ついてふれていくことにする。

第I群土器早期の土器を一指する。撚糸文系土器、田戸下層式、田戸上層式、子母口式、野島式、鵜

ケ島台式、茅山式などがこの中に含まれる。

第II群土器 前期の土器を一括する。黒浜式、諸磯・浮島式などがこの中に含まれる。

第111群土器 中期の土器を一指する。五領ケ台式、阿玉台式、加曽利E式などがこの中に含まれる。

第IV群土器後期の土器を一指する。堀之内式、加曽利B式、安行式などがこの中に含まれる。

第 I群土器

早期の土器は、 470点出土している。数型式に及ょが、土器の主体は条痕文系土器である。

第1類(第28図1・2) 

撚糸文系土器を一指した。出土点数は 2点である。共に嗣部下半の破片であるが別個体である。 1はRの

撚糸施文で胎土、焼成は良い。 2はLの撚糸施文で、胎土にやや砂粒が目立つ。

第2類(第28図3-15) 

田戸下層式を一括した。 3は細沈線の聞に貝殻腹縁文が充填される。胎土、焼成共に良好で、内面の調

整も良い。 4-7の胎土はやや砂粒が目立つ。 8は縦位の細沈線である。胎土は良好。 9-12は沈線ない

し太沈線が施文きれいてる。 9• 10はやや器面が組く砂粒が目立つ。 9は繊維が徴量混入している。 11は

縦位と斜位の太沈線が施されている。内面の調整が良く、砂粒は少ない。 12は先端がささくれた棒状工具

によって沈線が施されている。やや砂粒が多い。 13-15は横佐の回線文が施されている。 3点とも器面に

石英砂が横位に移動した痕跡を明瞭に残している。内面は丁寧な調整によって胎土中の砂粒は目立たない。

15の口縁部は外削ぎ状である。 14・15は同一個体の可能性が高い。本類は田戸下層式でも比較的古い様相

を呈していると言えよう。

第3類(第28図16-18)

田戸上層式を一括した。 16は胎土、焼成共に良好。口唇部内面に沈線とキザミを伴う。 17は4単位の波

状口縁を呈し、外反する。口唇部は若干面取りされている。外面は縦方向の条痕を地文に4条の沈線が口

縁と胴部上半に横走する。内面は若干の条痕を伴うが、横位のナデ調整が行われている。微量の繊維を含

む。 18は沈線の渦巻文が施されている。胎土に若干の繊維を含む。

第4類(第28図19・20)

明神裏皿式類似の土器である。 2点しかなく、同一個体である。先端がV字形に尖る細いペン先状の工
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具で器面をなぞるように押し引いた有節沈線を主体とする。 20は波状口i縁の波項部に当たる。 4単位の波

状と思われ、外反する器形である。内面の調整はへラによる横位のナデである。胎土には砂粒の混入がほ

とんどなく、赤味の強い粘土粒が少量混ざる。

第5類(第28図21-26)

子母口式を一括した。胎土に若干の繊維を含む。 21は口縁部が外反する。内面に横位の擦痕状の調整が

行われている。口縁に沿って連続の刺突文が施される。胎土に繊維を混入する。 22は斜住の絡条体圧痕文

が施されている。胎土にはやや砂粒が多い。23-26は胴部中位に施文された連続のキザミ文である。24-26

には1mm程度の長石砂が混入する。

第6類(第28図27-33)

無文土器を一括した。量的には本類に含まれる点数は多かったが、図示し得る破片は少なかった。内外

面共に擦痕状の調整痕を伴うものが多い。図示した個体にはすべて繊維が混入している。時期的には田戸

上層式から子母口式に比定されよう。

第7類(第28図34-46)

野島式を一括した。沈線ないしは徴隆帯によって区画し、その中を密な沈線で充填するものがほとんど

である。内面には条痕文を伴う。胎土には徴量の繊維が混入している。 34・35・36・38の口唇部の断面形

は丸昧があり、連続のキザミが施されている。 37は沈線の区画文の中に押し引き刺突文が充填されている。

沈線の交差部に刺突文を伴わないため、本類に含めた。 46は内外面共に条痕を地文とし外面に沈線による

区画文を施し、その中を沈線で埋めている。口唇部外面にはキザミを伴う。

第8類(第28図47-51)

鵜ケ島台式を一指した。 47は徴隆帯による区画文の中に押し引き刺突文を充填している。交叉部に刺突

文を施している。胎土に雲母を含み、砂粒が多い。 48・49は刺突による充填文である。 49は貝殻背庄痕を

伴う。 51は条痕を地文とし沈線による斜格子文が施されている。

第9類(第29図52-54)

茅山下層式から上層式を一括した。本型式と判断できる個体は図示した3点のみである。 3点とも単純

な沈線文が施されている。内面は横位の条痕が施されている。胎土に繊維を混入している。

第10類(第29図55-68)

内外面条痕のみの土器を一指した。早期後半に佐置付けられるが、有文土器の出土割合から主体は野島

式から鵜ケ島台式の時期と考えられる。胎土には繊維を混入する。

第II群土器

前期の土器は量的には少なく67点出土している。主体は前期後半の土器である。

第1類(第30図69-71)

黒浜式土器を一指した。本型式と判断できる個体は図示した3点のみである。胎土に多量の繊維を混入

している。 70はLRとRLの羽状縄文である。 71はRL、72はLRの縄文である。

第2類

浮島式系土器を一括した。 64点出土しているが、文様構成などが判別可能なものは少ない。半裁竹管に

よる並行沈線を主体に文様が施文されるものが多い。地文の有無などから 4種に細分される。

a種(第30図72-80)
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地文に縄文等を伴わず、竹管及ぴ半裁竹管によってのみ文様が施されるものを一括した。 72-75は半載

竹管による押し引き文である。胎土に大きな砂粒を混入する。 76は半載竹管による押し引き文と竹管によ

る刺突文を伴う。地文に縄文等を伴う可能性もあるが不明瞭である。 77は口唇部に綾杉状の連続したキザ

ミが施される。 78・79は口縁部下に段を伴いその上にキザミを施し、半載竹管による沈線文を施している。

80は弧状の沈線文である。

b種(第30図81)

幅の広い、いわゆる変形爪形文が施文された土器である。 1点のみである。半載竹管による施文と思わ

れる。口唇部外面に押し引きの刺突文が施されている。

C種(第30図82-93)

地文に撚糸文を施文し、半裁竹管によって文様を施すものを一指した。 82・83は同一個体である。 Rの撚

糸を地文とする。半載竹管による列点状の押し引き文である。 84は垂下する押し引き文によって分割し、

その聞を半裁竹管による肋骨状の沈線文で埋めるものである。 86・88・93を除いては半裁竹管によって弧

線文や曲線を組み合わせた沈線文が施されている。

d種(第30図94)

地文に縄文を施文し、半載竹管によって文様を施すもの。 1点のみである。 RLの単節縄文を地文とし、

半載竹管による弧状の沈線文を施している。

e種(第30図95・96)

貝殻文及び三角形文を伴うもの。それぞれ各1点のみの出土である。 95は貝殻波状文、 96は貝殻波状文

と三角形文の両方を伴う。

f種(第30図97-100)

そのほかのものを一括した。みな撚糸文を施した胴部下半の破片である。 Rの撚糸を原体とする。内面の

調整はいずれも丁寧である。 100は底部である。底辺部分がやや開く。胎土・焼成からこの時期に含めた。

第111群土器

中期の土器は、 101点出土している。五領ケ台式は微量である。阿玉台式及び加曽利E式が同量程度出土

している。

第1類(第31図101-103)

五領ケ台式土器を一括した。 101!ま先の尖ったへら状の工具による押し引き文で、三叉状の沈線文も施さ

れている。 102は円形の陰刻文と押し引き文が施きれいてる。 2点とも胎土に雲母を微量混入する。 103は

横位の隆帯が付けられ、 RL単節縄文が施文されている。胎土に雲母と組い砂粒が多量に混入する。

第2類(第31図104-128)

阿玉台式を一括した。阿玉台式前葉の時期を主体としている。胎土には雲母を混入し、一部をのぞき組

い砂粒が多量に混入している。 104・105は口唇部が外傾し、外面には横位のへらによる押し引き文が施さ

れている。 106は左右からの横位貼付隆帯が垂下して合流し、縦のキザミが施されている。 107は円形の貼

付文である。縁にキザミが施されている。 108は口唇部が肥厚し、連続したキザミが施されている。109-112

は同一個体である。器形は円筒状の胴部で口縁部近くで外反し聞く器形である。口唇部にキザミが施され、

109のような貼付隆帯文が部分的に付けられる。 110は109から垂下する隆帯である。重層的に角押文が施文

きれている。 113は区画隆帯文の中に 2列の角押文が施されている。 118も同様である。 114・115は波状縁
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である。口唇部は外傾している。 2条の角押文が施されている。 116は胎土に雲母を含まない。沈線及ぴ角

押文が施されている。 117は窓枠状の隆帯に角押文を施している。 119は半裁竹管による波状文である。組

い砂粒が目立つ。 120-122は二重の角押文を施している。 123・124は条線文である。 125は胴部中段の破片

である。 126は浅鉢の可能性がある。内面に稜線を伴い、細かい雲母を混入する。 127の底部は組い砂粒を

多量に混入する。 128は三角形状の隆帯文であろう。口i縁部が外傾し無文となる。 LR単節縄文が施文され

る。 123・124・128は阿玉台III-IV式に比定されよう。

第3類(第31図129-141)

中峠式から加曽利E式を一括した。 129は幅広の無文帯が口縁部にあり、外傾する。竹管による太い沈線

で隆帯が強調されている。 130はキャリバー状の口縁部形態である。交互刺突によって蛇行する隆帯を描出

している。その下に隆帯の区画文、内部に蛇行する隆帯を貼り付けている。 131は半裁竹管によって四角い

区画文を施し、内部に連続する刺突文を施している。 129-131は中峠式に比定されよう。 132-141は加曽

利E式後半の土器である。 132-134は隆帯の区画文の中に縄文を充填する。 135・136は胴部の垂下沈線の

聞を磨り消している。 137は沈線文による楕円状の区画文である。 138は波状縁を呈すると思われる。楕円

状の区画文内部に縄文を充填している。 139・140は隆帯によって幅の狭い口縁部無文帯を形成している。

RL縄文が施文されている。 141はRの撚糸文である。

第IV群土器

後期の土器は、 393点出土している。主体は堀之内式である。

第1類

堀之内式土器を本類とする。本型式が最も多<346点出土している。型式的には堀之内 I式の古い段階の

ものが主体であるが、一部は称名寺式に含まれる可能性がある。文様等から 6種に細分される。

a種(第32図142-147)

刺突文ないしは凹文を伴うもの。142は口縁部に無文帯があり口唇部から弧状の隆帯が垂下するものであ

ろう。 143は波状口縁の波項部に当たる。太い沈線によるC字状文と刺突文が付されている。 144は上下の刺

突によって 8の字状の文様になっている。横佐2本の隆帯によって、口i縁部の無文帯と胴部文様帯を分け

ている。 145は把手を伴っている。 144と同様に上下文様帯を横位の隆帯によって分割している。地文はLR

縄文である。 146・147は地文に縄文を伴わず、沈線文のみであろう。 146の刺突文は先端の尖った棒状工具

による。

b種(第32図 148-160)

胴部に単位文様を施すもの。 148-151はJ字状文ないしは単純な弧線文が施されている148は沈線で区画

された内部の縄文を磨り消している。 152-155は単純な蕨手文と思われる。 155は蕨手文を施文した後に縄

文を施している。156は地文の縄文を伴わない。キザミを伴う横位の隆帯と垂下する列点文が施されている。

157は隆帯によって上下の文様帯を分けている。胴部には簡略化した蕨手文が付されている。地文はLR縄文

である。 158・159は同一個体である。太い半載竹管によって蛇行する沈線文が施されている。 160は蕨手文

の左右に重層的に施される沈線文である。半載竹管によって深い沈線が施されている。

C種(第32図161-163)

口縁部に連続する指頭圧痕文を伴うもの。 161・163は指頭圧痕文の下が突帯状になっている。 162は下方

に縄文を伴うと思われる。
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第4種(第32図164)

隆帯を伴うもの。 1点のみである。地文はLR縄文で垂下する隆帯上にはキザミが施されている。

d種(第32図165-168)

縄文のみのもの。量的には少ない。 165・166は口縁部に若干の無文帯を伴う。 167は口唇部が外面に突出

する。 165はRL、166-168はLR単節縄文を施文している。

e種(第32図169-174)

条線による文様を伴うもの。量的には図示したものがそのほとんどである。 169は7本の櫛状工具によっ

て斜格子状の文様を描いている。 170-174は条線が蛇行又は垂下している。胎土の状態から当該時期に含

まれると思われる。

第2類

後期後半の土器を本類とする。 47点出土している。図示できる量は少ない。文様等から 9種に分けられ、

加曽利B式から安行1式に比定される。

a種(第33図175-178)

沈線によって区画された中に縄文を充填するもの。 175は内外面共によく調整されている。 177.178は注

口土器と思われる。加曽利B2-3式に比定される。

b種(第33図179)

沈線文のみのもの。 1点のみである。 179は口縁部内面に沈線を伴う。

C種(第33図180)

横住の沈線の聞にキザミを施すもの。 1点のみである。浅鉢と思われる。外面に丹が付着している。

d種(第33図181)

コプ状の貼付文を伴うもの。 181は口縁部が内湾する深鉢である。内外面の調整は丁寧である。 RL縄文

が充填されている。安行1式に比定されよう。

e種(第33図182・183)

紐線文を伴うもの。 181は口唇部に、 182は口唇部から若干下がった位置に紐線文が付けられている。共

に口縁部内面に沈線を伴う。加曽利B2-3式に比定される。

f種(第33図184-187)

縄文のみのもの。内面の調整は丁寧に行われている。 187は推定口径22.2cmの浅鉢である。横位のRL単

節縄文が全面に施文されている。口縁部内面に明瞭な沈線が走る。

g種(第33図188-191)

地文に縄文を施した後、沈線ないし条線を施すもの。まばらに縄文が施文され、押捺の状態も浅いもの

である。 190は口縁部内面に沈線を伴う。

h種(第33図192・193)

斜行する粂線のみのもの。 192は波状口縁を呈すると思われる。

i種(第33図194)

底部である。図示できたのは 1点のみである。底面に網代痕を伴う。加曽利B式に含まれよう。
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( 2 )縄文時代石器(第35-38図)

出土した石器は全部で260点である。土器と同様、すべて古墳時代以降の遺構の覆土から出土したもので

ある。図に掲載した石器の属性は、第14表の通りである。それ以外の石器は、石織の破片が4点出土して

いるほかは、石鎌などの制作で生じたとみられる剥片類がほとんどである。全部で185点出土しているが、

そのうち黒曜石が144点と圧倒的多数を占める。また、磨石や石皿の破片と見られる喋片なども21点出土し

たが、全体形状が復元できないものについては省略した。そのほか、磯が多量に出土しており、そのうち

熱を受けた痕跡の見られる喋片が約360点を数えるが、縄文時代のものかどうかは不明である。また、雲母

片岩の扇平な磯が6点出土しているが、これらは板碑の破片の可能性が強い。

第35図の 1-21は石鍛及びその未成品である。 1-8は平面形が正三角形かそれに近い形態になるもの

で、長さ、幅とも20mm以下の小形のものを選んだ。 1-6は基部に円弧状の挟りが入るものである。 3は

側縁が円弧状に加工されるもので、 6は一旦破損したものの再加工品である。 7・8は基部に挟りが入ら

ないものである。 9-16は平面形が二等辺三角形になるもので、長さ若しくは幅が20mmを越えるやや大形

のものを選んだ。 9-11は基部に扶りが入らないものである。 10・11は先端が破損しているが、 10は再加

工が観察されるのに対し、 11は再加工が施されない。 12は基部に深い挟りが入り、明瞭な脚を形成するも

のであるが、一方の脚が破損している。

13は長さが50mm近い大型品で、基部に挟りが入らない。精轍な加工が目を引く優品である。 14は基部に

大きく扶りが入札脚を形成するものであるが、一方の脚が破損しており、そこに再加工が施きれている

のが観察される。 15は基部に円弧状の挟りが入るもので、右側縁に再加工が観察される。 17-21は石鎌未

成品あるいは素材と見られるものである。 17・18は両側縁に若干の二次加工が見られる。 18は基部が折断

してしまったため加工が断念されたものか。 19はほとんど二次加工が見られないものである。 20は腹面側

の加工が中途で終わっているもので、 21は横長剥片の先端部に加工痕が見られるものである。

22はスクレイパーである。元は円形に近い形状を呈していたと見られるが、中途より破損している。折

れ面にも加工痕が観察される。

23-27は器種が特定できないので、R剥片として一括した。23・24・26・27は縦長剥片の側縁部に二次加

工が施されるもので、 25は横長剥片の末端部に二次加工が見られるものである。 27は石鍛未成品とも考え

られるが、この段階から制作していくと完成品は小さくなりすぎると思われるので、単なるR剥片とした。

第36図の28は玉髄の剥片で、火打ち石として利用されたとみられる。

29-32は模形石器である。 29は黒曜石の横長剥片の両側縁から両極剥離が行われている。 30は-J!両極

剥離が行われた模形石器の打面を90度転位して、改めて両極剥離が行われている。 31は敵石として利用さ

れた礁を素材として、改めて両極剥離を行っている。

33・34は石核である。 33は裏面側で縦長剥片を制離した後、打面を90度転位して正面側で縦長剥片を剥

離している。 34は円喋を素材として使用し、自然面を打面として打点を移動しながら剥片剥離を行ってい

る。

第37図の35は磨製石斧である。断面がやや丸みを帯びた定角式石斧である。

36は断面三角形になるように研磨されているもので、石棒ないし石剣の可能性があるが、両端が破損し

ているためはっきりした器種名は不明である。 37もはっきりとした器種は不明であるが、断面が扇平な楕

円形を呈することや、平面形態などから石剣の一種とみられる。しかし、あまり類例を見ない形態をして

no 
F
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おり、特に先端部は復元するのが困難である。

38・39・41-43は敵石である。 38は先端部に敵打痕が見られるが、ほとんど破損しているため全体形状

は不明である。 39は表面が研磨されており、石皿若しくは磨石として利用された可能性があるが、先端部

に敵打痕があるため、最終的に敵石として利用されたとみなした。 41は断面楕円形になるように成形され

ており、石棒ないし石剣の製作を意図していた可能性があるが、先端部に著しい敵打痕が見られるため、

敵石とした。 42は扇平な喋を使用しているもので、著しい敵打痕が見られる。

40・45・46は磨石である。いずれも肩平な喋で、平坦面中央部には敵打された痕跡(押圧痕?)が見ら

れる。 46は熱を受けている。

44は砥石とみられる。左側縁部には著しい敵打痕が見られる。表面全面に研磨痕が観察され、 トーンを

掛けた部分は特に著しい。

47は台石とみられる。断面かまぽこ型で裏面は節理割れによりほぼ平坦になっているため、この平坦面

を下側にして使用されたとみられる。表面は敵打された痕跡が著しい。

48・49は軽石である。研磨痕が観察されるため砥石とみなした。しかし、はっきりとした形をなさない

が整形の痕跡らしき傷も見られ、浮子の未成品の可能性もある。

3 弥生時代

調査区内から検出された遺構はなく、出土した遺物は微量の土器片に限られている。遺物の出土状況は、

調査区内から検出された古墳時代後期以降の竪穴住居跡覆土からの出土に限られている。

土器片はわずか6点である(第36図1-6、図版37)。図示したものがすべてである。時期は後期後半と

思われる。 1は要の口縁部である。口唇部に連続したキザミが施されている。 2は口唇部にも縄文が回転

施文されている。 3-6は胴部破片である。いずれも附加条縄文と思われる。みな胎土は良好で、内面は

丁寧なナデが行われている。
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第14表一本松遺跡縄文時代石器属性表
挿図
番号 遺物番号 器種 石材

長さ × 幅 × 厚き 重量
備考

番号 (阻) (凹) (四) (g) 

第35図 11 SI6 -19Y 石鎌 黒隠石 16.0 x 16.0 x 4.0 5.1 
11 21 SI2 -371 石鍬 黒隠石 17.5 x 15.0 x 4.0 0.7 
11 31 S14 -59Y 石鍬 県隠石 19.0 x 16.0 x 4.0 0.9 

" 41 S17 -42K 石鍛 黒曜石 19.0 x 15.0 x 5.0 l.0 
11 5 1 S112-121 石織 黒踏石 19.0 x 13.5 x 5.0 0.7 
11 61 S112-14H 石鍛 黒昭石 16.0 x 19.0 x 5.0 l.1 
11 71 S113-98E 石鎌 県隠石 19.0 x 15.0 x 4.0 0.9 
11 81 SI2 -87M 石鍬 黒曜石 17.5 x 15.0 x 4.0 0.8 
11 91 S15 -189C 石鎌 黒隅石 23.0 x 15.5 x 6.5 2.1 
11 10 S115-1S 石鍬 黒躍石 22.5 x 20.0 x 5.0 1.7 
11 11 S159-42 石鍛 黒躍石 23.0 x 20.0 x 8.0 2.6 
11 12 Sll -87 石銀 黒躍石 20.5 x 17.0 x 4.5 0.8 
11 13 S116-1E 石鎌 黒暗石 46.0 x 18.0 x 5.0 3.9 
11 14 S143-3 石鍛 黒躍石 29.0 x 2l.0 x 5.5 l.9 
11 15 SI6 -19R 石鍛 黒曜石 33.0 x 12.5 x 5.0 2.3 
11 16 SI5 -189D 石鍬 チャート 23.5 x 17.5 x 7.5 2.2 
11 17 S18ー7G 石銀未成品 安山岩 18.5 x 14.0 x 6.0 l.4 
11 18 SI2 -110C 石鍛未成品 黒曜石 23.0 x 18.0 x 8.0 2.3 

" 19 S13 -56A 石鎌未成品 黒磁石 20.0 x 15.0 x 6.0 l.2 
11 20 SI5 -19lU 石量産未成品 安山岩 26.0 x 1ι5 x 7.0 l.8 
11 21 S113-97C 石銀未成品 黒暗石 28.0 x 23目。× 8.5 5.4 
11 22 S131-2A スクレイパー 黒曜石 29.5 x 13.0 x 9.5 2.0 
11 23 S14 -59P RfiJ片 黒曜石 30.0 x 15.0 x 12.0 5.4 
11 24 SI2 -87 RfiJ片 珪質頁岩 30.3 x 18.0 x 8.8 3.6 
11 25 SI5 -189B RfiJ片 黒曜石 37.5 x 15.0 x 1l.0 2.8 
11 26 SI11-291 R最IJ片 珪質頁岩 30.0 x 18.0 x 6.0 3.1 
11 27 SI5 -189U RfiJ片 黒曜石 2l.0 x 20.0 x 7.0 l.4 
第36図 28 S138-20 fiJ片 玉髄 27.0 x 25.0 x 17.0 12.8 火打ち石
11 29 S17 -44B 模形石器 黒隠石 46.0 x 33.0 x 20.0 17.7 
11 30 SI5 -189X 模形石器 黒踏石 27.0 x 24.0 x 12.0 4.5 
11 31 S139-12C 模形石器 砂岩 43.0 x 39.0 x 2l.0 43.3 敵石としても使用

" 32 S145-31A 石核 珪質頁岩 17.0 x 25.0 x 25.0 12.0 
11 33 SI37ーlC 石核 チャート 22.5 x 3ιo x 17.5 13.7 
11 34 S15 -191 石核 竣質頁岩 30.0 x 3l.2 x 2l.0 2l.0 
第37図 35 S16ー10 磨製石斧 硬砂岩 62.5 x 3l.0 x 10.0 28.1 
11 36 S15 -92 石棒' 雲母片岩 42.0 x 40.0 x 21目。 54.4 

" 37 S135-12 石剣' 凝灰岩 82.0 x 37.5 x 17.0 56.5 
11 38 S15 -189B 敵石 石英ハン岩 34目。 x 49.0 x 35.0 58.7 
11 39 SI11-29A 敵石 硬砂岩 78.5 x 57.0 x 35.0 146.6 石皿としても使用?
11 40 S142-5A 磨石 石英ノ、ン岩 87.4 x 73.5 x 53.0 443.5 
11 41 SI22-11 敵石 雲母片岩 82.0 x 44.0 x 2l.0 113.0 石剣未成品?
11 42 S120-10 敵石 流紋岩 94目。 x 82.0 x 36.0 435.4 

第38図 43 S145-28 敵石 チャート 63.0 x 53.2 x 32.0 173.6 

" 44 SI2 -44 砥石 硬砂岩 83.5 x 78.0 x 29.0 234.9 

" 45 SI2 -4 磨石 流紋岩 68目。 x 67.0 x 48.0 258.9 

" 46 S112-12 磨石 石英ノ、ン岩 73.5 x 46.0 x 26.0 117.2 磁石としても使用
11 47 S113ー17B 台石 凝灰岩 137.5 x 63.0 x 42.0 505.4 
11 48 S119-79 砥石 軽石 59.0 x 49.0 x 54.0 47.5 i芋子未成品ヲ
11 49 SI5 -60 砥石 軽石 72目。 x 58.0 x 54.0 5l.0 浮子未成品?
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4 古墳時代から奈良・平安時代

(1)古墳時代

今回の調査で古墳時代と特定できる遺構は竪穴住居16軒である。その分布状況を見ると調査範囲内に散

在しており、特に狭い範囲に集中することはない。山武郡市文化財センターで調査した大網山田台No.6遺

跡全体の遺構配置から見ると、古墳時代の竪穴住居は遺跡南端に集中する傾向にあるということであり、

今回検出した住居跡群はこれらと一体のものと考えられる。当時期の竪穴住居遺構は奈良時代以降の竪穴

住居に比べて大型のものが多い。また、新しい時期の竪穴住居や掘立柱建物跡とかなりの範囲で切りあっ

ているため、住居全体の規模を正確に把握できていない場合もある。なお、必要に応じて柱穴にピット番

号を付して記載した。

竪穴住居跡

SI2 (第41・42図、図版8・9・39・65)

SI3、SX1とかなりの範囲で重複し、撹乱を受けるが、主柱穴の掘込みが深いため、柱穴の底面はかろ

うじて残っていた。主軸長6.8m、横軸長6.7m、主軸方位N← 100-Wである。床面積は45.56m'、壁高10佃

-28咽を測り、非常に浅い。覆土にはローム粒、炭化物粒が含まれる。主柱穴は4本で、それぞれの柱穴

で底面を 2つずつ検出しているので、柱の立て替えがあったようである。また、最終の柱は抜き取られて

いるようである。柱穴の深さは10cm-28叩を測る。そのほか、南側壁画近くに小ピット 2っと浅い貯蔵穴

状ピット 1つを検出しているが、住居に伴うかどうかは不明である。かまどは北西壁中央にあるが、 SX1 

に左袖を切られる。右袖は貰褐色のロームをっき固めて基底部とし黄白色の砂で袖を構築している。かま

どからは土製支脚と土師器蜜(8 )が出土した。

出土土器は破片を含め総点数893点で当遺跡にあっては比較的多いが、その中で須恵器はわずか11点にす

ぎない。 1-5が土師器杯で、 6• 7が土師器高杯、 8-11が土師器妻、 12がほぼ完形の土師器甑である。

1・2は稜部より上部が内傾するタイプで、 3・4・5は直線的に外側に延びるタイプである。また、 7

は稜部上部が肉厚となる。 1・5・6・7は内面を黒色処理後へラミガキを施す。使用により突端部がか

なり磨滅している。 2は精選された胎土の杯である。杯製品はほとんどのものに磨滅痕や剥離痕が見られ

かなり使用されていたことがうかがわれる。 4の内面にはへラミガキ痕は確認できない。 8は肩部のやや

張る費、 9. 10は胴部中央が張る要、 11は球形に近い嚢で、外面は縦方向のへラ削り、内面はナデ調整を

施す。 12は口頚部に段を有する甑で、外面は縦方向のへラミガキ、内面はへラナデを施す。 SI19出土の土

師器甑の内面がいずれもへラミガキ調整を施すのと対照的である。 13は鉄製の鎌で、先端部は欠損してい

る。

SI 3 (第43図、図版8・40・65)

北西端をSX1によって切られる。主軸長3.7m、横軸長4.1m、主軸方位N-21"-Wである。床面積は

15.17m'ヘ壁高は14佃-38佃を測る。覆土中にはローム粒、焼土粒、炭化物を含む。主柱穴は4本で、深さ

は14咽-38咽を測る。かまどは北西壁中央にあるが、袖は壊されたためかほとんど残っていない。火床部

は比較的掘込みか深く赤色に被熱している。

出土土器は総点数391)有で、そのうち須恵器片はわずかに5点のみである。 1は土師器の無頚査、 2.3

は土師器聾と考えられる。 1はボール状の形態で、外面は横方向のへラ削り、内面は丁寧なナデ調整を施

す。 2は内面横方向のへラナデ、外面は縦方向のへラ削り調整を施す。 3は内面は丁寧なナデ調整で、下
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S 1 2 かまど士層説明

1層時褐色土 砂質

2層暗灰褐色土焼土、山田喰む
3層褐色土 焼士、ロームプロック含む

4層赤褐色焼土

5眉褐色土 山砂、粘土含む

6層時限褐色土山砂音む

7層褐色土 ロームプロック.粘土組合む

8国 粘土(ソデ町崩落)

9層賀白色粒 カマド、ソデ

10層費褐色土 ソデの基礎
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S 1 2 土層説明

1層暗褐色土ローム位著干官む

2層暗褐色土ローム多〈含む

3層貫褐色士ソフトローム分

4層 貫褐色土 ソフトローム、ハードローム

5層暗褐色土 ローム粒、焼土著干含む

6層褐色土 ローム位

7層 ロームプロァク含む

8眉暗褐色土
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S 1 3 土層説明

1層暗褐色土 ローム位青む

2層 暗黄禍色土 ソフトローム、ハードローム多量に含む

3層暗褐色土 ローム位、幌土粒、炭化物.山砂、ハードロームプロッタ含む

4層暗褐色土 ローム雄事〈含む

5層暗褐色土 ハードロームプロック含む

6層暗褐色土 ローム粒、農化物粒宮む

7層暗灰褐色土山砂、炭化物音む

8層責褐色土 ソフトローム合U
9層暗貴褐色土

10層減黒褐色土 しまりない

II層暗賞褐色土 しまりない

12層褐色土 しまりない

半は器面の剥離が著しい。実測遺物はいずれも覆土中からの出土である。 4は鉄製万子の破片である。

SI 5 (第44・45図、図版8・9・40・41・65)

SI8・9や土坑によって切られて、南東端がはっきりしない。また、南西端が調査区域外になる。主軸

長9.4m、横軸長8.4m、主軸方住N-250-Wで、南側壁が幅広くなりちょうど台形状を呈する。床面積は

78. 96m'、壁高は10佃-28叩を測る。住居覆土はローム粒、焼土粒、炭化物粒を含む。主柱穴は4本である

が、内 1本が西側壁中央に変則的に佐置する。また、北西隅の柱穴では柱材が炭化して底部から深さの半

分ほどが残存し、その上に焼土の分布が見られた。床面近くでは広〈焼土の分布が見られるので、柱の一

部を切断撤去後、家屋を焼却したと判断される。柱穴の深さは43佃-66佃である。かまどは北西壁中央に

あるが、左袖については不明である。

出土土器点数は総数2，052点で、当遺跡にあってはかなり多い部類に入る。うち須恵器は50点で全体の2
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%を占める。 1-6は土師器杯で、 1は稜部より上部が直立するタイプで、 2• 3・4・5は口縁端が外

反するタイプである。 5は内面黒色処理を施すが、口縁端が磨滅している。 7-9は小型の須恵器杯であ

る。 7の体部下半は回転へラ削り調整を施す。 10・11は土師器高杯の脚部と杯部との接合部破片で、外面

は縦方向に細かくへラナデ調整を施し、 11には杯部内面黒色処理が見られる。 12は須恵器嚢の口縁部破片

である。胎土は0.5mm-2 mmの白色粘土を多く含み轍密で、硬質である。 13-19は土師器嚢で、 14は器面の

剥落が著しい。 16は内面にへラナデ調整、頚部接合部には粘土紐接合痕が残存する。外面には使用による

ものか、ススが多量に付着している。また、一部器面の剥落が見られる。 17はほぽ完形になる小形瓶で口

頭部が長いのが特徴である。内面はへラによる丁寧な横方向の調整を施している。口縁端内側にスス状の

ものが付着している。 20は土師器嚢片を再利用した土製円盤、 21・22は土製支脚で、下部が欠損している。

いずれも砂粒主体で、ボロボロして壊れやすい。 23・24は鉄製品で、 23は一部欠損し、形態不明で、用途も

不明である。 24は万子の基部片と考えられる。

SI 13 (第46・47図、図版9・11・41・42・43)

SI 11・14・15と重複し、約2/3が撹乱を受けている。主軸長7.5m、横軸長7.6m、主軸方位N-30'-W

である。床面積は57.00m'、壁高は34佃前後を測る。住居覆土はローム粒と腐植土を含む単一層で構成され

る。主柱穴は3本のみ確認している。深さは80cm前後を測る。出入口ピットを 1つもつ。かまどは北西壁中

央にあったと思われるが、 SI14によって撹乱を受け完全に消滅している。

床面や覆土中から原型を復元できる多量の遺物を検出している。出土状況から見て住居廃絶後すぐに土

器等の廃棄場となったと思われる。出土土器は総点数1，603点である。 1-22は土師器杯である。稜より上

部が内傾するもの(1・2・4・8・11)、稜部より直立するもの(3・10)、外反するもの(5・6・9・12・

15)、稜部を持たず緩やかに内湾するもの(7・13・14・16・21・22)、底部が平坦で口縁端が緩やかに外反

するもの(18・19・20)などに分類できる。 6は内外面とも赤彩、 17は外面のみ赤彩、 13は内面黒色処理、

20は内外面とも黒色処理を施す。口縁端が使用により磨滅が著しいものが多い。 23-26は土師器高杯であ

る。 23は完形で、口縁端及び脚部端を特に 2か所で著しく磨滅している。いずれも同位置であるので、 2

次的に何かに転用されたのであろうか。 24は脚部がほぼ直線的に聞き、中央部の器厚が薄くなる。 27は須

恵器蓋、 28は須恵器杯身、 29は須恵器高台付盤である。 30は手づくねのミニチュア土器端である。 31は土

師器壷で、内外面とも組いへラミガキ調整を施す。 32から50は土師器聾の口縁部と底部の破片で、完全に

復元できる個体はない。特に46は器表面に数条の細い鋭角の溝が残り、砥石として再利用されている。 51

は土製紡錘車で、一部欠損している。 52の土製支脚は表面が非常になめらかで、下部を欠損している。

SI 15 (第48図、図版9・11・12・13・43)

南東端をSI14によって切られる。東側側壁を掘立柱建物跡によって切られる。北東コーナーはほとんど

壁画が残存しない。全体に住居の残りが悪い。主軸長4.8m、横軸長4.8m、主軸方位N-32'-Wである。

床面積は23.04m'、壁高は 2叩 -10佃を測る。主柱穴は 4本である。出入口ピットを 1つ有する。かまどは

北西壁中央にある。

出土土器は総点数473点で、比較的少ない。実測可能な土器は 2点のみである。 1は土師器杯で器面があ

まり乾かないうちにへラミガキしたようで光沢が余りない。内面を赤彩しているようである。 2は土師器

饗の底部で、木葉痕が底部に、籾殻圧痕が立ち上がり部に残っている。
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S 113 土層説明

1層黒褐色士娩士粒ハードローム粒を少量含む

2層 暗褐色土焼土粒少量、ハードローム小プロック粒を多〈宮む

3層暗褐色土砂質ぎみ、 2層よりやや暗色

4層 暗褐色士 1層と似た色調、ローム粒>1:$(宮む
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SI 18 (第49図、図版9・11・13・43)

S 115 土層説明
1層黒色土 ロームプロッ夕、粘土プロッタ官む

2層 貫褐色土 ローム位、ロームプロック.山副喰む、しまりあり

3層褐色土 ロームプロッ夕、ローム位官む

4層褐色土 ローム粒、若干ロームプロ νタ官む

。 4m 

主軸長3.1m、横軸長3.3m、主軸方位N-200- Eである。床面積は10.23m'、壁高は14cm-20佃を測る。

主柱穴は確認できない。かまどは北西壁中央にあるが、掘立柱建物跡によって切られる。

出土土器は総点数75点と非常に少ない。 1・2・3は半球形の土師器杯で底が深く、口縁端が小さく外

反するのを特徴とする。内面はへラミガキ、外面はへラ削りを施す。 4はやや胴部が膨らむタイプのもの

で、全体に歪みがあるが、底部の立ち上がりは明瞭で、ある。 5は軟質砂岩を削り出した支脚で、表面は面

取り後、磨滅しており、ザラザラして崩れやすい。

SI 19 (第50-53図、図版9・11-14・3-48・67)

F 5 -55グリッド近くに位置する。掘立柱建物跡(SB5・8)、 SI15と重複する。主軸長6.0m、横軸長

5.9m、主軸方位N-250-Wである。床面積は35.4m'、壁高は25cm-40cmを測る。主柱穴は4本である。か

まどは北西壁中央にある。かまど及びその周辺から多量の完形遺物が出土しており、この住居に伴うもの

と思われる。
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出土土器は総点数1，275点で、須恵器はそのうち21点を数える。土師器のほとんどに器面の磨滅が見られ

る。 1-7は土師器杯である。 2の口縁部にはカキ目状の波を打った規則的な条痕が残る。稜部から直線

的に外傾するもの(1・2)、稜部から内傾するもの(3・4)、稜部から外湾するもの(5・6• 7)に大き

く分類できる。 1. 2は外面は組いへラ削り後へラミガキ調整を施す。 7は完形で器厚が一様に薄く内面

全体及ぴ外面上半に赤彩を施す。 8は須恵器杯で、内面中央には焼成時の剥離痕が残る。胎土は徴砂粒を

含み轍密である。 9-19は土師器高杯で、 9はほぽ完形品であるが、器面の剥落が多く、調整が分からな

い。 10は焼成不良のため器面が磨滅しやはり調整痕が分からない。 11・12は杯部内面を丁寧にへラミガキ

している。 15は接合部下の脚部がやや膨らむタイプのものである。 20・21・23・24は土師器小型嚢で、内

面調整がへラナデのみのものと、へラミカPキするもの(24)がある。 21は口縁端及び底部が使用により著し

く磨滅している。 23は内面を黒色処理しているようだ。小型聾は全体に歪みが大きい。 22は完形の土師器

短頚壷である。器面が剥落し、ボロボロしている。小型ではあるが重い。 25・26・27は土師器鉢で26は手

づくねタイプで外面には指頭痕が顕著に残る。内面は丁寧なナデ、底部には木葉痕を残す。 27は焼成不良

のため著しく器面が磨滅している。 28はミニチュアの手づくね土器杯である。 29は土製の勾玉である。 30・

31・32はいずれも土製支脚である。 33から42は土師器嚢で、 33は口縁部が最大径となるもの、 34は胴部が
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S 119 かまど土層説明
1層灰

2層焼土

3層灰白色砂質土粘性ややつよい

4層焼土 山砂

5層黒灰色土 ハードロム粒をしきつめている

6層不明

一'A'

。 1m 

第50図 5119(1) 
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樽型になるものである。他は長胴型である。 36は外面を縦方向にへラミガキするタイプである。 33は全体

に歪んで、いる。焼成不良のため器面が磨滅している。 34は口縁部が著しく歪んでいる。外面は器面が乾か

ないうちにへラ削りをしている。また、内面はへラナデである。 39は外面のへラ削りのパターンが細かく

変化する。縦、横、斜めの組み合わせとなる。

43・44・45は土師器甑で、いずれも内面に縦方向から斜め方向のへラミガキ調整を施し、へラによる底

部の切り離し痕を明瞭に残す。そのうち44・45はほぼ完形である。 46は砂岩の砥石である。中央に縦方向

に鋭角の筋が入り、また、側面も研面として使用されている。

SI 20 (第54・55図、図版9・11・13・15・48・49・65)

G5 -00グリッド北側に位置し、掘立柱建物跡(SB2)、SI16と重複する。主軸長(5.8)m、横軸長5.8

m、主軸方住N-5r-Eである。床面積は33.64m'、壁高は40cmを測る。主柱穴は4本である。かまどは北

東壁中央にある。
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S 12L 土層説明
1層黒褐色土 ロ ムプロ yク少量、ローム粒、焼土粒官む

2層 黒禍色土 1周よりロームプロ yク、ローム粒多く混入
3層黒褐色土 ロームプロッ夕、ロ ム粒含む、しまりなし
4層 暗褐色土黒色土、黒褐色土青む、ロームプロ yク、ローム粒を多く宮む、しまりなL
5謂 暗褐色土 4層類似、 4層に比べて黒色土混入少ない、色調明るい

6層暗褐色土黒色土多〈青む、ロームプロ y夕、ローム粒事〈含む

7層暗褐色士 ロームプロァ夕、ローム粒事〈含む

8層暗褐色士 ロームプロァ夕、ローム粒多く含むしまりに士ける
9層 暗褐色士 8層類似、ロームプロ yクの混入少

10層暗褐色土 ロームプロ y夕、ローム粒少量含む
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出土土器は総点数597点で、須恵器はそのうちわずか6点のみである。 1は土師器杯蓋、 2・3は土師器

杯身で、 1と2は口径が合いセットとなる。いずれも内面黒色処理、外面へラ削り調整を施している。 4

は須恵器杯で、外面下半はへラ削り調整である。また、底部にはへラ記号が見られる。 5• 6・7・8は

土師器高杯で、杯部内面が薄く剥離し、ザラザラしている。器表面が残っている部分に赤彩が残っている

ようにも見えるが、はっきりとしない。 6は杯部の内面を黒色処理する。 7は杯部接合部が分厚くなって

いる。 9は内面黒色処理の土師器鉢で、立ち上がり部はへラミガキ後へラ削りを施す。 10・11・18は土師

器甑で、 18は全体の3/4が残存している。内面は細かなへラミガキである。 12-17は土師器嚢である。 17の

底部には木葉痕を残す。 19・20は鉄製品で、 19は三つ又状の用途不明製品、 20は万子である。

A.星空 4m

。

S 121 土層説明

1層耕作士

2層暗褐色土ローム粒 (1-2皿似合む

3層時褐色土ローム粒 (3-5皿φ}含む

4層暗褐色土ローム粧 (5-10..似合む

5層暗褐色土 ローム粒を多量に宮む

6層暗褐色土しまり弱

7層明褐色士 ローム粒を多〈青む

8層赤褐色土粘土塊
9層構色土 ローム粒を宮む

。 2000 

4m 

第56図 S121 
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SI 21 (第56図、図版49)

住居の大半が調査区外に入るためその規模は不明である。主軸方位は推定でN-1T-Wとなる。壁高は

40叩を測る。柱穴は不明である。かまどは調査範囲内には確認できない。

調査が遺構の一部であったためもあってか、遺物は総点数19点と極端に少ない。実測できたのは土師器

鉢で、内面は丁寧なへラミガキ、外面はへラ削り調整を施す。内面は黒色。口縁の2/3を欠損するのみであ

る。

SI 22 (第57・58図、図版14・15・17・49・65)

掘立柱建物跡(SB11・12)と重複する。主軸長7.4m、横軸長6.7m、主軸方住N-440-Wである。床面積

は49.58m'、壁高は15佃-20佃を測り、浅い。主柱穴は4本である。かまどは北西壁中央にある。

出土土器は総点数341)者である。そのうち須恵器は16点で、総点数の 5%を占める。 1は土師器杯で、使

用によるためか口縁端の磨滅が著しく、平滑になっている。 2は須恵器杯で、外面に何かを研いだ痕跡の

筋が見える。内面は指ナデ痕が残る。 3は土師器高杯で、完形に近い。口縁端、脚部端は磨滅が見られる。

4は高杯杯部片で、内面中央部付近は磨滅が見られる。歪みのない丁寧な作りである。 5・6は土師器聾

で、 6は口縁及ぴ器体全体に歪みがあり、成形がやや組雑である。外面に剥落が見られる。 7• 9は土製

勾玉、 8は土製小玉である。 10から12はいずれも土製の支脚である。 10・12は縦方向にへラで面取りをし

ている。 13・14・15は鉄製品で、 13は万子、 14は釘、 15は中空で、用途不明である。

SI 25 (第59・60図、図版16・50・65・67)

南西端がSI24と重複する。主軸長(7.5)m、横軸長7.2m、主軸方位N-240-Eである。床面積は(54)

耐、壁高は22佃-32叩を測る。主柱穴は 4本である。かまどは北東壁中央にある。

出土土器の総点数は2，567点である。遺物はかまど左側からまとまって出土している。 1は土師器杯で、

内面を丁寧にへラミガキしている。外面はへラ削り後磨滅している。 2• 3は須恵器杯で、胎土中には砂

粒を含まず轍密である。底部は平坦面を作り出している。 4• 5は須恵器杯蓋で、 4は宝珠形のつまみが

付くもので、 5の胎土中には多量に砂粒を含む。 6は土師器高杯の杯部で、内面を黒色処理している。 7・

8は土師器高杯の脚部で内面は指ナデ、外面はへラ削り調整を施す。 9は須恵器高杯で、口縁端を小さく

外側に折り曲げている。また、細い沈線が1から 2本入る。 10は土師器甑で、内面はすべてへラミガキ調

整を施す。 11-15は土師器嚢で、 13は内面はへラによる削りやナデ調整を施す。 14の器面はボロボロとな

っている。 16は滑石製紡錘車で、約1/2を欠損している。上面、下面とも研磨、側面は削り調整されてい

る。 17-24は鉄製品である。 17・24は釘、 21・22・23は万子、 19・20は同一個体であるが用途不明である。

18の断面は方形で、下方が厚くなっているので基部となるようだが、用途不明である。 25は砂岩製の砥石

である。

SI 30 (第61図、図版18・20・50)

調査区最北端に検出された住居である。東側でSI29と重複する。この周辺は削平が著しい。主軸長6.4

m、横軸長6.6m、主軸方住N-90-Wである。床面積は42.24m'、壁高はOcmで、周溝のみ確認された。主

柱穴は 4本である。出入口ピットを 1つ有する。かまどは北西壁側にあったと考えられる。

土器の総点数は63点である。住居がほとんど削平されていたため遺物量は極端に少ない。 1は柱穴覆土

中から出土した土師器である。内面はへラミガキ、外面は器面がかなり磨滅し、へラミガキ痕を部分的に

残す。
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S 122 土層説明

1層暗褐色土 ローム位、焼土粧を少量脅む、柏性弱、 Lまりあり

2層 明褐色土 ローム位.規土位、炭化植を脅む、粘性覇、しまり晶り
3眉暗褐色土 ローム位.焼土組を脅む、粘性覇、しまり品。
4層暗褐色土 ローム位を青む‘枯性覇、しまりあり

5層 明褐色土 ローム位、犠土駐を#{含む、粘性覇、しまりあり
6層明褐色土 ローム佐世#{官む、枯性曹、しまり品。

7層 高褐色土 ローム位、焼土位を青む、粘性調、しまりあ9

8層 明褐色土 ローム位を婁〈宮tI.粘性弱、しまり品。
9層暗褐色土 ローム段、焼土組、炭化物を青む、粘性調、しま9晶り
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SI 36 (第62図、図版19・23・51・67)

南側でSB17と北側でSI42・43と重複する。主軸長4.8m、横軸長5.2m、主軸方位N-130-Wである。

床面積は24.96m'、壁高は10佃 -30cmを測る。主柱穴は4本である。かまどは北西壁中央にある。

出土土器は総点数613点で、うち須恵器は39点である。 1は完形の須恵器杯で底部近くはへラ削り調整を

施す。また、外面にはゴマふり状に自然紬が付着する。胎土は轍密で砂っぽく、東海産と考えられる。 2

は土師器杯で、焼成不良のため器面が軟質で荒れている。 3の土師器饗の外面へラ削り調整は横方向であ

る。 4は土師器嚢で、外面は磨滅している。内面は剥落がある。 5は土師器嚢の一部の破片である。 6は

土師器甑片と考えられる。内面は横方向のへラナデ調整を施す。 7は凝灰岩質の砥石である。
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SI 40 (第63図、図版25・51・65)

壁の立ち上がりがやっと確認できる程度の残存状況である。主軸長5.8m、横軸長5.9m、主軸方位N-

l1'-Wである。床面積は34.22m'、壁高はocm-10cmを測る。主穴は 4本である。かまどは北西壁中央にあ
るが、左袖は完全に削平されている。

出土土器の総量は264点である。 1は須恵器杯蓋で、胎土中には徴砂粒を多く含み、砂質、軽量である。

外面の一部を砥石として使用している。 2は須恵器杯で胎土は精選されている。外面は淡黄色、内面は貰

灰色で、口縁端は磨滅している。 3は鉄製品で小型の万子の基部片であろうか。
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SI 42 (第64図、図版22・23・25・51・65)

SI 36と南東端で重複する。主軸長5.2m、横軸長5.1m、主軸方住N-22・-wである。床面積は26.52
d、壁高は10咽 -25仰を測る。主柱穴は4本である。出入口ピットを 1つ有する。かまどは北西壁中央に

ある。

出土土器は総点数269点である。 1は土師器杯で、内面は丁寧なへラミガキで、口j縁端が磨滅している。

2は土師器杯で、外面には醜櫨上で回転させた際にへラの歯を立たせてへラ削りをしたような痕跡が残る。

4は内面が緩やかに立ち上がり、一方で外面は底部が平坦で立ち上がりの明瞭な器形である。口i縁端に煤

状のものが薄く付着している。内面はへラ削り、外面はへラ削り調整である。 5は土師器高杯、 6は土師

器費片である。 7は鉄製万子である。木質も一部で残存している。

⑨
 。 ④ ③ 
c 一.A'

A._ 

51 42 

θ 

5 142 土層自証明
1層褐色土 ローム位、機土佐を事〈含む、しまり晶り

2眉暗褐色土ローム駐を事〈官む

3層明褐色土ローム艦聖書〈含む、粘性品。
4層明禍色土ローム触を事〈含む
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SI 43 (第65図、図版22・23・51・67)

南西端でSI36と重複する。主軸長3.7m、横軸長3.7m、主軸方位N-ll'-Wである。床面積は13.69

d、壁高は40叩を測る。主柱穴は確認できなかったが、東南隅に小ピットが確認された。かまどは北西壁

中央にある。

出土土器は総点数171点である。 1は土師器杯で外面はへラ削り後、組いへラミガキ調整を施す。口i縁端

は磨滅している。 2は薄手で丁寧な作りの土師器杯である。内外面とも黄土色を呈する。 3は土師器碗か

杯で、内面は黒色処理を施しているようである。

SI 45 (第66・67図、図版51・52)

SI 44と東側で重複する。かまど左袖と西側壁が削平されて残っていない。主軸長6.6m、横軸長6.5m、

主軸方住N-21'-Wである。床面積は42.9m2、壁高は5叩-30cmを測る。主柱穴は4本である。かまどは北

西壁中央にある。遺物はかまど右側から多く出土している。

出土土器の総点数は856点である。 lは土師器杯で内外面とも全面漆塗りを施しているようで、光沢を帯

ぴる。稜線上に磨滅痕が認められる。 5も同様に全面漆塗りである。 2の土師器杯の内外面には鉄分が付

着している、特に内面に顕著である。 3及ぴ4の底部には焼成後に入れたへラ記号がある。 8の土師器高

杯の口縁端は使用によりかなり磨滅している。 7の脚部内面には横方向の刷毛目痕が残る。 9は土師器短

頚査で器面が細かく凸凹して調整不明。覆土中には白色砂粒を多量に含む。 10は須恵器瓶類の底部で、胎
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5143 土層説明

1層褐色士 ローム粒を音む、しまりあり

2層暗褐色士 ローム位を穿〈含む、しまりあり

3層時褐色士娩土粒、ローム位を$(青む、しまりあり
4層明褐色土 ローム駐を事〈青む、粘性あり
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5145 土層説明
l層暗褐色土ローム魁を宮む

2層褐色土 ローム粒を官む

3 層明褐色土ローム粒骨量~ (古む

4層 明禍色土 3層と同じ、枯土を古む

5 層明褐色土ローム粒を~(含む

6層明褐色土 ローム粒を宮む

7層褐色土 ローム粒を音む

8層褐色土 ローム粧を含む

9層暗褐色土 ローム粒を含む

e 一.a' G 
8・

P 
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。 4m 

第66図 5145(1) 

土中には大粒の砂は含まないが、少々砂っぽい。黒色粒子の吹き出しが見られる。内面にはゴマ振り状の

自然軸が付着する。

11は蛸査状の土師器費で内面には粘土紐巻き上げ痕が明瞭に残る。外面は口縁部を除き縦方向のへラ削

りを施す。胎土中には 1mm前後の砂粒を多量に含み粘性弱い。 12・13は土師器甑片、 14・15は土師器嚢片

である。どの器面にも粗いへラミガキを施しているのが大きな特徴である。 12の内面にはへラミガキ痕が

残る。

( 2 )奈良・平安時代

奈良時代以降平安時代までの遺構は竪穴住居22軒、掘立柱建物18軒を数えるが、特に8世紀代の竪穴住

居は調査範囲の北側に集中する。掘立柱建物跡は遺物が少なく時期は特定できないが、調査時の観察では

いずれの場合も重複する竪穴住居よりも新しいと判断された。また、調査範囲北端の播鉢状の井戸状遺構

(SX 4)からは多量の完形遺物が出土している。
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竪穴住居跡

SI 11 (第68図、図版9・11・13・15・53・66・67)
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一一

20an 

SB 2と西側で重複する。かまど前面の床面が撹乱を受けている。主軸長4.9m、横軸長5.2m、主軸方位

N-41"-Wである。床面積は25.48m'、壁高は30cm-54cmを測る。主柱穴は 4本である。出入口ピットを 1

つ有する。かまどは北西壁中央にある。
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出土土器総点数は907点である。 1• 2・4は土師器杯で内面をへラミガキ調整する。 2は内面の磨滅の

ため調整がよく分からないが、へラミガキ調整と考えられる。 3は須恵器杯で底部はへラ削り調整を施す。

口縁部は磨滅している。底部が上げ底状になっている。 5• 6は土師器小型嚢で外面は粗いへラ削り調整

で、口頭部の粘土の接合痕が明瞭に残る。 7は鉄製の薄い板に8mmX16mmの長方形の穴と直径2mmの円形

の穴があけられている。 11は凝灰岩質の砥石である。

5111土層説明
1層暗褐色土 ロームプロッ夕、ローム駐官む.しまりをい

2層暗褐色土 ロームプロ.，夕、ローム盤、砂青む、しまりない

3層鳳褐色土 ロームプロッタ~<含む、しまり品。

4層賀補色土 ロームプロッ夕、ローム能書〈青む、しま0品。
5層暗褐色土 ロームプロッ夕、ローム艦砂含む

6層黒褐色土 ロームプロッ夕、山砂少量含む.しまり品。
7層賞色ローム土ハードロームプロ.，タ雄積

S層灰白色山砂土山砂主体‘カマド削藩土.しま O晶り
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51 14 (第69図、図版9・11・12)

51 13・15と重複する。主軸長3.4m、横軸長4.8mで横方向に長い形態である。主軸方位はN-6r-Eで

ある。床面積は16.32m'、壁高は30叩 -54cmを測る。主柱穴は確認できない。かまどは北西壁中央より北側

に偏っている。

出土土器総点数は327点である。 1は土師器杯の底部片で、底部はへラ削り調整を施す。 2• 3は土師器

蜜の破片であるが、 3は粘土紐の痕跡が明瞭に残り、器面がうねっている。

51 17 (第70図、図版9・11・13・53)

5B 5・6と重複する。主軸長3.8m、横軸長3.8m、主軸方位N-20・-wである。床面積は14.44m'、壁
高は20叩 -30佃を測る。主柱穴は3本のみ確認している。出入口ピットを 1つ有する。かまどは北西壁中

央にある。

出土土器は総点数945点であるが、実測可能な土器は極めて少ない。 1は土師器杯で、内外面とも磨滅が

著しい。 2は土師器杯で口縁部が外側に広がるタイプである。 3は土師器嚢で、口縁端を上方につまみ上

げる。胴部下半はへラ削りで、底部に木葉痕を残す。 4も同様に口縁端を上方につまみ上げている。
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5114 土居蹴明

l層黒褐色土ハードロームプロ 7タ1>量官む、砂質曹み

2層暗褐色土 ハードロームプロ.，夕、細かなハードローム粧穿〈含む、焼土粒少量、

砂質Fみ
3暗暗褐色土ハードロームプロッタ事〈含む、しまゆなL

4層暗褐色土 ロームプロッタ混、しまりなし

5層暗褐色土 ローム位、山砂少量混.しまりややなL
6層暗褐色土ハードロームプロッタ崩落土混
7眉灰褐色土山砂.規土小プロ y夕、ロームプロ γタ握、 Lまりあり
8層 灰禍色土 7層より山砂.規士、灰がプロッタ状に混ざる、しまり品。
9層暗褐色土徴細をローム位、多量湿害晶、ややしまりあゆ、砂質曹み

10眉鳳褐色土 ロームプロ γタ世量含む、しまりをし創 • 
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S1 26 (第71図、図版12・14・17・54・66)

④ 

一.B'

4m 

第70図 5117

S 117 土層脱明

1層灰黒褐色土山砂、ロームプロッタまじり
2眉黒色土 若干のローム7ロッタまじり
3眉灰褐色土 山砂、焼士、炭.ロームプロッタまじり

4層県色土 著千円ロームプロ yタまじり

5層賞褐色土 ローム位、ロームプロックまじゅ

6層暗褐色土 焼土位、粘土粒を含む、しまゆなL
7層暗褐色土 焼土盤、粘土盤、炭化材を$(含む

8層暗灰褐色土粘土を$(含む、焼土位、炭化材を青む
9層暗灰褐色土 粕土を青む、しまりあり

10層暗灰褐色土 ローム粒、炭化材を$(脅む、しまり晶り

南側でSB10と重複する。主軸長5.3m、横軸長5.7m、主軸方住Nー150-Wである。床面積は30.21m'、

壁高は12叩を測る。主柱穴は4本である。出入口ピットを 1つ有する。かまどは北西壁中央に位置する。

出土土器は総点数476点である。 1は土師器杯で、外面は組いへラ削り調整、内面はナデ調整である。ま

た、内面にはタールの付着が見られ、灯明具として使用されていたものである。焼成は良好で硬質である。

2は土師器杯で軟質で器面が剥落している。外面口縁端が黒色であるが、他は浅黄樟色である。 3は箱形

の土師器杯で、内外面とも赤彩を施す。底部と立ち上がり部は回転へラ削り調整を施す。 4は須恵器杯蓋

で、宝珠つまみが付くタイプである。胎土中には3mm前後の大粒砂と銀雲母片を多量に含み、在地産と考

えられる。 5は長頚瓶の頚部破片で、口縁端を上下につまみ出す。胎土は灰色で砂っぽく、鉄分粒子を含

む。内外面とも厚く灰紬が掛かる。 6は土師器費で、口縁端を小さくつまみ上げ、胴部はへラケズリし、

器厚を薄く仕上げている。 7は鉄製の槍飽で、かなり腐食が進みボロポロであるが、木質部を残している。
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5 126 土層説明

1層暗褐色士 ローム粒を多く含む、しまりあり

2層暗褐色士 ローム粒、焼土粒を多〈含む

3層暗褐色土 ローム粒を古む

4層褐色土 粘土粒、焼土粒を多〈含む

5眉褐色土 ローム敵焼土粒、粘土粒を含む

6層黒褐色士 ローム粒が下底にたまっている
7層暗禍色土 ローム粒、粘土粒を含む

8層暗褐色土 ローム粒を少量含む

9層褐色土 ローム粒を多〈宮む

10層褐色土 焼士粒を$(含む

11層褐色士 ローム粒を宮む
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SI 32 (第72図、図版20・21・66)

北東コーナーで撹乱を受けていて、周溝の状態がはっきりしない。また、 SI33と重複する。主軸長5.1

m、横軸長5.5m、主軸方位N-130-Wである。床面積は28.05m'、壁高は10cm-25cmを測る。主柱穴は4

本である。かまどは北西壁中央に位置する。

出土土器は総点数591)点である。 2は土師器杯で、内面は非常に丁寧なへラミガキ調整を施す。徴砂粒と

鉄分を含みやや軟質である。 3は土師器甑又は聾で、内面は斜め方向の指ナデ調整を施し、全体に歪みが

大きい。 4は土師器饗の底部片で、底部はへラ削り調整を施す。 5は青銅製の蛇尾で、長さ26mm、幅19.5

mm、重さ7.6gを測る。表面中央に細い隆帯があり、全体が宝珠形をしている。
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SI 35 (第73図、図版19・22・23・25・54・65・67)

北東コーナーの周溝は確認できない。主軸長5.0m、横軸長5.3m、主軸方位N-5・-wである。床面積

は26.5m'、壁高は30咽-40咽を測る。主柱穴は4本である。かまどは北側壁中央に位置する。

出土土器は総点数902点である。 1• 2・3はいずれも土師器杯で内外面全体に赤彩を施す。胎土中には

徴砂粒を多く含み、内面はへラミガキ、外面はへラ削りを施す。いずれも口縁端が磨滅している。 1の底

部には赤彩後につけられたへラ記号が認められる。 4-8は土師器費である。いずれも内面をへラナデし、

口縁部が外湾するタイプである。 9は鉄製の釘の破片である。 10は鉄製の万子である。 11は砂岩の砥石で、

両面が中央部でくぽんでいる。

SI 37 (第74図、図版24・54・67)

SB 16・17と重複する。主軸長4.5m、横軸長4.4m、主軸方位N-80-Wである。床面積は19.8m'、壁高

は20個を測る。かまどは北西壁中央に位置するが、撹乱が著しく左袖を残すのみである。

出土土器は総点数966点である。 1・2・3は土師器杯で外面は大きくへラ削り調整を施す。総じて器面

を薄く仕上げている。 3は一部に赤彩痕が認められ、恐らく全面に赤彩されていたものと考えられる。 1

は器面が磨滅している。 4は灰紬陶器段皿の口縁部破片で、胎土は灰白色で砂粒を含み鉄分のシミ出しが

見られる。 5は須恵器高杯の杯部片である。胎土中には銀雲母粒と鉄分粒を多く含む。脚部との接合跡に

は櫛がき状の痕跡が見られる。 6から10は土師器蜜片で、口縁部の形態は上下につまみ出して縁帯状にな

るもの(6 )や上方につまみ上げるもの(8・9・10)とがある。いずれも器面が薄く仕上げられている。 9

の体部には内側より 2か所で穴があけられている。この目的については不明である。 11は砂岩製の砥石で

ある。上部が欠損しているほかは全面を研面として使用している。

SI 39 (第75図、図版25・54・67)

SI 38と南西コーナーで重複する。 SI38の方が新しい。主軸長4.9m、横軸長5.6m、主軸方住N-20・-

Wである。床面積は27.44m'、壁高は30叩を測る。主柱穴は4本である。かまどは北西壁中央に位置する。

出土土器は総点数540点である。 1• 2・3は土師器杯で、 2は内面桂色、外面明赤褐色で、内面を組く

へラミガキする。 3は全面に赤彩を施すが、口縁端は磨滅のため色落ちしている。 4は須恵器稜碗で胎土

中に白色徴砂粒を含む。内外面とも器面が磨滅しなめらかになっている。 5・6は土師器蜜で、 6の肩部

には非常に深く鋭利なへラ削り痕が残る。内面はへラナデ調整で器厚は非常に薄く仕上げられている。口

縁は朝顔状に大きく外反する。 7は土製支脚でポロポロとして崩れやすい。下半が欠損している。

SI 4 (第76図、図版8・9・55・65)

SI 5・9と重複する。主軸長3.7m、横軸長4.1m、主軸方住N-620-Eである。床面積は15.17m'、壁高

は4咽-30cmを測る。主柱穴は確認できない。出入口ピットを 1つ有する。かまどは北西壁中央にある。

出土土器は総点数685点になる。うち須恵器片は91点 (13%)で、須恵器の占める割合が非常に高い。 1

-10は土師器杯で、 1-3は内面をへラミガキ調整する。 1• 2は、外面立ち上がり部は回転へラケズリ

で、内面は黒色処理を施す。 2の底部は回転糸切り離しである。 3の底部は静止糸切り後周辺及ぴ立ち上

がり部をへラ削り調整する。 10は体部が緩やかに外反するタイプである。 8の底部は回転糸切り離し後周

辺をへラ削り調整、 9の体部には「万所」の墨書名が認められる。土師器杯の底部中心にはすべて回転糸

切り、又は静止糸切りの痕跡を残す。 11-17は須恵器杯で底部はいずれもへラ削り調整である。 15の底部

中心には回転糸切り痕がはっきり残っているので、これら須恵器杯はすべて回転糸切り離し後、へラケズ
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S 139 土層説明
1層黒褐色土ローム位を官む

2層明褐色土 ローム位、焼土駐を含む.しまりあり

3層明褐色土 ローム組、焼土艦を官む

4層暗褐色土 ローム組、焼土粧を婁〈青む、粘性晶り

.， 5層暗褐色土ローム駐を官む
一ー・円 6層 明褐色土 ローム魁.焼土粧を含む
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リ調整されたと考えられる。胎土には白色砂粒を多く含んでいる。 13・17は体部が途中で内傾し再び外反

するタイプである。 18は土師器嚢で、内面には粘土紐の接合痕が明瞭に残る。 19は須恵器甑で胎土中に鉄

分をかなり多く、また雲母細粒を少々含み、ざらざらした感じである。内面下半は横方向のナデ調整、上

半は子の圧痕が明瞭に残る。 20・21は鉄製品で、 20は環頭の釘、 21は先端の断面が鋭角の細長い形状のも

のである。

SI 6 (第77図、図版8-11・55・56・65)

G6 -00グリッド南側に位置する。主軸長4.1m、横軸長4.1m、主軸方位N-60o-Eである。床面積は16.81

d、壁高は22叩 -40cmを測る。主柱穴は確認できない。かまどは北東壁中央にある。

出土土器は総点数261)点で、うち須恵器は33点 (13%)と多い。 1-4は土師器杯で、 1は底部回転糸切

り後周辺をへラ削り調整、 2は回転へラ削り、 3は内面を丁寧なへラミガキ後、赤彩を施す。 5-9は須

恵器杯で、胎土中には白色砂粒が多量に含まれる。 5の体部外面には墨書隠剖が見られる。底部はいず

れも回転へラ削り調整を施す。 9の底部にはへラ記号が認められる。 10は土師器小型の費か査と考えられ

るが、底部に静止糸切り痕を残す。 11は滑石製紡錘車で、直径がそれぞれ37mmと42mmで、厚さ11mm、中央

の孔の直径は 7mmを測る。 12は鉄製の万子で2つに割れているが、ほぽ完形である。

SI 7 (第78図、図版8-10・56・66)

南西側でSB4と重複する。主軸長4.4m、横軸長4.6m、主軸方位N-590-Eである。床面積は20.24m'、

壁高は30cm-45cmを測る。主柱穴は6本を確認している。北側コーナーの周溝中に小ピットを確認してい

る。また、かまどは北東壁中央にある。

出土土器の総点数は569点で、うち須恵器は31点(5%)である。実測遺物はすべて覆土中の出土である。

1は土師器杯で、 2• 3・4・5は須恵器杯である。 4の底部にはへラ記号が確認できる。胎土は粘性が

弱いためか器面全体にヒビがはいる。 5は内面に粘土紐の接合に伴う凹凸が認められるが、凸部が磨滅し

ている。 6・7・8・9は土師器聾で、 6の口縁部は須恵器に顕著に見られるタイプである。 7及び9に

は口頭部に粘土接合痕が明瞭に認められる。 9は総じて薄手で組雑な作りである。 10は須恵器嚢の肩部片

である。胎土は白色で異物を含みザックリした感じである。焼成は良好でかなり硬質である。 11は須恵器

杯蓋で、扇平の宝珠つまみが付く。 12は青銅製の丸鞠で幅35mm、高き21mm、厚さ10mmで、裏側に鋲が2つ

確認できる。

SI 8 (第79図、図版8・56・66)

SI 5中に包含され、床の輪郭がかろうじて判別できる程度である。 SI5より新しいが、調査段階では同

時に調査したため、壁の状態は全く分からない。主軸長3.6m、横軸長3.6m、主軸方位N-120-Eであ

る。床面積は12.96討を測る。かまどは北西壁中央にある。

出土土器の総点数は506点で、うち須恵器は38点(8%)である。 1は土師器杯、底部は回転糸切り離し

で、内面は器面がボロボロになっている。 2は須恵器杯で、底部は回転糸切り離し、色調は赤褐色~赤色

を呈する。 3は須恵器杯で、底部はへラ削り調整で、底部及ぴ口縁部は磨滅している。 4は須恵器長頚瓶の

口縁部破片で内面には灰軸が付着している。 5は須恵器高台付杯で、高台は付け高台である。胎土は非常

に轍密で陶器質である。 6-12は土師器嚢又は甑の上部片である。いずれも口頭部を体部より直角に外側

に折り曲げている。 9は土師器嚢で、口縁部は高回転の聴櫨を使用しているためか、非常に鋭い印象であ

る。 12は須恵器模倣の土師器嚢で、徴砂粒を含み器面はザラザラしている。内面は器商の剥離が著しい。
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5 [ 4 土層脱明

l層カタラン(縛作)

2層貰褐色土 ローム位、ロームプロ yタ含む
3層構色土 ローム粒、ロームプロッタ宮む

4層黒褐色土 ロ-.b.盤、ロームブロ yタ含む
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⑨ . . .. 周

S 1 6 土層説明
1層暗灰褐色土 黄白色土粒含む、しまり甘い

2層暗禍色土 ローム塊、炭化物位宮む

3層暗褐色土 ローム塊、炭化物粒含む

4層掴色土 ローム塊、ローム粒含む

5層暗貰褐色土 ローム塊含む

6層暗貫褐色土 ローム塊宮む

7層明褐色士 ローム粒多〈含む

3 ¥¥¥¥ ，::e . 8層明褐色土 ローム塊、ローム粒含む

9層暗貰褐色土 ローム塊、ローム粒1.(古む

10層黒褐色士 ローム粒苦干含む

II層明褐色土 焼土塊、白灰色粘土古む

12層不明
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S 1 7 土層説明

l層黒褐色土 ローム小粒、焼土粒含む

2層 黒禍色土 1眉に比べローム枇、娩士粒多い

3層暗褐色士 ローム粒、ハードローム、鹿化物含む

4層暗禍色土 ローム小粒、ハードローム般若干官む

5層暗禍色士 ローム粒、暗士、貰灰砂、炭化物音む

6層黒褐色土 炭化物の細粒プロック含む

7層暗褐色土 ローム粒多〈含む

8層焼士層

9層暗褐色士 娩土掴粒穿〈含む

10眉黒褐色土
11層暗貫褐色士 5層と同じ成分

12層暗灰褐色土娩士細粒含む

13層暗灰褐色土貴灰砂含む

14層暗褐色士
15層焼士層

16層暗褐色土 ローム位著干含む

17層黒掴色士 ロム粒苦子宮む

18層暗褐色土 ロームプロック含む
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14・15は須恵器嚢である。外面に平行タタキメを残す。 13は須恵器長頚瓶の胴部から底部の破片である。

4と胎土が似ているため同一個体の可能性がある。 16は須恵器嚢の胴部片で、胎土中には大粒の砂粒を多

量に含み、県内産と考えられる。内外面とも黒色を呈する。 17は土師器杯底部片を再利用した円盤で、底

部には回転糸切り痕を残す。 18は鉄製の万子片である。

SI 16 (第80図、図版11・13・57)

G5 -00グリッドに位置する。調査区の境界に当たり、大部分は調査区外になる。 SB2と重複する。主

軸長5.2m、横軸長5.2m、主軸方位N-340-Wである。床面積は27.04m'、壁高はOcm-30佃を測る。主柱

穴は2本のみ確認した。かまどは北西壁中央にある。

出土土器の総点数は638点で、そのうち須恵器は15点(2%)になる。実測可能な土器数は比較的少ない。

2は土師器杯で体部外面に「万所Jの墨書の一部を確認できる。 3は土師器杯で、全面を刷毛で赤彩して

いる。底部はへラ削り調整である。 4は須恵器杯で胎土中に白色砂粒を多量に含み組質である。 5• 6・

7は土師器聾で、 7は器厚が非常に薄い作りである。いずれも胴部は丸形で口縁端を上方に鋭角的につま

み上げる。
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SI 23 (第81図、図版15-17・57)

主軸長3.1m、横軸長3.2m、主軸方位N-480ー Eである。床面積は9.92m2、壁高は30cmを測る。主柱穴は

ない。出入口ピットが1つある。かまどは北西壁中央に位置する。

出土土器総点数は123点である。 1は須恵器又は土師器杯で胎土は砂粒を多量に含み、粘性弱い。底部は

回転糸切り後立ち上がり部をへラ削り調整する。 2は土師器嚢で胎土中には白色砂粒を多量に含む。焼成

は良好で硬質である。
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ω
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S 123 士層説明

1層暗禍色士粘性弱、しまりあり、ロ ム位を含む
2層褐色士 粘性弱、しまりあり、ローム粒を多く含む

3層暗褐色土粘性弱、しまりあ札口ーム粒を古む
4層褐色土 粘性弱、しまりあり、ローム粒を多〈含む

5層暗褐色士帖性弱、しまりあり、ローム粒を含む

6層暗禍色士帖性弱、しまりあり、ローム粒、規土位を宮む

7屠 明褐色土粘性弱、しまりあり、ローム粒を含む

8層暗褐色土粘性弱、しまりあり、ローム粒、焼士粒を含む
9層 明褐色土粘性弱、しまりあり、ローム粒を多〈含む
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SI 24 (第82図、図版16・57・58)

主軸長(4.3)m、横軸長4.3m、主軸方位N-480-Eである。床面積は(18.49)m'、壁高は25畑一50叩を測

る。主柱穴は2本のみ確認している。かまどは北東壁中央にある。

出土土器総数は558点で、 22点が須恵器である。 1は須恵器杯蓋で、宝珠つまみが付く。項部は回転へラ

削り調整である。 2• 3・4・5・6は土師器嚢である。 4は粘土紐痕が随所に残り、口縁端を含めかな

り歪みがある。 6の底部は静止糸切り痕を残す。 7は須恵器嚢片で、内面には細かな指圧痕が入る。胎土

中には白色徴砂粒を多量に含み、粘性は弱い。外面は灰褐色から褐灰色、内面は灰褐色を呈する。県内産

と考えられる土器である。 5はかまど上部よりまとまって出土している。
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S 124 かまど土珊脱明

1層暗褐色土 ローム粒を含む (S125町田土)

2眉暗禍色土 ローム位、焼土粧を含む (S125町置土}

3層明禍色土焼土粒を多〈含む

4圃赤褐色土粘土町被熱

5層粘土 カマドの袖

6層縄色土 ローム位、粘土佐を含む

7層明褐色土粘土、焼土を多〈古む
8層暗褐色土焼土粒、枯土粒、ローム粒を官U

9暗暗補色土白色粘土粒を合む

10層補色士 粘土塊を多量に官む

11層 禍色土 焼成を受けた枯土塊も多量に古む
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SI 27 (第83図、図版18・58)

SI 28と完全に重複し、一回り小さくなる。主軸長2.6m、横軸長3.0m、主軸方住Nー250-Wである。床

面積は7.8IIf、壁高は20cmを測る。主柱穴はない。かまどは北西壁中央にある。

出土土器総点数は539点である。 1• 2・3・4は高台のない土師器皿でかなり扇平である。いずれも残

りがよく、 1・2は完形品である。底部はへラ削り調整を施す。胎土中には砂粒を多く含み、赤褐色を呈

する。 5• 6は土師器杯で、 6の内面立ち上がりは緩やかで口縁はやや外反する。いずれも底部はへラ削

り調整を施す。かまどより出土している。 7• 8・9は土師器饗である。 7はほぽ完形品で内面は縦方向

のナデ調整である。 10は土製紡錘車で、最小径3.1畑、最大径4.1咽、高さ2.9畑、軸径0.6四を測る。完形

品である。

SI 33 (第84図、図版20・21・59)

SI 32と重複し、また擾乱も見られる。主軸長3.7m、横軸長3.7m、主軸方位N-26・-wである。床面積
は13.69m'、壁高は30佃を測る。主柱穴はない。かまどは北西壁中央にある。

出土土器総数は133点で、うち須恵器が15点(11%)を占める。 1• 2・3・4は土師器杯で、 1及ぴ4は

立ち上がり部にへラ削りを施し、明瞭な稜を形成する。 1は内面に、 2は外面にロクロ目が顕著である。

3は体部中位まで粗いへラ削りをする。 4の体部外面には墨書「所Jがある。 5 • 6は須恵器杯で、 5が

口縁部が直線的に延ぴるのに対し、 6は口縁部が外反する。 5は器面のひび割れが著しい。底部には粘土

紐巻き上げ痕が明瞭に残る。 6の底部はへラ削り調整を施す。 7• 8・9は須恵器聾片で、 8の内面には

指圧痕が残る。また、体部外面上半部は叩き、底部近くは叩き後へラ削り調整を施す。 9の底部にはへラ

記号を残す。須恵器中には徴砂粒を多量に含み、すべて県内産と考えられる。

SI 38 (第85図、図版24・59)

D3 -00グリッド東側に位置する。北東コーナーでSI39と重複する。主軸長4.9m、横軸長4.7m、主軸

方位N-110-Wである。床面積は23.03m'、壁高は50咽を測る。主柱穴は4本である。出入口ピットを 1つ

有する。かまどは北西壁中央にある。

出土土器総数は1，673点と多く、うち須恵器は191点(11%)を占める。 1• 2・3・4・5・6は土師器

杯で、 4を除き底部はへラケズリ調整を施す。 6は内面を丁寧なへラミガキ調整を施し、中心部がやや盛

り上がっている。また、内外面に焼成後につけられたへラ記号が認められる。 7は土師器饗であるが、肩

部付近は器面が剥落している。 8は鉄製の万子片である。

SI 41 (第86図、図版60)

北西コーナーが擾乱しており、かまども確認できない。主軸長6.5m、横軸長6.5m、主軸方位N-300-

Wである。床面積は42.25m'、壁高は35cm-40叩を測る。主柱穴は4本である。かまどは北西壁中央にあっ

たと考えられる。

出土土器総数は1，152点で、うち須恵器は50点である。 1• 2は土師器杯で、 1は外面を口縁部近くまで

へラ削り調整を施す。内面にへラミガキはないが、丁寧なナデ仕上げである。 2は内面をへラミガキ調整

する。 3は土師器碗の底部で、半球形を呈する。 4は土師器高台付杯で、足の聞く非常に高台の高い器形

である。他の遺物に比べて新しい。

SI 44 (第87図、図版19・59・60)

SI 45と重複する。主軸長3.1m、横軸長3.5m、主軸方位N-100-Wである。床面積は10.85IIf、壁高は
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S 127 かまど土層説明

l層暗茶褐色土焼土粧を少し含む

2層灰白色粘土 (ンルト)

3層暗茶褐色土幌土粒を多〈宮む

4層暗茶褐色士焼士粒を非常に事〈含む

5層暗某褐色士 ローム粒を少し含む
6層暗褐色土 焼土を多く宮tt、しまり弱
7層褐色土 ローム位を多〈合む、しまりあり
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8層明褐色士 ロームプロックを多〈官む、しまりあり
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S 133 土層説明

l層褐色土 ローム粒奇書〈青む、しまり強

2層黒褐色土ローム粒.粘土粒を青む

3層暗褐色土 ローム粒、粘土粧をJ:(含む

4層褐色土 ローム粒を穿〈含む

5層暗褐色士 ローム桂.焼土粒を含む

6層明褐色土ローム粒をJ:(含む
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第84図 SI33
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。 S 138 土層説明

l層暗褐色土ローム粒を多〈含む しまりあり

2層暗褐色土ロム粒、焼土粒を含む

3層褐色土 ロム粒、粘土粒、焼土粒を多〈宮tt、粘性あり
4層黒褐色土 ロム粒を少量含む、粘性あり

5層暗褐色土 ローム粒、焼土粒を$<含む
6層暗褐色土 ローム粒を含む、粘性あり(2層、 5層より暗い)
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S 141 土層説明

1層 暗禍色土 ローム粒含む、しまりあり

2層黒禍色土 ローム粒を含む、粘性あり

3層構色土 ローム粒を多〈含む

4層暗褐色土 ローム粒、規土粒、粘土粒を含む

5層暗褐色土 ローム粒を含む、粘性あり
6層 明褐色土 ローム植を含む、しまりあり

7暗 暗褐色土粘土粒、黄色山砂を$(含む、しまりあり

一.A'
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第86図 SI41

25cmを測る。主柱穴はない。かまどは北西壁中央にある。

出土土器総数は257点で、うち須恵器が31点で全体の12%を占める。 1・2・3とも須恵器杯で、底部立

ち上がり部とも回転へラ削りである。いずれも県内産と考えられる。 4は須恵器嚢で、内面には指圧痕が

明瞭に残る。 5は土師器嚢で、外面はへラ削り後ナデているのでなめらかである。

SI 46 (第88・89図、図版19・60・61)

一部調査区域外になる。主軸長4.9m、横軸長5.1m、主軸方位N-130-Wである。床面積は24.99m'、壁

高は30cm-40cmを測る。主柱穴は 4本である。かまどは北西壁中央にある。

出土土器総数は857点で、うち須恵器は104点(12%)を占める。 1・2・3・4・5は土師器杯で体部が

立ち上がりから口縁部にかけて緩やかに外反する。 3は内面に粗いへラミガキ調整を施す。外面には口縁

部が外反する住置に明瞭な段差を形成する。 5は内面へラミガキ調整、外面には「所」の墨書が残る。恐
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第87図 SI44

らく「万所」と記されていたのであろう。 6 • 7・10は須恵器嚢である。 6は外面には平行叩き目を間隔

を空けて擦り消している。また、下半部はへラケズリ調整を施す。内面には指圧痕を残す。 7も6同様内

面は底部が指ナデ、上部は指圧痕を残す。 10はバケツ状の器形で、内面にはへラミガキを施す。 9の土師

器嚢の底部には編み物状の下敷き痕が残る。 11は軟質砂岩を削り出した支脚片である。被熱しているため、

表面は鈍い燈色を呈する。 12・13は鉄製の万子片である。

51 47 (第90図、図版26・60)

E4 -00グリッドの東側に位置する。大半が調査区外になる。北東コーナーは撹乱されている。主軸長4.2

m、横軸長4.2m、主軸方住N-130-Wである。床面積は17.64m2、壁高は15cmを測る。主柱穴は確認され

ない。かまどは北西壁中央にある。

出土土器総数は247点で、うち須恵器は21点である。 1• 2・3は土師器杯で、 1は直線的に体部が延ぴ

るもの、 3は内面をへラミガキ調整、外面は底部へラ削り調整、 2は底部回転へラ削り調整を施す。

掘立柱建物跡

5B 1 (第91図)

遺跡最南端の斜面際に位置する。一部調査区域外になるのではっきりしたことは言えないが、柱穴の大

きさにかなり幅があり、柱穴の並び方もかなり不規則なので、掘立柱建物跡とならない可能性もある。南
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S 146 土層説明

1層暗褐色土 ローム粒を含む、しまりあり

2層暗禍色土 ローム粒を含む、粘性あり

3層褐色士 ローム粒、焼土粒を多〈含む しまりあり

4層禍色士 ローム粒、粘土粒、焼士粒を少量含む、粘性あり

5層褐色士 ローム粒充満

6層暗褐色土 ロームプロソクを多〈含む、しまり強(貼床)
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S 147 土層説明

1層暗褐色土 ローム粒、炭化材を古む

2層暗褐色土 ローム粒、焼土粒を含む

3用 暗褐色土粘土粒を多〈含む、しまりあり

_A' 4層褐色土 ローム粒、粘土粒を宰〈含む、しまりあり

5層暗褐色土ロ ム粒を多く古む、粘性あり

4m 

20cm 

第90図 SI47
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側梁行 1間 (2.3m)x西側桁行2間 (3.6m)の小規模な建物である。面積は推定8.3m'で、ある。長軸方住は

N-80-Eである。西側桁行きの柱間寸法は1.8mを測る。柱穴の掘方は円形若しくは楕円形で、直径15佃

-60cm、深さ15cm-60cmを測る。

SB 2 (第91図、図版9・13・61)

調査地区南側のG5-00グリッド近くに位置する。南西側が一部調査区域外になるのではっきりしたこ

とは言えないが、北西側梁行2間(4.2m)x北東側桁行4間(8.2m)の総柱建物である。面積は34.44m'で、あ

る。桁行主軸方位はN-600-Eである。北東側桁行きの柱間寸法は1.8m-2.4mを測る。柱穴の堀方は円

形で、直径110cm-130cm、深さ50cm-60cmを測り、底面レベルは各柱穴でほぼ一致する。かなり大規模な

ものである。 2つの柱穴で

出土遺物には土師器などがある。 1は土師器高台付杯で白色徴砂粒や鉄分粒を多く含む。外面下半及ぴ

底部は回転へラ削り調整を施し、その後高台を接合している。内面は丁寧なへラミガキ調整である。 2は

1同様作りが丁寧な土師器杯で、底部は静止糸切り痕を残している。また、外面の立上がり部分はへラ削

り調整を施している。 1・2共に焼成は良好で、、硬質である。 3は須恵器大嚢の口縁部破片で、外面に櫛

描波状文を残す。胎土には白色微粒子と黒色粒子(鉄分)の吹出しが見られる。県外(東海)産である。

SB 3 (第92図、図版8) 

遺跡、最南端に位置する。一部調査区域外になるのではっきりしたことは言えないが、西側梁行 1又は2

間 (1.8m又は3.6m)x北側桁行2間(4.2m)の総柱建物と考えられる。面積は7.6m'又は15.1m'で、ある。桁

行主軸方住はN-100- Wである。北側桁行きの柱聞す法は 2m-2.2mを測る。柱穴の配置は南側でやや歪

んだ台形である。柱穴の堀方は円形で、直径60cm-90cm、深さ20cm-60cmを測る。底面に更に小ピットを

残すものが3か所見られる。 2つの柱穴で柱痕を確認している。

SB 4 (第92図、図版8・9) 

G6 -00グリッドの南側に位置する。北側でSI7と重複し、 SI7よりも新しい。調査時に竪穴住居を先

に掘ってしまったため、その規模が不明で、あるが、かろうじて柱穴の底部を残じている。梁行2間(4.2m

-4.6m) x桁行3間(5.7m)の総柱建物と考えられる。面積は25.1m'である。桁行主軸方位はN-60o-Eで

ある。南東側桁行きの柱間寸法は 2m-2.6mを測る。柱穴の堀方は円形で、直径70cm-100cm、深さ20cm-60

cmを測る。 2つの柱穴で柱の抜取り痕が確認された。

SB 5 (第93図、図版9・11)

G6 -00グリッドの北側に位置する。梁行2間(4.4m)x桁行4間(6m)の身舎と北、束、南各方向に庇

を有する比較的規模の大きな建物である。面積は26.4m'で、ある。桁行主軸方位はN-630-Eである。桁行

きの柱間寸法は2.2m、梁行の柱閉す法は1.5mで、かなりの相違がある。庇の柱穴の位置は身舎のそれとは

並ばず、北及ぴ南側庇は4本柱で東側は 5本柱となる。柱間距離は南側で1.8m-2.4m、東側で2m-2.5

mを測る。身舎柱穴の堀方は円形若しくは楕円形で、直径90cm-130cm、深さ30cm-70cmを測る。庇の堀方

は一つの柱穴を除いて円形で、直径70cm-100cm、深さ40cmを測る。各柱穴から明瞭に柱痕を確認できた。

SB 7 (第94図、図版9) 

F6 -50グリッドに位置する。梁行2間(4m)x桁行3間(6m)の建物である。面積は24m'である。桁行

主軸方位はN-600-Eである。南側梁行の柱間寸法は 2mを測る。柱穴の堀方は円形若しくは不正円形で、

直径30cm-90cm、深さ15cm-60cmを測る。周囲に別の組み合わせのピットがあり、堀方は明瞭ではない。
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2か所の柱穴から柱抜取り痕が確認できた。

SB 8 (第95図、図版9・11)
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第94図 SB7 

SB 7のすぐ北側にそれとほぼ主軸をあわせるように位置する。 SB19と南端で重複する。梁行3間(4.8

m) X桁行3間(4.8m)の建物である。面積は23.0m'で、ある。桁行主軸方住はN-600-Eである。南側桁行き

の柱間寸法は1.6mを測る。柱穴の配置は南西桁行方向にややずれを確認できるものの、ほぽ一直線上に並

びきれいな正方形となる。柱穴の堀方は円形もしくは楕円形で、直径50cm-80cm、深さ30cm-50cmを測る。

断面観察から底面の立上がりはやや丸みを帯びている。各柱穴から柱痕を確認している。

SB 9 (第96図、図版15)

F4 -50グリッド西側の調査区境界に位置する。梁行2間(4m) X桁行3間(5.2m)の建物である。面積は

20.8m'で、ある。桁行主軸方位はN-580-Eである。柱穴の配置は南西桁行方向にややずれを確認できるも
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4m 

のの、ほぽ一直線上に並ぶきれいな長方形である。柱穴の堀方は円形で、直径90cm-100cm、深さ20cm-30

cmを測る。覆土断面観察からは柱痕は確認できない。

SB 10 (第97図、図版12・17・27)

北側でSI26と重複する。遺物は出土していないので、はっきりしたことは言えないが、調査時の観察では

SB 10の方が新しいと判断できたようだ。南東側梁行2間(3.6m)x南西側桁行 3間(4.8m)の建物である。

面積は17.3m2である。桁行主軸方位はN-550-Eである。南西側桁行きの柱間寸法は1.6mを測る。 SI26と

重複する部分は柱穴の間隔が不揃いで、あるが、ほぽ整った長方形となる。柱穴の堀方は円形で底面に更に

小さな掘込みを有するものがある。直径40cm-90cm、深さ40cm-60cmを調IJる。

出土遺物1は土師器杯で、体部外面立上がり部を大きく挟るようにへラ削り調整を施す。外面上半から
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SB9 土曙説明

1層暗褐色土 ローム粒を宮む.粘性弱.しまり有.

2層 黒褐色士: ローム位を少量含む。粘性有.しまり弱.

3層暗褐色士 ローム位を1'(含む.枯性強.しまり弱.

4廟 暗褐色土 ( 3層より暗い)ローム粧を少量含む.粘性.しまり弱.
5層暗褐色土 ローム粒を1'(含む.粘性調.しまり有.
6層 暗褐色土 ( 4層より明るい}ローム粒を宮む.粘性調.

7層 黒褐色士 ローム粒を1'(含む.帖性弱.しまり有.

8層暗褐色土 ローム位を事〈含む.粘性調.しまり有.
9層暗褐色土 ローム粧を1'(官む.粘性調.しまり有.

101冒暗禍色士 ローム粒を1'(脅む.粘性弱.しま O有.
11層 暗褐色土 ローム粒・粘土粒・娩士教青む.粘性有.しまり調.

SB 9 
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内面はヨコナデ調整である。口径13.0cm、底径6.0cm、器高4.0仰を測る。

SB 11 (第98図)

E5 -55グリッド南側で、 SI22と重複する。北東側が調査区域外に接するのではっきりしたことは言え

ないが、梁行2間(3.8m)x桁行3間(5.4m)の身舎で、北東側に庇をもっ建物である。北東側の柱穴列は調

査区外に別の組合わせの掘立柱建物跡の南西側柱穴列とも考えられる。面積は20.5m2で、ある。桁行主軸方

位はN-540-Eである。南西側桁行きの柱間す法は0.9m-1.0mを測る。大棟持柱は他に比べて小型の堀方

である。庇の柱穴の堀方と配置は不規則である。柱穴の堀方は円形で、直径60cm-130cm、深さ10cm-30cm

を測る。断面からは柱痕は確認できない。
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SBll 第98図

SB 12 (第99図)

F5 -00グリッドを中心に佐置する。梁行2間(5.0m)x桁行4間(10.0m)の比較的大きな規模の建物で

ある。面積は50m'である。桁行主軸方住はN-25C-Wである。南西側梁行きの柱間寸法2.4m-2.6m、南

東側桁行の柱間寸法はほぽ2.5mを測る。柱穴の配置は整った長方形となる。柱穴の堀方は円形で、直径70

明前後、深さ30cm-40叩を測る。覆土中からは柱痕を確認している。柱痕の直径は20cm-25叩である。

SB 13 (第100図)

E5 -50グリッドの西側に位置する。梁行2間(5.3m)X北側桁行3間(6.8m)、南側梁行1間(6.4m)の建

物である。面積は35.0m'である。桁行主軸方住はN-25C-Wである。柱穴の配置は東西方向にやや歪んだ

台形になる。柱穴の堀方は円形で、直径60叩-70畑、深き15佃 -40仰を測る。各柱穴の断面観察で、柱痕
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SB 14 (第99図、図版18・26)

調査区北端、 SI29及びSB15と重複する。梁行2間(4.1m)X桁行 2間(4.1m)の小規模な建物である。

面積は16.8m2である。桁行主軸方位はN-720-Eである。柱間す法はほぼ2m前後を測る。柱穴の配置はほ

ぼ正方形になる。柱穴の堀方は円形で、直径80cm-90cm、深さ20cm-30cmを測る。覆土中からは柱痕を確

認している。柱穴の直径は20cm前後で、ある。

SB 15 (第101図、図版18・21・26)

調査区北端、 SI34・14・18と重複する。梁行2間(5.0m)X桁行2間(6.6m)の建物である。面積は33m2

である。桁行主軸方位はN-160-Eである。柱穴の配置はほぼ整った長方形である。柱穴の堀方は円形

で、直径60αn-100cm、深さ15cm-35cmを測る。各柱穴は平面観察で柱痕を確認している。柱痕の直径は20

佃前後である。

SB 16 (第100図)

D4 -00グリッドの南西側に位置する。SB17と主軸が一致し、かつ重複するのではっきりしたことは言

えないが、南側梁行2間 (4m) X西側桁行3間 (5.4m)の建物である。面積は21.6m2である。桁行主軸方

住はN-790-Eである。西側桁行きの柱間寸法は1.5m-2.1mを測る。柱穴の配置は西側桁行と東側桁行で

寸法がかなり異なり、歪みが著しい台形となる。柱穴の堀方は円形で、底面に小さなピットを有するもの

がある。直径70cm-llOcm、深さ10cm-30叩を測る。

SB 17 (第103図)

D4 -00グリッドの西側に位置し、 SI36・37、SB16と重複する。南側梁行2間(4.5m)X西側桁行3間

(6.0m)の建物である。面積は27.0m2で、ある。桁行主軸方位はN-800-Eである。西側桁行きの柱間す法は

1.5m-2.5mを測る。柱穴の配置はほぼ整った長方形である。柱穴の堀方は円形もしくは楕円形で、直径60

cm-llOcm、深さ20cm-50cmを測る。各柱穴は断面観察から柱痕を確認している。

SB 18 (第103図、図版21・2・25)

SB 15の東側、 SI34の南側に位置し、両者と重複する。西側梁行2間(4.8m)X南側桁行3間(6.2m)の

建物である。面積は29.8m2で、ある。桁行主軸方位はN-200- Wである。西側梁行の柱間寸法は2.2m-2.7

mを測る。柱穴の配置はやや歪んだ台形となる。柱穴の堀方は円形で、直径70cm-90cm、深さ10佃-60佃を

調IJる。

SB 19 (第102図)

SI 41の南側、ちょうど調査区を南北に分断する道路際に位置する。 3つの柱穴のみの調査であり、個々

の柱穴の堀方が全く異なるので、掘立柱建物跡でない可能性もある。柱間寸法は 2mを測る。柱穴の堀方は

円形、隅丸方形、正方形で、それぞれ順番に直径100cm、深さ35cm、一辺90cmX120畑、深さ20cm、一辺100

叩XllOcm、深さ40畑を測る。

井戸

SX 4 (第104・105図、図版20・61・62)

調査地区の最北端に住置する。堀方上端直径3.5m、下端直径0.4m、深さ1.8mの播鉢形の形態である。

覆土は最下部にローム粒子、白色粘土粒子を含み、下層に行くほど粘性が強い。中層には、人為的埋土と、

自然堆積層が見られる。覆土中には焼土は見られない。地山は、上端から0.65mの厚さで、武蔵野ローム、0.45

mの厚きで白色粘土層、その下が黄色の岩盤となる。
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SX4 土層説明
1暗暗褐色土 ローム粒出化物を含む、しまりあり

2層明禍色土 ローム粒を多〈含む、しまりあり

3層構色土 ロム粒を含む、しまりあり

•• 4層暗褐色土 ロム粒を含む、しまりあり

一・円 5屑暗禍色土 貝がらを充満、パサパサ

6層明褐色土 ロム粒、炭化材、焼土粒を含む

7層明褐色土 ロム粒を充満する、しまりあり

8層褐色土 ローム粒を含むしまりあり 1 
}自然堆積

9層明褐色土 ロム粒を少量含む、しまりあり J
10層明褐色土 ロム粒を含む、粘性あり

11層暗褐色土 ロム粒を充満、粘性あり

12層 暗茶褐色土 ローム粒を含む、粘性強

13層茶褐色上 ローム粒を多〈含む、帖性強

14層暗茶褐色土 ロ ム粒、白色帖土粒を宮む

。

14 

第104図 SX4 (1) 
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ラシー

。 20cm 

lt.マー~ U-22 

。 5cm 
第105図 SX4 (2) 

遺物の出土層位は不明だが、ほぽ完形の土器類が多数出土している。 1は手づくね土器杯で、外面を組

くへラ削り調整、内面をへラミガキ調整を施す。口縁端には煤が付着する。 2は土師器杯で口縁端が黒色

に変色している。 3は土師器杯で、内面に煤が付着している。 4は土師器杯で同様に内面に煤が付着してい

る。 6は土師器杯底部でへラ記号が見られる。 8は土師器杯で、底部外面に「幡jの墨書が見られる。 9

は土師器高台付杯で、高台裏合め全面赤彩である。体部外面は組いへラミガキで、口縁端及ぴ高台端部が

磨滅している。高台裏に「上」の墨書が見られる。 11-17は須恵器杯で、 15の底部外面にはへラ記号が見

られる。 17は高台付き杯で、 12・13・17は県外産である。 12・13の内面には火棒が見られる。 18は外面上

端に平行タタキ目下半にへラ削りを残す須恵器嚢である。内面には中位に指圧痕が残る。須恵器技法と、

土師器の形態が融合した特殊な器種である。県内産と考えられる。 19は県内産須恵器嚢で、ほぽ完形であ

る。口径26.1cm、底径15.4側、器高40.2cmを祖IJる。 20は県外産の須恵器大嚢の口縁破片で、櫛描き波状文

が施される。 21は土師器窪の上半で、口縁外面には細かな指圧痕が残る。全体に灯明具の多きが目立つ。

22は鉄製万子片である。

( 3 )所属時期不明の遺構

出土遺物が極めて少なく小片であるため時期が判断できないが、古墳時代から奈良・平安時代に属すと考

えられる。

竪穴住居

SI 1 (第106図、図版8) 

SI 10と重複する。ほとんどが調査区域外になる。主軸長推定4.8m、横軸長4.8m、主軸方住N-100-W

である。床面積は23.04m'、壁高は28cm-34cmを測る。かまどは北西壁中央にある。柱穴は不明で、ある。

SI 9 (第106図、図版8) 

SI 4・5・8と重複する。主軸長3.2m、横軸長3.6m、主軸方位N-110-Wである。床面積は11.52m'、

壁高は6cm-22叩を測る。かまどは北西壁中央にある。

SI 10 (第106図、図版8) 
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SI 1と重複する。ほとんどが調査区域外になる。主軸長3.7m、横軸長3.7m、主軸方位N-6r-Eであ

る。床面積は13.69m'、壁高は32cmを測る。主柱穴は不明、かまども不明である。

SI 28 (第107図、図版18)

F 5 -00グリッドの北側に位置する。 SI27が完全に重複する。 SI27の方が新しいため、遺物がかなり

少ない。主軸長3.5m、横軸長3.5m、主軸方位N-620-Eである。床面積は12.25m'、壁高は8cm-20cmを測

る。主柱穴は不明で、ある。かまどは北東壁中央にある。

SI 29 (第107図、図版18・20)

SI 30、SB14と一部重複する。主軸長5.0m、横軸長5.0m、主軸方位N-30-Eである。床面積は25.00

d、壁高はOcmで、周溝を残すのみである。主柱穴は4本である。かまどは北東壁中央にあるが、ほとんど

痕跡を残すのみである。

SI 31 (第108図、図版20)

主軸長3.7m、横軸長3.7m、主軸方位N-200-Wである。床面積は13.69m'、壁高は10cmを測る。主柱穴

はない。かまどは北西壁中央にある。

SI 34 (第108図、図版22)

SB 15・18と重複する。主軸長4.5m、横軸長3.9m、主軸方位N-lQO-Wである。床面積は17.55m'、壁

高は 5cmを ~ftlj る。主柱穴はない。かまどは北西壁中央にある。

土坑

SX 1 (第109図、図版8) 

SI 2と完全に重複する。上端一辺2.4mX2.1mの隅丸方形で、深さは30cmを測る。底面は平坦で壁はほ

ぽ垂直に立ち上がる。覆土は暗褐色土でハードロームブロックを大量に含む。これは新たな住居構築時の

排土を埋めたものであろう。 SI3よりも新しい。鉄製の万子の基部片が出土している。

SX 5 (第109図)

D3 -09グリッドに位置する。平面形態は不整円形で、堀方上端では最も長い所で直径4.5m、最も短い

ところで4.1mを測る。深さは35cmで、底面は平坦である。覆土はしまりがあり、炭化材や焼土粒を含む。

遺物には鉄製品がある。

SX 7 (第109図)

D4 -20グリッドに位置する。平面形態は不整円形で、堀方上端で、最大長4.4m、下端で、3.5m、深さ30cm

を測る。また、更に底面を掘りくぽめて楕円形の浅いピットがあり、その底面は硬化している。覆土は褐

色から時褐色で、ローム粒を含む。出土遺物には鉄製品があり、 1は万子片、 2は先端部は肩平だが、基

部は丸みをもっている。前後で欠損している。
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S 1 1 土層説明
1層暗褐色土ローム位含む

2層褐色土 ローム粒合む

3層明補色土ローム組多〈含む

S 110 土層説明
1暗暗褐色土 ローム粒含む

2層時褐色土 ローム粒苦干含む

3層褐色土 ローム粒、世化物、焼士宮む

4層明褐色士 ローム粒多く含む

5層明褐色土 ローム粒多く合U

6層明褐色土 ローム粒宮む
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SXl 土壇説明
l層暗褐色土 ローム位少ない

2層暗褐色土 ローム粒少ない

3層暗褐色土 ローム位世ないが. 2層よりやや$い

4層 暗褐色土 ローム鞍少ないが、ハードロームプロ yタを膏干青む

5層暗褐色土ハードロームプロック大量
6層暗褐色士 ローム粒少ない
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SX7 土居説明
1層暗褐色土 ローム桂、慢土粒を含む、しまり晶り

2層褐色土 ローム粒を含む.粘性あり

3層 明褐色土 ローム粧を官む、しまり晶り
4層明褐色土 ローム魁を官む
5層暗褐色土 ローム粧を含む、しまりあり
6眉黒褐色土ローム粧を官む、粘性晶り
7層褐色士 ローム粧を$(含む

自層褐色土 ローム敏を$(含む、しま 1)あり

11111-耐||il而耐_11111
。 4町、

。 lOan 

第109図 SX1・5・7
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5 中世以降

土坑

SX 6 (第110図、図版27)

いわゆる粘土貼土坑と呼ばれるもので、堀方面に厚さ10cmほどの白色粘土を貼り付けている。D4-02グ

リッドに住置する。平面形態は堀方上端長軸2.5m、短軸1.9m、下端長軸1.6m、短軸 1mの楕円形で、底

面は平坦で、ある。深さは粘土を貼った底面から40cmを測る。出土遺物には鉄製の万子の破片がある。一般

に中世の墓坑として認識されているもので、周辺に中世墓坑群が発見されていないので、単独に造られた

ものであろうか。

溝

SD 1 (第110図)

調査地区を南北に分断する道路に沿うように、その南側に平行に直線的に走る。断面形態は逆台形で、

堀方上端幅1.4m、下端幅0.8m-1.2m、深さ25cm前後を測る。底面の南側立上がりには直径30cm前後、深

さ15叩ほどの小ピットが不規則に並ぶ。これは柵列の木杭の痕跡であろう。覆土はローム粒を含む暗茶褐

色を呈している。道路として使用された硬化面などの痕跡は認められない。時期は中世末期以降と考えら

れる。

6 遺構に伴わない遺物(第111図、図版63)

ここでは住居などの遺構の覆土中から出土した遺物でも、他の遺物と著しく時期が異なるものや、調査

途中で一括して取り上げたものをまとめて紹介する。 1は土師器杯で、約1/2が残存している。口径12.0

cm、最大径13.8cm、器高3.2cmを測る。内面はへラミガキ、外面はへラケズリしているが、その後磨滅して

いる。 2は土師器杯で、口径推定11.6cm、器高4.5cmを測る。内面は丁寧なへラミ 7ゲキ、外面はへラケズリ

後粗いへラミガキ調整を施す。 3は手づくね杯形の土器片である。口径推定7.0cm、底径推定4.0cm、器高

3.6cmを測る。 4は土師器高杯の脚部のみ完存している。歪みが著しいが堅牢な作りで、重量感がある。脚

径9.5cm、脚高は4.4cmを測る。 5は土師器高杯の接合部片で焼成が不良のため器面調整がはっきり分から

ない部分あり。 6は土師器高杯脚部で外面には明瞭にへラケズリ痕が残る。内面には粘土紐巻き上げ痕と、

へラケズリ痕が残る。脚部接地面が平坦に磨滅しており、別の用途で再利用されていた可能性がある。 7

は土師器杯片で、内面を黒色処理する。口径は推定11.2佃で、ある。 8は土師器杯で、 2/3が残存している。

口径推定16.0cm、底径11.7cm、器高4.9cmを測る。底部は静止糸切り後へラケズリ調整、立ち上がりは回転

へラケズリである。表面は赤色を主体としており、赤彩土器の可能性もある。 9は白色砂粒を多量に含む

在地産の須恵器杯である。 SI36の覆土中から出土している。口径推定13.3cm、底径推定7.6cm、器高3.6cm

である。 10は土師器杯で、内面は非常に丁寧なへラミガキのためミガキの方向及び単住は分からない。外

面は底部を含めてへラケズリ後へラミガキ調整を施す。口径推定14.6叩、底径6.2cm、器高3.3cmで、ある。

11は土師器高台付杯の底部及び高台部である。高台径9.4cm、高台高2.3cmを測る。 12は肩部のかなり張る

須恵器短頚壷の破片である。最大径は24.0mmを測る。肩よりやや下に2条の沈線が巡っている。胎土は白

色砂粒を含み、黒色粒子の吹き出しが見られる。また、外面には厚く自然粕が付着している。東海産と考

えられる。 13は須恵器聾の底部のみ完存している。胎土中には徴砂粒多量に含み、在地産と考えられる。

底部には板目痕が残る。 14は土師器底部を再利用した紡錘車と考えられる。片面に回転糸切り痕を残して
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SX6 土層説明
I層暗褐色土 ローム粒白色粘土を多く含む

2層暗褐色土 ローム粒を多〈含む

3層暗褐色土ロム粒を合む

4層禍色土 ローム粒を多く古む、粘性有

5層 白色粘土 ローム粒を古む、かたくしまる

6層黒褐色土 ローム粒を少量宮む
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いる。 15は土製紡錘車片で、最小径28mm、最大径56mm、高き32皿を測る。約1/2が残存する。胎土中には0.5

凹前後の砂粒を多量に含む。 16は直径18mmの棒状土製品で、表面は滑らかに仕上げられている。 17は土製

の勾玉である。色調は赤褐色である。 18は常滑産指鉢の口縁片である。内面には自然紬が付着している。

19は環状の鉄製品である。かなりボロボロしている。 20は鉄製の釘である。 21は5135覆土中から出土した

粘板岩製の硯である。陸より下が欠損している。背面には「亥」の線刻がある。

第3節まとめ

l 旧石器時代

発掘調査時に第 1ー第4ユニットに分割された石器集中地区は、本報告において便宜的に石器集中 1

-9に細分を行った。器種別分類・母岩別分類・石器群の様相等を勘案すると石器集中 1-5と石器集中 6

-8と石器集中9の3プロック内での関連性が浮彫りになった。各プロックを概観してまとめに代える。

なお、第3プロックは質量共に小規模であるので割愛する。

0第1ブロック 石器集中 1-5に相当する。石器群はほぽ東西に直線的に並ぴ、その分布範囲は長軸

30m、短軸10m!こ広がる。器種組成はナイフ形石器3点、小石刃 7点、模形石器6点、削器1点、斧状石器

1点、石核6点、敵石3点、磨石1点、 R剥片 3点、 U剥片4点、剥片62点、砕片4点、喋11点の合計118

点である。石材の構成は硬質頁岩23点、珪質頁岩16点、黒曜石2点、ホルンフェルス2点、砂岩25点、流紋

岩25点、安山岩11点、その他14点である。第2プロックとの比較で注目される器種・石材は、やはり小石刃

と硬質頁岩の偏在性であろう。しかしながら、そのような小石刃生産と密接した関係にある硬質頁岩の制

片・砕片類は少なく、またそれに関係する接合関係も確認できないことは、遺跡内での小石刃生産は活発で

はなかったのかもしれない。以上のように器種別・母岩別分類を概観したところ、本プロックは遺跡外から

の搬入品を中心として、小石刃生産に関係する石器群を主体としていることが分かった。

0第2ブロック 石器集中 6-8に相当する。石器群は南北に延ぴ、長軸約20m、短軸約12mの範囲に広

がる。器種は、ナイフ形石器1点、模形石器14点、石核4点、敵石1点、 R最IJ片3点、 U剥片5点、剥片

107点、砕片25点、喋31点で構成され、合計191点が検出された。石材は硬質頁岩5点、珪質頁岩7点、ホル

ンフェルス72点、砂岩20点、緑泥片岩31点、安山岩20点、凝灰岩8点、チャート16点、その他12点で構成さ

れる。第2ブロックでは模形石器が特に多く、石材も同石器製作に関係するホルンフェルス、砂岩等が目

立って出土している。さらに剥片・砕片も第1ブロックと比較しでも多量に検出され、実際に模形石器の製

作作業を行った状況を示している。破損喋を中心とした喋群が2基存在するが、それらは剥片・砕片の垂直

分布から遊離しているょっで、同時期であるのか即断はできない。

上述したように、第1ブロックは大形石刃素材を利用した小石刃生産を特徴とする石器群であった。こ

のような石器群はー鍬田甚兵衛山西遺跡(空港NO.16遺跡)、香山新田中横堀遺跡、1)(空港NO.7遺跡)、滝東

台遺跡、宮内遺跡2)などで、「純粋な形」で検出されている。「純粋な形jと述べたのは、利用石材に質の良

い硬質頁岩を主体的に用いているということである。対して、一本松遺跡の石材組成は、硬質頁岩はその

他の石材と比較して突出した割合を示さず、逆に客体的な存在であるといえる。また、硬質頁岩を主体と

する前述の石器群では石器組成も小石刃生産に関係するものが主体を占め、それらの接合関係も顕著に見

られる。硬質頁岩が客体的に存在する一本松遺跡の石器組成は、小石刃生産に関するもの以外には剥片素

材の模形石器が組成に加わる現象が見られる。このような一本松遺跡と同様な石材構成・石器組成のあり方
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を示す石器群に多古町の千田台遺跡3)がある。千田台遺跡、は当該石器群のみで構成され、同一文化層に属す

る石器集中地点が27か所検出されている。石器はナイフ形石器39点、台形石器15点、尖頭器1点、彫器2

点、削器10点、掻器13点、模形石器78点、石核59点を初めとして、合計1590点が出土している。利用され

る石材は、珪質頁岩35%、安山岩25%、黒曜石12%が主体を占め、チャート・ホルンフェルス等がそれ以外

を補っている。珪質頁岩とそれ以外の石材との比率において後者の方が主体を占め、模形石器が特徴的に

組成する点では一本松遺跡と千田台遺跡は強い類似性が指摘できる。しかしながら、千田台遺跡では、台

形石器や特徴的な円形のエンドスクレイパ一等が伴ったり、石材構成で黒曜石が多く組成したりと両遺跡

の相違性も見ることができる。

層住的には、ー鍬田甚兵山西・香山新田中横堀・滝東台・宮内遺跡等の純粋な石器群は羽I層を中心としてお

り、千田台遺跡がVI層下部-VII層上面を中心とした石器群であり、石器組成・石材組成の変遷を追うことが

できるとされている(新田19954)、矢本19963))。しかし、千田台遺跡にその様相の一端が近似する一本松遺

跡では、 VII層-IX層を中心に石器群が検出されており、層位的な連続性を見ることができない。

それを説明する一つの理由として、やはり山武から東総地域における原石利用の特殊性が挙げられよう。

当該地域では近隣で採取が可能と思われるチャートや砂岩、メノウの小円喋を利用し、両極技法を駆使し

て剥片剥離を行う石器群がVII層中から検出されている(高橋・奥田19865)、新田1991円。千田台遺跡や、一

本松遺跡では小円喋素材の石器はあまり見られないが、模形石器が石器組成の主体を占めることは再三述

べてきた通りであり、石材環境に連動した両極剥離技術が当該地域における重要な石器製作技術の一つで

あることを物語っている。また、山武都市文化財センターによって調査された、近接する「大綱山田台遺

跡群」からは、各地点において同様な石器群がまとまって検出されている(山武郡市文化財センター

1996)。今後は、それらとの比較検討が必要となろう。

2 縄文時代・弥生時代

縄文時代の遺構は今回の調査範囲内では検出きれなかったが、山武郡市文化財センターが調査を行った

一本松遺跡、7)内では、竪穴住居跡(中期)を初め、炉穴、陥穴、小竪穴などが検出されている。特に今回の

調査区の東側に隣接する台地縁辺部では縄文時代後期(堀之内期)の粘土採掘坑が調査されている。これ

は南側の谷から掘り始め順次掘り進み、粘土層面を円形に竪堀りし、粘土層の厚さに添って手(道具)の

届く範囲まで横掘するという特徴を有している。また、近くには加曽利B、安行期を主体とし、早期から晩

期までの土器を出土する沓掛員塚が所在し、これらのことから台地一帯に広く該期の遺構が展開している

と想定される。

弥生時代では、後期後半の嚢片が若干ではあるが出土しているが、本調査区内からは遺構は全く確認さ

れていない。

3 古墳時代から平安時代

山武郡市文化財センターによって報告されている一本松遺跡(以下山武一本松遺跡)報告書8)の成果を援

用して、今回の調査地点の結果を時代ごとに簡単に分析し、加えて特徴のある遺物を紹介してみる。

古墳時代以降では合計45軒の竪穴住居跡が検出された。内訳は古墳時代に含まれるものが16軒、奈良・

平安時代に含まれるものが22軒で、時期不明が7軒である。古墳時代の竪穴住居はすべて古墳時代後期で、
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山武一本松遺跡の年代観でいうところの第V期(古墳時代後期の、須恵器の杯身・杯蓋模倣の土師器杯が

杯の主体となる時期で、概ね5世紀の末葉から 7世紀の中葉までの年代)、一部VI期(奈良平安時代1期:

丸底を呈するロクロ未使用の杯が主体、 7世紀後葉から 8世紀の前半)に該当すると考えられる。古墳時

代後期の特徴は、住居によっては多量の土器が埋土中に含まれ、また、杯の口縁端が著しく磨滅している

ものが多数見られることから、住居がごみ捨て場として使用されていたことはもとより、供膳具類の使用

頻度の高さを読みとることができるとともに、安定的に集落が営まれていたことがうかがえる。

一方、奈良・平安時代の竪穴住居は、山武一本松遺跡、第VI期の途中、第四期(奈良平安時代2期:ロク

ロ使用、未使用の杯があり、箱形赤彩土師器杯や皿が現れる、年代は8世紀の後半から 9世紀の前半)、第

四期(奈良平安時代3期:土師器杯がほとんどロクロ使用のもので、高台が付くものや、内面を黒色処理

するものが合まれる、年代は9世紀後半以降)に含まれる。

そこで、今回の調査区検出遺構の遺物からその竪穴住居の時期を山武一本松遺跡の年代観に当てはめて

みると次のようになる。

山武一本松遺跡、第V期 SI 2・3・5・13・15・18・19・20・21・22・25・30・36・40・42・43・45

山武一本松遺跡第VI期 SI 14・26・32.35・37・39

山武一本松遺跡第四期 SI 4.6・7.8・11・16・17・24・38・44

山武一本松遺跡第四期 SI 23・27・33・41・46・47

この結果から調査区内の遺構の分布状況を見ると、第V期の竪穴住居は調査区全域に分布するが、特に

台地突端部に多く見られるようである。住居の規模は一辺が9m以上の大形住居から一辺4mに満たない

小形住居まで存在する。第VI期の竪穴住居は第V期に比べやや台地奥に住置する。住居の規模は一辺4m

-4.5m前後とほぼ一定である。第VII期の竪穴住居は再び台地縁辺に造られるようになる。小形で柱穴を持

たないものが半数を占める。第四l期の竪穴住居は逆にやや台地奥よりに見られるようになる。住居の規模

は一辺5m前後のものもあるが、一辺3m前後とかなり小型化し柱穴を持たないものが主体を占める。

ところで、調査区内の竪穴住居の終罵については、東金市久我台遺跡9)の成果を援用するならば次のよう

に考えられる。つまり、調査区内からは久我台奈良平安時代田期 (10世紀後半から11世紀代)に相当する

土師器高台付杯の足高の高台部片が出土しているので、少なくとも10世紀以降まで連綿として当遺跡が存

続していたことは確実だろうが、出土量が極端に少なく高台付皿もほとんど見られないので、主体となる

時期はその直前のほぽ9世紀代までのようである。掘立柱建物跡についても出土遺物が極めて少ないので、

はっきりしたことは言えないが、切り合うすべての竪穴住居より新しいので、奈良・平安時代に含まれる

ことは確実で、あり、その性格や竪穴住居との関連も今後検討しなければならないであろう。

遺物の特徴としては特に県内産須恵器杯・嚢・甑類の出土量が比較的多いことが挙げられる。久我台遺

跡では千葉市所在の中原窯や宇津志野窯を初めとした製品と考えられるものが多数存在するということか

ら、当地にも中原窯や宇津志野窯といった千葉市域産の須恵器が一定量供給されたものと考えられる。

また、山武一本松遺跡報告書でもふれられているように、文字資料が多いのが当遺跡の一つの特徴であ

る。出土墨書資料は記号や判読できないものを含めて写真図版64及ぴ第17表に掲載した合計23点である。

最も多いのが「万所j又は「所Jで、「万所jが3例、「所」が3例確認できる。そのほか「大立J2例、

「山」、「幡」、「上」が各1例挙げられる。

最後に今回の一本松遺跡の調査範囲はすでに調査された山武一本松遺跡の面積から比べれば圧倒的に狭
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く、また、遺構数についても比較にならないほどである。すなわち、今回の調査は極めて限定された範囲

内の調査であるため、そこから一本松遺跡全体の評価をするには大変危険で、あり、そのため今回の調査の

詳細な分析を述べることはあえてしなかった。今回の調査成果を既に成果が公表されている山武一本松遺

跡を含めた一本松遺跡全体の研究・評価の基礎的資料として提示するにとどめたい。

注

1 西日 徹 1984 iNo.7遺跡Jr新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書VLI(財)千葉県文化財センター
2 吉林昌寿 1994 i先土器時代Jr宮内遺跡発掘調査報告書.1(財)印施郡市文化財センター
3 矢本節朗 1996 r多古町千田台遺跡.1(財)千葉県文化財センター
4 新田浩三 1995 i下総型石刃再生技法の提唱Jr研究紀要16-20周年記念論集-.1(財)千葉県文化財センター
5 高橋博文・奥田正彦 1986 i遠山天ノ作遺跡Jr主要地方道成田松尾線III.I(財)千葉県文化財センター
6 新田浩三 1991 i出口遺跡Ji佐原市出口遺跡第 1文化層出土の模形石器Jr東関東自動車道埋蔵文化財調査
報告書VLI(財)千葉県文化財センター

7 青木幸一・吉田直哉・阿部信一郎 1994 r大網山田台遺跡群 1.1(財)山武郡市文化財センタ-
8 小林清隆・石本俊則 1995 r大網山田台遺跡群11.1(財)山武郡市文化財センター
9 萩原恭一・小林信一 1988 r東金市久我台遺跡.1(財)千葉県文化財センター
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第15表 竪穴住居跡計測表 ( )内推定値
遺構番号 主軸長×横軸長 方位 カマドの有無 カマド位置 床面積 壁高 i斐~高 主柱穴数 柱穴i菜浅ーi菜 その他 時期

51 1 (4.8m) X4.8m N-I0.-W 有 北西 (23.04m') 28佃 -34佃 不明 不明

512 6.8mX6.7m N-I0・w 有 北西 45.56耐 10叩ー28cm 4 64佃 -68叩 出入口ピット 1 古墳

51 3 3.7mX4.1m N-21"-W  有 北西 15. 17m' 14咽 -38咽 4 38叩 -50四 出入口ピット 1 古積

514 3.7mX4.1m N-62・ E 有輯旧l基fつ 東{北) 15.17m' 4叩 -30叩 。 出入口ピyト2 奈良・平安

515 9.4mX8.4m N-25.-W 有 北西 78.96m' 13咽 4 43田 -66咽 古墳

516 4.1mX4.1m N-60・ E 有 北東 16.81耐 22叩 -40叩 。 奈良・平安

51 7 4.4mX4.6m N-59・ E 有 北東 20.24m' 30佃 -45叩 40r5 16叩 -57咽 所属不明ピ yト有 奈良・平安

518 3.6mX3.6m N-12.-E 有 北東 12.96耐 。 。 奈良・平安

519 3.2mX3.6m N-11.-W 有 北西 11. 52m' 6咽 -22咽 。 不明

5110 (3.7m)X3.7m N-64・-E 不明 (13.69耐) 32叩 不明 不明

5111 4.9mX5.2m N-41.-W 有 北西 25.48m' 30咽ー54叩 4 57咽 -63佃 出入口ピ yト1 奈良・平安

5112 (遺構図なυ 古墳

5113 7.5mX7.6m N-30.-W 不明 57耐 34叩 3 80咽 出入口ピット 1 古墳

5114 3.4mX4.8m N-61"-E 有 北東 16.32耐 30叩 -54個 。 奈良・平安

5115 4.8mX4.8m N-32"-W 有 北西 23.04m' 2咽ー10咽 4 54咽 -56叩 出入口ピット 1 古墳

5116 5.2mX (5.2m) N-34・-W 有 北西 (27.04m') 。咽ー30咽 (2 ) 62咽 -80咽 奈良・平安

5117 3.8mX (3.8m) N-20.-W 有 北西 14.44m' 20咽ー30咽 (3 ) 34咽ー55叩 出入口ピ yト1 奈良・平安

5118 3.1mX (3.3m) N -20.-E 有 北京 10.23m' 14咽ー20cm 。 古墳

5119 6.0mX5.9m N-25"-W 有 北西 35.4耐 25佃ー40四 4 56皿 -71四 出入口ピット 1 古墳

5120 (5.8m) X5.8m N-51・ E 有 北東 33.64m' 40佃 4 45咽 -66咽 古境

5121 (N-17・-W) 不明 40岨 不明 古墳

5122 7.4mX6.7m N-44・w 有 北西 49.58耐 15岨ー20咽 4 45冊ー53咽 古墳

5123 3.1mx3.2m N-48.-E 有 北東 9.92m' 30咽 。 出入口ピット 1 奈良・平安

5124 (4.3m) X4.3m N-48・ E 有 北東 (18.49耐) 25咽ー50四 (2 ) 奈良・平安

5125 (7.5m) X7.2m N-24・-E 有 北東 (54m'・) 22叩 -32咽 4 56叩ー79佃 古境

5126 (5.3m)X5.7m N-15"-W 有 北西 (30.21m') 12佃 4 40叩 -73叩 出入口ピット 1 奈良・平安

5127 2.6mX3.0m N-25・-W 有 北西 7.8m' 20咽 。 奈良・平安

5128 3.5m;<3.5m N-62・ E 有 北東 12.25耐 8咽 -20咽 不明 不明

5129 5.0mX5.0m N-3.-E 有 北東 25.00m' 。佃 4 47叩ー75佃 不明

5130 6.4mX6.6m N-9.-W 不明 42.24m' 。岨 4 48叩 -78叩 出入口ピット 1 古墳

5131 3.7mX3.7m N-20・-W 有 北西 13.69耐 10咽 。 出入口ピット 1 不明

5132 5.1mX5.5m N-13・w 有 北西 28.05耐 10岨 -25咽 4 37佃 -68咽 奈良・平安

5133 3.7mX(3.7m) N-26・w 有 北西 13.69m' 30四 。 奈良・平安

5134 4.5mx3.9m N-I0"-W 有 北西 17.55m' 5咽 。 不明

5135 5mX5.3m N-5・-W 有 北西 26.5m' 30叩ー40咽 4 55咽 -73佃 奈良・平安

5136 4.8mX5.2m N-13・-W 有 北西 24.96m' 10冊 -30叩 4 42岨 -67咽 古墳

5137 4.5mX4.4m N-8"-W 有 北西 19目8耐 20冊 。 奈良・平安

5138 4.伽nX4.7m N-11"-W 有 北西 23.03m' 50冊 4 43咽 -58岨 出入口ピット 1 奈良・平安

5139 4.蜘nX5.6m N-20・w 有 北西 27.44耐 30冊 4 34四 -66岨 壁柱穴1 奈良・平安

5140 5.8mX5.9m N-11.-W 有 北西 34.22m' 。叩ー10四 4 60咽 -92岨 古境

5141 6.5mx6.5m (N-30・-W) 不明 42.25m' 35咽 -40咽 4 42叩ー57咽 奈良・平安

5142 5.2mX5.1m N-22"-W 有 北西 26.52m' 10叩ー25咽 4 62咽 -77佃 出入口ピyト1 古墳

5143 3.7mX3.7m N-11"-W 有 北西 13.69m' 40咽 。 ピット 1or 2 古墳

5144 3.1mX3.5m N-I0"-W 有 北西 10.85m' 25叩 。 奈良・平安

5145 6.6mX6.5m N-21"-W  有 北西 42.9m' 5叩 -30咽 4 53叩~ω佃 古墳

5146 4.9mX5.1m N-13・w 有 北西 24.99耐 30岨ー40岨 4 34咽 -78咽 奈良・平安

5147 (4.2mX4.2m) N-13"-W 有 北西 (l7.64m') 15咽 不明 奈良・平安
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第16表 遺構別出土土器破片数及びその比率 ( )内数値は土器総数に対する比率

みよ 土師器 土師器 土師器 土師器 須恵器 須恵器 須恵器 須恵器 総数 土師/全体 須恵/全体 時期

(品)杯・皿 褒・甑・査 その他 総数 杯・皿・椀類 褒・甑類 その他 総数 (%) (%) 

51 1 。(0) 12 (100) 。(0) 12(100) 。(0) 。(0) 。(0) 。(0) 12 100 。不明
51 2 258(29) 624 (70) 。(0) 882 (99) 11 (1) 。(0) 。(0) 11 (0) 893 99 古墳

513 40(10) 346(89) 。(0) 386 (99) 4(1) 1 (0) 。(0) 5(0) 391 99 古墳

51 4 211 (31) 383 (56) 。(0) 594(87) 56( 8) 35(5) 。(0) 91(13) 685 87 13 奈良・平安

51 5 366 (23) 1186(74) 。(0) 1552 (97) 20(1) 30(2) 。(0) 50( 3) 1602 98 2 古墳

516 62(24) 166(63) 。(0) 228(87) 18(7) 15(6) 。(0) 33(13) 261 87 13 奈良・平安

517 115 (20) 423 (75) 。(0) 538(95) 12(2) 19(3) 。(0) 31(5) 569 95 5 奈良・平安

518 122 (24) 346(68) 。(0) 468(92) 5(1) 33(7) 。(0) 38(8) 506 92 8 奈良・平安

519 造物なし 不明

5110 15(25) 44(73) 。(0) 59(98) 。(0) 1(2) 。(0) 1(2) 60 99 l 不明

5111 198 (22) 686 (76) 
1 (0) 

885(98) 11(1) 11(1) 22(2) 
(紡錘車)

。(0) 907 98 2 奈良・平安

5112 120(15) 668(84) 。(0) 788 (99) 5(1) 。(0) 。(0) 5(1) 793 99 l 
古墳;

遺構図なし

5113 469(29) 1113(70) 
2 (0) 

1584(99) 13 (1) 
(干づ(ね・描量車)

6(0) 。(0) 19(1) 1603 99 1 古墳

5114 62(19) 256(78) 。(0) 318 (97) 4(1) 5(2) 。(0) 9(3) 327 97 3 奈良・平安

5115 99(21) 367 (78) 。(0) 466(99) 5(1) 2(0) 。(0) 7(1) 473 99 1 古境

5116 58(9) 565(89) 。(0) 623(98) 9(1) 6(1) 。(0) 15(2) 638 98 2 奈良・平安

5117 135(14) 782(83) 。(0) 917 (97) 21(2) 7 (1) 。(0) 28(3) 945 97 3 奈良・平安

5118 16(21) 53(71) 。(0) 69(92) 6(8) 。(0) 。(0) 6(8) 75 92 8 古墳

228(18) 1023(79) 
3 (1) 

1254 (98) 5(1) 16(2) 21 (2) 5119 。(0) 1275 98 2 古墳
(手づ(ね・旬到

5120 102 (17) 489(82) 。(0) 591(99) 5(1) 1 (0) 。(0) 6(1) 597 99 1 古墳

5121 6(32) 13(68) 。(0) 19 (100) 。(0) 。(0) 。(0) 。(0) 19 100 。古墳
5122 128(38) 197(57) 。(0) 325 (95) 13(4) 3(1) 。(0) 16(5) 341 95 5 古墳

5123 17(14) 99(80) 。(0) 116(94) 4(3) 3(3) 。(0) 7(6) 123 94 6 奈良・平安

5124 112(20) 424 (76) 。(0) 536(96) 6(1) 11 (2) 5(1) 22(4) 558 96 4 奈良・平安

5125 577(22) 1861 (73) 。(0) 2438(95) 79(3) 50( 2) 。(0) 129(5) 2567 95 5 古墳

5126 89(19) 373(78) 。(0) 462(97) 13( 3) 1(0) 。(0) 14(3) 476 97 3 奈良・平安

5127 110(20) 397(74) 。(0) 507 (94) 11 (2) 21(4) 。(0) 32(6) 539 94 6 奈良・平安

5128 2(33) 1(17) 。(0) 3(50) 1(17) 2(33) 。(0) 3(50) 6 50 50 不明

5129 。(0) 1(50) 。(0) 1 (50) 1(50) 。(0) 。(0) 1(50) 2 50 50 不明

5130 6(10) 54(85) 。(0) 60(95) 2(3) 1 (2) 。(0) 3(5) 63 95 5 古繍

5131 6(6) 87(91) 。(0) 93(97) 3(3) 。(0) 。(0) 3(3) 96 97 3 不明

5132 102 (17) 462 (78) 。(0) 564 (95) 15(3) 12(2) 。(0) 27(5) 591 95 5 奈良・平安

5133 25(19) 93(70) 。(0) 118(89) 10(7) 5(4) 。(0) 15(11) 133 89 11 奈良・平安

5134 140 (39) 186(53) o (0) 326 (92) 13(3) 16(5) 。(0) 29( 8) 355 92 8 不明

5135 161(18) 691 (77) 5 (0) 857 (95) 6(1) 36(3) 3 (1) 45(5) 902 95 5 奈良・平安

5136 94 (15) 480(79) 。(0) 574(94) 19(3) 20(3) 0(0 ) 39(6) 613 94 6 古墳

5137 172 (18) 725(75) 。(0) 897(93) 47(5) 22(2) 。(0) 69(7) 966 93 7 奈良・平安

5138 387 (23) 1095(65) o (0) 1482(88) 106(7) 85(5) 。(0) 191(12) 1673 89 11 奈良・平安

5139 70(13) 434 (80) 。(0) 504 (93) 15(3) 21(4) 。(0) 36(7) 540 93 7 奈良・平安

51'40 75(28) 178(68) 。(0) 253 (96) 9(3) 2(1) 。(0) 11 (4) 264 96 4 古墳

5141 193(17) 909(79) 。(0) 1102(96) 13(1) 37(3) 。(0) 50(4) 1152 96 4 奈良・平安

5142 56(21) 201 (75) 。(0) 257(96) 2(1) 10(3) 。(0) 12(4) 269 96 4 古墳

5143 62(36) 95(56) 。(0) 157 (92) 2(2) 12(6) 。(0) 14(8) 171 92 8 古墳

5144 40(16) 184 (72) 。(0) 224 (88) 18(7) 13(5) 。(0) 31(12) 255 88 12 奈良・平安

5145 258(30) 573(67) 。(0) 831(97) 7(1) 13 (1) 5 ( 1 ) 25(3) 856 97 3 古墳

5146 256(30) 489 (57) 4 (1 ) 749(88) 38(4) 66(8) 。(0) 104 (12) 853 88 12 奈良・平安

5147 182 (73) 43(17) 1 ( 1 ) 226(91) 4(2) 17(7) 。(0) 21 (9) 247 91 9 奈良・平安
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第17表墨書土器一覧

番号 遺 構 挿図番号 器 種 墨書文字 墨書位置 遺物番号 備 考

1 SI 4 9 土師器・杯 万所 底部外面 41・59

2 SI43 土師器・皿 万所 体部外面 5 

3 SI16 2 士師器・杯 万所 体部外面 3 

4 SI13 土師器・杯 所 体部 206 

5 SI33 4 土師器・杯 所 体部・底部 10 

6 SI46 5 土師器・杯 所 体部外面 3.8 

7 SX4 8 土師器・杯 幡 底部外面 1 

8 SX4 9 土師器・品台付杯 上 品台裏 1 

9 SI37 土師器・杯 大立 底部外面 I 

10 SI39 土師器・杯 大立 底部外面 10 

11 F4-64 土師器・杯 体部外面 1 

12 SB 18 土師器・杯 底部外面 1 

13 SB 10 土師器・杯 山 体部 1 

14 F4-68 土師器・杯 底部外面 1 

15 SB 9 土師器・杯 底部外面 10 

16 SI46 土師器・杯 底部外面 2 

17 SB 6 土師器・杯 底部外面 7 

18 SI39 土師器・杯 体部内面 11 

19 SB 17 須恵器・杯 底部外面 2 

20 SI17 土師器・杯 体部外面 1 

21 SI47 土師器・杯 所 体部 1 

22 SI13 土師器・杯 体部 206 4と同一

23 SI 6 5 須恵器・杯 g8 体部外面 2.15・19
(図版64に対応する)

第18表へラ記号土器一覧

遺構 挿図番号 記号 器種 遺物番号 | 
SI6 9 〉に 須恵器・杯 12 

SI7 4 人 須恵器・杯 34 

SI20 4 × 須恵器・杯 11 
SI45 3 メー 土師器・杯 12 

SI45 4 メ 土師器・杯 17・19・46

SI35 1 〉く 土師器・杯 1 

SI33 9 グX 須恵器・嚢 8 . 13 
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第 3章山田台No.6 -2遺跡、

第 1節立地及び調査の概要

調査区は、一本松遺跡調査区北端から北へ210mの所に位置し、同一台地上にあるため遺跡としては連続

した同一遺跡と考えられる。調査地区周辺は調査前は畑であった。平成5年1月11日から表土除去を開始

し、遺構精査及び遺物取上げを同年1月29日まで行い終了した。調査範囲は道路路線内でしかも地形との

関係で南北長さ59m、東西底辺長さ 8mの南北方向に極めて細長い三角形状を呈する。調査対象面積は172

m'である。遺構は調査区南端で竪穴住居1軒、調査区北端で重複して 4軒の合計5軒検出した。また、調

査区全体に著しい撹乱を受けているため、遺構の残存状況や、重複関係がはっきりしない箇所もある。よ

って遺物も比較的少ない。下層は2か所計7m'の確認調査を実施したが(第112図)、遺物・遺構は確認で

きなかった。

第112図 下層確認調査グリッド配置図
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第2節遺構と遺物

1 奈良・平安時代

竪穴住居

SI 1 (第114図、図版68・70)

調査区南端で一部調査区外にかかるように検出した。主軸はN-160-Wである。主軸長は4.4mX4.4m

である。床面積は19.6m'である。壁高は42叩で、ある。かまどは北側壁中央近くにあり、左袖外側から壁に

かけて撹乱を受けている。周溝は調査範囲内では確実に全周している。主柱穴は確認できない。

遺物は土師器杯5点、同高台付杯1点、須恵器杯5点(県内産3、常陸産1、その他1)、土師器饗26点、

同鉢1点、須恵器嚢6点(すべて県内産)、同瓶1点で総点数45点になる。 1は土師器杯で、底部は丸底に

近いが、立上がりは明瞭である。外面底部にはへラによる「十」字の記号が認められる。口縁端が内面に

傾斜するように磨滅している。また、内面には細かな傷がついている。全体に磨滅が進み調整単位がはっ

きり分からない。 2は土師器鉢で、体部中央よりやや上が最大径となる。口縁はヨコナデ調整で、口縁端

は磨滅している。外面はへラ削り調整、内面はへラナデによる器面調整後丁寧なヨコナデ調整を施す。 3

はいわゆる常総型費の体部片で、体部外面に縦方向の粗いへラミガキ調整を施す。胎土には雲母細粒やo.
5mm-2 mmの白色砂粒を多量に含む。

SI 2 (第115・116図、図版68・70)

かまどは右袖一部を残し、ほぽ全体に撹乱を受けている。北西コーナーは調査区域外になる。柱穴はな

い。かまどは北側壁中央に位置する。床面の中央部は硬質の床面である。主軸3.6m、直交する軸は推定3.8

mを測る。面積は13.68m'である。壁高は30仰を測る。

土器類は土師器杯2点、須恵器杯3点、土師器か須恵器かはっきり判断ができない杯2点、土師器嚢40

点、土師器甑1点、須恵器饗12点(県内産10、不明 2)の計60点である。 1-3は須恵器であり、 1は杯の

口縁部片である。 2は聾片で、外面に平行タタキメが明瞭に残る。内面には指の圧痕がある。 3も聾であ

り、同様に外面に平行タタキメが残る。

4は滑石製紡錘車で、上面直径31mm、底面直径35mm、中央に直径7mmの孔を穿つ。孔端部からは放射状

に無数の傷が付く。上面の孔横には鋭利なもので器面を削って「千」という文字を彫っている。重量21.7 

gである。 5は鉄製紡錘車である。

SI 3 (第115・117図、図版69・70)

SI 2及ぴSI5と重複する。かまど位置不明。 SI2・SI5の方が新しい。住居一辺の長さは重複により

はっきり分からないが、 5mを超えることはない。

遺物は総点数106点で、内訳は須恵器杯23点(県内産14、常陸産5、他地域産3、不明 1)、土師器杯22点

で、外面体部をへラ削りするものや、赤彩するものを合む。須恵器警は18点(県内産17点、不明 1点)、土

師器嚢は52点である。

1はロクロ土師器杯で、底部には粘土が縞状に見え、粘土紐巻上げ痕がはっきりと観察できる。口縁端

は少々磨滅している。内面には焼成時にひぴが入る。底部と立上がり部分はへラ削り調整である。体部は

直線的に延びる。底部中央部が器厚が最も厚くなる。全体に器厚が厚くしっかりとした作りである。 2は

ロクロ土師器杯であり、内外面に赤色塗彩が施されている。 3は土師器杯で、内面には組いへラミ 7ゲキ、

外面には粗いへラ削り調整を施す。 4はロクロ土師器杯であり、底部外周と体部下端に回転へラ削りが施

一151一
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され、底部中央に回転糸切り離し痕跡が残存する。 5は須恵器要であり、外面に平行タタキメが見られる。

6は土師器嚢で、外面は上方が縦方向のへラ削り、下方が横方向のへラ削りである。内面はへラによる横

方向のナデ。口縁端が2段になる。

SI 4 (第115・118図、図版69・70)

住居南側に大きく撹乱を受けている。それによって住居の規模ははっきり分からないが、 5mを超えるこ

とはない

遺物は土師器杯1点、須恵器杯2点(常陸産1、その他1)、須恵器嚢4点(県内産)、土師器聾小片42点

の計49点である。 1は須恵器杯で、口径13.0cmを測る。底部及び立上がり部は回転へラ削り調整を施す。

立上がりの稜線は明瞭で、ある。内外面とも火樺が見られる。胎土には白色徴砂粒を多量、白色針状物質を

少量含み、轍密である。底部には「十」字のへラ記号が刻まれている。生産地は県内と考えられる。 2は

土師器嚢の破片で、口縁端が一条の沈線が入り、やや膨らむ感じがある。 3は土師器嚢で体部はへラ削り

によって、厚さ 3mm-5mmtこ仕上げられている。口縁部に歪みがあり、胴径、口径にはかなり幅を持たせ
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3 

て考えた方が良い。口縁部内面には粘土の接合痕が見られる。 4は土師器嚢でへラ削りによって器厚を著

しく薄く整形している。内面はへラナデ調整を施す。

SI 5 (第115図、図版69)

住居北側壁とかまど北側に撹乱を受ける。かまどは北側壁中央に位置する。主軸はN-20-Wである。

住居の東側約3分の2は調査区域外になる。一辺の長さ推定3.6mである。残存壁高30cmである。

遺物はほとんどない。

2 遺構に伴わない遺物(第119図、図版70)

遺構外出主遺物は須恵器嚢16点、同杯4点、土師器嚢41点、同杯1点及び鉄器である。

第119図1は鉄製のノミ状工具であり、刃部から茎部の上半部までが残存している。 2は鉄鍛の棒状部の

破片と考えられる。この中の須恵器は竪穴住居内から出土した遺物より時期的に遡るものが多い。
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第3節まとめ

本遺跡からは5軒の竪穴住居跡が検出された。遺構の時期についてはSI1は8世紀中葉、 SI2は9世紀

前半、 SI3は8世紀後半、 SI4は8世紀代3四半期にそれぞれ比定でき、 8世紀中葉から 9世紀前半まで

の変遷を追うことが可能で、ある(SI5については正確な時期は不明で、あるが、住居跡の重複がSI3よりも

新しいことが判明している)。これらは前述の一本松遺跡と同様に山武一本松遺跡の中に包括されると考え

られ、 5軒という少ない竪穴住居数にもかかわらず本遺跡の遺構の時期に差があるのは、大遺跡の一端を

発掘したからにはかならないであろう。ちなみに、山武一本松遺跡の時期区分1)ではVI期.VII期に当たるも

のと考えられる。

なお、遺物に関しては、 SI1出土の「千」字銘の線刻された石製紡錘車とSI4出土の「十Jのへラ書き

された須恵器杯が特筆される。このSI4出土の須恵器杯は胎土に白色針状物質が見られ、底部全面回転へ

ラ削り、火棒の痕跡等技法上の特徴、細部の形態から、永田・不入窯の製品であると考えられる。現在ま

でのところ、永田・不入窯跡の出土須恵器の中で、焼成前にへラ書きされたものの出土例はわずかであり、

今回の出土は貴重な例と言えるであろう。なお、この須恵器杯は永田・不入編年のIII期町二相当すると考え

られる。

i宝

1 小林清隆・石本俊則 1995 r大網山田台遺跡群11.1(財)山武郡市文化財センター
2 郷堀英司・小林信一 1993 1m 各論 Jr千葉県文化財センター研究紀要.114 (財)千葉県文化財センタ
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第 4章山田水呑遺跡、

第1節立地及び調査の概要

調査区は、昭和49年から昭和50年にかけて発掘調査された山田水呑遺跡から南に50mの所に住置する。同

一台地上にあり、本遺跡も同ーの遺跡と認識できる。

山田水呑遺跡は、太平洋に注ぐ真亀川水系の支流である小野川と印施沼に流入する鹿島川水系によって

浸食された標高60m-70mの台地上に佐置している。ちなみに今回の調査区域の標高は70mである。

発掘調査は昭和63年7月1日から開始し、 7月7日まで上層遺構の確認調査を実施した(第121図)。大部

分の確認調査グリッドから遺構を検出した結果、調査区域全面(580m')が本調査となった。下層の確認調査

は上層本調査と並行しながら 7月8日から 7月21日まで実施し、 2mX2mの確認調査グリッドの 2か所

から石器が出土し、 70m"の下層本調査を実施した(第122図)。調査がすべて終了したのは7月29日である。

遺構は縄文時代の陥穴2基、奈良時代の竪穴住居跡2軒、中・近世の土坑1基、溝2条を検出した。下

層の調査では石器集中地点2か所、石器27点を検出した。

ヒニニニニ
40m 。 40m 

第121図 上層確認調査グリッド配置図 第122図下層確認調査グリッド及び下層本調査グリッド配置図
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第2節遺構と遺物

1 旧石器時代

(1)概要

山田水呑遺跡では 2か所の石器集中地点が検出された。両者は隣接し、 8mX4mの範囲に広がる(第123

図)。出土石器の総点数は27点であり、質量ともに小規模なものである。特に主要な利器が検出されず、石

器群の時間的位置付けが、発掘時の出土層住に頼らざるを得ない状況にあるが、剥片剥離技術、石材など

から検討していきたい。

層序 調査時の立川ローム層の分層において、 III層・ IV-V層・ VI層・ VII層.YIU層が記されていた。各

層序の明確な土層説明がなかったため堆積状況を調査担当者に確認した結果、今日一般的となっている立

川ローム層の土層細分(島立・新田・渡辺 1992) と、以下のような対応関係にある(第123図)。

III層はソフトロームである。ソフト化によって下位に住置するIV層・ V層の多くが、波状を呈する本層

にとりこまれ確認が困難となっている。VI層はATを含み、上下の層と比較して相対的に明るい色調を呈し

ている。層厚から、下位へ拡散しているATをも含んでいると思われ、今日一般的に言われているVII層がVI

層の下半部分に含まれると考えられる。よって、調査当時にいうVII層の大部分はIX層に、 V皿層はX層に対

応するものと考えるのが妥当で、あろう。石器の出土層位は現在一般的な呼称でIX層上部に位置する。

再度、 AT降灰以前の層序についてその対応関係を確認すると、 VI層下半部からVII層上面(調査時)→VII層

(第2黒色帯上半部). VII層(調査時)→IX層(第2黒色帯下半部).YsI層(調査時)→X層(立川ローム層最下層)

となる。

( 2 )石器集中(第123図~第125図、第四・ 20表、図版71・75・76)

石器群は調査区中央に位置し、石器集中は視覚的に 2か所認められる。東側に分布する石器集中は 3mX

3mの範囲に散漫に広がる。石器の出土点数も 8点と小規模である。この石器集中に隣接して、もう一つの

石器集中地点がある。これは 3mx4mの範囲にやや集中して石器が広がるが、出土点数は19点とやはり小

規模な石器集中地点である。今回は便宜的に前者を、石器集中 1、後者を石器集中 2と仮称する(第123

図)。両石器群とも出土層住は調査時において刊層上部とされ、同一文化層と捉えられる。 VII層上部は第2

黒色帯下半部のIX層上部段階に相当する。

器種構成 両石器集中から出土した石器は、削器I点、石核1点、使用痕のある剥片(以下、 U剥片と呼

ぶ)1点、剥片20点、砕片 3点、喋1点の合計27点で構成され、主要な利器を欠いた貧弱な内容となってい

る。平面分布では、石器集中 1に削器、微細剥離痕のある剥片が検出され、石器集中 2では剥片・砕片・

石核という剥片剥離に関するものがやや偏在して検出された。

削器(第125図7)の素材剥片は背面が自然面に覆われた幅広の剥片であり、縦住に折断されている。折

断の時期は使用に伴うものか否か不明で、ある。縁辺をやや不揃いに調整を施して刃部を形成している。

石核(第124図6)は打面転位を繰り返すことによって、作業面と打面が入れ替わり最終的に盤状石核状

を呈する。いずれにしても、幅広で寸詰まりな剥片剥離を目的としたものと考えられる。黒曜石製である。

石核と同一母岩と思われる剥片が出土しているが接合関係は確認できなかった。

母岩構成 黒曜石、安山岩、メノウの3種に限定される単純な石材構成を示している。黒曜石は1母岩

に限られ、爽雑物を含み、余り透明感のないものである。メノウも 1母岩に限られ、背面に自然面を持つ

ものが主体的で、、自然面は水磨を受けた痕跡を持ち、剥離面とも全体的に白色を呈する。一部には褐色を
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帯びた部分も見られる。安山岩は3つの母岩に分類される。安山岩lは風化剥離面・自然面ともに灰色を

呈する。喋面はきめが細かい。安山岩2も同様な風化剥離面・自然面を持つが、安山岩 1よりも色調はや

や明るく白色の不純物を特徴的に含む。安山岩3はさらに白色を帯びた明るい灰色を呈し、縞状の模様を

もっ特徴的な母岩である。

平面分布を見ると、明確に 2つの石器集中毎に石材の偏在性が看取される。メノウ 1と1点を除く黒曜

石1、安山岩 1の多くが石器集中 2に集中し、安山岩 1を含む安山岩2・3が石器集中 1に分布している

(第123図)。

第19表石材と器種構成

削器 石核 uill片 調j片 砕片 磯 合計 !組成準%

安山岩1 9 1 10 37.04 
安山岩2 l l 2 7.41 
安山岩3 l 3.70 
黒瑠石1 l 1 4 2 8 29.63 
メノウ 1 5 5 18.52 
頁岩 1 3.70 

主将 f....3:¥o----j----/io ----f ----3 :¥O----j ふ.----f--l/-ii---jふlJbb-j! ? 

第20表旧石器観察表
挿図
グリッド

遺物
器種
最大長 最大幅 最大厚 重量 打面 打面 打角 背面構成 調整角 間整 折菌

末端
母岩

接合備考番号 番号 mm 剛n mm E 形状 調整 CISI 1 IIIIIIIIIV 部位 部位 番号

l 3 B-20 2 剥片 38.5 3l.5 15.3 16.60 平坦 106 。 2 R F メノウ 1 1 
2 3 B-30 8 最11片 38.5 3l.7 13.8 12.22 線状 4 l FI;lノウ 1 I 
3 3 B-30 14 最IJ片 23.5 28.5 7.4 5.34 自然 。 B メノウ 1
4 3 B-30 16 和l片 39.4 42.8 17.9 25.20 2 $ 113 。 3 F メノウ 1
5 3 B-21 2 U最IJ片 18.2 35.9 1l. 7 5.20 。 H F 黒隠石l
6 3 B-30 3 石核 29.8 43.0 20.4 17.22 黒曜石1
7 3 B-22 1 削器 45.1 32.5 11.8 18.43 平坦 頭部 105 。 1 R 安山岩2
8 3 B-31 l 新l片 32.5 34.1 6.5 7.09 平坦 92 4 1 F 安山岩3
9 3 B-31 2 ~J片 17.0 25.2 7.8 3.37 点状 。 1 I 2 F 安山岩 1
10 3 B-30 2 者Ij片 22.2 27.5 6.5 3.48 平坦 66 。 l H 安山岩1
11 3 B-30 17 ~J片 52.5 40.7 22.6 4l. 77 平坦 頭部 110 。 6 I 1 F 安山岩 l 2 
12 3 B-30 15 事IJ片 32.9 38.9 1l.8 12.13 平坦 129 。 2 H 安山岩1 2 

ー，・・・・ー ------ーーー ー，・ーーー -・・・ーー・. ーーーーー--- ー--・・・・ー -・・・・ーーー ー-ーーーーーー -・・・ーー・. ・ーーー・-- ーーーー ---- '・-- ーー・. ーー.ーーーー・ ーーーーーー ー・・ーー司 -・・ー ーー・--ーーーーー ーーーー

3 B-30 9 ~J片 20.0 14.3 7.9 l.34 平坦 110 1 1 L FI;lノウ l
3 B-21 1 砕片 4.0 9.2 2.2 0.15 F 安山岩 l
3 B-30 6 剥l片 33目5 14.0 5.5 l. 78 自然 1 1 R F 安山岩1
3 B-30 11 ~J片 11.5 16.2 4.6 0.72 平坦 108 1 F 安山岩 1
3 B-30 12 事jJ片 16.2 15.5 4.3 0.87 1 I 1 l H F 安山岩 l
3 B-30 13 ~J片 34.2 25.0 13.5 12.33 自然 。 1 1 F 安山岩1
3 B-31 3 和l片 15.4 23.2 9.4 4.01 1 MRL 安山岩1
3 B-31 4 事IJ片 17.0 30.3 7.1 3.91 平坦 116 2 I 1 l B H 安山岩2
3 B-20 1 最IJ片 7.0 1l.8 3.2 0.25 1 M 黒隠石1

3 B-30 1 最IJ片 20.6 14.8 6.1 l.51 点状 1 I 1 3 B 黒曜石1
3 B-30 4 最IJ片 10.1 16.0 3.2 0.44 2 I 1 H F 黒隠石1

3 B-30 5 砕片 9.8 10.3 7.8 0.54 点状 109 。 F 黒曜石1

3 B-30 7 最IJ片 15.1 14.1 4.2 0.64 l 1 1 H H 黒陥石1
3 B-30 10 砕片 5.9 6.1 l.8 0.06 F 黒曜石1
3 B-31 5 車聾 0.90 頁岩
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2 縄文時代

縄文時代の遺構は、 2基の陥穴を検出した。

陥穴

SX 2 (第127図、図版72)

A4グリッドから検出されており、 SD1に切られていた。平面形は楕円形を呈し、長軸長は3.1m、短軸

長は1.9mで、ある。深さは1.7mを測り、底面は平坦であり、壁はわずかにオーバーハングしている部分も見

られる。

SX 3 (第127図、図版72)

B3グリッドにあり、 SD1に切られて存在する。東側は調査区外に伸びる。平面形は長方形になるもの

と考えられ、横軸長は1.6mで、ある。深さは1.4mをilIlJり、底面は平坦で、ある。

遺物については検出することはできなかった。

亀・ー

70.4m 
a .-

。

3 奈良時代

-.a' 

一--a'

4m 

第127図陥穴

発掘区の北部から、竪穴住居跡2軒を検出した。

竪穴住居跡

SI 1 (第128図、図版73・74・77)

⑨ a 
3' 

69.6m 
a.- -'a' 

主軸長3.7m、横軸長4.1m、主軸方位はS-840 - Eである。床面積は15.17m'、壁高は25cm-30佃であ

る。覆土中にはロームブロックが含まれる。主柱穴は見られなかった。かまどは東壁中央にあり、袖部は

山砂を主体とした土で造られている。

出土土器は破片を含め162片、 2，021.8gが出土した。出土状況は覆土と床面直上のものがある。

1 • 2は須恵器杯である。 1は口径が12.4佃で、底径が8.2仰の箱形に近い形態で、底部に手持ちへラ削

りが施され、胎土に白色針状物質が含まれている。 3・4は土師器杯であり、外面には手持ちへラ削りが

なされ、 3の内面にはミガキが施されている。 5は土師器聾であり、胴部外面には縦方向のへラ削りが見
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。 4m 

511 土層説明

l層暗褐色土 ロームブロソクをやや$'(含む

2層黒褐色土 ロームプロソクを少量含む

3層暗褐色土 燈色スコリア粒を少量含む

4層 によい赤褐色士 ソフトローム混入

5層赤褐色土 ロームブロソクを多〈含む

'由・

i

国

ー
・
由

ー

;

E
m
m
@
l
 69.9m 

A・ 一.A'

。 1m 

511 かまど土層説明

I層暗褐色土 焼土を少量含む

2層暗赤色土 焼オをやや多く合む

3層赤褐色土 娩王、ロームプロソクを少量古む

4層赤色士 冊士

5眉赤色土 山砂が赤化したもの

6層構色土 山砂

7層 に。ぃ赤褐色士表土層を貼った層

。/2烹
~iS5r74 
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られる。 6・7は須恵器嚢の口縁部であり、 6の外面には平行叩きが施されている。

8は須恵器小型嚢である。色調は明褐色であり、胴部外面にナデと横方向のへラ削りが施されているた

め、一見すると土師器のようであるが、内面に無文の当て具痕が顕著に見られ、底部外面には通有の須恵

器嚢に見られるような縄目の圧痕が残存していることから、須恵、器と判断できた。 9は五孔式の須恵器甑

であり、胴部外面には縦方向の平行叩き、下端には横方向のへラ削りがなされ、内面には無文の当て具痕

跡が見られる。 9はS12からも破片が出土している。これらの須恵器は県内の製品であると考えられる。

10は鉄製万子の刃部片である。

SI 2 (第129-131図、図版73・77-79)

主軸長4.7m、横軸長5.2m、主軸方位はS-820 - Eである。床面積は24.44m'、壁高は50cm前後である。

主柱穴は4本であり、ほかに出入口ピットが見られた。かまどは東壁中央にあり、袖部は山砂を主体とし

て構築されている。煙道部は被熱で赤色となっていた。覆土は典型的なレンズ状堆積を示し、覆土中には

ローム粒が含まれる。

出土土器は 1軒の竪穴住居跡としては多く、 2，868片、 18，322.7gで、ある。床面直上から覆土上層までの

遺物が見られ、大半の遺物が流れ込み又は投棄によるものと判断できる。第130図の 1-13は須恵器であ

り、いずれも県内産のものである。 1は蓋の鉦部である。 2-12は杯であり、 2-9は底部外面と体部下

端に子持ちへラ削りが施されている。 10は底部及ぴ体部下端に回転へラ削りが施され、外面には火樺痕が

認められる。 11も底部及び体部下端に回転へラ削りが施されており、底部外面には「井」のへラ書きがな

されている。 12の底部には中央部に糸切り痕が残り、外周は子持ちへラ削りが施されている。 13は高台付

杯であり、高台部は貼り付け高台である。

14はロクロ土師器杯であり、静止糸切り後に底部外周及ぴ体部下端に手持ちへラ削りを施している。底

部の外面には「大山jの墨書が見られる。 15-19は土師器杯であり、口縁部の上半まで手持ちへラ削りが

なされている。 16-19の内面には横方向のミガキが施される。 20・21はロクロ土師器である。 20は小型品

であり、底部及び体部下端を手持ちへラ削り、体部内面のみこみ部に沈線を有する。 21は底部及ぴ体部下

端に回転へラ削りが施されており、胎土に白色針状物質を含む。 22はロクロ土師器高台付杯であり、高台

部は貼り付けられている。この遺物は時期が他のものより下がる可能性がある。 23・24は共にロクロ土師

器の口縁部破片であり、 23は内外面に赤色塗彩が施され、 24は内黒である。

25-43は土師器の嚢であり、 25は口縁部に最大径を有する長胴の薯である。 26-38はいわゆる常総型の

護であり、胴部外面には縦へラ削りが施されている。 41・42は武蔵型の護であり、 41は口縁部が「コJの

字状を呈し、 42は「く」の字状を呈しており、両者とも胴部上半は横方向のへラ削りが施されている。 43

は胎土に雲母を含む常陸地域の聾である。

44-47は土師器小型嚢であり、胴部上半外面はいずれも縦方向のへラ削りが施されている。 48は須恵器

壷の肩部破片であり、東海地域産と考えられる。 49-53は須恵器嚢であり、 49は千葉県産で、外面には粗

い平行叩きの痕跡が見られる。 50・51・53は東海地域産の嚢であり、外面には平行叩き、内面には同心円

の当て具痕跡が顕著に残る。特に53の当て具は単位が組いものであったと考えられる。 52は常陸地域産の

嚢の胴部破片であり、胎土に白色小石(1 mm-2 mm)を多量に含む。外面には横方向の平行叩きがなされて

おり、内面は無文の当て具痕が見られる。 55・56は須恵器甑であり、両者とも県内産のものである。 55は

五孔式の甑であり、 56は外面に縦方向の平行叩きと横方向のへラ削り、内面に無文の当て具痕が残存する。
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• S 1 2 土:帽説明
1府黒禍色土 樺色スコリア粒を少量含む

2層暗褐色土 樺色スコリア粒を多〈含む

3層暗赤褐色士 山砂を少量含む

4層暗赤褐色土 ロム粒を少量含む

5層時赤褐色土 ローム肢を~(含む

6層赤褐色士 ソフトロム起源層

7層 にぷい赤褐色土 ローム粒を少量含む

一.A'

-
-
E
 

E

。。h

S 1 2 かまど土層説明

l層黒褐色土 山砂を少量古む

2層暗赤褐色土 山砂と燈色スコリアを少量官む

3層晶褐色土 山砂を~(含む

ー.a' 4眉暗赤禍色士山砂を少量含む
5屑黒褐色土 娩土を少量含む
6 層明赤褐色土娩土を~(古む

7層 にぷい燈色山砂町崩落士

8層赤色土 焼土

9層暗褐色土 ローム粒を少量含む

10層赤灰色土 燈色スコリアを古む

II層明貫褐色士山砂

12層黒褐色土 ローム粒を少量含む

13層貫褐色土 山砂を事〈宮む

14層明褐色土 山砂とロームプロソクの混合

国

ー・固
M
H

E
E
↓
 

。 2m 



\___þ-~12 

更正ノ時 事ι~16
17 漣d

道室副19 甲 20

トー-t=-グ21 )二づ守 22

己ノl!Jjj/)~ロノ由24 25 

ー くお

守利I(〈29¥

o 20cm 

第130図 SI2 (2) 

-169 -



YR44~ ~ァlz

11 ~~~ j ~ 

41 42 

乙
τ一一 l 

_._ .... ¥¥ 'i 一一一ょ=ー 1

48 50 

~IQ 
。ー
-・・1(""

I);" 

/ 
。 20an 

第131図 SI2 (3) 

-170ー

戸==二二母、

~ーー~

。
〈 W I 

5an 

創X



A・

I ( ¥戸/ / 

/ 
⑮ 

A・70.1m SX 1 
-.A' 

SX1 土層説明

1眉 によい赤褐色土 ローム粒を少量含む

2眉暗褐色士 事E色スコりア位を穿〈含む

3層赤褐色士 ローム粒を多〈含む'.しまりなL

4層暗赤褐色土 ローム粒を少量青む

5暗黒褐色土 しまりややよい

6層黒褐色土 しまり悪い.ロームブロ yクを青む

7層構灰色士 ローム粒と誼色スコリア粒を少量含む

8層黒褐色土 しま旬、粘性あり

。 4m 

9層暗赤褐色土 ロームプロックを青む

10層暗赤褐色土 ロームプロ yタを多〈青む

11層暗赤褐色土 ソフトローム起源層

12層揖暗赤褐色土 ローム粒を少量含む

13屠 にぷい赤褐色土 ソフトロ ムとハードローム

14層明赤褐色土 ハードローム起源層

15層赤褐色土 ソフトローム起穂層

16層 によい轟褐色土表土層とソフトロームが混在

2m 
A.三 一・ A'
川 11111111111 院三三::;"，.___ S D 1 土層説明 ~ 

11111111111111111111111111111111111111111111111111111川 111 1層暗赤褐色土粘位、しまりあり ( /・ 1
1 川川川1111111111111111111111111111川 2層黒褐色士 櫨色スコリア粒を少量含む V~・ j

a .~.2m .- 一.a' 

b.~.2m ・-

70.2m 
c・ーー

川
d
¥

2・

。 10m 

⑮ 
A 

一.c'

SO 2 

SD2 土層説明
l層表土

2層黒褐色土 粘性.しまりあり

3層暗轟褐色土 ローム位を少量青む

SO 1 

。 4m 

第132図 SX1、SD1・2
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57は7世紀代の土師器高杯の脚部であり、流込みの遺物と考えられる。縦方向のへラ削りがなされ、外面

に赤色塗彩が施される。 58・59は棒状の鉄製品である。鉄鉱の棒状部から茎部の破片である可能性が強い。

60は鉄製紡錘車であり、先端部は欠損している。61は鉄製万子の刃部破片である。

4 中 ・近世

中 ・近世の遺構については、土坑1基、溝2条が検出された。

土坑

SX 1 (第132図、図版72)

B3グリッドから検出された。いわゆるシシ穴である。遺構の東側は調査区域外にかかっており、平面形

は不明な点が多いが恐らくは楕円形となるであろう 。長軸の長さは3，8mで、ある。断面形は播り鉢状を呈

し、深さは最深部で2.2mを測る。覆土上層からは奈良時代の土器が出土しているが、これらは後世の開墾

などによる流込みによるものと判断できる。

溝

SD 1 (第132図、図版74)

B3グリッドからA4、B4グリッドにかけて見られる弓なり の溝であり、調査区域の西壁及ぴ東壁を超

えて調査区外に伸びる。 B4グリッド部分から更に南方向に2本の浅い溝が別れており、これらは現状で

は撹乱のため途中でとぎれているが、本来は調査区外の南まで伸びていたものと考えられる。断面形態は

U字形やV字形であり、幅は0.5m-1.5mで、あり、深さは0.2m-0.6mで、ある。

SD 2 (第132図、図版74)

B3グリッドに所在し、調査区の東壁にぶつかる溝であり、 SD1と重複する。両者の切合い関係は捉え

られなかったが、溝の形態と覆土の状況から時期が異なるものであると考えられる。溝の幅は0.5m-1.5m

であり、断面形態は皿状を呈する。覆土には少量のローム粒を合む。

これらの土坑 ・溝からは時期を決定できる造物は検出することができなかった。

5 遺構に伴わない遺物 (第133図、図版79)

1は須恵器杯の底部であり、底部全面に回転へラ削りが施されており、胎土に白色針状物質が含まれる

硬質のものであり、永田 ・不入窯跡の製品と考えられる。 2は須恵器査の肩部破片であり、外面にはオ リ

¥、 /〆「ヘ
。 2化m

C 

。 10cm 

第133図 遺構外出土遺物
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ーブ灰色の自然紬が付着している。東海地域産と考えられる。 3は須恵器嚢の胴部片であり、外面は平行

叩きが施される。内面には細かな同心円文の当て具痕が残存し、それを消すようにすり面が見られる。こ

れについても胎土などから東海地域産の須恵器と考えられる。 4は鉄製万子であり、先端部を欠損してい

る。

第3節まとめ

1 旧石器時代

小規模な石器集中が2地点から検出された。調査時の出土層位は、羽I層上部と認識されたが、現在、一

般的に下総台地で使われている層名に直すとIX層上部とされる部分と考える。石器組成は削器・石核・ U

剥片・剥片・砕片・礁で構成され、出土総点数は27点であり、質量ともに貧弱であった。石材構成は黒曜

石・安山岩・メノウの3種に限られる。

2 奈良時代

山田水呑遺跡は昭和49・50年の調査1)では8世紀後半から 9世紀後半の竪穴住居跡が143軒、掘立柱建物

跡が52棟が検出されているが、今回は580m2の小規模な範囲の発掘調査であり、奈良時代の遺構については

8世紀第4四半期の竪穴住居跡2軒を検出したのみであった。しかしながら、墨書土器については達筆な

字体で「大山」と書かれたものが新たに出土し、成果を挙げることができた。また、出土した土器につい

ても、 8世紀後半代の上総国山辺郡の流通経済のー側面を考えるのに非常に有効な資料と言える。

ここでは、本遺跡の土器の様相を考えてみることにしたい。第21・22表は竪穴住居跡出土土器の器種別

破片数と重量である。 SI1は全体で162片、 2kg強の出土で、ある。須恵器については茨城地域産のものは 1

点のみであった。 SI2の土器の出土量は、全体で、 2，868片、 18.3kg強の出土で、ある。土師器については、

嚢類の出土が圧倒的であり、杯類の中ではロクロ土師器が2割強を占めている。須恵器は饗に比して杯の

数量が多く、杯類の合計は296片、 1，975gが出土している。

この中で特に注目されるのは、千葉地域産の須恵器の多きである。これらは具体的には千葉市を中心と

する地域で生産されたのもと考えられるものであり、千葉市域産と考えられる杯類は267片、 1，793.7gで、あ

り、破片数・重量ともに須恵器の杯の中の90%強を占める。

8世紀後半は千葉県内では遺跡によって多少の頻度の差はあるものの、茨城産がかなりの割合いで見受

けられるにもかかわらず、今回の調査では破片数・重量ともに須恵器全体の 5%前後というわずかなもの

となっている。

この茨城地域産の土器がわずかであるという現象は、やはり遺跡の南西約 6km強に南河原坂窯跡群2)が

存在することが大きいと考えられる。南河原坂窯跡群は8世紀代3四半期から 9世紀前半まで操業がなさ

れており、本遺跡の遺構の時期である 8世紀第4四半期にはかなりの製品を供給していたと捉えられてい

る。また、本遺跡と南河原坂窯跡群は上総国山辺郡内に所在しており、本遺跡がこの区域の拠点的な遺跡

であるために、多く搬入された蓋然性が強いように考えられる。ただし、千葉市中原窯跡群3)などでも 8世

紀後半まで遡る須恵器窯跡が存在する可能性があり、本遺跡出土の千葉市域産の須恵器が一概にすべて南

河原坂窯の製品であると断定はできず、これについてはさらなる検討が必要になると考えられる。

また、遺構外から永田・不入窯の製品であると考えられる須恵器杯が出土したことも注目される。この
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杯は永田編年の111期に比定できるものである。第2章で前述した山田台No.6ー2遺跡でも 3軒の奈良時代

の竪穴住居跡中の 1軒から永田・不入窯の製品と考えられる永田・不入編年制111期の杯が検出され、また、

山武一本松遺跡にも少量ながら永田・不入窯のものが出土していることが判明している。このように山辺

郡域においては、ある程度、永田・不入窯の製品流通が見られることが明確になったことも今回の成果の

ーっとして挙げられるであろう。

注

1 山田遺跡調査会 1977 r山田水呑遺跡』
2 村田六朗太・松原典明 1996 r南河原坂窯跡群Jr土気南遺跡群羽l南河原坂窯跡群・鍾っき堂遺跡』
(財)千葉市文化財調査協会

3 関口達彦 1990 r千葉市中原窯跡確認調査報告書J 千葉県教育委員会
4 郷堀英司・小林信一 1993 r皿 各論Jr千葉県文化財センター研究紀要.114 (財)千葉県文化財センター

第21表 SI1土器数量表

土師器杯 43片 223.5g 須恵器杯(千葉地域産) 6片 196.8g 
ロクロ土師器杯 2片 13.8g 須恵器費(千葉地域産) 12片 140.3g 
土師器費 87片 853.7g 須恵器嚢(茨城地域産) 1片 9.1g 
土師器嚢(雲母片を合む) 2片 15.5g 須恵器小型蜜(千葉地域産) 2片 249.1g 

土師器合計 134片 1，106.5g 須恵器甑(千葉地域産) 7片 320.0g 

総計 162片巴，021.8g 須恵器合計 28片 915.3g 

第22表 SI2土器数量表

土師器杯 519片 2，477.5g 須恵器(千葉地域産) 268片 1，716.1g 

ロクロ土師器杯 125片 770.8g 須恵器杯(茨城地域産) 14片 67.3g 

ロクロ土師器高台付杯 2片 27.8g 須恵器杯(産地不明) 13片 114.0g 

土師器高杯 2片 77.0g 須恵器高台付杯(千葉地域産) 1片 77.6g 

土師器蜜 1，690片 9，498.4g 須恵器蓋 3片 19.0g 

土師器饗(雲母片を含む) 80片 1，024.3g 須恵器費(千葉地域産) 107片 1，518.2g 

土師器甑 1片 6.2g 須恵器蜜(茨城地域産) 5片 220.4g 

土師器器種不明 7片 35.4g 須恵器饗(東海地域産) 10片 240.0g 

土師器合計 2，426片 13，917.4g 須恵器饗(産地不明) 7片 147.8g 

総計 2，868片 18，332.7g 須恵器査(東海地域産) 5片 89.9g 

須恵器甑(千葉地域産) 9片 195.0g 

須恵器合計 442片 4，405.3g 
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第134図 山田新田皿遺跡・山田新田所在馬土手周辺地形図
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第 5章山田新田111遺跡、

第 1節立地及び調査の概要

山田新田凹遺跡は、真亀川のである支流小野川上流部の支谷に面する標高7lm前後の台地上に位置し、山

田水呑遺跡、の南方650mの距離に所在する。後述する山田新田所在馬土子は、さらに本遺跡から南に100mの

位置にある。また、本遺跡と同一台地上にあり、 400m北方に所在する山田新田II遺跡からは平安時代の6

軒の竪穴住居跡が検出1)され、そのうちの 1軒からは土器製作に用いられたと考えられるロクロピットが

見つかり、注目される。

発掘調査は平成4年12月1日から平成5年1月29日まで行った。調査対象面積1，700m2のうち、上層の確

認調査170m2を行った結果(第135図)、 3区に溝及ぴ土坑を検出し、 115m2 の本調査を実施した。下層につ

いては68m2の確認調査を実施したが、遺物が検出されず、確認調査のみで終了した(第136図)。

検出した遺構は土坑2基と溝1条である(第137図)。

第 2節遺構と遺物

1平安時代

土坑(第138図、図版80)

2基の土坑を検出した。SX1は平面は145cmx 145cmの不整円形であり、断面形は方形を呈し、深さは140

cmで、ある。 SX2は楕円形で規模は235cmx 150cmで、断面形は逆台形を呈し、深さは80cmを測る。 SX2の

覆土から須恵器杯の口縁部破片が出土している。

他に遺構は、溝SD1を検出した(第139図)。幅40cmで深さ25cm前後の浅い溝であり、調査区外に伸びて

いる。時期は不明である。

2 遺構に伴わない遺物

縄文時代早期の胎土に繊維を含む土器の微細片があるほかは、すべて平安時代の土器である。

平安時代の土器は3区と 5区から多く出土し、ロクロ土師器杯が大半を占め、同様の胎土・焼成のもの

が多い。 3区のものについてIは溝SD1と土坑の聞に多く見られ、一括で投棄されたものであると考えられ

る。しかし、 3区・ 5区ともに接合する個体は少なかった。

3区出土遺物(第140・141図、図版81)

1はロクロ土師器蓋であり、天井部外面は回転へラ削りが施され、色調は赤褐色を呈する。須恵器の可

能性も考えられる。

2-4は須恵器杯であり、 2・3は底部及び体部下端にかけて回転へラ削りが施されており、 4は底部

に一定方向の手持ちへラ削り、体部下端にも手持ちへラ削りがなされている。 3 • 4の須恵器については

千葉市域産と考えられる。

5 -27はロクロ土師器杯である。破片が多く、形態が判別できるものはわずかであるが、 7・20・24と

形態的に同様なものが多いと考えられる。 5には底部及び体部下端に回転へラ削りが施され、底部中央に
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A.-

SX 1 土層説明

l層黒褐色 しまなりをし

2層禍色 しまり弱
70.4m 

3層暗褐色 しまり弱、黒褐色、ローム粒(5皿-lOmm)を含む A. 
4層暗褐色 しまりあり、ローム粒 (5m皿ーlOmm)を含む

5眉 暗褐色 しまり強、ロームプロック (20咽 -30四回)充満

6層暗褐色 しまりあり、ローム粒(5阻 -lOmm)を婁〈含む

7層暗黄楊色粘性あり

。

第138図 SX1 ，2 

4m 

第139図 SD1 

4m 。

⑧ SX2 土層説明

I暗黒蝿色 しまりなし

2層黒禍色 しまり弱

3層暗褐色 しまりあり、明褐色土を青む

4屠暗褐色粘性あり

1-'A'5層明禍色しまりあり
6層褐色 しまりあり、黒褐色土を含む

7層暗黄禍色ローム粒(5醐 -7皿)充満

己/
SX 2 出土土鋸

20an 

は回転糸切り痕跡が残存する。 6は底部に回転へラ削りがなされている。 9は底部へラ切り後に底部と体

部下端に手持ちへラ削りを施している。 7• 8・11・15・17-19は底部及ぴ体部下端に手持ちへラ削りが

なされ、 11には内面に横方向のミガキが施されている。 10・12-14・16は底部は一定方向の手持ちへラ削

り、体部下端にも手持ちへラ削りが施されている。

20・21・23は底部中央に回転糸切り離し痕跡が残り、底部外周及ぴ体部下端に手持ちへラ削りが見られ

る。 20の内面には横方向のミガキが入る。 22は底部の半分に回転糸切り離し痕が残り、半分に一定方向の

子持ちへラ削りがなされ、体部下端にも削りが入る。 24-27は底部回転切り離し無調整で、体部下端には

手持ちへラ削りが施されている。

28・29はロクロ土師器皿であり、 28は底部及ぴ体部下端に手持ちへラ削りがなされ、 29は底部回転切り

離し無調整で、体部下端に手持ちへラ削りが施されている。

30は土師器杯であり、口縁部の上半まで子持ちへラ削りがなされ、外面に粘土紐接合痕が顕著に認めら

れる。

31・32はロクロ土師器椀であり、 31は底部及び体部下端に手持ちへラ削り、 32は底部に静止糸切り痕跡

が見られ、底部の外周と体部下端に手持ちへラ削りを施しており、内面には横方向のミァゲキがなされてい

る。

33はロクロ土師器鉢であり、おそらく口縁部は逆「ハ」の字状に開くものと考えられる。底部及び体部

下端に手持ちへラ削りが施されている。

34は須恵器高台付杯であり、外面黒色で、内面は時赤褐色であり、千葉市域産のものと考えられる。
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35-38はロクロ土師器高台付杯であり、いずれも高台部には横ナデが施されている。 38の底部外面には

エゴテ状工具の痕跡が見られる。 36-38は内面にミガキが入っている。 39はロクロ土師器高台付椀であり、

底部中央に回転糸切り痕跡がわずかに残り、高台部は横ナデ、体部下端には回転へラ削りが施されている。

40・41はロクロ土師器高台付皿であり、 40は回転糸切り後に底部外周及び体部下端に回転へラ削りを行

い、高台を貼り付けている。 41も底部及ぴ体部下端に回転へラ削りを施した後に高台を貼り付けている。

42-45は須恵器嚢であり、いずれも千葉市域産と考えられる。 42の外面上半部は平行町きが施され、下

半部に斜方向のへラ削りがなされている。外面上半部にはへラ状工具で、深くキザミが付けられているとこ

ろが3か所見られる。内面には無文の当て具痕と粘土紐接合痕が認められる。 43・44は口縁部片であり、

45は頚部下半部の破片で、外面には平行叩きが見られる。 48は須恵器小型嚢であり、底部及び下端部にへ

ラ削りがなされている。 46も千葉市域産と考えられる須恵器甑の把部である。
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47・49・50は土師器費であり、 51は土師器小型聾である。

52は丸瓦片であり、凸面は無文で、内面には布目痕が見られる。

5区出土遺物(第142図、図版81)

1はロクロ土師器の高台部破片であり、高台付盤か椀の可能性がある。 2は千葉市域産と考えられる須

恵器甑の底部片であり、底部は五孔式であると考えられる。 3は平瓦片であり、凹面に布目痕が残る。 4

は丸瓦であり、凸面は無文で、凹面には布目痕が残存し、布が重なっていた痕跡が認められる。

第3節まとめ

今回の調査は遺跡の南端部であり、検出できた遺構もわずかであった。しかし、遺物に関してはわずか

115m'の本調査範囲にも関わらず、ロクロ土師器杯を中心とした多数の遺物を検出することができた。

須恵器に関してはその数量は少なく、須恵器杯は14片、 213.7gで、千葉市域産のものが主体を占めてい

た。

土師器杯も 9片、 239.1gの出土で極端に少なかったが、ロクロ土師器の杯・椀類(高台を有するものを

含む)は1，543片、 10，719.7gが出土し、圧倒的数量であった。これらロクロ土師器杯の多くは胎土・焼成

は類似しており、同一地域で製作された可能性が高く、ほぽ同時期のものと考えられる一指資料として評

価できる。

このロクロ土師器杯の底部片で整形技法が判明するものは、 407片、 6，083.5gである。その内、底部回転

糸切り離し無調整のものが、 101片で、 1，682.旬、底部に手持ちへラ削りが施されるものが291片で、 4，174

g、底部に回転へラ削りが施されるものは15片で、 226・2gが認められる。このように 3対 1の割合いで、

回転糸切り離し無調整の遺物が認められることから、技法的には、底部のへラ削りを省略する過程段階の

ものと考えられる。これらの遺物群については、形態・技法などから 9世紀第3四半世紀を中心とする時

期に比定しておきたい。

本遺跡、の性格については不明な点が多いが、須恵器甑などの煮炊具も出土していることから、付近に住

居跡群が点在することは確実であろう。

本遺跡の北側や西側に隣接する畑から多くの土師器片などが確認できるので、遺跡の中心は北西部にあ

ると考えられる。

注

1 (財)山武郡市文化財センター 「ロクロピットについて・・・東金市山田新田II遺跡Jrさんぷぐんしぶんか
ざいせんたーこうほうし 文化財かわら版』第6号
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第 6章 山田新田所在馬土手

第 1節立地及ひ調査の概要

調査区は山田新田III遺跡調査区南端から南へ100mに住置し、標高は70mの台地上に立地する(第134図)。

東金市・八街市一帯には、野馬土手が数多く見られ、本遺跡、から東南700mの所には新林馬の土手が存在

している。本遺跡の馬土手は狭まった台地を塞ぐ形で見られ、東西に120m前後の規模で連なっている。今

回は、その西側残存部先端を50m'ほど調査したものである(第143図)。発掘調査期間は平成4年12月14日か

ら平成4年12月25日である。

調査は、土手に対して直角にトレンチを設定し、土手部を裁ち割り、盛土堆積状況を観察した。その結

果、土手のほかに溝1条を検出した。なお、土手部についてもその一部を地形測量した。

下層確認調査ついては、 2m'を調査したが、遺物は検出されず、確認調査で終了した。

第2節検出された遺構(第144図、図版82)

トレンチ調査を実施した結果、土手の下幅は調査区域外まで仲ぴていたため、正確な数値は不明である

が、 5m以上と考えられる。残存の高きは旧表土面から90佃であり、旧表土の厚きは20佃-28叩である。土

手の北側からは上場幅435畑、下場幅80佃前後で深さ105叩の溝が検出された。溝の南側部分は段が見られ

た。土手の盛土は、ロームプッロックが多く見られるため、溝を掘った土も盛土に利用したものと考えら

れる。盛土の構築方法ついては、溝に土がこぽれるのを防ぐためか、断面の北側部分を最初に高〈積み上

げ、南側部分に傾斜させていることが分かつた。

遺物については残念ながら検出することはできなかった。

~ U 〕⑮ 
何」アー主主.:l'_'E.~.y 

可日oJj 
~~""'""九仁./" ""-----1 i I l仏"'_/ 野馬土手部

/ 

。 50m 
ニゴ

第143図遺構配置図
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島土手土層説明

l層黒褐色土

2層葺褐色土盛土

3層黒褐色土粘性、しまりなL
4層黒褐色土 しまりあり

5層県禍色土粘性弱、 2皿-3皿町ローム桂子を含む

6層暗禍色土 しまり弱、 3圃ー 7圃的ローム艦子を多〈含む

7層黒褐色土粘性あり. 3皿-5町内ローム粒子音含む
8層 県褐色土 7層より暗<.下方に10皿ー羽田町ローム盤子がたまる
9層暗褐色土 しまゆあり、焼士、炭化物、 5皿-7園内ローム位子を青む

10層暗禍色土粘性あり、漸移層の土壊を音む

U 

71.6m 

一.A・

。 4m 

11層暗褐色土 軸性あり、 3醐-5四のローム粒子、農化物品り

12層褐色土 粕性あり、 3聞-5醐のローム粒子あり
13層暗褐色土 帖性あり、 3四-1加のローム粒千、炭化物あり
14層暗褐色土 粘性あ~. 3皿-5皿のローム粒子、炭化物あり

15層暗褐色土
16層黒褐色土 しまりあり、 10皿ー20阻町ロームプロ yタを含む
17眉 暗褐色土 しまりあり、 10圃ー印咽町ロームプロッタを宮む
18層暗褐色士 しまりあり、粘性少しあり、 5皿-10園町ローム粒子世脅む
19層 暗褐色土 しまりあり、粘性少しあり、 5皿-7聞のローム粒子、褐色土を少し含む

20層暗褐色土旧表土、しまり強

第144図馬土手
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第3節まとめ

本遺跡については、遺物を検出することができなかったため、明確な時期を決定することは困難である。

しかし、土手の盛土の積み方や溝を有する点など、江戸時代に形成されたと考えられる本遺跡周辺1)の馬土

手の構築方法と大差がないことから、当該期のものであると考えられる。

江戸時代には、東金市・八街市・山武町にかけての地域には幕府の直轄領の佐倉七牧の一つで、ある小間

子牧2)が存在した。この牧は他の六牧と同様に幕府の軍馬の重要な供給源であった。本遺跡はこの広大な牧

の南端部よりもさらに南に位置すると考えられ、享保年間の古地図から小間子牧の復元を行つている松下

氏の地図

子牧は時期によつて多少の規模の拡大縮小があつたと考えられるので、本遺跡と同牧との関連性を裏付け

るものはないが、立地的に考えるならば、本遺跡は小間子牧に関連する馬土手である可能性が認められる

であろう。

j主

1 青木幸一 1993 r込前馬土手Jr乎成4年度 東金市内遺跡発掘調査報告書一油井古塚原遺跡(丑子台地点)・
込前馬土手-j 東金市教育委員会

喜多圭介 1993 r (財)印雄都市文化財センタ一年報j9 
2 田上繁 1988 r 3章近世Jr山武町史J通史編山武町
3 松下邦夫 1988 r細井広沢の下総牧実調IJ図一佐倉牧の復元図紹介Jr房総の牧』第4号 房総の牧研究会
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色
磨
滅
し
て
ザ
ラ
ザ
ラ
し
て
い
る

S1
13
 
第
46
図
の
4
土
師
器
杯
1
/
7
残
存

11
.5
 

砂
粒
少
な
い
精
選

灰
白
色
~
褐
灰
色

日
縁
端
磨
滅
、
丁
寧
な
作
り

S1
13
 
第
46
図
の
5
土
師
器
杯
1
/
5
残
存

13
 

砂
粒
少
な
い
、
鉄
分
合
む

鈍
い
黄
燈
色

焼
成
不
良

S
1
l
3
 
第
46
図
の
6
土
師
器
杯
1
/
3
残
存

13
.6
 

4.
7 
徴
砂
粒
多
く
含
む
、
鉄
分
合
む

内
面
外
面
と
も
鈍
い
燈
~
暗
赤
色

内
外
面
全
体
に
赤
彩

S
1
l
3
 
第
46
図
の
7
土
師
器
杯
口
縁
1
/
3
欠
損

12
 

4.
9 
白
色
微
砂
粒
鉄
分
合
む

内
面
鈍
い
糧
、
外
面
燈
一
赤
褐
色

半
球
形
、
内
面
丁
寧
な
へ
ラ
ミ
ガ
キ

S1
13
 
第
46
図
の
8
土
師
器
杯
1
/
8
残
存

12
.7
 

3.
5 
砂
粒
少
な
い
、
鉄
分
多
量
に
合
む

内
面
灰
褐
色
、
外
面
鈍
い
黄
燈
色

口
i縁
端
を
著
し
く
磨
耗

S1
13
 
第
46
図
の
9
土
師
器
杯
2
/
3
残
存

12
.4
 

5.
2 
多
量
の
鉄
分
合
む

内
面
鈍
い
燈
色
、
外
面
鈍
い
燈
~
黒
色

歪
み
著
し
い

S
1
l
3
 
第
46
図
の
10
土
師
器
杯
2
/
3
残
存

13
.1
 

4.
9 
白
色
徴
砂
粒
鉄
分
多
く
含
む

内
面
外
面
と
も
鈍
い
燈
色

口
縁
端
内
側
磨
滅
、
漆
塗
り

S1
13
 
第
47
図
の
11
土
師
器
杯
1
/
3
残
存

10
.4
 

3.
8 
徴
砂
粒
多
量
に
含
む

内
面
外
面
と
も
鈍
い
燈
色

口
縁
端
磨
滅
、
粗
質

S1
13
 
第
47
図
の
12
土
師
器
杯
1
/
5
残
存

12
.2
 

砂
粒
少
な
く
鉄
分
多
量
に
含
む

内
面
黒
色
、
外
面
鈍
い
賞
燈
色

口
縁
端
磨
滅
、
軟
質

S1
13
 
第
47
図
の
13
土
師
器
杯
9/
10
残
存

13
.7
 

4.
2 
砂
粒
少
な
い
、
鉄
分
少
々
含
む

内
面
鈍
い
賞
燈
~
黒
色
、
外
面
i主
黄
燈
~
黒
色
内
面
黒
色
処
理
、
外
面
不
明

S1
13
 
第
47
図
の
14
土
師
器
杯
1
/
4
残
存

12
.9
 

3.
4 
砂
粒
ほ
と
ん
ど
含
ま
ず
鉄
分
合
む

内
面
外
面
と
も
灰
白
色
~
黒
色

日
縁
端
磨
滅
、
内
面
丁
寧
な
へ
ラ
ミ
ガ
キ
、
軟
質

S1
13
 
第
47
図
の
15
土
師
器
杯
1
/
2
残
存

9.
3 

3.
6 
白
色
微
砂
粒
鉄
分
多
く
含
む

内
面
外
面
と
も
鈍
い
黄
燈
色
ー
黒
色

外
面
へ
ラ
削
り
後
粗
い
へ
ラ
ミ
ガ
キ

S
1
l
3
 
第
47
図
の
16
土
師
器
杯
1
/
5
残
存

12
.1
 
7
 
5.
1 
灰
白
色
微
砂
粒
多
量
に
含
む

内
面
鈍
い
燈
色
、
外
面
黒
色

ザ
ラ
ザ
ラ
し
た
感
じ
、
内
商
ナ
デ

S1
13
 
第
47
図
の
17
土
師
器
杯
口
縁
部
1
/
7
残
存

16
 

徴
砂
粒
多
く
含
む

内
面
鈍
い
燈
ー
黒
色
、
外
函
赤
と
黒
色

外
面
赤
彩
、
外
商
へ
ラ
削
り
後
粗
く
へ
ラ
ミ
ガ
キ

S1
13
 
第
47
図
の
18
土
師
器
局
杯
杯
部
1
/
6
残
存

16
 

徴
砂
粒
多
量
に
含
む

内
面
灰
褐
色
、
外
面
黒
褐
色

断
面
ザ
ラ
ザ
ラ
し
た
感
じ
、
口
縁
端
波
を
打
つ

S
1
l
3
 
第
47
図
の
19
土
師
器
杯
1
/
5
残
存

14
 
6
 
3.
7 
白
色
砂
粒
を
多
量
に
含
む

内
面
灰
褐
色
、
外
面
に
ぶ
い
燈
色

内
外
面
粗
い
へ
ラ
ミ
ガ
キ

S1
13
 
第
47
図
の
20
土
師
器
杯
1
/
2
残
存

14
 
5.
9 
3.
5 
1m
m以
下
の
白
色
砂
粒
を
多
量
に
含
む

内
面
外
面
と
も
黒
色

内
外
面
と
も
黒
色
処
理

S1
13
 
第
47
図
の
21
土
師
器
杯
口
縁
1
/
2
欠
損

12
.5
 

3.
5 
砂
粒
少
な
い
鉄
分
多
く
含
む

内
面
外
面
と
も
鈍
い
燈
色

内
外
面
と
も
漆
塗
り

S1
13
 
第
47
図
の
22
土
師
器
杯
6
/
7
残
存

11
.5
 

3.
6 
徴
砂
粒
多
く
含
む
、
気
i包
含
み
や
や
組

内
面
鈍
い
燈
波
黒
色
、
外
面
鈍
い
燈
~
黒
褐
色

S1
13
 
第
47
図
の
23
土
師
器
品
杯
完
形

12
.6
 
8.
8 
8.
8 
微
砂
粒
と
鉄
分
多
量
に
含
む

杯
部
内
面
燈
~
黒
色
、
外
面
鈍
い
褐
色
~
鈍
い
燈
色
口
縁
と
脚
部
端
2
か
所
で
著
し
く
磨
耗

S1
13
 
第
47
図
の
24
土
師
器
品
杯
杯
部
1
/
3
、
脚
部
完
存

16
.6
 
12
 
10
 
微
砂
粒
含
む
、
鉄
分
多
く
含
む

杯
部
内
面
鈍
い
燈
~
黒
色
、
外
面
鈍
い
燈
色
杯
部
中
央
や
や
く
ぽ
み
磨
滅

S1
13
 
第
47
図
の
25
土
師
器
局
杯
杯
部
1
/
2
残
存

0.
5m
m
以
下
の
砂
粒
多
量
に
含
む

内
面
鈍
い
赤
褐
色
、
外
面
黒
色

2
次
的
に
蓋
の
よ
う
な
用
途
で
使
用
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か

S1
13
 
第
47
図
の
26
土
師
器
局
杯
脚
部
1
/
3
残
存

14
 

砂
粒
少
な
い
、
鉄
分
多
く
含
む

内
面
鈍
い
樫
色
、
外
面
鈍
い
燈
~
黒
褐
色

S
1
l
3
 
第
47
図
の
27
須
恵
器
杯
董
3
/
4
残
存

10
.5
 

4
 
徴
砂
粒
含
む
、
ザ
フ
ザ
フ
し
た
感
じ

灰
色

項
部
回
転
へ
ラ
削
り

S1
13
 
第
47
図
の
28
須
恵
器
杯
1
/
5
残
存

10
 

砂
粒
若
干
含
む
、
黒
斑
少
し
含
む

灰
色

気
i包
含
み
や
や
粗

S1
13
 
第
47
図
の
29
須
恵
器
高
古
付
盤
底
部
1
/
8
残
存

24
 

白
色
砂
粒
多
量
に
含
み
全
体
に
ザ
フ
ザ
フ

灰
色

S1
13
 
第
47
図
の
30
土
師
器
手
づ
〈
白
地
完
形

4.
3 

5
 
白
色
徴
砂
粒
多
く
含
む

鈍
い
燈
色

S
1
l
3
 
第
47
図
の
31
土
師
器
蜜
口
縁
部
1
/
4
欠
損

11
.
2
 
6.
1 
9.
4 
徴
砂
粒
含
む

内
面
燈
~
黒
色
、
外
面
燈
色

焼
成
や
や
不
良

S1
13
 
第
47
図
の
32
土
師
器
菱
口
縁
部
1
/
4
残
存

10
.8
 

砂
粒
少
な
い
、
や
や
粗

内
面
黒
色
、
外
面
燈
色

外
面
部
分
的
に
へ
ラ
ミ
ガ
キ

S1
13
 
第
47
図
の
33
土
師
器
褒
日
縁
部
1
/
6
残
存

13
.8
 

微
砂
粒
と
鉄
分
多
量
に
含
む

内
面
黒
色
、
外
面
燈
色

S
1
l
3
 
第
47
図
の
34
土
師
器
婆
口
縁
部
1
/
2
残
存

14
.2
 

0.
5m
m-
1
 mml
iii
後
の
砂
粒
多
量
に
含
む
i炎
燈
色
~
灰
褐
色

器
面
磨
滅
し
て
ザ
ラ
ザ
7
し
て
い
る
、
日
縁
端
へ
ラ
削
り

S1
13
 
第
47
図
の
35
土
師
器
妥
口
縁
か
ら
胴
部
1
/
2
残
存

17
 

0.
5m
m以
下
の
砂
粒
多
量
に
合
む

内
面
黒
色
、
外
面
明
赤
褐
色

S1
13
 
第
47
図
の
36
土
師
器
婆
口
縁
部
1
/
8
残
存

20
 

0.
5m
m
別
後
の
砂
粒
多
量
に
含
む

鈍
い
赤
褐
色

気
泡
あ
り
、
や
や
粗

S1
13
 
第
47
図
の
37
土
師
器
褒
口
縁
部
1
/
3
残
存

19
.8
 

砂
粒
少
な
い

内
面
鈍
い
赤
褐
色
、
外
面
明
赤
褐
色

S1
13
 
第
47
図
の
38
土
師
器
褒
日
縁
部
1
/
4
残
存

18
.5
 

徴
砂
粒
多
量
に
含
む

鈍
い
燈
ー
黒
褐
色

や
や
粗

S
Il
3
 
第
47
図
の
39
土
師
器
褒
口
縁
か
ら
胸
部
1
/
4
残
存

18
.4
 

徴
砂
粒
多
量
に
合
む

内
面
鈍
い
燈
色
、
外
面
黒
色

内
面
へ
ラ
ナ
デ

S
Il
3
 
第
47
図
の
40
土
師
器
寮
口
縁
部
1
/
4
残
存

14
 

徴
砂
粒
多
量
に
含
む

鈍
い
燈
色

一
本
松
遺
跡
土
器
観
察
表
(
古
墳
時
代
2
)
 

第
24
表

- 5 0 |  



(
単
位
:
cm
) 

遺
構
番
号
挿
図
番
号
器
種
名

遺
存
度

口
径
底
径
器
高

。古
土

色
調

備
考

S
I
1
3
 
第
46
図
の
41
士
師
器
褒
口
縁
部
1
/
4
残
存

2
l.
3
 

砂
粒
少
な
い
、
鉄
分
合
む

鈍
い
燈
色

S
I
1
3
 
第
46
図
の
42
土
師
器
窪
口
縁
部
1
/
3
残
存

16
.2
 

1
 mm
以
下
の
白
色
砂
粒
多
量
に
含
む

燈
~
黒
色

口
縁
磨
滅
ザ
ラ
ザ
ラ
し
て
い
る

S
I
1
3
 
第
46
図
の
43
土
師
器
褒
口
縁
部
1
/
8
残
存

19
 

白
色
砂
粒
多
量
に
合
む

内
面
赤
褐
色
、
外
面
鈍
い
燈
色

赤
彩
か

S
I
1
3
 
第
46
図
の
44
土
師
器
蜜
口
縁
部
1
/
3
残
存

13
 

徴
砂
粒
多
く
含
む

内
面
黒
色
、
外
面
燈
色

器
面
奉
IJ
落
み
ら
れ
る

S
I
1
3
 
第
46
図
の
45
土
師
器
褒
底
部
1
/
2
残
存

11
 

0
.
5
m
m
-
2
 mm
の
白
色
砂
粒
多
量
に
含
む

内
面
燈
色
、
外
面
黒
褐
色

ザ
ラ
ザ
ラ
し
て
い
る

S
I
1
3
 
第
46
図
の
46
土
師
器
褒
底
部
1
/
3
残
存

7.
2 

微
砂
粒
多
量
に
含
み
粗

鈍
い
樺
色

外
面
を
砥
石
と
し
て
2
次
利
用

S
I
1
3
 
第
46
図
の
47
土
師
器
婆
底
部
の
み
残
存

6.
4 

白
色
砂
粒
鉄
分
合
む

内
面
鈍
い
燈
色
、
外
面
鈍
い
燈
~
黒
色

内
面
に
剥
落
あ
り

S
I
1
3
 
第
46
図
の
48
土
師
器
婆
底
部
の
み
残
存

7.
5 

0
.
5
m
m
-
1
 mm
削
後
の
砂
粒
多
量
に
含
む

内
面
燈
色
、
外
面
鈍
い
糞
燈
色

比
較
的
硬
質

S
I
1
3
 
第
46
図
の
49
土
師
器
蜜
底
部
7
/
8
残
存

6.
6 

徴
砂
粒
多
量
に
含
む

内
面
鈍
い
赤
褐
色
、
外
面
赤
黒
色

S
I
1
3
 
第
46
図
の
50
土
師
器
喜
重
底
部
3
/
4
残
存

6.
4 

微
砂
粒
と
鉄
分
多
く
含
む

灰
褐
色

S
I
1
3
 
第
46
図
の
51
土
製
紡
錘
車
1
/
3
残
存

砂
粒
少
な
い

黒
褐
色

へ
ラ
削
り
後
粗
い
へ
ラ
ミ
ガ
キ

S
I
1
5
 
第
48
図
の
1
土
師
器
杯
1
/
2
残
存

16
.3
 

4.
3 
大
粒
砂
少
々
含
む

内
面
明
赤
褐
色
~
鈍
い
燈
色
、
外
面
鈍
い
燈
色
内
面
赤
彩

S
I
1
5
 
第
48
図
の
2
土
師
器
費
底
部
1
/
2
残
存

9.
8 

大
粒
の
白
色
砂
粒
多
量
に
含
む

内
面
黒
色
、
外
面
鈍
い
燈
色

ザ
ラ
ザ
ラ
し
た
感
じ

S
I
1
8
 
第
49
図
の
1
土
師
器
杯
1
/
4
残
存

20
.4
 

微
砂
粒
と
鉄
分
多
く
含
む

内
面
鈍
い
樫
色
、
外
面
鈍
い
燈
~
黒
色

S
I
1
8
 
第
49
図
の
2
土
師
器
杯
1
/
5
残
存

13
.7
 

鉄
分
を
多
く
含
む

内
面
鈍
い
赤
褐
色
、
外
面
燈
色

S
I
1
8
 
第
49
図
の
3
土
師
器
杯
1
/
3
残
存

17
.1
 

9.
6 
徴
砂
粒
と
鉄
分
多
く
含
む

鈍
い
燈
~
灰
褐
色

半
球
形

S
I
1
8
 
第
49
図
の
4
土
師
器
杯
1
/
2
残
存

13
.4
 
9.
5 
9.
6 
徴
砂
粒
と
鉄
分
粒
多
く
含
む

内
面
鈍
い
燈
~
黒
褐
色
、
外
面
鈍
い
燈
~
黒
色
器
面
少
々
磨
滅

S
I
1
8
 
第
49
図
の
5
土
製
支
脚
上
部
欠
損

器
面
は
面
取
り
さ
れ
て
い
る

S
I
1
9
 
第
51
図
の
1
土
師
器
杯
1
/
3
残
存

17
 

4
 
砂
粒
少
な
い
鉄
分
合
む

鈍
い
燈
~
黒
色

内
面
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、
外
面
ヘ
ラ
削
り
後
部
分
的
に
へ
ラ
ミ
ガ
キ

S
I
1
9
 
第
51
図
の
2
土
師
器
杯
完
形

16
.9
 

5.
8 
砂
粒
少
な
い
鉄
分
合
む

内
面
鈍
い
燈
~
黒
褐
色
、
外
面
鈍
い
燈
ー
赤
褐
色
口
縁
外
面
カ
キ
目

S
I
1
9
 
第
51
図
の
3
土
師
器
杯
1
/
3
残
存

12
.5
 

微
砂
粒
多
く
含
む
鉄
分
合
む

長
郎
、
黄
燈
色
~
黒
色

S
I
1
9
 
第
51
図
の
4
土
師
器
杯
1
/
4
残
存

10
.7
 

3.
1 
砂
粒
少
な
い
鉄
分
合
む

鈍
い
黄
燈
色

口
縁
端
磨
滅

S
I
1
9
 
第
51
図
の
5
土
師
器
杯
完
形

11
.9
 

4.
1 
砂
粒
少
々
含
む

燈
色

焼
成
不
良
、
軟
質

S
I
1
9
 
第
51
図
の
6
土
師
器
杯
口
縁
1
/
4
欠
損

14
 

5.
4 
徴
砂
粒
多
く
含
む

鈍
い
燈
色

硬
質

S
I
1
9
 
第
51
図
の
7
土
師
器
杯
完
形

11
.2
 

3.
4 
3
醐
以
下
の
砂
粒
多
量
に
含
む

外
面
体
部
黒
色
、
他
は
赤
色

口
縁
外
面
と
内
面
は
赤
彩

S
I
1
9
 
第
51
図
の
8
須
恵
器
杯
3
/
4
残
存

10
 

4
 
微
砂
粒
を
含
む
級
密

灰
色

内
面
焼
成
削
の
*
，
J離
痕

S
I
1
9
 
第
51
図
の
9
土
師
器
品
杯
完
形

17
.4
 
14
 
14
 
微
砂
粒
多
量
に
含
む

燈
色

器
面
*
，
J落
著
し
く
ボ
ロ
ポ
ロ
し
て
い
る

S
I
1
9
 
第
51
図
の
10
土
師
器
品
杯
脚
部
1
/
2
欠
損

19
 
15
 
15
 
微
砂
粒
多
く
含
む
、
鉄
分
含
む

燈
色
一
部
黒
色
斑
あ
り

焼
成
不
良
の
た
め
器
面
磨
滅

S
I
1
9
 
第
51
図
の
11
土
師
器
局
杯
日
縁
部
1
/
4
残
存
脚
部
完
存

20
.3
 
13
 
13
 
徴
砂
粒
多
く
含
む
、
鉄
分
合
む

鈍
い
燈
色

脚
部
粗
い
へ
ラ
ミ
ガ
キ

S
I
1
9
 
第
51
図
の
12
土
師
器
局
杯
脚
部
1
/
3
欠
損
杯
部
完
存

23
.2
 
15
 
17
 
大
粒
砂
粒
少
々
含
む
、
鉄
分
合
む

燈
~
黒
色

S
I
1
9
 
第
51
図
の
13
土
師
器
品
杯
日
縁
の
み
1
/
5
残
存

20
 

徴
砂
粒
多
く
含
む

鈍
い
燈
色

S
I
l
9
 
第
51
図
の
14
土
師
器
品
杯
日
縁
部
1
/
6
残
存

25
 

1
 mm
目
1)
後
の
砂
粒
多
量
に
含
む
、
鉄
分
合
む
内
面
鈍
い
黄
褐
色
、
外
面
燈
色

粘
性
不
足

S
I
1
9
 
第
51
図
の
15
土
師
器
局
杯
脚
部
の
み
残
存

白
色
砂
粒
多
量
に
含
む

明
赤
褐
色
~
黒
色

ザ
フ
ザ
ラ
す
る

S
I
1
9
 
第
51
図
の
16
土
師
器
局
杯
杯
と
脚
の
接
合
部
片

砂
粒
少
な
い
、
鉄
分
粒
多
量
に
含
む

内
面
灰
賞
褐
色
、
外
面
鈍
い
燈
色

や
や
軟
質

S
I
1
9
 
第
51
図
の
18
土
師
器
局
杯
杯
と
脚
の
接
合
部
片

砂
粒
少
な
い
、
鉄
分
多
い

鈍
い
燈
色

脚
の
破
損
部
が
磨
減
し
て
い
る
の
で
何
か
に
2
次
利
用
し
て
い
る

S
I
1
9
 
第
51
図
の
19
土
師
器
局
杯
脚
部
の
み
2
/
3
残
存

13
 

微
砂
粒
と
鉄
分
粒
含
む

内
面
鈍
い
燈
~
明
赤
褐
色
、
外
面
灰
褐
色
内
面
粘
土
紐
輪
積
痕
あ
り

S
I
1
9
 
第
51
図
の
20
土
師
器
褒
2
/
3
残
存

14
.7
 
7.
9 
11
 
1
 mm
以
下
の
砂
粒
多
量
に
含
む

内
面
外
面
と
も
燈
~
灰
褐
色

全
体
に
歪
み
あ
り
、
焼
き
歪
み
が
は
い
る

S
I
l
9
 
第
51
図
の
21
土
師
器
菱
5
/
6
残
存

14
.6
 

12
 
徴
砂
粒
と
鉄
分
を
多
量
に
合
む

内
面
鈍
い
樫
~
黒
色
、
外
面
鈍
い
褐
色
~
黒
色
歪
み
あ
り
、
使
用
に
よ
り
底
部
か
な
り
磨
滅

一
本
松
遺
跡
土
器
観
察
表
(
古
墳
時
代
3
)
 

第
25
表

1 5 斗 |



(
単
位
:
cm
) 

遺
構
番
号
挿
図
番
号
器
種
名

遺
存
度

口
径
底
径
器
局

目古
土

色
調

備
考

5
1
1
9
 
第
51
図
の
22
土
師
器
壷
完
形

9.
4 
6.
7 
11
 
徴
砂
粒
鉄
分
含
む

内
面
鈍
い
賞
褐
色
、
外
面
浅
黄
燈
色

器
面
剥
落
、
器
面
厚
〈
重
い

5
1
1
9
 
第
51
図
の
23
土
師
器
壷
完
形

9.
5 
6
 
8.
1 
1
 mm
以
下
の
砂
粒
多
量
に
含
む
、
鉄
分
合
む
内
面
黒
色
、
外
面
鈍
い
燈
色

内
面
黒
色
処
理

5
1
1
9
 
第
51
図
の
24
土
師
器
饗
1
/
5
残
存

14
 

白
色
徴
砂
粒
多
量
に
含
む

内
面
灰
赤
~
黒
色
、
外
面
燈
色

器
面
剥
落
、
内
面
粗
い
へ
ラ
ミ
ガ
キ

5
1
1
9
 
第
51
図
の
25
土
師
器
鉢
完
形

14
.6
 
5.
5 
8.
5 
白
色
徴
砂
粒
多
量
に
含
む

内
面
黒
色
、
外
面
明
赤
褐
色

外
面
器
面
剥
落

I
 51
1
9
 
第
51
図
の
26
土
師
器
鉢
3
/
4
残
存

17
.6
 
8.
8 
8.
3 
砂
粒
鉄
分
多
く
含
む

内
面
鈍
い
黄
褐
色
、
外
面
鈍
い
黄
燈
色

外
面
指
頭
痕
、
底
部
木
葉
痕

I
 51
1
9
 
第
52
図
の
27
土
師
器
鉢
完
形

19
.8
 
7.
2 
11
 
砂
粒
鉄
分
多
く
含
む

桜
色
、
底
部
黒
色
斑
あ
り

焼
成
著
し
く
不
良
、
器
面
磨
滅

5
1
1
9
 
第
52
図
の
28
子
づ
く
ね
土
器
1
/
5
残
存

5
 
4.
5 
2.
1 
砂
粒
少
な
い
、
鉄
分
多
く
含
む

灰
赤
色

5
1
1
9
 
第
52
図
の
29
士
製
勾
玉
端
部
欠
損

砂
粒
少
な
い

鈍
い
燈
~
灰
褐
色

5
1
1
9
 
第
52
図
の
30
土
製
支
脚
基
底
部
欠
損

砂
粒
少
な
く
鉄
分
多
く
含
む

に
ぶ
い
燈
色

5
1
1
9
 
第
52
図
の
31
土
製
支
脚
完
形

砂
粒
主
体
で
粘
土
少
な
い

に
よ
い
赤
褐
色

ボ
ロ
ボ
ロ
し
て
も
ろ
い

5
1
1
9
 
第
52
図
の
32
土
製
支
脚
ほ
ぽ
完
形

砂
粒
主
体
で
粘
土
少
な
い

灰
賞
褐
色

ボ
ロ
ボ
ロ
し
で
も
ろ
い

5
1
1
9
 
第
52
図
の
33
土
師
器
婆
ほ
ぽ
完
形

15
.3
 
5.
7 
16
 
徴
砂
粒
と
鉄
分
多
く
含
む

内
面
外
面
と
も
燈
~
灰
褐
色

外
面
焼
成
不
良
の
た
め
磨
滅

5
1
1
9
 
第
52
図
の
34
土
師
器
斐
3
/
4
残
存

1
6
.
3
-
1
8
 
8.
7 
20
 
白
色
徴
砂
粒
と
鉄
分
粒
多
く
含
む

燈
~
黒
色

作
り
粗
雑
口
縁
の
歪
み
著
し
い

5
1
1
9
 
第
52
図
の
35
土
銅
器
楚
底
部
周
辺
の
み

9.
4 

砂
粒
少
な
い
が
鉄
分
多
量
に
含
む

内
面
燈
色
、
外
面
燈
~
黒
色

内
面
は
焼
成
不
良
と
使
用
に
よ
り
著
し
く
最
IJ
落
あ
り

5
1
1
9
 
第
52
図
の
36
土
師
器
費
1
/
2
残
存

14
.1
 
7.
3 
20
 
鉄
分
多
量
に
含
む
、
砂
分
少
な
い

鈍
い
槍
色

器
面
な
め
ら
か
で
ツ
ル
ツ
ル
し
て
い
る
、
厚
手
で
重
い

5
1
1
9
 
第
52
図
の
37
土
師
器
斐
底
部
の
み
欠
損

16
.3
 

0.
5m
m以
下
の
砂
粒
多
量
に
含
む

灰
褐
色

外
面
へ
ラ
削
り
、
器
面
は
な
め
ら
か

5
1
1
9
 
第
52
図
の
38
土
師
器
褒
胴
部
か
ら
底
部
3
/
4
欠
損

17
.2
 
7.
5 
26
 
白
色
徴
砂
粒
多
量
に
含
む

内
面
鈍
い
燈
色
、
外
商
燈
~
黒
褐
色

外
面
へ
フ
削
り
の
稜
線
が
明
瞭

5
1
1
9
 
第
52
図
の
39
土
師
器
斐
胴
部
一
部
欠
損

15
.6
 
7.
1 
27
 
1
 m
m
-
2
皿
の
砂
粒
多
量
に
含
む

燈
~
黒
色

外
面
へ
フ
削
り
は
位
置
に
よ
り
削
る
方
向
が
異
な
る

5
1
1
9
 
第
52
図
の
40
土
師
器
婆
底
部
1
/
2
残
存

6.
8 

砂
粒
鉄
分
多
量
に
含
む

内
面
赤
燈
~
黒
色
、
外
面
赤
褐
色

使
用
に
よ
り
内
面
剥
落
著
し
い

5
1
1
9
 
第
52
図
の
41
土
師
器
斐
底
部
1
/
4
残
存

6.
8 

白
色
徴
砂
粒
多
量
に
含
む
、
鉄
分
合
む

内
面
明
赤
褐
色
一
黒
色
、
外
面
燈
色

2
次
的
に
火
を
受
け
て
い
る

5
1
1
9
 
第
52
図
の
42
土
師
器
婆
底
部
~
胴
部
に
か
け
て
1
/
3
残
存

6.
8 

徴
砂
粒
多
量
に
含
む

内
面
燈
色
、
外
面
赤
褐
色
一
黒
褐
色

内
面
剥
落
に
み
ら
れ
る

5
1
1
9
 
第
53
図
の
43
土
師
器
甑
1
/
3
残
存

23
.2
 
9.
1 
23
 
徴
砂
粒
鉄
分
多
量
に
含
む

鈍
い
燈
~
黒
色

外
面
全
体
に
少
し
磨
滅
し
て
い
る

5
1
1
9
 
第
53
図
の
44
土
師
器
甑
口
縁
一
部
欠
損

23
.9
 
11
 
25
 
鉄
分
多
量
に
含
む

内
面
i炎
燈
色
、
外
面
淡
癒
~
黒
色

焼
成
や
や
不
良

5
1
1
9
 
第
53
図
の
45
土
師
器
甑
口
縁
一
部
欠
損

23
 
9.
2 
25
 
鉄
分
多
く
含
む

内
面
淡
燈
色
、
外
面
淡
燈
ー
黒
色

焼
成
や
や
不
良

5
1
2
0
 
第
54
図
の
1
土
師
器
杯
蓋
2
/
3
残
存

9.
2 

3.
4 
微
砂
粒
多
量
に
合
む

内
面
黒
色
、
外
面
鈍
い
燈
~
黒
色

内
面
黒
色
処
理

5
1
2
0
 
第
54
図
の
2
土
師
器
杯
1
/
3
残
存

8.
8 

3
 
砂
粒
非
常
に
少
な
い
、
精
選

内
面
外
面
長
郎
、
賞
燈
~
黒
色

内
面
黒
色
処
理

5
1
2
0
 
第
54
図
の
3
土
師
器
杯
1
/
3
残
存

13
 

砂
粒
少
な
く
鉄
分
合
む

内
面
黒
色

内
面
黒
色
処
理

5
1
2
0
 
第
54
図
の
4
須
恵
器
杯
4
/
5
残
存

8.
4 

3.
2 
徴
砂
粒
多
く
含
む
、
級
密

灰
色

外
面
回
転
へ
ラ
削
り

5
1
2
0
 
第
54
図
の
5
土
師
器
品
杯
杯
部
1
/
4
脚
部
完
存

16
.6
 
10
 
11
 
微
砂
粒
多
い
、
鉄
分
合
む

燈
色

2
次
焼
成
で
器
面
最
IJ
落
、
赤
彩
か

5
1
2
0
 
第
54
図
の
6
土
師
器
品
杯
口
縁
1
/
2
残
存

16
.4
 

砂
粒
含
ま
ず
や
や
粗

内
面
黒
色
、
外
面
鈍
い
権
色

内
面
黒
色
処
理

5
1
2
0
 
第
54
図
の
7
土
師
器
局
杯
脚
部
の
み
完
存

9
 

白
色
徴
砂
粒
多
量
に
含
む
、
鉄
分
多
く
含
む
鈍
い
燈
色

2
次
使
用
に
よ
り
脚
端
部
か
な
り
磨
滅

5
1
2
0
 
第
54
図
の
8
土
師
器
品
杯
胸
部
の
み
1
/
2
残
存

12
 

徴
砂
粒
多
量
に
含
み
比
較
的
硬
質

鈍
い
燈
色
、
脚
端
部
部
分
的
に
黒
色

5
1
2
0
 
第
54
図
の
9
土
師
器
鉢
1
/
3
残
存

14
.9
 
6.
5 
9
 
鉄
分
多
量
に
含
む

内
面
黒
色
、
外
面
鈍
い
燈
色

内
面
黒
色
処
理

5
1
2
0
 
第
54
図
の
10
土
師
器
聾
ま
た
は
甑
口
縁
部
1
/
3
残
存

16
 

l
醐
以
下
の
砂
粒
を
多
量
に
含
む

内
面
時
赤
灰
色
、
外
面
燈
色

へ
フ
削
り
の
単
位
が
明
瞭

5
1
2
0
 
第
54
図
の
11
土
師
器
甑
口
縁
か
ら
胴
部
1
/
5
残
存

20
 

1
 mm
以
下
の
砂
粒
鉄
分
多
量
に
含
む

内
面
鈍
い
賞
燈
色
一
褐
灰
色
、
外
面
褐
灰
色
内
面
へ
フ
ナ
デ

5
1
2
0
 
第
54
図
の
12
土
師
器
褒
口
縁
部
1
/
4
残
存

14
.2
 

2
皿
以
下
の
砂
粒
鉄
分
多
量
に
合
む

黒
色

硬
質

5
1
2
0
 
第
54
図
の
13
土
師
器
褒
口
縁
部
4
/
5
残
存

19
.9
 

鉄
分
粒
多
量
に
含
む
、
砂
粒
少
な
い

鈍
い
燈
~
黒
色

全
体
に
軟
質

5
1
2
0
 
第
54
図
の
14
土
師
器
費
底
部
3
/
4
残
存

6.
8 

I
皿
以
下
の
砂
粒
を
多
量
に
合
む
、
比
較
的
級
密
内
面
燈
~
黒
色
、
外
面
赤
褐
色
~
黒
褐
色

器
面

~J
離

一
本
松
遺
跡
土
器
観
察
表
(
古
墳
時
代
4
)
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(
単
位
:
cm
) 

遺
構
番
号
挿
図
番
号
器
種
名

違
存
度

口
径
底
径
器
高

目古
土

色
調

備
考

5
1
2
0
 
第
54
図
の
15
土
師
器
褒
底
部
1
/
2
残
存

6
 

鉄
分
粒
多
量
に
含
む

内
面
鈍
い
賞
褐
色
、
外
面
明
赤
褐
色

器
面
ザ
ラ
ザ
7
す
る

5
1
2
0
 
第
55
図
の
16
土
師
器
婆
底
部
5
/
6
残
存

6.
7 

微
砂
粒
多
量
に
含
む
、
比
較
的
鍬
密

内
面
鈍
い
燈
色
、
外
面
鈍
い
燈
~
黒
色

硬
質

5
1
2
0
 
第
55
図
の
17
土
師
器
婆
底
部
1
/
2
残
存

7
 

微
砂
粒
多
く
含
む

内
面
外
面
と
も
暗
赤
灰
色

底
部
木
葉
痕

5
1
2
0
 
第
55
図
の
18
土
師
器
甑
3
/
4
残
存

25
.5
 
11
 
22
 
鉄
分
多
量
に
含
む

鈍
い
褐
色

外
面
全
体
に
磨
滅

51
21
 
第
56
図
の
1
土
師
器
鉢
口
縁
2
/
3
欠
損

13
 
6.
5 
7.
2 
徴
砂
粒
少
々
含
む

鈍
い
黄
燈
色
(
断
面
黒
色
)

内
面
丁
寧
な
へ
ラ
ミ
ガ
キ

5
1
2
2
 
第
58
図
の
l
土
師
器
杯
口
縁
部
1
/
2
欠
損

11
.
8
 

4
 
砂
粒
ほ
と
ん
ど
含
ま
な
い

鈍
い
燈
~
黒
色

気
泡
含
み
や
や
粗

5
1
2
2
 
第
58
図
の
2
須
恵
器
杯
ほ
ぽ
完
形

11
.5
 

4.
8 
白
色
微
砂
粒
多
く
含
む

灰
色

底
部
歪
み
あ
り
、
底
部
条
線
入
る

5
1
2
2
 
第
58
図
の
3
土
師
器
局
杯
杯
部
2
/
3
残
存
、
脚
部
完
存

18
.8
 
13
 
12
 
鉄
分
多
く
含
む
大
粒
砂
含
ま
な
い
、
精
選

燈
~
褐
色

口
縁
部
端
・
脚
部
端
磨
滅

5
1
2
2
 
第
58
図
の
4
土
師
器
品
杯
杯
部
の
み
ほ
ぽ
完
存

25
.1
 

徴
砂
粒
と
鉄
分
多
く
含
む

内
面
灰
褐
色
、
外
面
燈
色

焼
成
や
や
不
良
、
内
面
磨
滅

5
1
2
2
 
第
58
図
の
5
土
師
器
饗
口
縁
部
1
/
4
残
存

20
 

白
色
微
砂
粒
多
く
含
む
、
鉄
分
塊
含
む

灰
褐
色

5
1
2
2
 
第
58
図
の
6
土
師
器
護
1
/
2
残
存

17
.8
 
7.
4 
26
 
徴
砂
粒
多
量
に
含
む
、
や
や
砂
っ
ぽ
い

内
面
燈
色
、
外
面
鈍
い
燈
~
黒
褐
色

器
面
に
磨
滅
!#J
離
み
ら
れ
る

5
1
2
2
 
第
58
図
の
7
土
製
勾
玉

5
1
2
2
 
第
58
図
の
8
土
製
小
玉

5
1
2
2
 
第
58
図
の
9
土
製
勾
玉

5
1
2
2
 
第
58
図
の
10
土
製
支
脚
基
底
部
欠
損

砂
粒
含
ま
ず
粘
土
の
み

i莞
黄
燈
色

周
囲
面
取
り

5
1
2
2
 
第
四
図
の
11
土
製
支
脚
基
底
部
欠
損

植
物
繊
維
多
量
に
含
む

赤
褐
色

5
1
2
2
 
第
58
図
の
12
土
製
支
脚
上
部
基
底
部
欠
損

砂
粒
含
ま
ず
粘
土
の
み

i圭
賞
権
色

周
囲
面
取
り

5
1
2
5
 
第
59
図
の
1
土
師
器
杯
1
/
3
残
存

9.
3 

3
 
砂
粒
少
な
い
鉄
分
多
く
含
む

明
褐
灰
色

端
部
と
外
面
磨
滅

5
1
2
5
 
第
59
図
の
2
須
恵
器
杯
口
縁
端
1
/
3
欠
損

8
目
5

3.
9 
砂
粒
含
ま
ず

灰
色

底
部
周
辺
回
転
へ
フ
削
り

5
1
2
5
 
第
59
図
の
3
須
恵
器
杯
1
/
3
残
存

8.
8 

5
 
砂
粒
含
ま
ず
鍛
密

灰
色

底
部
周
辺
回
転
へ
フ
削
り

5
1
2
5
 
第
四
図
の
4
須
恵
器
杯
蓋
1
/
6
残
存

15
.7
 

や
や
砂
っ
ぽ
い
黒
色
斑
み
ら
れ
る

灰
白
色

宝
珠
つ
ま
み
の
付
く
タ
イ
プ

5
1
2
5
 
第
59
図
の
5
須
恵
器
杯
蓋
1
/
2
残
存

9.
4 

3.
5 
白
色
徴
砂
粒
多
量
に
含
む

灰
色

粘
土
紐
巻
き
上
げ
痕
あ
り

5
1
2
5
 
第
59
図
の
6
土
師
器
品
杯
杯
部
1
/
4
残
存

14
.2
 

微
砂
粒
含
む

内
面
黒
色
、
外
面
鈍
い
燈
色

内
面
黒
色
処
理

5
1
2
5
 
第
59
図
の
7
土
師
器
局
杯
脚
部
完
存

11
 

白
色
徴
砂
粒
多
く
含
む

燈
色

脚
部
端
が
部
分
的
に
欠
損
し
た
り
磨
滅

5
1
2
5
 
第
59
図
の
8
土
師
器
局
杯
脚
部
2
/
3
残
存

11
 

微
砂
粒
含
む

鈍
い
燈
色

杯
部
内
面
磨
滅

5
1
2
5
 
第
59
図
の
9
須
恵
器
局
杯
脚
部
先
端
欠
損

15
 

少
々
砂
っ
ぽ
い
、
気
泡
み
ら
れ
る

灰
色

杯
部
外
面
に
沈
線
が
1
-
2
本
入
る

5
1
2
5
 
第
59
図
の
10
土
師
器
甑
体
部
1
/
5
残
存

24
 

白
色
徴
砂
粒
多
く
含
む

黒
褐
色

内
面
へ
ラ
ミ
ガ
キ

5
1
2
5
 
第
59
図
の
11
土
師
器
護
口
縁
端
1
/
4
残
存

24
 

砂
粒
多
く
気
i包
多
く
み
ら
れ
る

喜
郎
、
燈
色

器
商
剥
落
著
し
い
、
作
り
粗
雑

5
1
2
5
 
第
59
図
の
12
土
師
器
饗
底
部
の
み
完
存

10
 

砂
粒
、
鉄
分
多
く
含
む

鈍
い
責
燈
色

内
面
ユ
ビ
ナ
デ
、
外
面
ザ
フ
ザ
7
し
て
い
る

5
1
2
5
 
第
60
図
の
13
土
師
器
褒
1
/
3
残
存

20
 

大
粒
砂
多
量
に
含
む
、
鉄
分
多
く
合
む

燈
色
黒
色
斑
点
あ
り

器
面
剥
落
し
ザ
ラ
ザ
ラ
し
て
い
る

5
1
2
5
 
第
60
図
の
14
土
師
器
褒
口
縁
と
胴
部
下
半
一
部
欠
損

18
.5
 
7.
4 
28
 
1
 m
m
-
4
醐
の
大
粒
砂
多
量
に
含
む

燈
色

器
面
の
!#J
落
著
し
い

5
1
2
5
 
第
60
図
の
15
土
師
器
褒
底
部
1
/
2
残
存

8.
2 

徴
砂
粒
多
量
に
含
む

内
面
黒
褐
色
、
外
面
鈍
い
燈
色

器
面
磨
滅
し
ポ
ロ
ポ
ロ
し
て
い
る

5
1
2
5
 
第
60
図
の
16
石
製
紡
錘
車
1
/
2
残
存

滑
石
製

5
1
3
0
 
第
61
図
の
1
土
師
器
杯
2
/
3
残
存

12
 

14
 
徴
砂
粒
鉄
分
粒
多
量
に
含
む

内
面
灰
黄
褐
色
、
外
面
鈍
い
黄
燈
色
~
黒
色
外
面
磨
滅

5
1
3
6
 
第
62
図
の
I
須
恵
器
杯
完
形

8.
9 

3.
3 
鍛
密
砂
っ
ぽ
い

灰
色

外
面
ゴ
マ
フ
リ
状
に
自
然
紬
付
着
、
東
海
産

5
1
3
6
 
第
62
図
の
2
土
師
器
杯
1
/
5
残
存

15
.9
 
8.
9 
6
 
鉄
分
多
く
含
む

燈
色

焼
成
不
良
極
め
て
軟
質
、
ト
ロ
ト
ロ

5
1
3
6
 
第
62
図
の
3
土
師
器
費
底
部
の
み
完

7.
3 

徴
砂
粒
と
鉄
分
多
く
含
む

内
面
外
面
鈍
い
燈
~
黒
褐
色

や
や
軟
質
、
外
商
横
方
向
に
へ
ラ
削
り

5
1
3
6
 
第
62
図
の
4
土
師
器
費
1
/
3
残
存

11
.3
 
6
 
8.
4 
白
色
徴
砂
粒
と
鉄
分
多
く
含
む

内
面
黒
色
、
外
面
鈍
い
燈
~
黒
色

外
面
磨
滅
、
内
面
剥
離
あ
り

一
本
松
遺
跡
土
器
観
察
表
(
古
墳
時
代
5
)
 

第
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(
単
位
:
cm
) 

遺
構
番
号
挿
図
番
号
器
種
名

遺
存
度

口
径
底
径
器
局

目古
土

色
調

備
考

S
I
3
6
 
第
62
図
の
5
土
師
器
婆
日
縁
~
網
部
1
/
10
残
存

26
.5
 

砂
層
震
を
多
量
に
含
む
、
ザ
ラ
ザ
ラ
す
る

内
面
灰
赤
色
、
外
面
鈍
い
燈
~
黒
色

薄
手
、
外
面
へ
ラ
削
り
、
ボ
ロ
ボ
ロ
し
て
い
る

S
I
3
6
 
第
62
図
の
6
土
師
器
甑
口
縁
~
桐
部
1
/
2
残
存

21
 

徴
砂
粒
多
量
に
含
む
、
鉄
分
合
む

内
面
薄
明
赤
褐
色
、
外
面
鈍
い
燈
~
黒
色
内
面
積
方
向
の
へ
ラ
削
り

S
I
4
0
 
第
63
図
の
1
須
恵
器
杯
蓋
5
/
6
残
存

9.
1 

3.
2 
徴
砂
粒
多
〈
含
む
、
組
質
軽
量

灰
色

つ
ま
み
脇
を
砥
石
と
し
て
流
用
、
産
地
不
明

S
I
4
0
 
第
63
図
の
2
土
師
器
杯
1
/
3
残
存

9.
6 

3.
7 
精
選
き
れ
て
砂
粒
少
な
い

内
面
責
灰
色
、
外
面
淡
黄
色

口
縁
端
磨
滅
、
内
面
調
整
不
明
、
外
面
磨
滅

S
I
4
2
 
第
64
図
の
I
土
師
器
杯
口
縁
1
/
2
欠
損

8.
8 

3.
5 
徴
砂
粒
多
量
に
含
む

内
面
鈍
い
赤
褐
色
、
外
面
鈍
い
燈
色

口
縁
端
外
面
磨
滅
、
焼
成
良

S
I
4
2
 
第
64
図
の
2
土
師
器
杯
1
/
4
残
存

11
.6
 

3.
8 
砂
粒
少
な
い
、
鉄
分
多
く
含
む

内
面
燈
色
、
外
面
浅
黄
燈
色

外
面
に
飛
ぴ
ガ
ン
ナ
風
の
へ
ラ
削
り
痕
跡

S
I
4
2
 
第
64
図
の
3
土
師
器
杯
1
/
2
残
存

11
.8
 

4.
1 
砂
粒
少
な
い
が
鉄
分
多
量
に
含
む

内
面
灰
褐
色
~
黒
色
、
外
面
浅
黄
燈
色

外
面
軟
質
、
和
l離
著
し
い

S
I
4
2
 
第
64
図
の
4
土
師
器
杯
1
/
2
残
存

10
.6
 
7.
1 
3.
4 
砂
粒
少
な
い
が
鉄
分
多
量
に
含
む

内
面
鈍
い
燈
~
黒
褐
色
、
外
面
鈍
い
燈
色
口
縁
端
煤
付
着
、
器
面
剥
落
著
し
い

S
I
4
2
 
第
64
図
の
5
土
師
器
局
杯
脚
接
合
部
1
/
2
残
存

徴
砂
粒
と
鉄
分
多
い
、
砂
っ
ぽ
い

積
色

焼
成
不
良
、
器
面
の
磨
滅
著
し
い

S
I
4
2
 
第
64
図
の
6
土
師
器
褒
口
縁
部
1
/
3
残
存

15
.2
 

1
 mm
以
下
の
砂
粒
多
量
に
含
む

内
面
黒
色
、
外
面
鈍
い
燈
~
黒
褐
色

口
縁
端
玉
縁
状

S
I
4
3
 
第
65
図
の
1
土
師
器
杯
1
/
3
残
存

12
 

3
 
砂
粒
少
な
い

内
面
灰
褐
色
、
外
面
鈍
い
燈
~
黒
色

内
面
光
沢
あ
り
、
口
縁
端
磨
滅

S
I
4
3
 
第
65
図
の
2
土
師
器
杯
1
/
3
残
存

13
 

3.
3 
砂
粒
少
な
い

内
面
外
面
鈍
い
黄
燈
色

薄
手
丁
寧
な
作
り
、
断
面
灰
色

S
I
4
3
 
第
65
図
の
3
士
師
器
杯
2
/
3
残
存

13
.6
 

6.
8 
徴
砂
粒
含
む

内
面
鈍
い
糧
、
黒
色
、
外
面
鈍
い
燈
色

内
面
黒
色
処
理
?

S
I
4
5
 
第
67
図
の
1
土
師
器
杯
口
縁
1
/
3
欠
損

13
.1
 
11
 
4
 
砂
粒
少
な
い

内
面
外
面
長
郎
、
燈
一
黒
色

全
面
漆
塗
り
光
沢
あ
り
、
立
ち
上
が
り
・
口
縁
端
磨
滅

S
I
4
5
 
第
67
図
の
2
土
師
器
杯
5
/
6
残
存

13
.7
 

5.
6 
微
砂
粒
含
む

内
面
暗
褐
ー
黒
色
、
外
面
鈍
い
褐
色
~
暗
褐
色
内
外
面
に
鉄
分
付
着
、
特
に
内
面
に
顕
著

S
I
4
5
 
第
67
図
の
3
土
師
器
杯
1
/
3
残
存

13
.2
 

4.
1 
微
砂
粒
鉄
分
合
む

内
面
灰
赤
色
~
黒
色
、
外
面
灰
褐
色
ー
黒
色
底
面
に
焼
成
後
の
へ
ラ
が
き
it
線
あ
り

S
I
4
5
 
第
67
図
の
4
土
師
器
杯
1
/
3
残
存

11
.
8
 

4
 
鉄
分
粒
・
塊
多
量
に
含
む

鈍
し
、
燈
色

底
面
に
焼
成
後
の
へ
ラ
が
き
沈
線
あ
り

S
I
4
5
 
第
67
図
の
5
土
師
器
杯
底
部
欠
損

12
.4
 

3.
7 
砂
粒
少
な
い

鈍
い
燈
~
黒
色

全
面
漆
塗
り
光
沢
あ
り
、
端
部
磨
滅

S
I
4
5
 
第
67
図
の
6
土
師
器
局
杯
杯
部
1
/
2
残
存

白
色
微
砂
粒
鉄
分
多
く
含
む

内
面
鈍
い
赤
褐
色
~
暗
赤
灰
色
、
外
面
明
赤
褐
色

S
I
4
5
 
第
67
図
の
7
土
師
器
局
杯
脚
部
の
み
完
存

12
 

徴
砂
粒
含
む

鈍
い
燈
色
(
脚
部
内
面
褐
灰
色
)

内
面
ハ
ケ
メ
あ
り

S
I
4
5
 
第
67
図
の
8
土
師
器
品
杯
ほ
ぽ
完
形

13
.6
 
11
 
9.
8 
砂
粒
少
な
い
、
鉄
分
多
く
含
む

鈍
い
燈
色
~
黒
色

口
縁
端
内
側
に
傾
斜
し
で
か
な
り
磨
滅

S
I
4
5
 
第
67
図
の
9
土
師
器
壷
1
/
2
残
存

7.
8 
6.
5 
9.
9 
白
色
徴
砂
粒
多
量
に
含
む

内
面
黒
色
、
外
面
鈍
い
赤
褐
色
~
黒
色

器
面
凸
凹
し
て
調
整
不
明

S
I
4
5
 
第
67
図
の
10
須
恵
器
壷
底
部
1
/
2
残
存

大
粒
砂
少
な
い
、
黒
色
粒
子
吹
き
出
し
あ
り
灰
色
(
断
面
灰
黄
色
)

底
部
回
転
へ
ラ
如
lり
、
内
面
白
然
紬
付
着

S
I
4
5
 
第
67
図
の
11
土
師
器
褒
上
部
1
/
2
残
存

11
.2
 

1
 mm
削
後
の
砂
粒
多
量
に
含
む
、
粘
性
弱
い
内
面
灰
褐
~
黒
色
、
外
面
鈍
い
褐
色
~
褐
色
内
面
に
粘
土
紐
巻
き
上
げ
痕
明
瞭
、
口
縁
・
器
面
歪
み
あ
り
l
 

S
I
4
5
 
第
67
図
の
12
土
師
器
甑
底
部
1
/
2
残
存

8.
8 

鉄
分
粒
・
塊
多
量
に
含
む

燈
色
(
外
面
黒
色
斑
あ
り
)

器
面
磨
滅

S
I
4
5
 
第
67
図
の
13
土
師
器
甑
体
部
1
/
3
残
存

26
.2
 

鉄
分
粒
・
塊
多
量
に
含
む

燈
色
(
外
面
黒
色
斑
あ
り
)

全
体
に
軟
質
で
器
面
磨
滅

S
I
4
5
 
第
67
図
の
14
土
師
器
褒
上
部
1
/
3
残
存

21
 

極
め
て
細
か
い
、
砂
粒
鉄
分
多
量
に
含
む

鈍
い
燈
~
灰
褐
色

内
面
ユ
ピ
ナ
デ
、
外
面
へ
ラ
削
り
後
へ
ラ
ミ
ガ
キ

S
I
4
5
 
第
67
図
の
15
土
師
器
墾
上
部
1
/
8
残
存

25
.2
 

0.
5m
m
以
下
の
微
砂
粒
多
量
に
含
む

内
面
鈍
い
燈
色
、
外
面
燈
~
黒
色

外
面
へ
ラ
削
り
後
簡
単
な
へ
ラ
ミ
ガ
キ

一
本
松
遺
跡
土
器
観
察
表
(
古
墳
時
代
6
)
 

第
28
表
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(
単
位
:
cm
) 

遺
構
番
号
挿
図
番
号
器
種
名

遺
存
度

口
径
底
径
器
局

目古
土

色
調

備
考

S
I
1
1
 
第
68
図
の
1
土
師
器
杯
口
縁
端
一
部
欠
損

14
.2
 

4.
1 
砂
粒
少
な
く
鉄
分
非
常
に
多
い

鈍
い
鐙
色

口
縁
端
と
外
面
磨
滅

S
I
1
1
 
第
68
図
の
2
土
師
器
杯
1
/
2
残
存

14
.2
 
9.
8 
4
 
微
砂
粒
と
鉄
分
多
く
含
む

燈
色

日
縁
端
と
外
面
磨
滅

S
I
1
1
 
第
68
図
の
3
須
恵
器
杯
1
/
5
残
存

14
 
10
 
3.
3 
白
色
砂
粒
多
量
に
含
む

灰
白
色

内
外
面
と
も
磨
滅
、
特
に
口
縁
端
内
側
jが
著
し
く
磨
滅

S
I
1
1
 
第
68
図
の
4
土
師
器
杯
1
/
4
残
存

15
.2
 

微
砂
粒
多
く
含
む

内
面
鈍
い
燈
色
、
外
面
鈍
い
櫨
~
黒
色

内
面
細
か
い
へ
ラ
ミ
ガ
キ

S
I
1
1
 
第
68
図
の
5
土
師
器
褒
胴
部
一
部
欠
損

14
.9
 
7.
7 
14
 
0.
5m
m
削
後
の
白
色
砂
粒
多
量
に
含
む

内
面
黒
褐
色
、
外
面
明
赤
褐
色
ー
黒
色

口
径
部
内
側
に
粘
土
紐
接
合
痕
み
ら
れ
る

S
I
1
1
 
第
68
図
の
6
土
師
器
褒
底
部
の
み
完
存

7.
5 

0
.
5
m
m
-
1
 mm
の
砂
粒
多
量
に
含
む

内
面
鈍
い
赤
褐
色
、
外
面
鈍
い
赤
褐
色
~
黒
色
器
面
剥
落
著
し
い
、
内
面
ユ
ビ
ナ
デ

一
本
松
遺
跡
土
器
観
察
表
(
奈
良
・
平
安
時
代
1
)
 

第
29
表



S
I
1
4
 
第
69
図
の
1
土
師
器
杯
底
部
の
み
3
/
4
残
存

9.
5 

白
色
砂
粒
多
量
に
含
む

内
面
鈍
い
赤
褐
色
、
外
面
赤
褐
色

底
部
へ
ラ
削
り

S
I
1
4
 
第
69
図
の
2
土
師
器
褒
胴
部
上
半
3
/
4
残
存

白
色
微
砂
粒
多
量
に
含
む

内
面
明
赤
褐
色
一
黒
色
、
外
面
灰
褐
色

S
I
1
4
 
第
69
図
の
3
土
師
器
委
口
縁
~
胴
部
1
/
4
残
存

16
.5
 

0.
5m
m
以
下
の
臼
色
砂
粒
多
量
に
含
む

内
面
黒
褐
色
、
外
面
赤
褐
色

粘
土
紐
接
合
部
が
窪
ん
で
い
る

S
I
1
7
 
第
70
図
の
l
土
師
器
杯
1
/
2
残
存

12
.4
 

3.
7 
鉄
分
多
く
含
む

内
面
燈
色
、
外
面
鈍
い
褐
色
~
黒
色

器
面
磨
滅

S
I
1
7
 
第
70
図
の
2
土
師
器
杯
1
/
5
残
存

13
 
7.
5 
3.
9 
砂
粒
と
鉄
分
多
く
合
む

燈
色

底
部
回
転
糸
切
り
後
周
辺
へ
フ
削
り

S
I
1
7
 
第
70
図
の
3
土
師
器
費
3
/
4
残
存

13
.8
 
7.
1 
14
 
白
色
徴
砂
粒
多
量
に
合
む

灰
褐
色
~
黒
色

底
部
木
葉
痕

S
I
1
7
 
第
70
図
の
4
土
師
器
婆
口
縁
1
/
3
残
存

14
.2
 

0.
5m
m
以
干
ー
の
砂
粒
多
量
に
含
む

内
面
暗
赤
灰
色
、
外
面
燈
色

内
面
へ
ラ
ナ
デ

S
I
2
6
 
第
71
図
の
1
土
師
器
杯
2
/
3
残
存

11
.8
 
5.
7 
3.
2 
微
砂
粒
含
む
燈
色

燈
色

口
縁
に
タ
ー
ル
付
着
、
灯
明
具

S
I
2
6
 
第
71
図
の
2
士
師
器
杯
1
/
6
残
存

14
.2
 
9.
1 
3.
2 
徴
砂
粒
含
む

鈍
い
燈
色

軟
質
で
器
面
が
争
I
j
落

S
I
2
6
 
第
71
図
の
3
土
師
器
杯
体
部
1
/
5
底
部
完
存

13
.2
 
8.
1 
4.
3 
1
 mm
削
後
の
砂
粒
多
量
に
含
む

赤
褐
色
(
断
面
浅
黄
燈
色
)

内
外
面
と
も
赤
彩

S
I
2
6
 
第
71
図
の
4
須
恵
器
杯
蓋
1
/
3
残
存

大
粒
砂
・
銀
雲
母
片
多
く
含
む

灰
白
色

在
地
産

S
I
2
6
 
第
71
図
の
5
須
恵
器
長
頚
瓶
口
頚
部
1
/
4
残
存

8
.
8
-
9
.
6
 

鉄
分
粒
子
少
し
含
む

内
面
オ
リ
ー
ブ
黒
色
、
外
面
オ
リ
ー
ブ
灰
~
オ
リ
ー
プ
黒
色
厚
く
灰
紬
掛
か
る

S
I
2
6
 
第
71
図
の
6
土
師
器
蜜
口
縁
か
ら
屑
1
/
6
残
存

2
l.
6
 

白
色
砂
粒
多
量
に
含
む

内
面
灰
褐
色
、
外
面
鈍
い
燈
色

口
縁
端
細
く
つ
ま
み
上
げ
る

S
I
3
2
 
第
72
図
の
1
土
師
器
杯
1
/
5
残
存

13
.2
 
7.
8 
3
 
微
砂
粒
と
鉄
分
多
く
含
む

幸
郎
、
褐
色
~
黒
褐
色

内
面
へ
ラ
ミ
ガ
キ

S
I
3
2
 
第
72
図
の
2
土
師
器
杯
1
/
8
残
存

17
 
10
 
3.
2 
徴
砂
粒
と
鉄
分
含
む

内
面
燈
色
、
外
面
鈍
い
燈
色

や
や
軟
質
、
内
面
非
常
に
丁
寧
な
へ
フ
ミ
ガ
き

S
I
3
2
 
第
72
図
の
3
土
師
器
蜜
日
縁
か
ら
胴
部
1
/
3
残
存

21
 

1
 mm
li
ij
後
の
砂
粒
多
量
に
合
む

燈
ー
灰
褐
色

内
面
ユ
ビ
ナ
デ
、
外
面
へ
ラ
削
り

S
I
3
2
 
第
72
図
の
4
土
師
器
斐
底
部
1
/
2
残
存

7.
7 

3
醐
以
下
の
砂
粒
多
量
に
含
む

i主
賞
燈
色

粗
製
・
粗
質
、
底
部
へ
ラ
削
り

S
I
3
5
 
第
73
図
の
l
土
師
器
杯
ほ
ぽ
完
形

15
.7
 

3.
6 
徴
砂
粒
多
く
含
む

内
面
外
面
赤
色
(
断
面
積
色
)

内
外
面
赤
彩

S
I
3
5
 
第
73
図
の
2
土
師
器
杯
口
縁
1
/
8
欠
損

15
.8
 

3.
3 
色
微
砂
粒
多
く
含
む

内
面
外
面
赤
色
(
断
面
燈
色
)

内
外
面
赤
彩

S
I
3
5
 
第
73
図
の
3
土
師
器
杯
1
/
3
残
存

16
 

3.
6 
徴
砂
粒
と
鉄
分
多
く
含
む

内
面
外
面
赤
色
(
断
面
淡
樫
色
)

内
外
面
赤
彩

S
I
3
5
 
第
73
図
の
4
土
師
器
褒
口
縁
か
ら
胴
部
1
/
5
残
存

14
 

微
砂
粒
と
鉄
分
多
く
含
む

内
面
褐
灰
色
、
外
面
燈
色

軟
質

S
I
3
5
 
第
73
図
の
5
土
師
器
饗
口
縁
か
ら
胴
部
1
/
4
残
存

22
.6
 

砂
粒
多
量
に
含
み
粗
質

燈
~
灰
赤
色

内
面
へ
ラ
ナ
デ

S
I
3
5
 
第
73
図
の
6
土
師
器
褒
日
縁
か
ら
胴
部
1
/
5
残
存

19
.2
 

鉄
分
徴
砂
粒
多
く
含
む

内
面
鈍
い
燈
色
、
外
面
薄
燈
色

S
I
3
5
 
第
73
図
の
7
土
師
器
護
口
縁
か
ら
肩
部
1
/
5
残
存

25
 

0.
5m
m
以
下
の
砂
粒
多
く
含
む

鈍
い
燈
色

S
I
3
5
 
第
73
図
の
8
土
師
器
婆
底
部
2
/
3
残
存

7.
8 

白
色
微
砂
粒
多
量
に
含
む

内
面
黒
色
、
外
面
燈
色

や
や
軟
質

S
I
3
7
 
第
74
図
の
1
土
師
器
杯
2
/
3
残
存

12
.4
 
9.
8 
3.
5 
微
砂
粒
と
鉄
分
多
く
含
む

内
面
鈍
い
赤
褐
色
、
外
面
燈
色

器
面
磨
滅
、
内
面
丁
寧
な
ナ
デ

S
I
3
7
 
第
74
図
の
2
土
師
器
杯
2
/
3
残
存

12
.8
 
8.
7 
4.
2 
白
色
徴
砂
粒
多
量
に
含
む
、
鉄
分
合
む

内
面
外
面
と
も
燈
ー
黒
色

硬
質

S
I
3
7
 
第
74
図
の
3
土
師
器
杯
口
縁
部
1
/
2
欠
損

12
.6
 
7.
9 
4.
3 
白
色
微
砂
粒
多
量
に
含
む

燈
~
黒
褐
色
一
部
赤
褐
色

内
外
面
と
も
赤
彩
?

S
I
3
7
 
第
74
図
の
4
灰
軸
陶
器
段
皿
日
縁
部
片

17
 

鉄
分
の
し
み
だ
し
あ
り
、
砂
磯
含
む

灰
白
色

内
面
薄
い
灰
紬
掛
か
る
、
外
面
は
自
然
紬
か
?

S
I
3
7
 
第
74
図
の
5
須
恵
器
局
杯
杯
部
脚
部
の
接
合
部
片

銀
雲
母
粒
鉄
分
粒
多
く
含
む

灰
色

表
面
な
め
ら
か
3
か
所
に
透
か
し
あ
り

S
I
3
7
 
第
74
図
の
6
土
師
器
褒
日
縁
部
1
/
6
残
存

19
 

砂
粒
と
鉄
分
多
く
含
む

内
面
灰
白
色
~
鈍
い
燈
色
、
外
面
灰
白
~
灰
褐
色
薄
手
硬
質
口
縁
端
を
上
下
両
端
に
つ
ま
み
出
す

S
I
3
7
 
第
74
図
の
7
土
師
器
褒
口
縁
部
1
/
3
残
存

2
l.
4
 

臼
色
微
砂
粒
を
多
量
に
含
む

内
面
鈍
い
燈
色
、
外
面
鈍
い
燈
~
暗
赤
褐
色
器
面
ザ
ラ
ザ
ラ
し
て
落
ち
や
す
い

S
I
3
7
 
第
74
図
の
8
土
師
器
蜜
口
縁
か
ら
胴
部
1
/
2
残
存

17
.2
 

砂
粒
多
量
に
含
む

内
面
褐
灰
色
、
外
面
鈍
い
燈
~
黒
色

器
面
ザ
ラ
ザ
ラ
し
て
落
ち
や
す
い

S
I
3
7
 
第
74
図
の
9
土
師
器
斐
日
i縁
か
ら
胴
部
完
存

21
 

1
 mm
以
下
の
砂
粒
と
鉄
分
多
く
含
む

内
面
灰
褐
色
、
外
面
燈
~
黒
褐
色

屑
に
内
面
か
ら
穿
っ
た
孔
が
3
、
外
側
か
ら
の
孔
が
l
あ
り

S
I
3
7
 
第
74
図
の
10
土
師
器
J
!
口
i縁
部
1
/
4
残
存

20
.6
 

白
色
砂
粒
多
量
に
含
む

内
面
燈
色
、
外
面
鈍
い
燈
色

硬
質

S
I
3
9
 
第
75
図
の
1
土
師
器
杯
1
/
5
残
存

14
.6
 

0.
5m
m
以
下
の
砂
粒
鉄
分
多
く
含
む

鈍
い
燈
色

ミ
ガ
キ
の
単
位
日
月
瞭

S
I
3
9
 
第
75
図
の
2
土
師
器
杯
1
/
4
残
存

14
 

3.
5 
1
 mm
以
下
の
砂
粒
と
鉄
分
多
く
含
む

内
面
燈
色
、
外
面
明
赤
褐
色

軟
質
部
あ
り

S
I
3
9
 
第
75
図
の
3
土
師
器
杯
4
/
5
残
存

18
.5
 
11
 
6.
5 
白
色
砂
粒
と
鉄
分
多
く
含
む

内
面
外
面
赤
~
時
赤
褐
色

内
外
面
と
も
赤
彩
、
口
縁
端
・
立
ち
上
が
り
部
磨
滅

i z - -



(
単
位
:
cm
) 

遺
構
番
号
挿
図
番
号
器
種
名

遺
存
度

口
径
底
径
器
局

目古
土

色
調

備
考

51
39
 
第
75
図
の
4
須
恵
器
稜
碗
1
/
4
残
存

15
.2
 

白
色
徴
砂
粒
含
む

灰
色

無
粕
、
器
面
な
め
ら
か

51
39
 
第
75
図
の
5
土
師
器
褒
口
緑
か
ら
胸
部
1
/
5
残
存

26
 

1
皿
前
後
の
砂
粒
多
量
に
含
む

内
面
鈍
い
赤
褐
色
、
外
面
鈍
い
赤
褐
色
ー
暗
赤
褐
色
内
面
へ
ラ
ナ
デ

51
39
 
第
75
図
の
6
土
師
器
褒
日
縁
1
/
3
残
存

22
 

0.
5 皿
-
1
皿
の
砂
粒
を
多
量
に
含
む

燈
色

肩
部
に
非
常
に
鋭
利
な
へ
ラ
削
り

51
39
 
第
75
図
の
7
土
製
支
脚
基
底
部
欠
損

白
色
徴
砂
粒
多
〈
含
む

灰
白
色
ー
黒
色

ポ
ロ
ポ
ロ
し
て
崩
れ
や
す
い

51
4 
第
76
図
の
1
土
師
器
杯
2
/
3
残
存

14
.4
 
7.
2 
4.
6 
徴
砂
粒
多
〈
含
む

内
面
黒
色
、
外
面
鈍
い
燈
ー
黒
色

内
面
黒
色
処
理
、
内
面
磨
滅
剥
落
あ
り

51
4 
第
76
図
の
2
土
師
器
杯
日
縁
1/
10
欠
損

15
.2
 
7.
7 
5.
2 
徴
砂
粒
含
む

内
面
黒
色
、
外
面
積
~
黒
色

内
面
黒
色
処
理
、
底
部
回
転
へ
ラ
削
り

51
4 
第
76
図
の
3
土
師
器
杯
完
形

15
.3
 
7.
3 
5.
1 
0.
5 皿
以
下
の
砂
粒
含
む
、
鉄
分
合
む

内
外
面
と
も
鈍
い
赤
褐
色

底
部
静
止
糸
切
り

51
4 
第
76
図
の
4
土
師
器
杯
体
部
1
/
5
残
存

14
.3
 
8
 
4
 I
 0.
5 皿
以
下
の
砂
栓
含
む
、
鉄
分
含
む

鈍
い
燈
色

底
部
回
転
糸
切
り

51
4 
第
76
図
の
5
土
師
器
杯
体
部
1
/
3
残
存

12
.2
 
6
 
4
 I
 0.
5皿
以
下
の
砂
粒
含
む
、
鉄
分
含
む

内
面
鈍
い
燈
色
、
外
面
鈍
い
燈
一
明
赤
褐
色
口
縁
端
磨
滅

51
4 
第
76
図
の
6
土
師
器
杯
体
部
1
/
3
残
存

13
.8
 
6.
9 
4.
2 
0.
5 皿
以
下
の
白
色
砂
粒
含
む
、
鉄
分
合
む
内
外
面
と
も
燈
色

底
部
回
転
糸
切
り

51
4 
第
76
図
の
7
土
師
器
杯
?
口
縁
1
/
3
欠
損

13
 
6.
7 
4
 白
色
微
砂
粒
・
鉄
分
多
量
に
含
む

明
赤
褐
~
黒
色

口
j縁
端
に
煤
付
着
、
灯
明
具

51
4 
第
76
図
の
8
土
師
器
杯
1
/
3
残
存

12
.4
 
6.
8 
4
徴
砂
粒
含
む
、
鉄
分
合
む

鈍
い
燈
色
{
口
縁
端
黒
褐
色
)

底
部
静
止
糸
切
り

51
4 
第
76
図
の
9
土
師
器
杯
体
部
3
/
4
欠
損

14
 
7
 
4
 小
砂
粒
鉄
分
多
含
む

明
赤
褐
色

底
部
「
万
所
j
墨
書

51
4 
第
76
図
の
10
土
師
器
杯
体
部
1
/
5
残
存

13
.6
 

0.
5 回
以
下
の
砂
粒
鉄
分
合
む

鈍
い
鐙
ー
褐
灰
色

51
4 
第
76
図
の
11
須
恵
器
杯
口
縁
部
1
/
5
欠
損

13
.5
 
6.
7 
4.
4 
0.
5 皿
以
下
の
白
色
砂
粒
含
む

黒
ー
赤
褐
色

見
込
み
制
l離
著
し
い

51
4 
第
76
図
の
12
須
恵
器
杯
口
縁
部
1
/
3
欠
損

13
.3
 
6.
4 
4.
5 
0.
5 皿
以
下
の
白
色
砂
唯
含
む

黒
ー
灰
赤
褐
色

51
4 
第
76
図
の
13
須
恵
器
杯
体
部
1
/
5
残
存

12
.2
 
5.
8 
3.
7 
0.
5 皿
-
2
皿
の
砂
粒
多
量
に
含
む

暗
青
灰
色
(
断
面
鈍
い
賞
燈
色
)

51
4 
第
76
図
の
14
須
恵
器
杯
1
/
2
残
存

12
.2
 
6
 
3.
8 
白
色
徴
砂
多
量
に
含
む
、
ひ
び
割
れ
あ
り

灰
色

5
1
4
 
第
76
図
の
15
須
恵
器
杯
完
形

12
.2
 
6.
3 
4
 I
 0.
5 皿
以
下
の
徴
砂
粒
鉄
分
含
む

内
面
青
灰
色
、
外
面
青
灰
色
、
底
部
赤
灰
色
底
部
中
央
回
転
糸
切
り

51
4 
第
76
図
の
16
須
恵
器
杯
体
部
1
/
4
残
存

12
.6
 
6.
5 
4.
1 
白
色
徴
砂
多
量
に
含
む

赤
褐
色

51
4 
第
76
図
の
17
須
恵
器
杯
完
形

12
.4
 
6.
7 
3.
7 
0.
5 皿
以
下
の
白
色
砂
粒
含
む

青
灰
色

硬
質
、
ひ
び
割
れ
あ
り

51
4 
第
76
図
の
18
土
師
器
要
口
縁
か
ら
胸
部
2
/
3
残
存

18
.9
 

0.
5醐
-
1
皿
の
砂
粒
多
量
に
含
む

内
面
黒
ー
鈍
い
賞
檀
色
、
外
面
鈍
い
黄
櫨
ー
明
赤
褐
色
内
面
に
粘
土
紐
痕
あ
り
、
硬
質

51
4 
第
76
図
の
19
須
恵
器
甑
1
/
4
残
存

27
.8
 
31
.
4
 1
5.
6 
鉄
分
多
〈
含
む
、
雲
母
細
粒
含
む

内
面
灰
~
黒
色
、
外
面
灰
ー
暗
黄
褐
色

内
面
子
圧
痕
あ
り

5
1
6
 
第
77
図
の
1
土
師
器
杯
1
/
3
残
存

12
.8
 
7.
3 
4
 白
色
徴
砂
多
量
に
含
む
、
鉄
分
合
む

鈍
い
燈
色

底
部
中
央
回
転
糸
切
り
、
作
り
丁
寧

5
1
6
 
第
77
図
の
2
土
師
器
杯
1
/
3
残
存

12
.5
 
7.
8 
4.
1 
白
色
徴
砂
多
量
に
含
む
、
鉄
分
合
む

内
面
外
面
と
も
鈍
い
燈
ー
黒
色

底
部
回
転
へ
ラ
削
り

51
6 
第
77
図
の
3
土
師
器
杯
体
部
1
/
8
残
存

16
.2
 

砂
粒
な
く
精
選

内
面
明
赤
褐
色
、
外
商
燈
色

内
面
赤
彩

51
6 
第
77
図
の
4
土
師
器
杯
底
部
の
み

9.
3 

徴
砂
粒
多
量
に
含
む
、
鉄
分
合
む

燈
色

硬
質
、
歪
み
な
い

5
1
6
 
第
77
図
の
5
須
恵
器
杯
口
縁
1
/
6
欠
損

12
.8
 
7.
8 
4.
1 
0.
5皿
削
後
の
白
色
砂
位
多
量
に
含
む

灰
~
黒
色

体
部
外
面
墨
書
あ
り

5
1
6
 
第
77
図
の
6
須
恵
器
杯
1
/
3
残
存

12
.9
 
8.
3 
3.
8 
白
色
徴
砂
多
量
に
含
む
、
鉄
分
含
む

黒
色

底
部
回
転
へ
ラ
削
り
、
硬
質

5
1
6
 
第
77
図
の
7
須
恵
器
杯
底
部
1
/
2
残
存

8
 
白
色
徴
砂
多
量
に
含
む
、
鉄
分
含
む

燈
色

底
部
回
転
へ
ラ
削
り
、
火
樺
あ
り

51
6 
第
77
図
の
8
須
恵
器
杯
底
部
1
/
3
残
存

8.
7 

白
色
徴
砂
多
量
に
含
む

黒
色

底
部
回
転
へ
ラ
削
り
、
硬
質

5
1
6
 
第
77
図
の
9
須
恵
器
杯
底
部
1
/
2
残
存

9
 
白
色
徴
砂
多
量
に
含
む
、
鉄
分
含
む

鈍
い
黄
櫨
色

底
部
に
へ
ラ
記
号
あ
り

5
1
6
 
第
77
図
の
10
土
師
器
費
底
部
の
み
3
/
4
残
存

5.
4 

徴
砂
粒
多
〈
含
む

置
色

底
部
静
止
糸
切
り

5
1
6
 
第
77
図
の
11
滑
石
製
紡
錘
車
完
形

51
7 
第
78
図
の
1
土
問
器
杯
体
部
4
/
5
残
存

13
.1
 
8.
2 
4.
5 
白
色
徴
砂
多
量
に
含
む

鈍
い
燈
色

硬
質

51
7 
第
78
図
の
2
須
恵
器
杯
体
部
1
/
4
残
存

14
.5
 
8.
9 
4.
7 
白
色
徴
砂
多
量
に
含
む

黒
色

断
面
i美
賀
燈
色

5
1
7
 
第
78
図
の
3
須
恵
器
杯
底
部
3
/
4
残
存

8.
6 
0.
5 皿
別
後
の
白
色
砂
粒
多
量
に
含
む

黒
色

底
部
中
央
回
転
へ
ラ
削
り

一
本
松
遺
跡
土
器
観
察
表
(
奈
良
・
平
安
時
代
2
)
 

第
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表
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(
単
位
:
c
m
)
 

遺
構
番
号
挿
図
番
号
器
種
名

遺
存
度

口
径
底
径
器
両

月ムロ
土

色
調

備
考

S
1
7
 
第
78
図
の
4
須
恵
器
杯
口
縁
1
/
5
欠
損

12
 
7.
5 
3.
9 
1
 mm
削
後
の
砂
粒
含
む
、
粘
性
弱
い

灰
色

底
部
へ
ラ
記
号
あ
り
、
器
面
に
ひ
び
あ
り

S
1
7
 
第
78
図
の
5
須
恵
器
杯
底
部
4
/
5
残
存

8.
8 

1
 mm
別
後
の
砂
粒
含
む
、
粘
性
弱
い

褐
灰
色

断
面
喜
郎
、
燈
色

S
1
7
 
第
78
凶
の
6
土
師
器
饗
口
頚
部
1
/
5
残
存

19
.2
 

白
色
微
砂
多
量
に
合
む

内
面
燈
ー
黒
褐
色
、
外
面
鈍
い
褐
色

S
1
7
 
第
78
図
の
7
七
師
器
妻
口
頭
部
1
/
4
残
存

12
.6
 

砂
粒
多
く
含
む

内
面
黒
褐
色
、
外
面
赤
褐
色

成
形
粗
維
、
粘
土
紐
接
合
痕
あ
り

S
1
7
 
第
78
図
の
8
土
師
器
婆
底
部
の
み
完
存

6.
5 

砂
粒
多
量
に
含
む
、
鉄
分
含
む

内
面
極
暗
赤
褐
色
、
外
面
赤
ー
黒
色

内
面
剥
落
著
し
い

S
1
7
 
第
78
図
の
9
土
師
器
斐
口
頚
部
1
/
6
残
存

22
 

0.
5m
mi
ii
H
去
の
砂
粒
多
量
に
含
む

を
郎
、
控
色

薄
手
、
整
形
粗
雑
、
歪
み
著
し
い

S
1
7
 
第
78
凶
の
10
須
恵
器
褒
肩
部
片

ザ
ッ
ク
リ
と
し
た
感
じ
異
物
含
む

灰
白
色

か
な
り
硬
質
、
外
面
自
然
紬
付
着

S
1
7
 
第
78
凶
の
11
須
恵
器
蓋
端
部
1
/
3
が
欠
損

13
.2
 

3.
9 
1
 mm
円
1)
後
の
砂
粒
を
多
量
に
含
む

オ
リ
ー
ブ
灰

粘
性
が
弱
い
た
め
か
ひ
び
が
入
る

S
1
8
 
第
79
図
の
1
土
師
器
杯
1
/
5
残
存

13
 
7
 
4.
1 
微
砂
粒
合
む

内
面
明
赤
褐
色
、
外
面
灰
色

底
部
回
転
糸
切
り
、
剥
落
著
し
い

S
1
8
 
第
79
図
の
2
須
恵
器
杯
体
部
1
/
3
欠
損

12
.6
 
6.
8 
4.
1 
0.
5m
m
以
ド
の
砂
粒
多
量
に
含
む

赤
褐
色
~
赤
色

底
部
回
転
糸
切
り
、
組
質

S
1
8
 
第
79
図
の
3
須
恵
器
杯
口
縁
1
/
2
欠
損

13
.5
 
10
.7
 
4
 微
砂
粒
多
く
気
i包
多
い

灰
白
色

底
部
へ
フ
削
り
後
磨
滅
著
し
い

S
1
8
 
第
79
図
の
4
灰
紬
陶
器
長
頚
瓶
口
縁
部
1
/
8
残
存

20
 

少
し
砂
っ
ぽ
い
、
黒
色
斑
点
あ
り

内
面
薄
い
緑
色
(
灰
粕
)
、
外
面
灰
白
色
火
膨
れ
あ
り

S
1
8
 
第
79
図
の
5
須
恵
器
高
古
付
杯
底
部
1
/
6
残
存

11
.3
 

非
常
に
級
密
で
陶
器
質

長
郎
、
褐
色

底
部
同
転
へ
ラ
削
り

S
1
8
 
第
79
図
の
6
土
師
器
蜜
口
頚
部
1
/
8
残
存

22
 

徴
砂
粒
と
鉄
分
多
量
に
合
む

鈍
い
鐙
色

硬
質
外
面
へ
ラ
削
り

S
1
8
 
第
79
図
の
7
土
師
器
饗
口
頚
部
1
/
6
残
存

2
l.
4
 

微
砂
粒
多
く
鉄
分
合
む

内
面
外
面
と
も
鈍
い
燈
~
黒
褐
色

内
面
剥
落
著
い
、

S
1
8
 
第
79
図
の
8
土
師
器
襲
1
/
6
残
存

15
.2
 

徴
砂
粒
多
く
含
む
、
鉄
分
合
む

明
赤
褐
色

硬
質

S
1
8
 
第
79
図
の
9
土
師
器
婆
?
口
縁
部
1
/
8
残
存

24
.1
 

徴
砂
粒
多
く
含
む
、
級
密
硬
質

褐
灰
色

口
縁
部
ロ
ク
ロ
日
顕
著

S
1
8
 
第
79
図
の
10
土
師
器
褒
口
縁
~
体
部
1
/
6
残
存

16
.3
 

徴
砂
粒
含
み
気
泡
あ
り

茶
褐
色
~
黒
色

器
面
剥
落
著
し
い

S
1
8
 
第
79
図
の
11
土
師
器
饗
口
縁
部
1
/
5
残
存

16
.5
 

徴
砂
粒
気
泡
鉄
分
合
む

内
面
灰
褐
色
、
外
面
赤
褐
色
一
黒
褐
色

内
面
剥
落
あ
り

S
1
8
 
第
79
閃
の
12
土
師
器
饗
体
部
1
/
5
残
存

21
 

徴
砂
粒
多
く
含
む
、
ザ
ラ
ザ
ラ
し
て
い
る

赤
色
~
黒
色

内
面
剥
離
著
し
い
、
薄
手

S
1
8
 
第
79
図
の
13
灰
紬
陶
器
瓶
底
部
1
/
6
残
存

14
 

0
.
5
m
m
-
2
 mm
の
砂
粒
を
多
量
に
合
む

灰
白
色

外
面
回
転
へ
フ
削
り
、
外
面
白
然
粕
?
付
着

S
1
8
 
第
79
図
の
14
須
恵
器
費
口
頚
部
1
/
4
残
存

20
.4
 

0
.
5
m
m
-
1
 mm
の
白
色
砂
粒
多
量
に
含
む

内
面
燈
~
黒
色
、
外
面
権
~
黒
褐
色

口
縁
端
外
側
に
折
り
返
す
、
平
行
叩
き
日

S
1
8
 
第
79
図
の
15
須
恵
器
嚢
口
頚
部
1
/
8
残
存

20
.2
 

微
砂
粒
多
く
含
む

内
面
黒
褐
色
、
外
面
赤
褐
色

硬
質

S
1
8
 
第
79
図
の
16
須
恵
器
楚
胴
部
片

大
粒
の
砂
粒
含
み
か
な
り
粗
質

内
面
外
函
と
も
黒
色

脆
い
、
内
面
ナ
デ
、
外
面
平
行
叩
き
日

S
1
8
 
第
79
図
の
17
土
製
円
盤
土
師
器
杯
転
用

徴
砂
粒
含
む

喜
郎
、
褐
色
黒
褐
色

硬
質

S
1
1
6
 
第
80
図
の
I
土
師
器
杯
底
部
1
/
2
残
存

8.
8 

1
 mm
以
上
の
白
色
砂
粒
少
々
含
む

内
面
外
面
と
も
鈍
い
掻
色

S
1
1
6
 
第
80
図
の
2
土
師
器
杯
底
部
1
/
3
残
存

7
 
臼
色
砂
粒
多
く
含
む
、
黒
色
吹
き
出
し
あ
り
内
面
明
赤
褐
色
、
外
面
淡
燈
色

墨
書
「
万
所
」

S
1
1
6
 
第
80
図
の
3
土
師
器
杯
2
/
3
残
存

12
.4
 
8.
5 
3.
8 
白
色
微
砂
粒
多
く
含
む

赤
色

全
面
赤
彩

S
1
1
6
 
第
80
図
の
4
須
恵
器
杯
1
/
2
残
存

13
.4
 
7.
8 
4.
4 
白
色
微
砂
粒
多
〈
含
む

灰
色

凸
部
磨
滅

S
1
1
6
 
第
80
図
の
5
土
師
器
婆
口
i縁
部
1
/
3
残
存

18
 

1
 mm
以
下
の
白
色
砂
粒
多
く
合
む

賞
灰
色

硬
質

S
1
1
6
 
第
80
図
の
6
土
師
器
饗
口
縁
部
1
/
4
残
存

23
.6
 

白
色
徴
砂
粒
多
量
に
含
む

権
色
ー
褐
灰
色

S
1
1
6
 
第
80
凶
の
7
土
師
器
褒
腕
部
1
/
5
欠
損

15
 
9.
4 
19
.3
 
白
色
微
砂
粒
多
量
に
含
む

明
赤
褐
色
~
黒
色

薄
手

S
1
2
3
 
第
81
図
の
1
土
師
器
杯
1
/
2
残
存

13
.4
 
6
 
3.
9 
砂
粒
多
量
に
含
む
、
粘
性
弱
い

灰
褐
色
(
底
面
黒
色
)

底
部
阿
転
糸
切
り

S
1
2
3
 
第
81
図
の
2
土
師
器
褒
1
/
3
残
存

14
.4
 

白
色
砂
粒
多
量
に
含
む
、
砂
っ
ぽ
い

内
面
鈍
い
赤
褐
ー
黒
色
、
外
面
灰
褐
~
黒
色
硬
質

S
1
2
4
 
第
82
図
の
1
須
恵
、
器
杯
蓋
口
縁
場
欠
損

砂
粒
少
な
い
、
黒
色
粒
子
合
む

薄
い
灰
色

軟
質
つ
ま
み
あ
り

S
1
2
4
 
第
82
図
の
2
土
師
器
褒
2
/
3
残
存

14
.8
 

1
 mm
以
下
の
砂
粒
多
く
含
む

内
面
鈍
い
燈
色
、
外
面
赤
~
黒
色

比
較
的
硬
質

S
1
2
4
 
第
82
図
の
3
土
師
器
褒
1
/
3
残
存

20
.5
 

1
 mm
即
H去
の
砂
粒
多
量
に
含
む

内
面
鈍
い
糧
色
、
外
面
鈍
い
燈
~
暗
赤
褐
色
口
縁
端
外
面
磨
滅
、
薄
手

S
1
2
4
 
第
82
図
の
4
土
師
器
褒
1
/
4
残
存

19
 

0.
5m
m
附
後
の
砂
粒
鉄
分
多
量
に
含
む

内
面
赤
褐
~
鈍
い
赤
褐
色
、
外
面
鈍
い
燈
~
黒
褐
色
歪
み
あ
り
、
整
形
は
粗
雑

一
本
松
遺
跡
、
土
器
観
察
表
(
奈
良
・
平
安
時
代
3
)
 

第
31
表

i - sー



(
単
位
:
cm
) 

遺
構
番
号
挿
図
番
号
器
種
名

進
存
度

口
径
底
径
器
高

目古
土

色
調

備
考

51
24
 
第
82
凶
の
5
土
師
器
費
1
/
2
残
存

19
.8
 

白
色
徴
砂
粒
鉄
分
多
量
に
含
む

内
面
鈍
い
燈
ー
黒
褐
色
、
外
面
積
~
黒
褐
色

51
24
 
第
82
図
の
6
土
師
器
奏
底
部
の
み
完
存

5.
9 

1
田
前
後
の
砂
粒
多
量
に
含
む

内
面
暗
赤
灰
色
、
外
商
赤
檀
~
黒
色

硬
質
、
底
部
静
止
糸
切
り

51
24
 
第
82
凶
の
7
須
恵
器
褒
胴
部
1
/
4
残
存

白
色
徴
砂
粒
多
量
に
含
む

内
面
灰
褐
色
、
外
面
灰
褐
~
褐
灰
色

県
内
産
、
内
面
指
圧
痕

51
27
 
第
83
図
の
1
土
師
器
皿
完
存

13
.8
 
6.
8 
2.
1 
1
皿
以
下
の
砂
粒
多
〈
含
む

槍
色

硬
質
、
底
部
へ
ラ
削
り

51
27
 
第
83
図
の
2
土
師
器
皿
2
/
3
残
存

14
.6
 
6.
4 
1.
8
 砂
粒
多
量
に
含
む
鉄
分
含
む

鈍
い
赤
褐
色

部
分
的
に
ポ
ロ
ボ
ロ

51
27
 
第
83
図
の
3
土
師
器
皿
完
存

13
.9
 
5.
9 
1.
8
 砂
粒
多
〈
含
む

内
面
赤
ー
暗
赤
褐
色
、
外
面
赤
樫
~
黒
色
底
部
へ
ラ
削
り

51
27
 
第
83
図
の
4
土
師
器
皿
1
/
2
残
存

14
.2
 
5.
6 
3.
3 
鉄
分
塊
砂
粒
多
量
に
含
む

i美
賀
燈
色

底
部
へ
ラ
削
り

51
27
 
第
83
図
の
5
土
師
器
杯
2
/
3
残
存

13
.2
 
7
 
3.
8 
0.
5 醐
-
1
凹
の
砂
粒
多
量
に
含
む

鈍
い
燈
色

硬
質

51
27
 
第
83
図
の
6
土
師
器
杯
2
/
3
残
存

15
.6
 
8
 
5.
2 
白
色
砂
粒
多
量
に
含
む
、
鉄
分
合
む

明
赤
褐
色
~
黒
褐
色

焼
成
良

51
27
 
第
83
図
の
7
土
師
器
蜜
9/
10
残
存

12
.9
 
7.
7 
14
.1
 
0.
5 皿
前
後
の
砂
粒
多
量
に
含
む

燈
~
灰
褐
色

焼
成
良

51
27
 
第
83
図
の
8
土
師
器
甑
ロ
縁
ー
胴
部
1
/
5
残
存

18
.9
 

白
色
砂
粒
多
量
に
含
む

燈
~
黒
色

内
面
積
方
向
の
ナ
デ

51
27
 
第
83
図
の
9
土
師
器
褒
上
部
1
/
3
残
存

17
.5
 

鉄
分
多
量
に
含
む
、
砂
粒
含
む

内
面
i轟
燈
ー
黒
褐
色
、
外
面
鈍
い
燈
~
黒
褐
色
硬
質
、
内
面
ユ
ピ
圧
痕

51
27
 
第
83
図
の
10
土
製
紡
錘
車
完
存

最
小
径
3.
1
、
最
大
径
4.
1
、
厚
さ
2.
9
、
重
量
53
.4
g

51
33
 
第
84
図
の
1
1:
師
器
杯
1
/
3
残
存

12
.1
 
6.
9 
3.
9 
徹
砂
粒
鉄
分
粒
多
〈
含
む

内
両
鈍
い
燈
色
、
外
面
鈍
い
燈
~
黒
色

底
部
回
転
糸
切
り
、
軟
質

51
33
 
第
84
図
の
2
土
師
器
杯
口
縁
一
部
欠
損

13
.7
 
6.
9 
3.
9 
白
色
砂
粒
多
量
に
含
む
、
鉄
分
合
む

内
面
鈍
い
燈
『
黒
色
、
外
面
鈍
い
赤
褐
ー
黒
色
ロ
ク
ロ
目
顕
著

51
33
 
第
84
図
の
3
土
師
器
杯
1
/
2
残
存

13
 
6.
8 
4
 白
色
砂
粒
多
量
に
含
む
、
鉄
分
合
む

内
面
鈍
い
赤
褐
色
、
外
面
鈍
い
褐
色

底
部
回
転
糸
切
り
、
硬
質

51
33
 
第
84
図
の
4
土
師
器
杯

51
33
 
第
84
図
の
5
須
恵
器
杯
口
縁
1
/
3
欠
損

12
.4
 
6
 
4
 白
色
砂
粒
多
〈
含
む
、
大
粒
砂
含
む

灰
色

粘
性
不
足
の
た
め
器
函
ヒ
ピ
割
れ

51
33
 
第
84
図
の
6
須
恵
器
杯
1
/
2
残
存

12
.4
 
5.
6 
4.
4 
白
色
徹
砂
粒
多
量
に
含
む

灰
色

鋭
利
な
ロ
ク
ロ
目
、
硬
質

51
33
 
第
84
図
の
7
須
恵
器
甑

徴
砂
粒
多
量
に
含
む

内
面
明
赤
褐
色
ー
黒
色
、
外
面
鈍
い
赤
褐
色

51
33
 
第
84
図
の
8
須
恵
器
褒
片

1
凹
以
下
の
砂
粒
多
量
に
含
む

内
面
褐
灰
色
、
外
面
赤
褐
色
~
黒
色

内
両
親
l落
あ
り
、
外
面
少
々
磨
滅

51
33
 
第
84
図
の
9
須
恵
器
褒
底
部
1
/
3
残
存

15
 
1
皿
以
下
の
白
色
砂
粒
多
量
に
含
む

内
面
灰
色
、
外
面
黒
色
断
面
鈍
い
檀
色

底
部
ヘ
ラ
記
号
あ
り

51
38
 
第
85
図
の
1
土
師
器
杯
1
/
2
残
存

13
 
7
 
3.
7 
砂
粧
鉄
分
粒
多
〈
含
む

黒
色

歪
み
あ
り
、
粘
土
粗
質

51
38
 
第
85
図
の
2
土
師
器
杯
1
/
2
残
存

11
.
4
 
5.
7 
3.
9 
1
醐
以
下
の
白
色
砂
位
多
量
に
含
む

燈
色

51
38
 
第
85
図
の
3
土
師
器
杯
口
縁
1
/
6
欠
損

13
 
7.
4 
4
.4
 
白
色
砂
粒
多
量
に
含
む
、
鉄
分
合
む

鈍
い
赤
褐
色

器
面
ポ
ロ
ボ
ロ

51
38
 
第
85
図
の
4
土
師
器
杯
体
部
3
/
4
欠
損

13
.6
 
7.
5 
4.
7 
白
色
砂
粒
多
量
に
含
む
、
鉄
分
含
む

内
面
黒
褐
色
、
外
面
樫
色

51
38
 
第
85
図
の
5
土
師
器
?
杯
ほ
ぽ
完
形

12
.5
 
7.
2 
4.
3 
白
色
砂
粒
多
量
に
含
む
、
鉄
分
合
む

鈍
い
赤
褐
色

硬
質

51
38
 
第
85
図
の
6
土
師
器
杯
1
/
2
残
存

15
.6
 
7.
1 
4.
9 
鉄
分
粒
と
徴
砂
粒
多
〈
含
む

内
面
燈
色
、
外
面
燈
色
断
面
鈍
い
燈
色

内
面
外
商
に
ヘ
ラ
記
号
あ
り

51
38
 
第
85
図
の
7
土
師
器
襲
口
縁
部
な
し
体
部
1
/
2
残
存

5.
7 

白
色
砂
粒
多
量
に
含
む
、
鉄
分
合
む

内
面
極
暗
赤
褐
色
、
外
面
赤
褐
色

肩
部
器
面
*'1
落

51
41
 
第
86
図
の
l
土
師
器
杯
1
/
2
残
存

13
.7
 
7.
2 
4.
2 
徴
砂
粒
鉄
分
合
む

鈍
い
燈
色
{
部
分
的
に
赤
色
)

内
外
面
と
も
赤
彩
?

51
41
 
第
86
図
の
2
土
師
器
杯
1
/
2
残
存

15
.2
 

4.
2 
砂
粒
少
な
い
、
鉄
分
塊
多
量
に
含
む

内
面
黒
色
、
外
面
浅
黄
櫨
色

内
面
黒
色
処
理

51
41
 
第
86
図
の
3
土
師
器
碗
底
部
2
/
3
残
存

砂
粒
少
な
い
、
鉄
分
塊
多
量
に
含
む

内
面
灰
褐
色
、
外
面
鈍
い
桜
色

軟
質

51
41
 
第
86
図
の
4
土
師
器
高
台
付
停
脚
部
の
み

7.
4 

徹
砂
粒
鉄
分
粒
多
〈
含
む

鈍
い
燈
色

硬
質

51
44
 
第
87
図
の
1
須
恵
器
杯
体
部
2
/
3
欠
損

14
 
7.
4 
4
.4
 
鉄
分
粒
と
徴
砂
粒
多
〈
含
む

内
面
黒
褐
色
、
外
面
鈍
い
赤
褐
色
ー
黒
色
底
部
回
転
へ
ラ
削
り
、
硬
質

51
44
 
第
87
図
の
2
須
恵
器
杯
1
/
3
残
存

12
.4
 
7
 
4
 白
色
砂
粒
多
〈
合
む

灰
色

硬
質

51
44
 
第
87
図
の
3
須
恵
器
杯
1
/
2
残
存

12
.5
 
7.
9 
4.
3 
白
色
砂
粒
多
〈
含
む

内
面
黒
色
、
外
面
灰
黒
色

硬
質
歪
み
著
し
い

51
44
 
第
87
図
の
4
須
恵
器
甑
口
縁
か
ら
体
部
1
/
5
残
存

26
 

鉄
分
多
量
に
含
む

灰
褐
色
(
断
面
鈍
い
樫
色
)

口
縁
端
外
側
に
折
り
返
し

51
44
 
第
87
図
の
5
土
師
器
褒
1
/
2
残
存

17
.4
. 

1
皿
以
下
の
l
i
'
P
粒
多
量
に
含
む

明
赤
褐
色
ー
暗
赤
褐
色

硬
質

一
本
松
遺
跡
土
器
観
察
表
(
奈
良
・
平
安
時
代
4
)
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(
単
位
:
c
m
)
 

遺
構
番
号
挿
図
番
号
接
種
名

違
存
度

口
径
底
径
器
高

目古
土

色
調

備
考

S1
46
 
第
88
凶
の
1
i
:
師
器
杯
2
/
3
残
存

13
 
6.
5 
4.
2 
0.
5回
以
下
の
砂
粒
多
く
含
む

赤
燈
ー
黒
色

硬
質

S1
46
 
第
88
図
の
2
u
耐
器
杯
1
/
3
残
存

13
.2
 
7.
1 
4.
7 
白
色
徴
砂
粒
多
量
に
合
む
、
鉄
分
合
む

内
面
明
赤
褐
色
一
暗
赤
灰
色
、
外
面
鈍
い
赤
褐
色
内
面
砂
っ
ぽ
く
ザ
ラ
ザ
ラ
し
て
い
る

S1
46
 
第
88
図
の
3
t
師
器
杯
体
部
1
/
6
欠
損

16
.2
 
7.
5 
5.
5 
0.
5m
m
以
下
の
砂
粒
多
く
含
む
、
鉄
分
合
む
喜
唱
し
、
燈
ー
黒
褐
色

硬
質

S1
46
 
第
88
凶
の
4
土
師
器
杯
3
/
4
残
存

16
.7
 
8
 
6.
2 
臼
色
砂
粒
多
〈
含
む

内
面
鈍
い
桜
ー
灰
褐
色
、
外
面
赤
褐
色

内
面
な
め
ら
か

S1
46
 
第
88
凶
の
5
1
:
師
器
杯
体
部
1
/
4
残
存

21
.
6
 

臼
色
砂
粒
多
く
含
む

明
赤
褐
色

体
部
墨
書
「
所
J

S1
46
 
第
88
凶
の
6
須
恵
~
褒
1
/
2
残
存

29
.6
 
14
.4
 
23
.4
 
白
色
砂
粒
多
く
含
む

暗
赤
灰
色
(
断
面
燈
色
)

硬
質
、
体
部
下
半
へ
ラ
削
り
、
上
半
叩
き

S1
46
 
第
88
凶
の
7
須
恋
路
饗
1
/
5
残
存

27
.2
 
14
.4
 
28
.2
 
臼
色
砂
粒
多
〈
含
む

内
面
灰
赤
色
、
外
面
暗
赤
褐
色

硬
質

S1
46
 
第
89
凶
の
8
土
師
器
饗
1
/
5
残
存

22
 

臼
色
砂
粒
多
〈
含
む

鈍
い
赤
褐
色
~
黒
色

硬
質

S1
46
 
第
89
凶
の
9

J
:
師
器
~
底
部
2
/
3
残
存

8.
4 

1
 mm
以
下
の
白
色
砂
粒
多
量
に
含
む
、

内
面
燈
色
、
外
面
鈍
い
燈
ー
燈
色

底
部
中
心
は
糸
切
り
周
辺
不
明

S1
46
 
第
89
図
の
10
須
恵
器
鉢

25
.2
 
13
.8
 
15
.2
 
白
色
微
砂
粒
多
量
に
含
む
、
鉄
分
合
む

燈
-
)
:
天
赤
色

S1
47
 
第
90
図
の
1
土
師
器
杯
1
/
3
残
存

12
.9
 
7.
9 
4.
4 
鉄
分
多
く
砂
粒
少
な
い

明
褐
灰
色
~
燈
色

や
や
軟
質

S1
47
 
第
90
図
の
2
土
師
器
杯
1
/
2
残
存

13
.8
 
6.
1 
4.
8 
鉄
分
多
量
に
含
む

明
赤
褐
色

歪
み
あ
り
、
底
部
恒
l転
へ
ラ
削
り

S1
47
 
第
90
図
の
3
土
師
器
杯
7
/
8
残
存

15
.8
 
7.
1 
5.
1 
鉄
分
の
吹
き
出
し
あ
り

燈
色

歪
み
あ
り
、
内
面
へ
ラ
ミ
ガ
キ

S
B
2
 
第
91
闘
の
l
土
師
器
高
台
11
杯
1
/
5
残
存

16
.4
 
8.
8 
4.
9 
白
色
砂
粒
を
多
く
含
む
、
鉄
分
合
む

に
ぷ
い
燈
色

内
面
へ
フ
ミ
ガ
キ
、
底
部
回
転
へ
'
.
7
I
'
1IJ
り
後
に
高
台
付

S
B
2
 
第
91
図
の
2
土
師
器
杯
1
/
6
残
存

21
.
9
 
10
.6
 
7.
5 
白
色
砂
粒
を
多
く
含
む
、
鉄
分
合
む

に
よ
い
撹
色
一
黒
色

内
面
へ
ラ
ミ
ガ
キ
、
静
止
糸
切
り
後
に
へ
ラ
削
り

S
B
2
 
第
91
図
の
3
須
恵
器
斐
日
縁
部
破
片

白
色
徴
砂
粒
と
黒
色
粒
子
の
吹
き
出
し
あ
り
灰
色

外
面
櫛
描
i皮
状
文

S
B
1
0
 
第
97
図
の
l
土
師
器
杯
完
形

13
 
6
 
4
 白
色
微
砂
粒
と
鉄
分
を
多
量
に
含
む

に
ぷ
い
桜
色

底
部
手
持
ち
へ
ラ
削
り

S
X
4
 
第
10
4
図
の
1
土
師
器
杯
完
形

7.
8 

3.
3 
鉄
分
塊
合
む

鈍
い
燈
色

ロ
縁
部
に
煤
付
着
、
外
面
へ
ラ
削
り
手
づ
く
ね

S
X
4
 
第
10
4
図
の
2
土
師
器
杯
1
/
4
残
存

10
.6
 

3.
4 
鉄
分
塊
多
量
に
含
む

鈍
い
黄
樺
色

口
縁
部
に
煤
付
着

S
X
4
 
第
10
4
関
の
3
土
師
器
杯
1
/
3
残
存

10
.8
 

3
.4
 
鉄
分
塊
多
量
に
合
む

内
面
外
面
鈍
い
燈
ー
黒
色

内
面
に
煤
付
着

S
X
4
 
第
10
4
図
の
4
土
師
器
杯
1
/
3
残
存

10
.6
 
6
 
4.
6 
砂
粒
多
く
含
む

内
面
積
色
、
外
面
鈍
い
燈
色

外
面
組
い
へ
7
削
り

S
X
4
 
第
10
4
凶
の
5
土
師
器
杯
1
/
3
残
存

10
.4
 

白
色
砂
粒
多
く
含
む

内
面
薄
い
明
赤
褐
色
、
外
面
鈍
い
燈
色

内
面
部
分
的
に
へ
フ
ミ
ガ
キ

S
X
4
 
第
10
4
図
の
6
土
師
器
杯
底
部
1
/
2
残
存

13
 
1
m
m
-
2
m
m
の
大
粒
砂
含
む

赤
色
(
黒
色
の
斑
点
み
ら
れ
る
)

底
部
に
へ
ラ
記
号
あ
り

S
X
4
 
第
10
4
凶
の
7
土
師
器
杯
1
/
3
残
存

13
.8
 
9.
6 
3.
7 
徴
砂
粒
含
む
、
鉄
分
含
む

鈍
い
燈
-
D
(
褐
色

S
X
4
 
第
10
4
図
の
8
土
師
器
杯
口
縁
部
1
/
6
欠
損

13
.2
 
8.
6 
4.
1 
2
 mm
の
臼
色
砂
粒
と
微
砂
粒
多
〈
含
む

樟
色

底
部
墨
書
「
幡
J

S
X
4
 
第
10
4
図
の
9
土
師
器
高
台
付
杯
1
/
2
残
存

10
.7
 
7.
5 
4.
9 
徴
砂
粒
多
量
に
合
む

赤
褐
色

全
面
赤
彩
、
品
台
裏
墨
書
「
上
」

S
X
4
 
第
10
4
図
の
10
土
師
器
杯
1
/
4
残
存

14
.8
 
7
.4
 
5.
4 
1
 mm
以
下
の
砂
粒
と
鉄
分
多
く
含
む

内
面
鈍
い
赤
褐
色
、
外
面
時
赤
褐
色

硬
質
、
丁
寧
な
作
り

S
X
4
 
第
10
4
図
の
11
須
恵
器
杯
1
/
2
残
存

12
.6
 
6.
2 
3.
9 
白
色
砂
粒
多
く
含
む

黒
色
(
断
面
鈍
い
褐
色
)

硬
質
、
歪
み
あ
り

S
X
4
 
第
10
4
図
の
12
須
恵
器
杯
1
/
4
残
存

13
 
8.
5 
3.
6 
微
砂
粒
含
む
、
鉄
分
合
む

灰
色

内
面
火
棒
あ
り
、
硬
質

S
X
4
 
第
10
4
図
の
13
須
恵
器
杯
完
形

13
.4
 
9.
8 
3.
6 
徴
砂
粒
少
々
含
む

灰
色

内
面
火
棒
あ
り
、
軟
質

S
X
4
 
第
10
4
図
の
14
須
恵
器
杯
底
部
1
/
2
残
存

6.
8 

臼
色
徴
砂
粒
多
量
に
含
む
、
鉄
分
合
む

暗
灰
色
(
断
面
鈍
い
燈
色
)

硬
質

S
X
4
 
第
10
4
図
の
15
須
恵
器
杯
底
部
1
/
2
残
存

7
 
白
色
微
砂
粒
多
量
に
含
む

黒
色
(
断
面
鈍
い
褐
色
)

底
部
へ
ラ
記
号
あ
り

S
X
4
 
第
10
4
図
の
16
須
恵
器
杯
ほ
ぽ
完
形

12
.4
 
7.
1 
3.
9 
白
色
徴
砂
粒
多
量
に
含
む

暗
赤
褐
~
明
赤
褐
色

底
部
回
転
へ
ラ
削
り
、
硬
質

S
X
4
 
第
10
4
図
の
17
須
車
器
高
古
付
杯
1
/
5
残
存

18
.3
 
13
.8
 
5.
5 
白
色
黒
色
微
砂
粒
多
量
に
含
む

灰
色

硬
質

S
X
4
 
第
10
4
図
の
18
須
恵
器
饗
1
/
2
残
存

19
.8
 
6.
8 
25
.5
 
1
棚
以
下
の
砂
粒
と
鉄
分
多
く
合
む

燈
ー
暗
赤
灰
色

体
部
上
面
に
日
[
1
き
目
痕
あ
り

S
X
4
 
第
10
4
図
の
19
須
恵
器
褒
ほ
ぽ
完
形

26
.1
 
15
.4
 
40
.2
 

黒
色

S
X
4
 
第
10
5
図
の
20
須
恵
器
婆
片
口
縁
部
破
片

白
色
砂
粒
多
〈
含
む

灰
色

硬
質
、
櫛
描
波
状
文
あ
り

S
X
4
 
第
10
5
凶
の
21
土
師
器
褒
口
縁
~
胴
部
1
/
4
残
存

24
 

白
色
徴
砂
粒
多
量
に
含
む

黒
色

口
縁
外
面
ユ
ビ
圧
痕
あ
り
、
薄
手
歪
み
あ
り

-
ー
ー
ー
ー
」
ー
』

一
本
松
遺
跡
土
器
観
察
表
(
奈
良
・
平
安
時
代
5
)
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(
単
位
:
c
m
)
 

遺
構
番
号
挿
図
番
号
器
種
名

遺
存
度

口
径
底
径
器
局

胎
土

色
調

備
考

遺
構
外
第
11
1
図
の
3
手
づ
く
ね
土
器
1
/
4
残
存

7
 
4
 
3.
6 
白
色
徴
砂
粒
多
量
に
合
む

稜
色

ヘ
ラ
削
り

遺
構
外
第
11
1
図
の
4
土
師
器
局
杯
脚
部
の
み
完
存

9.
6 

徴
砂
粒
と
鉄
分
粒
多
量
に
含
み
ザ
フ
ザ
7
し
て
粗
い
杯
内
面
に
ぷ
い
燈
色
、
脚
部
明
赤
褐
色

底
部
内
面
へ
ラ
ミ
ガ
キ
、
脚
部
へ
ラ
削
り

遺
構
外
第
11
1
図
の
5
土
師
器
局
杯
杯
身
と
脚
の
接
合
部
の
み
完

砂
粒
少
な
く
鉄
分
多
い
、
気
i包
含
み
や
や
粗
い
脚
部
内
面
黒
色
、
外
面
灰
白
色

脚
部
外
面
と
底
部
内
面
へ
ラ
ミ
ガ
キ

遺
構
外
第
11
1
図
の
6
土
師
器
局
杯
脚
部
端
を
除
き
脚
部
の
み
完
存

0.
5皿
-
2
m
m
ぐ
ら
い
の
白
色
砂
粒
を
多
量
に
含
む
杯
部
内
面
暗
赤
灰
色
、
脚
部
内
面
灰
褐
色
、
外
面
燈
色
脚
部
外
側
へ
ラ
削
り
、
底
部
内
面
へ
ラ
ミ
ガ
キ

遺
構
外
第
11
1
図
の
7
土
師
器
杯
1
/
5
残
存

11
.2
 

砂
粒
少
な
く
鉄
分
粒
多
い
、
精
選
さ
れ
て
い
る
内
面
に
よ
い
黄
燈
~
黒
色
、
外
面
に
ぷ
い
貧
燈
色
内
面
黒
色
処
理
、
内
外
面
へ
ラ
ミ
ガ
キ

遺
構
外
第
11
1
図
の
8
土
師
器
杯
2
/
3
残
存

16
 
11
.7
 
4.
9 
白
色
徴
砂
粒
多
量
に
含
む

内
面
赤
一
部
赤
黒
色
、
外
面
赤
権
一
黒
色
内
外
面
赤
塗
?
静
止
糸
切
り
後
に
回
転
へ
ラ
削
り

遺
構
外
第
11
1
図
の
9
須
恵
器
杯
1
/
3
残
存

13
.3
 
7.
6 
3.
6 
白
色
灰
色
の
砂
粒
を
多
量
に
含
む

灰
白
色

底
部
へ
ラ
削
り

遺
構
外
第
11
1
図
の
10
土
師
器
杯
2
/
3
残
存

14
.6
 
6.
2 
3.
3 
0.
5阻
ぐ
ら
い
の
白
色
砂
粒
多
量
に
含
む

内
面
に
ぷ
い
赤
褐
色
~
黒
色
、
外
面
に
ぷ
い
燈
色
内
外
面
に
へ
ラ
ミ
ガ
キ

遺
構
外
第
11
1
図
の
11
土
師
器
高
古
付
杯
底
部
2
/
3
残
存

9.
6 

白
色
徴
砂
粒
と
鉄
分
粒
多
く
含
む

権
色

ヨ
コ
ナ
デ

遺
構
外
第
11
1
図
の
12
須
恵
器
短
頭
壷
1
/
8
残
存

白
色
砂
粒
と
黒
色
粒
子
の
吹
き
出
し
が
見
ら
れ
る
内
面
灰
色
、
外
面
灰
色

腕
部
に
2
条
の
沈
線
、
肩
部
外
面
に
自
然
紬

遺
構
外
第
11
1
図
の
13
須
恵
器
褒
底
部
の
み
完

11
.1
 

徴
砂
粒
多
量
に
含
む
、
鉄
分
合
む

表
面
灰
黄
褐
色

底
部
外
面
に
板
目
痕
、
下
端
部
に
へ
ラ
削
り

遺
構
外
第
11
1
図
の
14
土
製
紡
錘
車

徴
砂
粒
含
む
ザ
ラ
ザ
ラ
し
た
感
じ

に
ぷ
い
燈
色

土
師
器
杯
の
底
部
を
再
利
用

遺
構
外
第
11
1
図
の
15
土
製
紡
錘
車

胎
土
中
0.
5凹
別
後
の
砂
粒
多
量
に
含
む
、

明
赤
褐
色

重
量
感
有
り

吋
Z
ラ
ザ
s
ラ
す
る

遺
構
外
第
11
1
図
の
16
土
製
品

徴
砂
粒
含
む

に
ぷ
い
赤
褐
色

土
師
質
、
重
量
感
有
り

遺
構
外
第
11
1
図
の
17
土
製
勾
玉

砂
粒
な
く
粘
性
有
り

赤
褐
色

遺
構
外
第
11
1
図
の
18
常
滑
片
口
揺
鉢
口
縁
部
破
片

0.
5皿
-
2
m
m
の
白
色
砂
粒
多
量
に
含
む

時
赤
灰
色
ー
に
ぷ
い
赤
褐
色

内
面
に
自
然
袖
付
着

一
本
松
遺
跡
土
器
観
察
表
(
遺
構
外
出
土
土
器
)
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(
単
位
:
cm
) 

遺
構
番
号
挿
図
番
号
器
種
名

遺
存
度

口
径
底
径
器
i需

目古
士

色
調

備
考

5
1
1
 
第
11
4
図
の
1
土
師
器
キ
イ
F
口
縁
3
/
4
欠
損

14
.2
 
11
.4
 
3.
7 
白
色
徴
砂
粒
多
量
、
鉄
分
粒
少
々
含
む

褐
色

ヘ
ラ
に
よ
る
f十
j
字
の
記
号
あ
り
、
底
部
体
部
へ
ラ
削
り

5
1
1
 
第
11
4
凶
の
2
土
師
器
鉢
体
部
1
/
4
欠
損

14
.1
 
10
 
9.
5 
微
砂
粒
を
含
む

う
す
い
褐
色
一
黒
色

底
部
-
f
.
宇
部
に
手
持
ち
へ
ラ
削
り

5
I
l
 
第
11
4
図
の
3
土
師
器
斐
胴
部
破
片

雲
母
細
粒
、
0.
5凹
-
l
.
5皿
の
白
色
砂
粒
を
多
量
に
含
む
う
す
い
灰
褐
色
~
黒
褐
色

外
面
に
ミ
ガ
キ

5
1
2
 
第
11
6
図
の
l
須
恵
器
杯
口
縁
1
/
5
残
存

13
.2
 

鉄
分
粒
多
く
含
む

黒
褐
色

横
ナ
デ

5
1
2
 
第
11
6
図
の
2
須
恵
器
褒
日
縁
1
/
1
0残
存

24
.2
 

白
色
徴
砂
粒
多
量
に
含
む

茶
褐
色

外
面
に
平
行
叩
き
、
内
面
に
無
文
の
当
て
具
痕
跡

5
1
2
 
第
11
6
凶
の
3
須
恵
器
費
胴
部
破
片

鉄
分
粒
多
く
含
む

内
面
灰
色
、
外
面
茶
褐
色

叩
き
目
が
細
か
く
、
下
半
に
へ
ラ
削
り

5
1
2
 
第
11
6
図
の
4
滑
石
製
紡
錘
車
完
形

上
面
に
「
千
J
の
刻
書
が
み
ら
れ
る

5
1
3
 
第
11
7
図
の
1
ロ
J
ロ
土
師
器
杯
日
縁
1
/
4
欠
損

12
 
6.
9 
4.
1 
鉄
分
粒
多
く
含
む

体
部
~
内
面
黒
褐
色
、
外
面
底
部
燈
色

手
持
ち
へ
フ
削
り

5
1
3
 
第
11
7
図
の
2
ロ
ク
ロ
土
師
器
杯
1
/
6
残
存

13
.6
 

鉄
分
粒
多
く
含
む

茶
褐
色

内
外
面
赤
色
塗
彩

5
1
3
 
第
11
7
図
の
3
土
師
器
杯
体
部
1
/
6
残
存

14
.2
 

3.
8 
。目
5m
m
J
i
i
j
後
の
白
色
砂
粒
を
多
量
に
含
む

う
す
い
褐
色

手
持
ち
へ
ラ
削
り
、
内
面
に
ミ
ガ
キ

5
1
3
 
第
11
7
図
の
4
ロ
ク
ロ
上
師
器
杯
底
部
~
立
ち
上
が
り
3
/
4

6.
8 

1
 mm
別
後
の
微
砂
粒
と
鉄
分
粒
多
量
に
含
む
う
す
い
褐
色

回
転
糸
切
り
後
底
部
外
周
及
ぴ
体
部
下
端
回
転
へ
7
背
IJ
り

5
1
3
 
第
11
7
図
の
5
須
恵
器
甑
口
縁
破
片

微
砂
粒
多
量
に
含
む

内
面
う
す
い
褐
色
、
外
面
灰
色

平
行
叩
き

5
1
3
 
第
11
7
図
の
6
土
師
器
愛
口
縁
1
/
5
残
存

20
.6
 

5
 mm
間
後
の
鉄
分
粒
を
含
む

う
す
い
褐
色

縦
へ
ラ
削
り

5
1
4
 
第
11
8
図
の
l
須
恵
器
杯
全
体
の
1
/
2
残
存

13
 
8.
1 
2.
5 
白
色
砂
粒
・
白
色
針
状
物
質
を
合
む

灰
白
色
一
う
す
い
褐
色

全
面
回
転
へ
ラ
削
り
、
底
部
外
面
に
「
十
Jの
字
の
へ
ラ
記
号

5
1
4
 
第
11
8
図
の
2
土
師
器
愛
口
縁
破
片
1
/
1
0

白
色
微
砂
粒
と
鉄
分
粒
を
多
量
に
含
む

時
褐
色

縦
へ
7
削
り

5
1
4
 
第
11
8
図
の
3
土
師
器
斐
口
縁
ー
胴
部
に
か
け
て
1
/
4
残
存

24
.8
 

白
色
砂
粒
と
鉄
分
粒
を
多
量
に
含
む

褐
色
ー
黒
色

縦
へ
ラ
削
り
及
ぴ
斜
方
向
の
へ
ラ
削
り

5
1
4
 
第
11
8
図
の
4
土
師
器
嚢
口
i縁
ー
胴
部
1
/
5
残
存

19
.6
 

白
色
砂
粒
と
鉄
分
粒
を
多
量
に
含
む

内
面
黒
褐
色
、
外
面
茶
褐
色

斜
方
向
の
へ
7
削
り

山
田
台
No
.6
-
2
遺
跡
土
器
観
察
表
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(
単
位
:
cm
) 

遺
構
番
号
挿
図
番
号
器
種
名

遺
存
度

口
径
底
径
器
局

目古
土

色
調

備
考

5
1
1
 
第
12
8
図
の
I
須
恵
器
杯
日
縁
部
1
/
2
、
底
部
完
存

12
.4
 
8.
2 
4.
6 
白
色
砂
粒
及
ぴ
白
色
針
状
物
質
を
僅
か
に
合
む
!
天
褐
色

手
持
ち
へ
ラ
削
り

5
1
1
 
第
12
8
図
の
2
須
恵
器
杯
口
縁
部
破
片

白
色
砂
粒
を
含
む

時
褐
色

5
1
1
 
第
12
8
図
の
3
土
師
器
杯
は
ぽ
完
形

12
.2
 
7.
7 
4.
2 
白
色
砂
粒
を
合
む

暗
燈
褐
色

手
持
ち
へ
フ
削
り
、
内
面
に
ミ
カ
'
キ

5
1
1
 
第
12
8
図
の
4
土
師
器
杯
日
縁
部
1
/
7
残
存

11
.7
 

白
色
砂
粒
、
赤
色
ス
コ
リ
ア
粒
を
含
む

燈
褐
色

子
持
ち
へ
フ
削
り

5
1
1
 
第
12
8
図
の
5
土
師
器
婆
口
縁
部
1
/
4
残
存

2
1.
6
 

白
色
砂
粒
を
合
む

明
褐
色

縦
方
向
の
へ
ラ
削
り

5
1
1
 
第
12
8
図
の
6
須
恵
器
斐
口
縁
部
1
/
1
0残
存

30
 

白
色
砂
粒
を
中
程
度
合
む

内
面
灰
褐
色
、
外
面
黒
灰
色

平
行
叩
き

5
1
1
 
第
12
8
図
の
7
須
恵
器
費
口
縁
部
破
片

白
色
砂
粒
、
赤
色
ス
コ
リ
ア
粒
を
含
む

暗
い
ア
ズ
キ
色

5
1
1
 
第
12
8
図
の
8
須
恵
器
小
型
察
胴
部
1
/
5
、
底
部
完
存

9.
3 

白
色
砂
粒
を
合
む

明
褐
色

横
方
向
の
へ
7
削
り
、
内
面
無
文
の
当
て
具
痕

5
1
1
 
第
12
8
図
の
9
須
恵
器
甑
胴
部
1
/
4
残
存

15
 

白
色
砂
粒
を
多
く
合
む

内
面
灰
褐
色
、
外
面
灰
色

平
行
叩
き
、
横
方
向
の
へ
7
削
り
、
内
面
に
無
文
の
当
て
具
痕

5
1
2
 
第
13
0
図
の
I
須
恵
器
蓋
鉦
部
の
み
残
存

白
色
砂
粒
を
中
程
度
合
む

暗
灰
色

5
1
2
 
第
13
0
図
の
2
須
恵
器
杯
1
/
3
残
存

13
.5
 
8
 
4.
2 
白
色
砂
粒
を
僅
か
に
合
む

内
面
暗
灰
色
外
面
青
灰
色
~
暗
灰
色

手
持
ち
へ
ラ
削
り

5
1
2
 
第
13
0
図
の
3
須
恵
器
杯
1
/
5
残
存

13
.4
 
8.
8 
4
 
白
色
砂
粒
を
含
む

灰
色

手
持
ち
へ
ラ
削
り

5
1
2
 
第
13
0
図
の
4
須
恵
器
杯
口
縁
部
1
/
5
、
底
部
1
/
2
残
存

13
 
7.
1 
4
 
白
色
砂
粒
を
中
程
度
、
黒
色
粒
子
を
少
量
合
む
灰
色

手
持
ち
へ
ラ
削
り

5
1
2
 
第
13
0
図
の
5
須
恵
器
杯
口
縁
部
1
/
3

13
.8
 
8.
2 
3.
7 
白
色
砂
粒
を
含
む

灰
色

手
持
ち
へ
ラ
削
り

5
1
2
 
第
13
0
図
の
6
須
恵
器
杯
口
縁
部
1
/
8
、
底
部
1
/
4
残
存

13
.4
 
7.
8 
4
 
白
色
砂
粒
を
含
む

内
面
灰
色
、
外
面
灰
赤
色

手
持
ち
へ
フ
削
り

5
1
2
 
第
13
0図
の
7
須
恵
器
杯
1
/
4
残
存

13
 
7.
4 
3.
9 
白
色
砂
粒
を
含
む

内
面
青
灰
色
、
外
面
灰
色

手
持
ち
へ
フ
削
り

5
1
2
 
第
13
0
図
の
8
須
恵
器
杯
1
/
3
残
存

13
.5
 
8
 
4.
2 
白
色
砂
粒
を
僅
か
に
含
む

内
面
暗
灰
色
、
外
面
暗
灰
色
~
青
灰
色

手
持
ち
へ
フ
削
り

5
1
2
 
第
13
0
図
の
9
須
恵
器
杯
底
部
1
/
2
残
存

7
 
白
色
砂
粒
を
多
く
含
む

時
灰
色

手
持
ち
へ
フ
削
り

5
1
2
 
第
13
0
図
の
10
須
恵
器
杯
口
縁
部
1
/
7
、
底
部
1
/
3
残
存

13
 
8.
2 
4.
2 
臼
色
砂
粒
、
赤
色
ス
コ
リ
ア
粒
を
含
む

燈
色
、
口
縁
部
外
面
は
暗
灰
色

回
転
へ
フ
削
り
、
ヒ
ダ
ス
キ
有
り

5
1
2
 
第
13
0
図
の
11
須
恵
器
杯
底
部
完
存

8.
2 

白
色
砂
粒
、
赤
色
ス
コ
リ
ア
粒
、
白
色
針
状
物
内
面
灰
色
、
外
面
淡
灰
褐
色

回
転
へ
ラ
削
り
、
底
部
外
面
に
「
井
j
の
へ
フ
書
き

5
1
2
 
第
13
0
図
の
12
須
恵
器
杯
底
部
1
/
4

7.
7 

白
色
砂
粒
、
赤
色
ス
コ
リ
ア
粒
を
少
量
含
む
燈
色

手
持
ち
へ
フ
削
り
、
底
部
中
央
に
糸
切
り
痕
跡
残
存
|
 

5
1
2
 
第
13
0
図
の
13
須
恵
器
高
台
付
杯
底
部
完
存

7.
6 

白
色
砂
粒
を
中
程
度
合
む

青
灰
色

員占
f寸
前
台

5
1
2
 
第
13
0
図
の
14
ロ
ク
ロ
土
師
器
杯
口
縁
部
破
片
、
底
部
1
/
2
残
存

12
 
7.
9 
4.
6 
白
色
小
石
・
黒
色
小
石
、
白
色
砂
粒
を
含
む
権
色

静
止
糸
切
り
、
手
持
ち
へ
7
削
り
、
底
部
に
[
大
山
Jの
墨
書
|

5
1
2
 
第
13
0
図
の
15
土
師
器
杯
口
縁
部
1
/
4
、
底
部
1
/
2
残
存

11
.8
 
6
 
3.
9 
白
色
砂
粒
、
赤
色
ス
コ
リ
ア
粒
を
含
む

に
ぷ
い
燈
色

手
持
ち
へ
フ
削
り

5
1
2
 
第
13
0
図
の
16
土
師
器
杯
口
縁
部
・
底
部
一
部
欠
損

12
 
7.
2 
3.
9 
白
色
砂
粒
を
含
む

に
ぷ
い
燈
色

手
持
ち
へ
フ
削
り
、
内
面
に
ミ
ガ
キ

5
1
2
 
第
13
0
図
の
17
土
師
器
杯
口
縁
部
・
底
部
1
/
4
残
存

12
 
6.
6 
3.
6 
白
色
砂
粒
を
少
量
含
む

i炎
賞
褐
色

手
持
ち
へ
ラ
削
り
、
内
面
に
ミ
ガ
キ

5
1
2
 
第
13
0
図
の
18
土
師
器
杯
口
縁
部
1
/
5
残
存

12
.4
 
7
 
5
 
白
色
砂
粒
、
赤
色
ス
コ
リ
ア
粒
を
含
む

に
ぷ
い
桜
色
~
黒
褐
色

手
持
ち
へ
ラ
削
り
、
内
面
に
ミ
ガ
キ

5
1
2
 
第
13
0
図
の
19
土
師
器
杯
口
縁
部
1
/
3
残
存

11
.2
 
6.
8 
3.
8 
白
色
砂
粒
を
含
む

燈
色

手
持
ち
へ
ラ
削
り
、
内
面
に
ミ
ガ
キ

5
1
2
 
第
13
0
図
の
20
ロ
ク
ロ
土
師
器
杯
底
部
2
/
5
残
存

5.
4 

白
色
砂
粒
、
赤
色
ス
コ
リ
ア
粒
を
含
む

i走
黄
褐
色

手
持
ち
へ
フ
削
り

5
1
2
 
第
13
0
図
の
21
ロ
ク
ロ
土
師
器
杯
底
部
1
/
3
残
存

8.
4 

白
色
砂
粒
、
赤
色
ス
コ
リ
ア
粒
、
白
色
針
状
物
燈
褐
色

回
転
へ
フ
削
り

5
1
2
 
第
13
0
図
の
22
ロ
ク
ロ
土
自
市
高
台
部
1
/
3
残
存

9
 
白
色
砂
粒
、
赤
色
ス
コ
リ
ア
を
多
く
合
む
i定
黄
褐
色

器
高
台
付
杯

5
1
2
 
第
13
0
図
の
23
ロ
ク
ロ
土
師
器
杯
日
縁
部
破
片

白
色
砂
粒
を
多
く
含
む

赤
色
及
び
i炎
黄
褐
色

内
外
面
赤
色
塗
彩

5
1
2
 
第
13
0
図
の
24
ロ
ク
ロ
土
師
器
杯
口
縁
部
破
片

白
色
砂
粒
、
白
色
針
状
物
質
を
含
む

内
面
黒
色
、
外
面
黒
褐
色
一
淡
褐
色

内
面
黒
色
処
理

5
1
2
 
第
13
0
図
の
25
土
師
器
費
1
/
3
残
存

19
.4
 

白
色
砂
粒
、
赤
色
ス
コ
リ
ア
粒
を
含
む

褐
色

縦
方
向
の
へ
7
削
り
、
黒
斑
あ
り

5
1
2
 
第
13
0
図
の
26
土
師
器
饗
口
i縁
部
1
/
4
、
胴
部
1
/
5
残
存

21
 

白
色
砂
粒
を
含
む

内
面
暗
褐
色
、
外
面
黒
色

縦
方
向
の
へ
7
自I
jり

5
1
2
 
第
13
0
図
の
27
土
師
器
費
口
縁
部
1
/
5
残
存

22
.8
 

白
色
砂
粒
、
赤
色
ス
コ
リ
ア
粒
を
含
む

内
面
褐
色
、
外
面
に
ぷ
い
綬
色

縦
方
向
の
へ
7
背
IJ
り

5
1
2
 
第
13
0
図
の
28
土
師
器
褒
口
縁
部
2
/
5
残
存

2
1.
2
 

白
色
砂
粒
を
多
く
、
赤
色
ス
コ
リ
ア
粒
を
含
む
内
面
暗
褐
色
、
外
面
燈
褐
色

縦
方
向
の
へ
7
削
り

山
田
水
呑
遺
跡
土
器
観
察
表
1
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遺
構
番
号
挿
図
番
号
器
種
名

遺
存
度

口
径
底
径
器
局

目古
土

色
調

備
考

5
1
2
 
第
13
0図
の
29
土
師
器
要
口
縁
部
4
/
9
残
存

19
 

白
色
砂
粒
を
含
む

褐
色

縦
方
向
の
へ
ラ
削
り

5
1
2
 
第
13
0
図
の
30
土
師
器
褒
口
縁
部
3
/
7
残
存

21
 

白
色
砂
粒
を
含
む

内
面
燈
褐
色
、
外
面
明
褐
色

縦
方
向
の
へ
ラ
削
り

5
1
2
 
第
13
0
図
の
31
土
師
器
褒
口
縁
部
1
/
4
残
存

21
.
2
 

白
色
弱
植
、
赤
色
ス
コ
リ
ア
粒
を
含
む

内
面
i炎
褐
色
、
外
面
に
ぷ
い
檀
色

縦
方
向
の
へ
ラ
削
り

5
1
2
 
第
13
0
図
の
32
土
師
器
褒
口
縁
部
1
/
4
残
存

17
 

白
色
砂
粒
、
赤
色
ス
コ
リ
ア
粒
を
含
む

燈
褐
色

縦
方
向
の
へ
ラ
削
り

5
1
2
 
第
13
0
図
の
33
土
師
器
饗
日
縁
部
1
/
4
残
存

17
.4
 

白
色
砂
地
を
多
〈
含
む

i炎
褐
色

縦
方
向
の
へ
ラ
削
り

5
1
2
 
第
13
0
図
の
34
土
師
器
褒
底
部
4
/
5
残
存

8.
4 

白
色
砂
牲
を
含
む

燈
褐
色

横
方
向
の
へ
ラ
削
り

5
1
2
 
第
13
0
図
の
35
土
師
器
蜜
胴
部
下
端
1
/
2
残
存

7.
6 

白
色
砂
粒
を
含
む

燈
褐
色

横
方
向
の
へ
ラ
削
り

5
1
2
 
第
13
0
図
の
36
土
師
器
褒
底
部
1
/
2
残
存

7.
4 

白
色
弱
植
を
含
む

暗
褐
色

横
方
向
の
へ
ラ
削
り

5
1
2
 
第
13
1
図
の
37
土
師
器
褒
口
縁
部
1
/
5
残
存

20
.4
 

白
色
砂
粒
を
含
み
、
白
色
針
状
物
質
を
含
む
燈
褐
色

縦
方
向
の
へ
ラ
削
り

5
1
2
 
第
13
1
図
の
38
土
師
器
褒
口
縁
部
1
/
7
残
存

17
.8
 

白
色
ft
t粒
を
僅
か
に
含
む

内
面
i炎
黄
褐
色
、
外
面
燈
褐
色

縦
方
向
の
へ
ラ
削
り

5
1
2
 
第
13
1
図
の
39
土
師
器
褒
ロ
縁
部
1
/
4
残
存

22
.6
 

白
色
砂
粒
、
赤
色
ス
コ
リ
ア
粒
を
含
む

燈
褐
色

縦
方
向
の
へ
ラ
削
り

5
1
2
 
第
13
1
図
の
40
土
師
器
褒
頭
部
~
胴
部
上
半
1
/
6
残
存

臼
色
砂
P粒
、
赤
色
ス
コ
リ
ア
粒
を
含
む

i炎
黄
褐
色

縦
方
向
の
へ
フ
削
り

5
1
2
 
第
13
1
図
の
41
土
師
器
費
口
縁
部
3
/
5
残
存

21
.
6
 

白
色
砂
粒
を
含
む

i炎
黄
褐
色

横
方
向
の
へ
ラ
削
り

5
1
2
 
第
13
1
図
の
42
土
師
器
褒
口
縁
部
破
片

赤
色
ス
コ
リ
ア
粒
多
量
、
黒
色
粒
・
白
色
砂
P粒
赤
褐
色

斜
め
及
ぴ
横
方
向
の
へ
フ
削
り

5
1
2
 
第
13
1
図
の
43
土
師
器
褒
口
縁
部
1
/
9
残
存

20
.8
 

白
色
小
石
川
阻
大
)
多
量
、
雲
母
片
を
含
む
内
面
灰
赤
褐
色
、
外
面
灰
褐
色

5
1
2
 
第
13
1
図
の
44
土
師
器
小
型
斐
口
縁
部
1
/
3
残
存

11
.
6
 

白
色
砂
粒
、
黒
色
粒
子
を
含
む

内
面
黒
褐
色
~
燈
褐
色
、
外
面
経
褐
色

縦
方
向
の
へ
ラ
削
り

5
1
2
 
第
13
1
図
の
45
土
師
器
小
型
費
口
縁
部
1
/
5
残
存

15
.2
 

白
色
砂
粒
を
含
む

i炎
黄
褐
色

縦
方
向
の
へ
ラ
削
り

5
1
2
 
第
13
1
図
の
46
土
師
器
小
型
褒
口
縁
部
1
/
3
残
存

11
.6
 

白
色
砂
粒
、
赤
色
ス
コ
リ
ア
粒
を
含
む

明
褐
色

縦
方
向
の
へ
フ
削
り

5
1
2
 
第
13
1
図
の
47
土
師
器
小
型
費
日
縁
部
1
/
5
残
存

9.
6 

白
色
砂
粒
、
赤
色
ス
コ
リ
ア
粒
を
含
む

鐙
褐
色

縦
方
向
の
へ
ラ
削
り

5
1
2
 
第
13
1
図
の
48
須
恵
器
壷
屑
部
破
片

白
色
砂
粒
を
含
む

内
面
淡
灰
色
、
外
面
縁
灰
色

外
面
に
自
然
紬
付
着

5
1
2
 
第
13
1
図
の
49
須
恵
器
蜜
口
縁
部
1
/
8
残
存

23
.6
 

白
色
砂
粒
を
含
む

黒
褐
色

平
行
叩
き

5
1
2
 
第
13
1
図
の
50
須
恵
器
褒
胴
部
破
片

白
色
砂
粒
を
僅
か
に
含
む

灰
色

外
商
平
行
叩
き
、
内
面
に
細
か
な
同
心
円
文
当
て
具
痕

5
1
2
 
第
13
1
図
の
51
須
恵
器
饗
胴
部
破
片

白
色
砂
粒
を
僅
か
に
含
む

淡
灰
色

外
面
平
行
叩
き
、
内
面
に
細
か
な
同
心
円
文
当
て
具
痕

5
1
2
 
第
13
1
図
の
52
須
恵
器
褒
胸
部
破
片

白
色
小
石
川
凹
-
2
皿
)
を
多
量
に
含
む
灰
色

外
面
横
方
向
の
平
行
叩
き
、
内
面
は
無
文
の
当
て
具
痕

5
1
2
 
第
13
1
図
の
53
須
恵
器
婆
胴
部
破
片

鉄
分
を
多
く
含
む

内
面
淡
灰
色
、
外
面
時
灰
色

外
面
平
行
叩
き
、
内
面
に
粗
い
同
心
円
文
当
て
具
痕

5
1
2
 
第
13
1
図
の
54
須
恵
器
甑
把
部
破
片

白
色
砂
植
を
中
程
度
合
む

灰
褐
色

5
1
2
 
第
13
1
図
の
55
須
恵
器
甑
底
部
破
片

白
色
砂
粒
を
含
む

暗
灰
褐
色

外
面
無
調
整

5
1
2
 
第
13
1
図
の
56
須
恵
器
甑
胴
部
下
半
~
底
部
破
片

白
色
砂
粒
を
含
む

灰
色

平
行
叩
き
・
横
方
向
の
へ
ラ
即
j
り
、
内
面
無
文
の
当
て
具
痕

5
1
2
 
第
13
1
図
の
57
土
師
器
高
杯
脚
部
1
/
5
残
存

白
色
砂
粒
を
含
む

内
面
燈
褐
色
、
外
面
赤
色

外
面
に
赤
色
塗
彩

遺
構
外
第
13
3図
の
1
須
恵
器
杯
底
部
1
/
2
残
存

8.
3 

白
色
砂
粒
、
白
色
針
状
物
質
を
含
む

灰
色

回
転
へ
ラ
削
り

遺
構
外
第
13
3
図
の
2
須
恵
器
壷
肩
部
1
/
5
残
存

鉄
分
を
含
む

内
面
明
灰
色
、
外
面
オ
リ
ー
ブ
灰
色
(
自
然
紬
)

遺
構
外
第
13
3
図
の
3
須
恵
器
蜜
胴
部
破
片

白
色
砂
粒
を
僅
か
に
含
む

灰
白
色

内
面
に
擦
り
面
あ
り

山
田
水
呑
遺
跡
土
器
観
察
表
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遺
構
番
号
挿
図
番
号
器
種
名

遺
存
度

口
径
底
径
器『
冒
3

目古
土

色
調

備
考

S
X
2
 
第
13
8
図
の
1
須
恵
器
杯
日
縁
部
破
片

臼
色
砂
粒
を
含
む

灰
色

横
ナ
デ

3
区
第
14
0
図
の
1
ロ
ク
ロ
土
師
器
蓋
天
井
部
1
/
5
残
存

白
色
砂
粒
を
多
く
含
む

赤
褐
色

天
井
部
回
転
へ
ラ
削
り

3
区
第
14
0
図
の
2
須
恵
器
杯
底
部
1
/
4
残
存

7.
2 

白
色
砂
粒
を
多
く
含
む

内
面
灰
色
、
外
面
暗
灰
色

回
転
へ
フ
削
り

3
区
第
14
0
図
の
3
須
恵
器
杯
底
部
完
形

7.
4 

白
色
小
石
(
2
m皿
)
、
白
色
砂
粒
を
含
む

黒
灰
色

回
転
へ
ラ
削
り

3
区
第
14
0
図
の
4
須
恵
器
杯
底
部
1
/
2
残
存

7.
3 

白
色
砂
粒
を
多
く
含
む

時
灰
色

一
定
方
向
の
手
持
ち
へ
ラ
削
り

3
区
第
14
0
闘
の
5
ロ
ク
ロ
土
師
器
杯
底
部
ほ
ぽ
完
形

7.
4 

白
色
砂
粒
を
多
く
含
む

i炎
褐
色

回
転
へ
ラ
削
り

3
区
第
14
0
図
の
6
ロ
ク
ロ
土
師
器
杯
底
部
1
/
4
残
存

8.
4 

白
色
砂
粒
を
含
む

j亮
賞
褐
色

回
転
へ
ラ
削
り

3
区
第
14
0
図
の
7
ロ
ク
ロ
土
師
器
杯
口
縁
部
1
/
5
、
底
部
4
/
5
残
存

14
.5
 
6.
8 
5
 白
色
砂
粒
を
合
む

校
褐
色

子
持
ち
へ
ラ
削
り

3
区
第
14
0
図
の
8
ロ
ク
ロ
土
師
器
杯
底
部
完
形

8.
3 

白
色
砂
粒
、
赤
色
ス
コ
リ
ア
粒
を
含
む

燈
褐
色

子
持
ち
へ
ラ
削
り

3
区
第
14
0
図
の
9
ロ
ク
ロ
土
師
器
杯
底
部
1
/
3
残
存

7.
8 

白
色
砂
粒
、
赤
色
ス
コ
リ
ア
粒
を
僅
か
に
含
む
赤
褐
色

へ
ラ
切
り
後
に
手
持
ち
へ
ラ
削
り

3
区
第
14
0
図
の
10
ロ
ク
ロ
土
師
器
杯
底
部
完
形

8.
8 

白
色
砂
粒
、
黒
色
粒
を
僅
か
に
含
む

燈
褐
色

一
定
方
向
の
手
持
ち
へ
ラ
削
り

3
区
第
14
0
図
の
11
ロ
ク
ロ
土
師
器
杯
底
部
ほ
ぽ
完
形

8.
2 

白
色
砂
粒
を
含
む

内
面
i炎
褐
色
、
外
面
鐙
褐
色

-
手
持
ち
へ
ラ
削
り

3
区
第
14
0
図
の
12
ロ
ク
ロ
土
師
器
杯
底
部
1
/
2
残
存

7.
8 

白
色
砂
粒
を
僅
か
に
含
む

内
面
淡
黄
褐
色
、
外
面
燈
褐
色

一
定
方
向
の
手
持
ち
へ
ラ
削
り

3
区
第
14
0
図
の
13
ロ
ク
ロ
土
師
器
杯
底
部
1
/
2
残
存

5.
9 

白
色
砂
粒
、
赤
色
ス
コ
リ
ア
粒
を
含
む

赤
褐
色

一
定
方
向
の
手
持
ち
へ
ラ
削
り

3
区
第
14
0
図
の
14
ロ
ク
ロ
土
師
器
杯
底
部
完
形

6.
6 

白
色
砂
粒
、
赤
色
ス
コ
リ
ア
、
黒
色
粒
を
含
む
燈
褐
色

一
定
方
向
の
手
持
ち
へ
ラ
削
り

3
区
第
14
0
図
の
15
ロ
ク
ロ
土
師
器
杯
底
部
1
/
3
残
存

6.
2 

白
色
砂
粒
を
含
む

i炎
黄
褐
色

手
持
ち
へ
ラ
削
り

3
区
第
14
0
図
の
16
ロ
ク
ロ
土
師
器
杯
底
部
完
形

6.
8 

白
色
小
石
、
白
色
砂
粒
、
赤
色
ス
コ
リ
ア
含
む
燈
褐
色

一
定
方
向
の
手
持
ち
へ
ラ
削
り

3
区
第
14
0
図
の
17
ロ
ク
ロ
土
師
器
杯
底
部
完
形

7.
2 

白
色
砂
粒
、
赤
色
ス
コ
リ
ア
粒
を
含
む

i炎
黄
褐
色

子
持
ち
へ
フ
削
り

3
区
第
14
0
図
の
18
ロ
ク
ロ
土
師
器
杯
底
部
完
形

6.
7 

白
色
砂
粒
、
赤
色
ス
コ
リ
ア
粒
を
含
む

燈
褐
色

手
持
ち
へ
ラ
削
り

3
区
第
14
0
図
の
19
ロ
ク
ロ
土
師
器
杯
底
部
2
/
5
残
存

6.
8 

白
色
砂
粒
を
多
く
含
む

内
面
暗
灰
褐
色
、
外
面
暗
黄
褐
色

一
定
方
向
の
手
持
ち
へ
ラ
削
り

3
区
第
14
0
図
の
20
ロ
ク
ロ
土
師
器
杯
口
縁
部
1
/
2
、
底
部
完
形

16
 

7
 
4.
8 
臼
色
砂
粒
、
赤
色
ス
コ
リ
ア
粒
を
含
む

燈
褐
色

手
持
ち
へ
フ
削
り

3
区
第
14
0
図
の
21
ロ
ク
ロ
土
師
器
杯
底
部
1
/
2
残
存

7.
4 

白
色
砂
粒
、
赤
色
ス
コ
リ
ア
、
黒
色
粒
子
含
む
褐
色

手
持
ち
へ
ラ
削
り

3
区
第
14
0
図
の
22
ロ
ク
ロ
土
師
器
杯
底
部
完
形

6.
8 

白
色
砂
粒
、
赤
色
小
石
、
赤
色
ス
コ
リ
ア
含
む
燈
褐
色

一
定
方
向
の
手
持
ち
へ
ラ
削
り

3
区
第
14
0
図
の
23
ロ
ク
ロ
土
師
器
杯
底
部
ほ
ぽ
完
形

6.
6 

白
色
砂
粒
、
赤
色
ス
コ
リ
ア
粒
を
含
む

内
面
j炎
黄
褐
色
、
外
面
燈
赤
褐
色

手
持
ち
へ
ラ
削
り

3
区
第
14
0
図
の
24
ロ
ク
ロ
土
師
器
杯
口
縁
部
1
/
7
、
底
部
完
形

14
.2
 
7.
4 
5
 
白
色
砂
粒
を
少
量
含
む

内
面
i炎
賞
褐
色
、
外
面
黒
褐
色

手
持
ち
へ
ラ
削
り

3
区
第
14
0
図
の
25
ロ
ク
ロ
土
師
器
杯
底
部
ほ
ぽ
完
形

7.
2 

白
色
砂
粒
、
赤
色
ス
コ
リ
ア
粒
を
含
む

内
面
燈
褐
色
、
外
面
i炎
賞
褐
色

手
持
ち
へ
ラ
削
り

3
区
第
14
0
図
の
26
ロ
ク
ロ
土
師
器
杯
底
部
6
/
7
残
存

6.
6 

白
色
砂
粒
、
赤
色
ス
コ
リ
ア
粒
を
含
む

黄
褐
色

手
持
ち
へ
ラ
削
り

3
区
第
14
0
図
の
27
ロ
ク
ロ
土
師
器
杯
底
部
1
/
5
残
存

6.
8 

白
色
砂
粒
、
赤
色
ス
コ
リ
ア
粒
を
含
む

褐
色

手
持
ち
へ
ラ
削
り

3
区
第
14
0
図
の
28
ロ
ク
ロ
土
師
器
皿
底
部
4
/
5
残
存

6.
8 

臼
色
砂
粒
、
赤
色
ス
コ
リ
ア
粒
を
含
む

i炎
黄
褐
色

手
持
ち
へ
ラ
削
り

3
区
第
14
0
図
の
29
ロ
ク
ロ
土
師
器
皿
底
部
完
形

5.
2 

白
色
砂
粒
、
赤
色
ス
コ
リ
ア
粒
を
含
む

i炎
黄
褐
色

底
部
回
転
糸
切
り
痕
跡

3
区
第
14
0
図
の
30
土
師
器
杯
口
縁
部
1
/
2
、
底
部
4
/
5
残
存

13
.2
 
8.
1 
5.
1 
白
色
小
石
(
2
 mm
)
、
白
色
砂
粒
を
含
む

権
褐
色

手
持
ち
へ
ラ
削
り

3
区
第
14
0
図
の
31
ロ
ク
ロ
土
師
器
椀
底
部
4
/
5
残
存

8.
8 

白
色
小
石
(
l
.
5皿
皿
)
、
赤
色
ス
コ
リ
ア
含
む
燈
褐
色

手
持
ち
へ
ラ
削
り

3
区
第
14
0
図
の
32
ロ
ク
ロ
土
師
器
椀
底
部
1
/
6
残
存

10
.4
 

白
色
砂
粒
を
合
む

燈
褐
色

静
止
糸
切
り
痕
残
存
、
内
面
に
ミ
ガ
キ

3
区
第
14
0
図
の
33
ロ
ク
ロ
土
師
器
鉢
底
部
1
/
4

15
.6
 

臼
色
砂
粒
、
赤
色
ス
コ
リ
ア
粒
を
含
む

燈
褐
色

へ
ラ
削
り
、
内
面
ミ
ガ
キ

3
区
第
14
0
図
の
34
須
恵
器
高
台
付
杯
荷
台
部
1
/
2
残
存

7.
4 

白
色
砂
粒
を
多
く
含
む

内
面
赤
褐
色
、
外
面
黒
色

横
ナ
デ

3
区
第
14
0
図
の
35
ロ
ク
ロ
土
師
高
台
部
1
/
3
残
存

7.
8 

白
色
砂
粒
、
赤
色
ス
コ
リ
ア
粒
を
含
む

i亮
黄
褐
色

横
ナ
デ

器
高
台
付
杯

山
田
新
岡
田
遺
跡
土
器
観
察
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(
単
位
:
cm
) 

遺
構
番
号
挿
図
番
号
器
種
名

遺
存
度

口
径
底
径
器
局

目古
土

色
調

備
考

3
区
第
14
0
図
の
36
ロ
ク
ロ
土
師
高
台
部
2
/
5
残
存

6.
8 

白
色
砂
粒
を
少
量
含
む

内
函
i実
責
褐
色
、
外
面
灰
褐
色
及
ぴ
淡
黄
褐
色
横
ナ
デ

器
高
台
付
杯

3
区
第
14
0
図
の
37
ロ
ク
ロ
土
師
高
台
部
1
/
2
残
存

6.
6 

白
色
砂
粒
を
含
む

明
褐
色

横
ナ
デ

器
高
台
付
杯

3
区
第
14
0
図
の
38
ロ
ク
ロ
土
師
高
台
部
11
ぽ
完
形

7.
2 

白
色
砂
粒
を
含
む

燈
褐
色

横
ナ
デ
、
内
面
ミ
ガ
キ

器
高
台
付
杯

3
区
第
14
0
図
の
39
ロ
ク
ロ
土
自
市
高
台
部
4
/
5
残
存

9
 
臼
色
小
石
(
2
皿
)
、
白
色
砂
粒
を
含
む

内
面
灰
褐
色
、
外
面
燈
褐
色

回
転
へ
ラ
削
り

器
高
台
付
椀

3
区
第
14
0
図
の
40
ロ
ク
ロ
土
師
底
部
4
/
5
残
存

臼
色
砂
粒
を
含
む

i炎
黄
褐
色

回
転
へ
ラ
削
り
、
底
部
中
央
に
回
転
糸
切
り
痕
が
残
存

器
高
台
付
皿

3
区
第
14
0
図
の
41
ロ
ク
ロ
土
師
高
台
部
1
/
4
残
存

6.
6 

白
色
砂
粒
、
赤
色
ス
コ
リ
ア
粒
を
含
む

i炎
賞
褐
色

回
転
ヘ
ラ
削
り

器
高
台
付
皿

3
区
第
14
1
図
の
42
須
恵
器
賓
胸
部
1
/
3
残
存

28
 

白
色
小
石
(
2
四
回
)
、
白
色
砂
粒
を
含
む
i炎
灰
褐
色

胴
部
外
面
平
行
叩
き
・
横
へ
ラ
即
1)1
)
、
内
面
無
文
の
当
て
具
痕
跡

3
区
第
14
1
図
の
43
須
恵
器
褒
日
縁
部
破
片

白
色
砂
粒
を
含
む

灰
色

横
ナ
デ

3
区
第
14
1
図
の
44
須
恵
器
斐
口
縁
部
破
片

白
色
砂
粒
を
含
む

淡
灰
色

横
ナ
デ

3
区
第
14
1
図
の
45
須
恵
器
蜜
頚
部
下
部
破
片

白
色
砂
粒
を
多
く
、
赤
色
ス
コ
リ
ア
粒
を
含
む
灰
褐
色

外
面
平
行
叩
き
、
内
面
ナ
デ

3
区
第
14
1
図
の
46
須
恵
器
甑
取
手
部
破
片

白
色
砂
粒
を
含
む

灰
赤
色

3
区
第
14
1
図
の
47
土
師
器
褒
口
縁
部
1
/
2
残
存

2
1.
8
 

白
色
砂
粒
、
赤
色
ス
コ
リ
ア
粒
を
含
む

時
褐
色

縦
方
向
の
へ
フ
削
り

3
区
第
14
1
図
の
48
須
恵
器
褒
底
部
1
/
3
残
存

7.
2 

白
色
砂
粒
を
含
む

i炎
黄
灰
色

横
方
向
の
へ
ラ
削
り

3
区
第
14
1
図
の
49
土
師
器
重
量
口
縁
部
破
片

白
色
砂
粒
を
含
む

燈
褐
色

縦
方
向
の
へ
ラ
削
り

3
区
第
14
1
図
の
50
土
師
器
饗
底
部
1
/
5
残
存

11
 

白
色
砂
粒
、
赤
色
ス
コ
リ
ア
粒
を
含
む

燈
褐
色

横
方
向
の
へ
ラ
削
り

3
区
第
14
1
図
の
51
土
師
器
婆
底
部
完
形

6.
8 

白
色
砂
粒
を
含
む

援
褐
色

横
方
向
の
へ
ラ
削
り

3
区
第
14
1
図
の
52
丸
瓦

破
片

白
色
砂
粒
を
多
く
含
む

i炎
褐
色

凸
面
ナ
デ
、
凹
面
布
目
、
糸
切
り
痕
有
り

5
区
第
14
2
図
の
1
ロ
ク
ロ
土
師
高
台
部
破
片

白
色
砂
粒
を
含
む

i炎
賞
褐
色

横
ナ
デ

器
高
台
部
片

5
区
第
14
2
図
の
2
須
恵
器
甑
底
部
1
/
6
残
存

14
.9
 

白
色
小
石
(
2
凹
)
、
白
色
砂
粒
を
多
く
含
む
時
灰
色

横
方
向
の
へ
ラ
削
り
、
内
面
積
ナ
デ

5
区
第
14
2
図
の
3
平
瓦

白
色
砂
粒
を
含
む

内
面
淡
褐
色
、
外
面
灰
褐
色

凸
面
布
目
、
凹
面
糸
切
り
痕
有
り

5
区
時
14
2
図
の
4
丸
瓦

白
色
砂
粒
を
含
む

灰
色

凸
面
ナ
デ
整
形
、
凹
面
布
目
痕
、
布
重
ね
痕
有
り
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写真図版



一本松遺跡 図版1

一本松遺跡・山田台ぬ6-2遺跡周辺航空写真 (1/10，000)



図版2 一本松遺跡

山田水呑遺跡 ・山田新田皿遺跡、 .山田新田所在馬土手周辺航空写真 (1/10，000)



一本松遺跡 図版3

一本松遺跡空撮 (平成3年度 ・4年度調査区を合成したもの)



図版4 一本松遺跡

(平成3年度調査区 ・北より)

一本松遺跡空撮 (平成3年度調査区 ・南より)



一本松遺跡 図版5

(平成3年度調査区 ・西よ り)

一本松遺跡空撮 (平成 3年度調査区 ・東より)



図版6 一本松遺跡

1 

2 

3 

1 調査前

2 表土除去後

3 確認調査状況



一本松遺跡

2 

3 

1 旧石器

2 旧石器、 B2-63グリッド周辺

3 旧石器土層断面

図版7



図版8

l 

2 

3 
1 SI 1 ~5 ・ 8~ 10、 SB 3、SX1 

2 SI 1 ~5 ・ 8~ 10、 SB 3、SX1 

3 SI 6・7、SB4 

一本松遺跡



一本松遺跡 図版9

2 3 

4 

1 81 5~7 ・ 11 ・ 13~ 20、 8B 2 ・ 4~8

2 81 2 3 81 4かまど 4 81 5 



図版10

2 

3 

4 

1 S1 6 

2 S1 7 馬歯出土状況

3 S1 7 遺物出土状況

4 S1 7 かまど

一本松遺跡



一本松遺跡

2 

3 
1 81 6 ・ 11 ・ 13~ 15 ・ 17~ 20 8B 5・6・8

2 81 6・11. 13~ 15 ・ 19 . 20 

3 81 11・13・14・16・20

図版11
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一本松遺跡 図版13

1 
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ふりがな けんどうやまだだいおおあみしらさとせんまいぞうぶんかざいちょうさほうこくしよいち

書 名 県道山田台大網白里線埋蔵文化財調査報告書1

品IJ 書 名 大網白里町一本松遺跡・山田台No.6-2遺跡、東金市山田水呑遺跡・山田新田III遺跡・山田新田所在馬土手

巻 次

シリーズ名 千葉県文化財センター調査報告

シリーズ番号 第300集

編著者名 鳴田浩司、小林信一

編集機関 財団法人 千葉県文化財センター

所 在 地 =;=284 千葉県四街道市鹿波809番地2 TEL 043 (422) 8811 

発行年月日 西暦 1997年3月31日

所ふ収り遺が跡な名 所ふ り在が地な コー ド 北緯 東経

市町村;遺跡番号 。'" 。'"
調査期間 調査面需 調査原因

己主荏語辞 千ち葉ぽけ県んさ山ん武ぷ郡oんお大おあ綱あ字みざし白ら 12402 : 003 35度 140度 19920107- 5，500m' 道路建設に伴う事前調
里さと町まちお大おあ字ぎ餅もちのの木き ほ八ち

32分 18分 19920330 査
幡まんだ台い541-1ほか 24秒 13秒 19920601-

19920930 
ーーーーーーーーーー--・ーーーー骨骨 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー『ーー_L_ーー骨ーーーーー ー-----_-ーーーーー『 骨ーーーー--ー.ーーー-亭・--ー早'・.ーーー'・・・ー'・・ーーーー--司・・・・ーーゃまだだ」E3い-なんばーろくのにいせき
山田 No.6 -2遺跡

さ山ん武ぷ郡く・んお大おあ網みし白らさ里と町まち
12402: 005 35度 140度 19930108- 172m' 同上

お大おあ字ざ小こに西しあ字きFい一っ4本Zん松まつ
32分 18分

34秒 11秒 19930129 
ーーーーー・.ーーーーーーーーーーーーー ー----_-回ーーー"ーーーーーーーー ーーーーーーーーーーー・.ーーーーーーー・ー
ゃ山ま田だみ水ずの呑み遺いせ跡き 東とうが金ね市しゃ山ま田だみ水ずの呑みだ台い

12213， 003 35度 140度 19880701- 580m' 向上

1.217-6ほか 33分 17分 198880729 

58秒 49秒
-・・・・ー-----ーー・ー・ーーー ー・--ーーーーーーーーーーーーー色ーーーーーーーーーー「ーーーーーーーーー ー------世・---"ー・・ーーーー， "ー・ーーーーーーーーーーーーーーーー・・
ゃ山ま田だ新しんで田んさHんI遺いせ跡き 東とうが金ね市しゃ山ま田だ新しんで田ん

12213 018 35度 140度 19921201- 1，700m' 同上

1.155ほか 33分 17分 19930129 

38秒 52秒
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーー-1-----ーーーーー ーーーーー晴咽・R・・ーーーーーーーーーーーー ーーーー.ーーーーーー・・・・・・・・ーー
ゃ山ま田だ新ぢんで田ん所しょぎ在い馬うま土ど子て 東とうが金ね市しゃ山ま田だ新しん予田ん

12213 009 35度 140度 19921214 50m' 同上

1.155ほか 33分 17分 19921225 

34秒 54秒

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

一本松遺跡 集落 旧石器 石器集中地点9か所 ナイフ形石器・模形石器・小石刃・ 小石刃生産を特徴とす

削器・石核・華IJ片 るVIl層段階の石器群
--・・・・ー.ーーーーー ----ーーーーーーーーーーーーーーーーーー
縄文 早期の撚糸文系土器・条痕文系土器 縄文後期の所産と考え

前期・中期・後期の土器、土器片錘 られる石剣出土

石器
ーー-ーーーーーー『ー『 ---・ーーーーーーーーーーーー喧--喧ーーーーーーーーーーーーーーーー---ーー・・ーーーーーーーーーー・・・・ ーーーーーーーーーーー・・ー・・・・・ーーー
弥生 後期の土器

ーーーーーーーー骨・ー・ 4・ーーーーーーーー・・晶晶晶晶画ーーーーー
古墳ー平安 竪穴住居後 45軒 土師器、ロクロ土師器、須恵器、鉄 「万所J・「所」・「幡」・

土坑 3基 製品 「上」・「大立J・「山」等
奈良・平安時代の掘立 の墨書土器が出土

柱建物跡 18棟
井戸 l基

ー・・・・ーーーーーー ーーーー・・ a・・・・・ーーーーーーーー・・----苧『ーー』喧幽岨ーーーーーーーーーー・---胃--・ーーーー ーー由----ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
中世 土坑墓 1基

溝 1粂

山田台No.6-2遺跡 集落 奈良・平安 竪穴住居跡 5軒 土師器・須恵器、石製紡錘車 石製紡錘車に「千」の
刻書が見られる。

山田水呑遺跡、 集落 旧石器 石器集中地点 2か所 削器・石核・最IJ片 VIl層段階の石器群
圃・・ーーーーーーーーーーーーーーーーーー・--ーーーーーー・・ーーー』 ーーーー---ーーーーーーー曲----勘・ーー

縄文 陥穴 2基
ーーーーーーーーーーー

竪穴住居跡 2軒 土師器・須恵器、鉄製万子・紡錘車 「大山Jと書かれた墨書奈良
土器が出土

_.-ーーーーーーーー--帽『ーーーーーーーーーーー-ーEーEーーー喧』・・・ーーー-ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
中・近世 土坑 I基

溝粂遺構 2条

山田新岡III遺跡 平安 包含層 土師器・須恵器、平瓦・丸瓦 ーーー『ーー ー『 ー・骨伺ーーーーーーーー'ー.
土坑 中・近世 土坑 2基

溝状遺構 1基

山田新田所在烏土手 野馬土 近 世 野馬土手及びそれに伴

子 う溝1条
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